
宅千葉大学学位串講義文き

リン ゴわむぅ性 台 衆 Q3 メ ～ 殖 と

苗 木 育 成 に 関 す る 研 究

2 紳 5 年 7 月

ホ 野 稗史



目 次

序 - -
- - -

- - -
- - -

- I - -
… … 書 呈

第 1 牽 リ ン ゴ 恕もi 短資奉 野 取 t) 奉賛薙

l
･ 緒 言 - - -

- -
- - - I

- -
- - ‥ ‥ . 6

2
･ 取 り 木 繁殖 に お け る敦系続 の リ ン ゴわ い 性 台木 M ◆ 9 の 繁藤性 の 比較 8 撃

3 ･ 取 り 木繁殖 に お 狩 る 発 壌 覆 違 法 - - - - - -
- ‥ … 壬1

4 ･ 接 ぎ衆盛 野土 法 に お 狩 る種木採聴周母樹 の遮光 と台東 の 発 棲 -
- ･ 2 尋

5
･ 考察 -

- - - - - -
- - -

- ･ -
” . … 2 5

第 2 章 リ ン ゴわも 増 資禾を弼用 した吉本 噂 育成

壬･ 緒言 - ･ -
- - -

- - -
- - I

- ‥ …
･ ･ 3 3

2
書 取 り禾 繁殖 に よ っ て 育成 し た M ･ 9 テガ ノ 脊 索 の 墳墓 , 台木 直 径 が l 年生

一

品 じ
'

苗木 の 生 新 こお よ ぽ す 影 響 - - - - - - . ‥ . 3 孝

3
･ 取 り木繁殖 によ っ て 育 成 した 如 ･学 舎 素数薬競が ま - 2 琴登

i

溢 じ
,

雷素 の

生 育 に お よぽす影響 - -
- - -

- - 専
- - …

‥ 3 毒

4 ･ 台 芽 の 切除お よぴ掻心処理が M ･ 9 テ ガ ノ 脅 喪 を周も 穏 呈 畢 生
i

最 じ
亨

笛

木 の 生育 に お よぽす影響 - - - - - -
- -

… … ･ 舶

5
･ 考 察 ･

- - - -
- -

- - -
- - - ‥ …

. 5 ヨ

第 3 章 フ ェ ザ ー 野 党 生 し恵 リ ン ゴわも 機 密轟音秦野 育成

l
･ 緒言 - -

･ - - - I - - - -
- -

‥ ‥
‥ 感6

2
･
l 年 生 リ ン ゴわ い 性 合 木 苗 衆 の 切 り 戻 し , 穿か き処理 と フ ェ ザ -

発 生 ･ 6 7

3
･ ま 年 生 リ ン ゴ わ い 性合衆嘗寮 の 切 野戻 し , 穿か き き B 鼻 散布凝 よぴ務葉処

理 と フ ェ ザ -

発 生 -
- - -

- -
- - - ‥ ‥ ‥ 7 4

4
･
l 年生 リ ン ゴ わむ 噌 台凍苗木 の 頃 り 戻 し , 穿 か き き B 慮 の 繰 53 蓋 し散布処

理 と フ ェ ザ ー 発 生 -
- - ･ ･

- - - - ･
- ‥ …

･ 撃ま

5
･ 考察 -

- I -
- - -

- - - - - - ‥ ‥ ･ 量昏惑



第 ヰ肇 リ ン ゴ わも竜牲脅轟を耶馬 i J 監 望率生 首轟 野定礎凌 の 生育特性

i
. 緒言 ･ ･

･ I I 8 書 ･ 8 書 ･ ･ ～ ･ ･
書 手 事 ･ 書 ･ ･ 書 ･ 事 書 ･ 書 ･ ･ u 蕃

2
･
肘 ･撃 テ ガ ノ 台衆 を頗む 穏

`

ふ じ
'

に お 狩 る
` `

監設i p恕o ¢現
事撃

と 頃 り戻 しQ) 轟

に よ ∋ て 育成した 2 年 生苗木 の 定植後 の 墳 墓 夢 樹終 生菅 の 施療 - さ 8 まま9

3
･
M ･ 撃 テガ } 台 木 を周 ♭もた 2 年 生

卓

長 じ
事

雷釆 の 樹冠構造 と定埴後 の 収 量 ,

樹藤 生青 書 ･ ･ I I ･ I ･
･ 8 ･ ･ 書 ･ 書 ･ 書 ･ ･ ･

･ 一 事 ･ 事 ･ ･ ･ 量2 e

4 . 考察
事 ･

I
I ･ I

･ ･ 暮 ･ 事 書 ･ 書 ･ 一 書 ･ ･
一 書 ･ ･ ･ I I ･ 事 ･ ･ ま2 感

第 5 肇 総合考察 ･ ･ ･ ･ ･ ･ 書 ･
･ ･ 一 事 事 ･ ･ ･ ･ ･

書 事 ･ ･ ･ 事 . . 1 2 害

境 要
･ I

I ･ 書 ･ I I I ･ - I ･ 書 ･
I - I ･ I - I - 8 ･

. . 1 3 5

S u m m a ry
･

I I ･ ･ 暮 ･ I I i ･ ･ 一 書 一
事 ･ ･ ･ I ･ 書 8 I ･ 辞

書 ･ 書 まヰe

引用 文献 ･ ･ ･ ･ 事 ･ ･ 書 ･ - I
- I ･ - - - - - - ･ 書 ま種痘



序

明治初期妄こ改 発恵与ち リ ン ゴ が導見き艶た当凝 , 昏衆 に は実生尊 重 ツ パ カイ ド

ラが 伺 い ちれ て らさた . 後を≡, 閑素地方 の 種苗業者ら蔓こ よ り , 挿 し蒸 発 壌 性 の 優

れ る枝垂れ性 の ∇ )♭バ カイ ドラ台 喪遠雷選抜さわ ( 尊 書 神戸 ,
i 粥歩き, ま撃3 5 琴 規

降 , リ ン ゴ台 木 の 約 % 鎚 上 背 利用 さ 釣 る ま で に増 加 し た ほ 塵 ,
ま弊 害き.

マ ]レ

バ カイ ドウ 台 木 は , ミ ツ バ カ イ ド ウ台東 に 比 べ て 早期踏薬効発意誓高 < , 豊 壌適

応性が優 れ 接ぎ素 親和性も轟 u は 塵 , l 弊暑) こ と か ち , 広 < 種 苗業者およ

ぴリ ン ゴ 生産者蔓こ愛 好 Å れ ち ゎ た . ま た , 鎌 取枝挿し で 容 易着こ増殖が可能 で あ

る こ とをま, マ ]レバ カイ ド ウ台 索 の 特筆す 代 き特徴 の -

つ で あ り 夢 国 内蔓ニおら蓬て ,

挿 し喪 繁 殖妄こ よ る リ ン ゴ の 脅 衆 生産義 よぴ嘗素育成が定着す る 主要因と亀な っ

た ･ マ ル バ カイ ドウ台 東 は , わ が 国 に おむもて , リ ン ゴ台木 とし て こ 甑 ま で着こ最

も多く利用 され て き て 為 り , 現 在 で も リ ン ゴ 生産 に お u て 重 要 恵投部 を果た し

て い る .

一

方 , わ が 国 に おし3 て , リ ン ゴ の わ い亨b 栽 培 が普 及 し始めた の は l 粥 8 年 薦頃

か らで , 導 Å か らお よ そ 4 e 年 近 く惑雪濠 過 し よ う と して らうる . 己 酌 ま で妄ニ , わらさ

怪 奇 東 と し て 軌 M 9 学 的 ･ 2 6
,
M ･ 2 7

, a . 6 - 1 8 等 が弼 頗 蕃 酌 て 普た 宅男弓乳 量撃時 事

こ れ ら の わむ 鳩 車兼 の 多i は , 実周的な蘇張枝挿し蔓こよ る繁殖が難 しむ盲た 範 ,

挿 し木繁殖を行 っ た マ ル パ カイ ドラ台索蔓こ接ぎ来する 乙 と蔓≡よ っ て 繁殖 が 行 わ

わ て きて 旨1 る ･ こ 豹 に と もならミ, 国 内蔓こお 汁 る リ ン ゴ わ い 投資凍雷衆 の 経 と ん

ど 軌 マ ル パ カイ ドウ を下草台寮 とす る申開台車嘗衆 とし て育成き艶 てむきる f

し か し なが ち , わを 鳩 舎轟 を申開脅喪とL , て 利潤 ♭た場合 , 豊 壌適応性惑嘗陶

J = す る 等 の 利点隠あ る も の の , 奉来 の わ n 首巳効果 が十分妄≡ 生 か き 艶 なむきた 軌

樹齢 の 経過 に伴 っ て , 最 終的 に 強樹勢才転蔓こよ る作業性 の 善書巴, 農 薬 品質 轟 よ ぴ

果 実生産効率 の 底下等 が顕在托 し 9 近 軌 乙 れ ち 娃栽培滋 野 大きな開轟とな i

3

て い る ･ こ の よ うな 経費をふ まえ て , 搾業性 , 農 薬品 質 , 果 実生産効率 の優艶

る , ホ型 の 樹冠 を宥す る わ いそヒ栽培 を実萌す る た 捌 こ , 冒 )レバ 尭イ ドラ を周旨主

ならも通 常 の 台木法と して の わを盲軽費東和周が見直さ艶 つ つ 轟 る毛玉井ら , 望e e 望態) I

欧米 で 揺 声 磯 り衷蔓こ よ る わ u 牧舎凍 の 繁殖が定着 して むさる( 轡蓉 醜 審嘉斑 欄 壷転s 観

2 粥 3ラ事 最近 で は , リ ン ゴ の わ n 才ヒ栽培南をナに 澄界鰐蔓こ利潤 の 参ら志 朗 .撃 台 東 の



申から 夢 取 野木蔓こ轟 い て 繁藤軽 の 優艶 る 系続 宅
"

s ti 挺- eまe 遊e
”

き が , 数多i 見出き

艶 ( G i壬I e s et 盈壬･

き
壬粥轟; 翫 地 e壷斑 , 呈9孝蕃; B 盈恐 瓢 盈n 抱き 呈学者¢; M

'
盈S S m n 8 最o G艶窃き l 哲学3き,

わ旨ミ4ヒ効果 等 の特性 の 達ら3妄こ つ らミて も解 明 き 甑 つ つ あ る そM a §s e r e 没, 呈撃塞撃; 暫盈迅

O e s毛e rl
,
1 9 審姦; 翫 r毛h e嘉m き l 舛 7 ; W eもs 紐r 書 H oll 急B d s き 壬弊 9) .

し か し , 日奉 国内妄こ義 行 る わ い 性台 素 の 繁殖を豊, 前述 した よ う に挿i , 蒸 し た

マ )レバ カイ ド ウ曽 木 に 接 ぎ木 を行 う方法が 一 般的で 轟 哲 , 盛 野 土 , 感琴取撃と

い っ た 取 ぢ 素繁殖特有 の 作 業は種苗業者 に 敬 遠 さ れ , ねらゝ性 台木 の 怒 り衆 繁殖

は経 と ん ど怒 り 組 ま れ て い ならミ ･ ま た , 取 り木 繁殖以外 Q3 方法 と して , 貴子藍藻

理 を併用 し た鎌取枝挿しお よび録接辞し等 の 拳 法 も榛 尉 き 艶 て き て は u る も の

の , 処理 が や 争 焼津なためもあ っ て , 帝 は 野薬周鈎を≡は 行 わ 艶 て もきなら3 . 取 り

木繁殖 の 効 率才ヒに 関 す る 研究妄こつ い て も , 過 義蔓こ欧 米 を中 心 に 多i 桑 野組 まれ

て きて い る ( 招¢ 轡 盈鴫 1 9 毒7) 那 , 国 内蔓こ患 u て は , 幾 つ か の 試 験 飼 を除む立て 常

連 の報告 は少なむも .

マ ル パ カイ ド ウ台 木 の 挿 し木繁殖牲 の慶釣 る盛をま重 要な長所で あ 野 , 果 樹 生

産妄こ恩恵をもたちしたが , 反 面 , そ わ毒= 依存 する あ ま り , 取野乗繁殖撃 砕 箆瞭

約労力を要す る繁殖法蔓こ関 して , 機械才巳亀含めた効率号巳の 技術開発が十分蔓≡取

り組 まれ て こ な か っ た 己 とは , わ が 国着こ感 吟 る わら3 後 台 来 の鞘周と寮 那転蔓≡と

つ て , あ る 意 味 で マ イ テ ス で あ っ た と貰 え る か も し艶 なむ3 書

そ こ で , 奉研 究暴こお い て 軌 現 在 , 圏 内 で 朝 周 可能なウイ ル ス フ リ - 弟 糾 半歩

台衆 の 取 り木喜こ凝 狩 る繁殖性 に つ u て , 欧 米 を 和 む妄ニ新た蔓三見 出 審 れ て むさる 蓋

要 な M ･学 舎 索 系統と比較す る と と も蔓こ
, 発す巳処理を感属 した戦 野承繁殖Q3 効 率

柁技術を明 ちか に し よ う と試率た ･ また , 最 近 , 挿 し素繁藤が可能なわむ増 資

案と して新しく 育成された 5 M ま, 湖 ヲ 脅寮 ぼ 田 ら, ま卵 7 = ≡ つ ら3 て も , 挿 し

索繁殖が安定 し恕をi 事飼 が多むさ芸 と か ら , こ 豹 ち の 検 討蔓芸蕩日え た .

果 樹栽培 に 恵も3 て 揺 , 富来 の 窪橿後 , 結実 が癖ま る ま で蔓こ 絃 敷革 を要 し 守 成

衆 に達す る ま で に 揺さ ち蔓こ年数がかか る ･ 讃期畷畳 の 増 加 を早 め る … と は 果療

経営上重要 な課孝 で あ り 曹 そ わ は , わら5 性 合薦 を 那 穏 密接栽培 の 主 要怒ぬ ち

n の -

つ で も ある 事 務 菓開始 の 前進 夢 怒 ら ぴ蔓こ早期成濁音転蔓-= 関し て は , 2 - 3 琴

生B} 上 の 夷貰 の孝!j 周を≡ つ むもて 窺 つ か の 帝告が轟り 挽 来 ら , 量撃粥 ; 堀 込 ･ 義 男

批 ま 弼 ; 石 川 ら , l 卵 7きノブ ン ゴ の わら 鳩 栽培者≡轟 u て も 事

- 部の 鴬農家習をまず



自家育苗t , た 2 年生 鎚 皇 帝 尭雷を周 U 5 て 畢 期成薗亨転をこ戦 野観 み , 成果 をよをヂ写

らさる 事嗣労苦あ る ( 常 幸 2 粥eラ.

しか し , 種 常葉着 で 生産審わ てをさる 欝凍 舜 経と ん どは 重 奉棒状 帝 王 琴豊商家

で あ 野 ,

一 般 的な農家が 芝 年 生 鎚 上 の 大富をすぞに 弼済 で き る 嘗寮の 生産轟よ

ぴ涜遺体尋那ま構築され て むぅな い . 果 樹園 の 開 繋を≡降する尭粛 の率弓周 の 有事弓健 ほ

十分認識害わ てをまい る も の の
, 現状 に 烏もミて , 実践 的 な 尭 雷 の 利 潤 は ぎ< - 罪

に 限 ちれ て ら与る .

- 瓦 既 発 に 削チる リ ン ゴ の わむ3 化 栽培で は タ 近 年 ,

”

監追重野転o o m
学事

と呼ばわ

る , 長 め の フ ェ ザ - が 多発 し た 2 年 生 嘗凍 の 利用 が急速をこ広 ま っ て 恕 り , 尭 き

な 成 果 を土をヂて い る ( B 盈 -
'

%i
,
王 卵 e) ･ 商 テ ロ 舟 地方とも呼ぽ釣 る イ 夕u ア の 濫

番地機縁 , 在来型 の 尭樹艶壊栽培が , 早期多畷性 の優れ る
` `

K n壷p b e e m
' 書

を 董蔓こ

周 u た か型観察植栽培 に 短期閑 に 転換さゎた成功寧飼 と し て 蟹 界 約蔓こ注 目 きわ

て お 琴 , わ い 花 栽培南 捌 こ特性 を改善した優良な尭嘗 の 生 産 と孝f3 周 が 成 功 荷 重

要 急 鍵 で あ っ た と きれ て い る くW e 紹h , 2 e e 3ラー

リ ン ゴ の 苗 木 に 発 生 す る 副柄( Bl 下 , フ ェ ザ - とす る) ぼ 角度 が 広 らきた め蔓芸,

定植後 , わむき牧舎 木樹 の 磯接とし て 利潤 し や すむさ ≡ と が忽 ち艶 て い る . u ンぎ

苗衆 の フ ェ ザ ー

発 生農 進 を 目的 と し て , ペ ン ジ ル ア デ ニ ン く以 下 ,
B 鼻 と ずる)

等 の 植物生長開欝物質 の 効果が最多< 報告書艶 て い る く腎蓋まま嘉各班 善 事 S 嘗急転まy 苧 ま夢6 喜;

監8 n a e r I C 盈r野合讃 晦 1 9 7 2; Q ぬ 圭盈n , 1 9 ? 蕃; L 盈F S e B , l 撃7 撃; ぎ好 き勤番y , 呈粥 2; 簡態ぬ 容量訊 事

E st ab r o o k s
,
l 卵4ラ･ わ が 国蔓こ 患 u て も , 接 ぎ凍当年 の 雷衆新柄妄こ対す る フ 三 ザ

一

発 生僅 進効果 ず
2 年 餐以 よ の 嘗来 季定壕棲 の 若 衆 砕 鍍穿発 生優逢 およぴ花芽

着生促進効果等 に つ い て 報告者わ て むう る 宅横 臥 壬弼ま; ホ 洩 ら , 呈学名3 ; 界噂 事

斎藤 ,
ま撃蕃6) ･ しか しな が ら , 主 に 種苗業者 で の 戦 野観 み を懇憲した , わむ蓬才転栽

培肉 汁 の 緒特性 ( 多数 の フ ェ ザ ー

を有ず る 劉 の優れ る太嘗狩 生産技衝を三 つむぅ

て ほ , 国 内 の 主 要 品種 を用レ5 て , こ 酌 ま で蔓こ 揺 と ん ど研究が取 琴線 まわ てらき恵

も3
.

こ の よう な背景 をふ ま え て 夢 奉研究 で は 亨 わら主音巳栽培商材 将 来欝 の育成絵蔓こ

関 して 技術開発 を試 み た ･ 凄日えて 亨 こ の よう 恕雷蒸 の 畢期多填性き 雷薬事≡老をチ

る フ ェ ザ ー 等 の 磯枝 の 発 生状態が , 定埴後 の 嘗凍 の樹形を= 恕 よぽず影響着こ つ ら蓬

て 亀検討 を簸 えた .



国内 の 果樹栽培を= お旨ミて ぼ , 高齢托 夢 低価格 , 瀦費 の 庇 護 とを盲つ た凍 寵 の 申 ,

琴 考 , 経 営環境は厳しらきも の とな っ て きて む篭る . 導鼠 径 3 e 琴蹴 皇 を経 過 し 恵 u

ン ゴ の わむさ才ヒ栽培に お u て も , 高樹高化 , 受渡態勢 の 悪ず巴蔓≡去 る 生産効率 の 慈

下 が顕在化 し てレ与る ･ また , 最 近 で は , 農 薬 の 安全度摺蔓こ対 する萌費者 の 開jむ

や 要 望 の 高 ま りか ら , 減 廃寮栽培 代 の 亀 甲組 み が重 要 な 祭 歴 とな っ ぞら与る . ≡

れ ら の 殊 題 を克愚し つ つ , 安定的 な 果樹経営 の 進 展 を図 る た 漆 に 揺 夢 揮 発性 ,

受光 環境 , 薬 荊 の 到達性 の 優れ る ホ 塑樹を 那 ユた密埴栽 培を実現ず る 乙 と が ,

-

つ の 重 要 な解決策となり得る と考えらわ る .

奉研究 は , こ の よ う 急 わらき花 栽培 の 実現 に 向狩 て , わ い 怪 脅喪 砕 生 産 を含め

て , 早期多収牲 ならびをこ生 産効率 の 優艶 る 尭雷 の 育成技術 舜 開発 に つ n て , 国

内 の 主 要 品 種 を用む3 て 取 り 組 ん だ も の で あ る 一



# *

奉轟文 の 作 成 に あ た 哲 学 終簸 ぎ親頃急 ご助嘗 苧 ご示唆 をむさた だ き , か つ ご高

閲賜 っ た 千葉大学園芸学審教授 松井弘之博士 多 国助教授 ホ祭 埼博士 , 寮 京農

エ 東学誇師 く蔚長野県果樹試験場長) ホ絶 浮男博士を≡ , 熟むよ 野感謝ぬ念 を表

す る - ま た ≠ 終療 ご教示 , ご激廟 を い た だら盲た 千葉大学名誉教授 寧 日鏑兼博ま ,

同 名誉鞍授 高橋英富博士をこ , 澄 ん で 感 謝 の 意 を表す る .

実験期間中手 数 身 の ご配慮 , な らぴ書こ解激泉 を湧ら3 た 手 長 野 県 展 樹 試 験 場 長 和

田 健夫氏 , 同 栽培霧長 白田彰氏 , 長 野 県 中信農業試験場麺搾栽培部長 茂原義

氏 , 長野 果 菜 樹試験 壕音感部長 塚 粛 - 率 博士 の 各位看こ , 感謝 砕 憲 を表 ず る 事 ま

た , 調査 凝 よ ぴ実験 の 遂 行 に 際 して 貴重な ご意見 を い た だ き 亨 か つ ご協 力らきた

だ い た長 野 県 果樹試験場 玉井資 研究農 , 同 前轟勤 研究農 事 長 野 県 南 清盛菓

試験場 船橋徹部 研 究員 , 長野 県農業技術殊 恕藤 秀 -

副 豊 住 専 門技衝農 , 並

び に 閑孫研究職農各位 に , 衷心 よ り感謝 の 意 を表す る . き ちをこ 事 実巌 揺 場g3 蓮

乳 管理さこ凝む主て は , 落合 進 - 氏 く前 長 野頻 発樹試験場 主任農林技師ラ手 長 野

県 果樹試験場 類義慮次 主任農林按 配 問 返野牽 農林技師 , 岡 馬場寧車 轟

韓技師 の 各位 に は , 数多i の ご協 寿 をらゝた だむ3 た . また , 哉 埴駒蜜妄こ凝ら蓬恵 揺 ,

長 野 県 農業東学校果樹実 臥 所究科 の 学 生諸君 , 長 野 県 果樹試験場 研修生緒氏

の お 力 をお借りした , こ こ に 記 し , }E;% よ り感 謝 の 意 を衰 ず る次第 で あ る .



第 巧輩 u ンゴ恕も写像脅凍野 戦8J 奉賛薙

1 . 猪首

H 哉 鮎 n くl 撃1 7) を三 よ っ て 健界 で初め て リ ン ゴ の わら毒性脊索 の 凝 集 き 発車 の 確

告がなき- れ て 以来 , 澄 界 の 多く の 国 母 で わら盲桂台衆 の 探索 , 育種 が行わ甑 て き

て い る ･ 現 在 , リ ン ぎ の わむ主軽食素 に ほ , わ u 才巳効果 , 繁殖健ぎ 耐 病 虫性 , 環

境適応性等 が具象 る多く の 種 類 が あ り , リ ン ゴ樹 の 確 執 樹勢 の ヨ ン ト ロ -

]レ,

耐 病虫性 の 付与 , 高品 質 巣粟生産喪 よぴ早期多畷等 の 目的 の た め蔓≡ , 広 < 弼 潤

さ れ て い る ( W e b st e r , 2 桝 2) . 中 で も M ･ 9 台東 は , 雇わ た わ n 子巳効 果 と果実生産

効率 の 轟き か ら , リ ン ゴ の ホ 型樹密接栽培 肉汁をこ 菅 界 で 最も 普及 し て い る

( F e r r e e I e 盈r王s e 迅
,
l 粥 6 ; 闇e b st e r

･ 翫 ぬ e董m
,
2 0 O 3) .

朗 ･学 舎 木 は , イ ギ リ ス の E a s毛 M a王ii n g 試験 場 (i2R 下 手
藍M 就き看こおむミて , フ ラ

ン ス 起濠 の
"

P a r 盈d is e
”

か ら選 抜 さ れ た 台東 で あ野 ,
ロ -

マ 数字 で Ⅸ の 系 錬番 号

が 最初 に卑え ちわ るB} 前 に は
"

J a tl n e a e M e毛z
' '

と も呼 ば れ た くH 盈軸 33 タ ま撃1 7 ;

F e r F e e ･ C 盈rl 紬 n
,
1 9 8 郎 ･ オ リ ジ ナ]レの M .9 台 寮ほ 怒 り 喪蔓這お 狩 る 繁殖穫惑誓劣 る

( H o w 亀城 1 9 7 7 , Q ti 亀m n e 書 B r e 闇 n壬e e
,
偶 8ラ と 書 艶 て u る が , 繁務性 の 優艶 る 系

読(
i `

昏u b - e l e n e
”

ラが , ヨ
-

ロ ツ パ を* }むを芸多数見地き艶 て い る 縛i 鮎≦ 参篭轟L , l 撃泰盛;

翫 嘘 e毒m
,
1 9 害毒; B a - 盈n 設 , ま粥 ¢; 朗 a s s 昏r O B

事 鮎 e ぬe
,
l 卵 3き. 己 艶 ち の 封 .撃 奇 策系

統 は , 取 り凍 繁 殖 を行 う過 程 で 選抜さわ たか , ウイ ル ス フ リ -

碓 馨 れ た 夕 日
-

ン の 申か ち選 ぼ れ た 若駒 わs 玩汀 書 H oll 急設d 昏
,
壬撃撃9∋ も の で 轟る , 新た蔓芸風出書甑藍

M ･ 9 脅 衆 系統 に 軌 形態 的怒差異 ほ 好 の 発 生 , 花芽 の 着 生 多 発砕 き ょ 歯 の 深

さ響き の あ る こ とが鞄告き凱 て 磨 り 宅地 s s e ぎ 輔 ,
蔓撃紳; 腎畳語 O e s毛e B , 壬学者轟き, 最近

で は わ い4転効果 や 生産性 の 達を3喜こ つ むさて も解 明 蕃艶 つ つ あ る 若駒 ㌢毛ぬ蜜董m ラ 偶 7;

W e もst e r I H oll a 泡盛s
,
1 9 9 郎 .

如 暮学 資 舞 系統 の 繁殖軽率 わ らミi巳勃 発 , 畷 藍 色 の 達 む議書≡ 捻 夢 遭 覆 輪な 要 因

( B a u m 轟 m , l 粥 e ; P 盈r ぎy , l 弼 ; 腎丑澄 O o s 毛e 投 , 1 9 7 7) や ウイ)レス の 有無 ( C 盈m 野態鈍

l 粥 5き が 開卑し て h る 可 能性惑書緒掻き甑 て をミる が , 習a B O 鵬 毛e B 宅ま粥 郎 ほ幾 つ

か の M ･ 学食 衆系鏡を形態的に親察す る こ と に よ り , 系 統閤差異隠童をこ壊葡 野栄

養生長段階 の遵らミ (
…

o n 紬 g e 男e音量c 習盈ri 盈毛董o 迅
手事

宅潟盈C k 昏毛篭, ま撃毒5きき 書こよ る と考察し夢

そ 艶 ち を幼君相 ∈j 恕Ⅴ昏n 量I e 野h 鼓S e) , 成 熟層 ( 盈d 覇王竜野ぬ最澄昏き 凝 よぴ 爾者 の 申開 で 轟



る 過渡相 紬モe r n e a重畳電e p h 盈S eき の 特車を斎ず轟鏡を= 分類し てら与る .

長 野果 菜 樹試 験 場 ( 規 下 手 長野 果試き で は ,
監朗 就か ち琴見 したオ リブテ]レ

の M ♯撃 歯 舞 を温熱処理 くC tl毛毛董投轟
･ M o n電o 蛋0 茂 e ぎy , 壬那 3き して 鬼∈L §Ⅴ を プ リ -

4巳

し た M ･撃 -

( マ イ テ スラ を育成し くホ絶ち , l撃撃3 bラ, l 形容 琴妄こ 弼 .撃 テガ } と 車

名 した ( 監 oi 転e e書 急呈･

,
l 卵撃) 手 M 卓撃 テガ ノ 台東 は , わむ盲才ヒ効果 ず 果 実生 産効率が

優れ ( ホ漁 ら , 壬卵 3 盈) , ホ 型樹密植栽培南をチに 長 野 県内で 普 及 が進 み つ つ あ る .

玉 井 ら ( 2 e O 2 a) 紘 , M ･ 9 テ ガ } 台 東 と M ･撃討 V F ‡
｡
5 7 脊 索 の 舞茸的な形態を 学 習急設

O o 如 n ( i 粥 6) が 幼若相 の 特徴 を有 す る 系続 くM . 9 F L 5 6) , お よび 過 渡 相 の 特敢

を有す る 系続 く如 ･ 9 T 3 3 7) と 葡督 し て い る M , 9 台 木 2 系統 と 比醸し 夢
♭きず酌 も

形 態 的 に 成熟相 の 特 徴 を持 つ こ と を 明 ら か に した .

し か し , M t 9 ナ ガ ノ , M ･ 9 N V F ま5 7 台 東 の 取 り衆多≡凝 狩 る繁殖牲を≡ つ らきて , 亀

の M ･ 9 台木 系続 と 比較した試験は未実施 で あ る . そ こ で 奉研究 でを蓋, 第 -

a) 深

意 と して ,
M ･ 9 ナ ガ } お よ ぴ M 書9 柑V F 1 5 7 台 東 を含む幾 つ か の 朗 .学 資 本務 鏡着こ

つ い て , 怒 り木 ( 境伏 せ法) をこ翁をナる 繁殖性 の 遠む3 を挽瞭した 暮

M ･ 9 テガ } 台 衆Q3 取 り 衆繁殖 に つ u て , 長 野 県内 砕 種嘗薬者 の 閑で は , 発 穫

量 の 多む 噌 索が安定して 生 産 し に くむ3 と の 指韓がある , 待暮三 , 取 り寮 費 開始し

て 最初 の 2 , 3 年 は , 新 柄 発 生資 , 発壌畳 が 少 なむ盲た 漆蔓こ菅 野 磯肉感嘗蛍♭3 恵とが

観察 者釣 る ･ オ リ ジナ ル の M さ撃 台 東 経他 の M 系 , 凝 よ ぴ 封 M 轟 蓉舞蔓= 地 代 て

取 野木蔓こ よ る繁殖生が劣 る 宅H e 轡 盈fd , ま撃ヲ7) と さわ て むきる が , 朗 .撃 チガ } 脅蘇

は こ の 特性を受をテ継♭さでをさる 可能性があり , 擬 野寮繁薄を効率的を≡行 う た め蔓≡

揺 , 発 根率 を 向 上ず る た め の 何 ら か の 技緒開発が番要と考え ちわ る .

挿 し木繁殖 に お 狩 る 発壌促進接帝 の -

つ と し て タ 穫寮採取周 の 母樹蔓芸封ずる

黄才ヒ処 熟 達光お よぴ
事i

紬 n ぢ数量喝 く
- 慶 轟才ヒした新柄を遮光 ずる処理ラ

”

処理 の

有効性が知らわ て むさる ( B 違憲S u 汝 ･ 知 ay n 急ぎa , ま撃書写) - 窃盈ra 投e T 毛玉9 郷 は 夢 リ ン ゴ

の 梼耽接辞し に 轟をきて , 黒 もち粘着 テ ー プを周旨きた
i&

払董盈n e あi n 蛋
学才

が 多 発 凄 し蔓芸i

むさ
`

M 盈e王投毛o sあ
才

の 発 境 を著しく覆達す る こ と を泰 L , た , D o 習d 8 だ急ぎま5 O 讃 (呈撃7ヲき

揺 , 取 り東繁殖 の 際蔓こ盛 り 土 著 わ た リ ン ゴ脅轟 の 新棉蔓≡ つ い て , 界魔 よ魔境が

認 めら艶森を鳩 の で も , そ甑 を挿し木 した時蔓こ 多 感 り豊 き 艶 て 旨蓬怒を議新横着こ放

ぺ て 発壊 の覆れ る こ と を帝督 して む鳥る 事 また , 菊地 書 3-ぎ常 田 若ま弼重き 接 ぎ 蒸 ピ

ニ ] は 髭巌綿 , また 揺 ア)レミ ホイ]レを 那 3 て 発音転処理 を行旨さ夢 弼
一
書望軍 資衆 の 静枝



挿しぎ 凝 よ ぴ 半熟枝挿し蔓芝おも盲て 高も蓬発壊率を碍 貰旨与る 8

発 横凝 逢 の た め蔓こ発音巳処理 また蔓豊遮光轟理 を行う場合 , 遼覚幾度夢 遮光期間

等 を藩済蔓= 制御す る こ とが 罷 蓬 と 考 え ら釣 る . 黄粍 整理蔓≡轟をチる遼発条浄書三 つ

旨当て , 野F ¢重量e も 竜王撃6 重き は , イ ン ゲ ン 冒 メ を凋 むもて , 光 を 受を掌る 期間と発横 時 務

制妄ニ連続的な閑錬があ るとと を示し , 発 壌 を促 す 恵 めをこ ぼ完全な遮光条件が慈

ず しも 感 要 で なら竜こ と を明 ら かをこ した 書

- 方 事 リ ン ゴ台 寮蔓≡翁むきて ,
∈艶f董還 触 緒 n

ら 妄言粥 郎 を孟, 浄 - キ シ シが終生約を= 尊克 ちわ て むぅならさ発 酵でを豊ダ リ ン ゴ禽衆

母 樹をニ封 ず る 塞 - 5 ヰ 腎 / 勤
望
g) 範囲 の 覚線 強度は挿し蒸 Q3 発 壌 に 影 響 しなをゝ紙

慈覚農兵韓下 で 母樹が育成さ甑た場合に 凝むきて 砕 み オ - 専 シ ン の 挿 し衆発磯慶

造効果が認め ち釣 る こ と を示 し た . また ,
紺¢ 闇 盈F a 宅董那 7 - 壬撃番郎 経 予 知 ,撃 台凍

を周むきて , 資牝 処理 と
i i

毎a 態適量喝 若輩た処理をこ続 i , 滞労 約 な遮光処理き
”

が 挿

し東 に お 狩 る 発境台東率 を i 尋 % か ら 審4 % 蔓こ増安田し , こ の 時 光線透過 量が 2 e %

ま で で あゎ ば 発 哉 の 皮 下 が有意とな らなむ与こ と を示 し た . こ 釣 ら の 頗 兇 を 速 ま

え る と , 発 模 し喜こくも盲リ ン ゴ 歯 舞 に おを与て は 書 挿 し素寮轟を前擾と し た莞壕在

達 の た めをこは , 母 樹 ほ たをま , 母 株 上 の 挿 し橡妄≡す る 予 定 の 新 柄) を≡対 し て 沈

較 的 強 い 遮光条 件が感妻と考えらわ る ,

挿 し木 繁殖喜こ轟 い て 発 壌凝達効果 の 高らき資4巳処理 は , 菅 も骨 も磯 野 寮繁殖か

ち発想きれた も の と さ 軌 て ら‡る く猪 噂 ･ 丸 軌 l 撃蕃撃) 那 , 繁 り 衆繁藤暮≡凝をチる

発横尾蓬蔓こも 十分応周が可能 で あ る と考えられ る . 葵 際蔓ニ チ リ ン ぎ の わ u 像脅

衆 の 取 り 木繁殖 の効率4ヒをぬ ら u と し た費化処理 野方接を≡ つもさて 亀幾 ∋ か の 報

告があ る ･ T t ,k e y u 粥尋ラ は ず u ン ゴ わむ急性 台 蒸 の 取 り凍繁殖接 の - 種 で あ る

ト レ ン チ レイ ヤ
-

法 (
"

T F 昏n e 泡 L 野 車軸 g
' '

き 書こ凝をきて ず 横 に 伏 せ た母疎意誓発芽ず

る前 に 2 書5 e m 程 度 の 軽 い 覆土 を行うと , 新柄が土 を突き抜狩 て帝ぴ る 際妄こ費才巳

き 甑 , 発凌が 産 逢 さ 釣 る と して H る . 藤 銀 毛ま卵ま) も 同様蔓≡母殊 に対す る 3 - 4

e m の 覆土処理 の発境促進効果 を示 し てむぅる が , 発芽前 の覆土が摩す ぎ る と新柄

の 発芽 が抑制き釣 る と精錬し てむぅる . しか し , 遮光 の 時期や強度尊者≡ つ む3 て 凄

敦 の 脅兼系統蔓こ つ む主て 詳 しく検討した確告絃農あたらならき .

挿 し索発棲牲 の 劣る わむ主任台衆を効率的看こ繁殖ず る た め の - 拳 投 と し て , 黄

4ヒ処理 を鮮周 した挿し素繁殖も有望 で あ る が 事 実醇事こぼ , 黄首転処理 , 遮光鰻硬 膏

そ れ喜こ続 く
"

ぬ n di 喝
' 亨

, 轟 よ び
事`

bま盈n e 彪董B g
”

等 の 処理蔓ニは 捻擬餌多く の 努力を



要 し 事 国 内蔓こ老 い て 業層 的 に取り組 まゎ て旨ゝな♭き,

そ 芝 で 奉研究で 揺 事 欧 米で 既蔓三定着して ら与る 戦 野 衆繁薄をこ も目 を南をずる 感 憂

が あ る と考え , 第 ニ の 錬 辱 と し て , ” . 9 テ ガ } 昏索 を含む M .学 資素数系挽を周

ら3 た 取 り衆 繁殖 に 轟 狩 る資托処理 の 条 件と繁殖性着こ つ らさて 検討し , ” .学 舎 蒸 系

統 の 板 野衷 繁殖 の 効率すヒをはか ろ う と試 み た .

2 ･ 取 り木繁殖に 掛チる致系鏡野リンゴわもち性宙寮 M . 9 将 繁殖性の放校

り 目的

E M 試 よ り率Å した M ･ 9 歯舞 を長 野 農 試妄こお い て 温 熱処理蔓こよ り ウイ)レス フ

リ -

絶 し た M ･ 9 ナ ガ } 轟 よ ぴ M ･ 9 討 V F 1 5 7 台 凍 に つ らさて , オ ラ ン ダ , プ ラ ン 荒

か ち孝Å した M ･ 9 台 衆 系窺と の 繁 り 未 に 金 持 る繁殖性 の 違 い を検 討 し , 繁殖特

性を明 らか に し よ う と し た .

2 ) 封 料 お よぴ 方 法

M ･ 9 ナ ガ プ チ
朗 ･撃鞘 V F 壬5 7 , M ･ 9 F L 5 6

,
朗 . 9 T 3 3 7

, P aj 盈r n i , P aj a m 2 , ” .学監L 重撃

台木 ( 番 台 禾 系続 3 O - 2 撃 株) を供試 し 恵 .

2 帥 8 年 4 月 に , 番台寮系統 の取り凍周母株 ( l 年生) を 夢 株開 e 書考 m , 開 園

4 ･ e m と し て , 約 4 5 度 の 角度 で斜 捌 こ定検した . 潜薄地 よ常揺発芽解毒こ約 3 e 蛋m

で 切 り戻 し , 発 芽後 , U 寧 型 の 針 金 を用む3 でをまぽ 療 撃 と 怒 る 蓋 う蔓こ輯を≡伏せ た .

定埴 当年 は 盛 り皇 せず蔓こそ の ま ま育 成 し , 翌 2 紳呈 率か ら 2 鱒茅 撃喜芸か 狩 て 取 ぢ

裁繁藤を行 っ た 書

取 り 木 繁殖をこ おをナる盛り土 揺 , 母 株新柄 が 3 e e m 軽 度 に 静養した 6 月 よ萄を芸

l 回 目 を行むぅ, 33R 擾 7 月 中旬 に かをチて 壬 - 2 回 遊 如 した , 車 乗 の 凝り 驚 姿 絵 ま呈

- 1 2 月 に待 っ た ,

凝り 取 り後 , 台 東 鼠 台東直径 , 発横量 を調査した . 脊索直径蔓ニ つ い て萎ま,

台 東 基部かち 2 e - 2 5 e 現 の 静間部分を潮定した 書 発横暴 揺 ず 第 ま 囲碁こ示 す指標

蔓こよ 野 , O
- 4 の 教優 に て評藤を待 っ た . 健 の 申開蔓こ つ むきて 練 歩. 5 と ♭た i こ 砕

よ うをこ し て褒めた発横指数で 軌5 以J = を発櫨台衆とし , 発壌歯舞奉数亨 発 境台

東率を求めた . 脊索奉散 乱 取 野乗 床 ま m 当 た り の 番数 で 示 した .

3∋ 結果

M 書撃 F L 5 6
,
P &j a f B 2 禽寮は ず

むぅずれ の 年 毎 き 他 の 昏来系統喜≡沈 ぺ て 壕 哲衆露 呈



着

をき
i

,
/ど

事号
㌔

竜 声

(
＼
く

i

手∫

義
-;*
う
≠
≠

1 i

/ r

1

8

2

メ

ち

M

3
_亨′

d
/

･
ぞ

y

J

,-.
萱
:i

,

:義
- .

<
f

l
L

-
/

も
嘩L ≠

尋

3
鷲

7/

尤
′

第 1 図 取 り 木 繁 殖 に よ っ て 育 成 し た リ ン ゴ わ むり整台 衆 Q3 発 壌 軽

度 の 朝 定 指 標

国 中 の 数 値 は 発 境 指 数 を 示 す .
e : 発 横 無 し

,
隻: 故 壌 が 4 - 5

奉 樫 度 発 生 ,
2 : 軟 壌 が 多 い が , 春 棲 も 2 - 3 車 種 塵 発 生 , 3 :

秩 凝 , 専 横 と もをこ 多 数 党 登 ,
4 : 太 n 専 横 が 多 数 党 生 ゃ な お 夢

分 岐 が 詰 め ら れ , 黄 褐 色 で 素 質i巳し た 壌 を 専 横 と し 野 分 岐 し

て お ち ず , 十 分妄こ 素 質 托 し て い な n 壕 を 敢 壌 と し た 書 写 轟 ぼ

M . 9 ナ ガ } 台 東 .

柑



m 当 た り の 発境台木番数が多く , 繁務牲が優艶 る横肉が謎め ち艶た ( 第 ま 蓑 ,

第 2 図ラ･ こ わ に対 し て 多 軸 ･ 9 テガ } ,
弼 .9 鞘腎ぎま5 7

,
野aj 盈m 壬, ” .学 監L ま学 資喪結

党模 した台東敦が少なく , 繁殖性 が劣 る蟻南 で あ っ 藍 . 朗 .9 T 3 ヨ7 脅 寮 は , 雨 グ

ル ー プ の 捜 ぽ中間 で あ っ た .

ど の 資本系綾も , 凝 り 凍 開始後 事 年 数 の 経 過毒こと も なをミ発 凄 脊 索 時 事敢が増

加す る 額 南が 認 め られ 亨 戦 野未 開冶 3 年目をこは ぎ らミず れ も発穏曽索率が 粥 % i23i

上 とな っ た ( 第 l 蓑 , 第 2 図) . 同様蔓こ 幸 平 均 発壌汚染 に つ らさて も , 寧 席 高 ま る

横内が認め られた ( 第 ま 義 , 第 2 図ラ.

平埼 資本長 は ,
P aj 盈m 2 台東 が最も長 < , 次 い で 如 .撃 F L 5 6 曽 衆が 長 か っ た 宅第

i 表) ･ M ･9 ナガ } ,
M 書撃 対 V F ま5 7

タ
M .撃 K L 壬9

,
P aj a m ま ほ こ 釣 ら着こ沈 ぺ て 短も竜傾

向 で あ り , ” . 9 T 3 3 7 台 木をま両ダ)レ - プ の 迂 ぼ ゃ間 で あ っ た 一

台 末 長 に 対 す る 台木直径 の 比 は , ” . 9 F L 5 6
,
P &j 盈n 2 台素 が 大 きく , 形 態 的

をこ細長 い 特 徴 が 認 め ち ゎ た ( 第 l 表) . ” . 9 ナガ ノ , 細 事タ 鞘腎F 1 5 7
,
蜘 .学 監L l 撃

,

P aj a m l 台木 は こ れ ち に 捻 ぺ て 値 が ホ き < , 形 態 的 に 経文 め で 摩らさ横 内 が 認 め

ら ゎ た .
如 . 9 T 3 ヨ7 台凍 結雨 グ ル - プ 砕 転ぽ 申開 で あ っ た .

3 . 取 8) 衆繁寝ぎこおける発穏健違法

1) 目 的

2 の 調査蔓こよ り ,
M ･9 テ ガ ノ 台 東 隠 鞍 り寮 に お 狩 る繁殖性が劣る 腐 肉習 凝 る

こ と が 明 か とな っ た . そ こ で M ,撃 ナ ガ ノ 車凍 の 取 り木繁務効率 舜 肉J : を飽 ちらさ

と して , 黄化処理 の 発 横凝違効果 を検討した . ま た , 繁殖性が轟な る と凄 艶 る

幾 つ か の M ･ 9 台東轟続を潤む達て , 黄才虹処理 の 開頻時期が発横蔓こお よ ぽず影響を

検討し , よ 野効果 的な費ずヒ処理 の方法 を明ち惑盲蔓こ しよ う と 試 み 怒 , こ の 時 , 拷

し索繁殖性 の 優艶 る 台木と して 最近育成審れた 3 M 豊 意 よぴ J M 7 車乗 宅富 田 ら ,

壬9 9 7) に つ い て も , 挿 し木繁殖 の安定しなむも事例 が 琵 換 ら釣 る こ と か ち , 取 り

寮をこ よ る 増殖法を検尉す る た め蔓こ , 同時 に検討 した .

空き 財斜およぴ方法

u き 取 り素苦境に お 汁る費ヰ転盤理 と 樹. 昏テ ガ j 台 幕府 発壌

実験は , i.9 9 7 - l 卵基 準蔓こ 粥 ･撃 テガ } / ∇ ]レj竃労イ ドウ を懸株を≡周を蓬た 取 準来

疾 ( 1 9 9 7 年 の 時点 で 2 年 生 ず
2 審 株き を済 む盲て 狩 っ た .

重卵 7 年事こ , 発音転処理 の

喜ま
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㌫ 発観音 摩 発壊無還e O l 寧

董堅塁窒表
内 望

表
･

雷 鳥 表良
表

意

E=3 発根宥 撃 発根無

3 5

蔓……
轟 1 5
常 I O
凝
軍
0

2 e e2 年

問

竃喜書聖憂茎表*

意
表

夏ヨ発壌有 寮 費壌無

3 5

董…≡
轟 15
常 1 0
率 5

0

2 O O 3 年

董墓喜≡喜量表
叫

要
要

35

葦……
轟 15
紫 I e
凝 5
e

第 2 図 敢 り 未 繁 殖をこ 畠をチる 数 系 統 の リ ン ゴ

わ ら毒性 台 木 M .撃 Q3 繁 殖 健 の 汝 較

発 穏 指 数 で 0 . 5 鎚 よ の 昏 素 を 発 横 宥

と し , 台 木 敦 は 戦 野 禾 床 I m 当 た り Q3

奉 簸 で 示 し た .

昔3



有 無 に よ り次 の試験 区を定 時患 . 資す転処理 区 : 母疎 か ら発 生 した新梢が 3 e in 軽

度 と な っ た 5 月 撃 日 に ず 新柄が 娃ぽ隠釣 る硬度蔓≡ ピ - ト 驚 ス で 母株を覆♭3 , 蘇

柄 を遮光した . 対照 区 ; 無処理 と し た .
護 区 に つ 普 ま 株 , l 硬 度 擾 と した 一 問琴

6 月 9 日 に , 5 - 蔓e e m 軽度 の 轟き で l 回 目 の 感 吟土 を行 u , i2R 擾 夏蔓こかをチぞ 約

2 週 間 間隔で 2 回盛 野生 を行 っ た , 黄i巳処理 区をこつ むちて は ,
ど - 卜 モ ス を取 り

除 かず に 盛 甲立 を行 っ た . 壬2 月 に 台木 を裾野取り 宇 宙 乗 車数 , 脅 表 象 発虜指

数 , 発 横 台 木奉敦 , 発 横車凍率 を調査 し た 書 発 壊 指数 は 第 l 囲 の 基準量こよ ぢ 串

- ヰ の 汚 染に て 判定し , 指数 の 申開喜こ つ ら当て は 8 .5 と した .

1 9 9 老 年 5 月 1 日 に 母株かち の新柄発生敦およぴ新柄長 を調査 し た 書
呈9 9 義 挙妄=

凝 u て も , 前 年 く1 9 9 7 年) と 娃ぽ 同様 の 時期 , 回 数Q) 盛 り 土 を行をき, 1 2 那 = 台

木 を凝 り 取 り , 台 凍 寒敢 , 台 束 品 質 宅台 東 長 , 発 境指数∋夢 発 境脅 凍寒数 , 発壌

台 木 率 を岡寝 に 調 査 し た . 台 東 奉教をま 壬 殊 当 た 野 の奉簸 で 示 した 卓

( 2き 取 り木繁殖 に轟ける貴社轟理 の た め の 被覆方法 と 臥 昏 ナ ガ i 台 藻 の 発報

1 9 9 裏 年 に琴象 を行 っ た , 如 ･撃 ナガ ノ / 苛 ル パ カイ ドウ を母株蔓こ用 い た 3 年 生

態 り 索 床 ( 1 4 棟) を供就 し , 次 の 競■教 区 を設をテた . も み が ち 区 : 母 疎 か ら発 生

した 最 も 長をも新柄が 王¢ e m 軽 度 と な っ た 5 月 壬 日暮こ , 新柄が 経ぽ隠釣 る 軽度蔓≡

も み が ら を寄せ た . 紳士 区 : 5 月 呈 日暮こ , 姦 るら急 く u 5 鶴 拐 メ ッ シ 盈ラ 習 姦 る

つ た土 を寄せ た ･ 無 処理 区 : 無 超撃 と した . 1 医 王 株 4 - 感 涙複 と した .
5 男 莱

に
,
壬e e n 軽度 の 皇 国目 の 盛 り 立 を行 っ た . こ の 時 , もみ が ち 医 学 緒意 匠暮芸轟

い て は , 母 株 の 新柄書こ寄せ た も み が ら , また ほ 雄豊 を繁 り隆盛吉海惑篭 っ た I 32A 擾 争

約 2 選 開 閉 隔 で 2 国 盛 り土 を行 n ,
l ま 月 末妄こ脅東 を凍り繁り , 脅来車敦 , 昏薬

品 質 ( 台東最 , 車乗 直径 , 発 壌指数き, 発境脅衆番数タ 発境脅衆率を閉塞した ,

台東奉象絃 l 株 当 た 野 の 奉数 で 示 した . 発 凄指数揺薬壊 u ∋と 同様蔓≡網 馨 し恵 .

宅3き 撰･ 昏 台本数系鏡と J挺 系奮 衆 の接ぎ木盛りj = 法 に お 緒 る貴社轟磯 節 開始時

期と発鶴

2 桝 l 年 2 月蔓こ , 苛]レバ カイ ドウ歯舞多芸 紺 ,撃F L 5 轟, P a3 盈投 2 , ” .撃 r 3 3 7
夢
3 朗量,

J M ?
,
M ･ 撃 テ ガ ノ 蓉轟を ぞ れぞれ凄をヂ接ぎした 中 マ )♭ブギカイ ド ラ脅来客労 の 最

善 は約 I e c 現 と し た ･ 壊をヂ接ぎした車寮は 郵j 袋暮こ密封し ぎ 釣 2 驚 の 冷蔵庫蔓芸

貯蔵した ･ 同 率 4 月 2 8 日蔓こ , リ ン ゴ周 蔵穫 ヨ ン テ チ ∈内号 : 鑑 X 壌 x 高書 芸芝害

× 6 O X 3 l e m き に タ ロ ポ夕 立 を学 資 軽度見離 き 穫衆議磯 の ま - 2 夢が 地 よ寮事岩出

ま確



る よ うを≡揚をヂ接ぎした台東 を壌え汚狩た . 王籍 あ た 野 の 脅来車数ほ 蕃奉とした ,

植 え拷拝復 , 穫 轟 か ら帝農 した新柄蔓こ黄才巳処理 を待 っ た 一 発首転処理隠 , ま2 X ま2 e f n

に 切 断 した不織布 ( ユ ニ チ カ ( 樵) 袈 2 e 5 e 7 迅K D , 遮光率 粥 % ( メ - カ -

感きき

で 新柄 を包 み ( 第 3 図) , - 定期 間遮光ず る ≡ とを≡ より 行 っ た . 客 車素系統蔓≡ つ

い て , 黄化処藩閥飴時 の 新柄長 に よ り , 学 区( 処理網漁時 の 新柄長 が 3 - 如 辺) ,

申 区 く国 王l - 1 3 c m き, 晩 匿 ( 岡 1 9 - 2 芝 e n ) を設をチた くな 凝 , 各区 の 黄才転塾理

開始 日お よび開始時 の新横長を策 2 義春こ示 し たき, ま た , 薬ず巳処理 費行 わなら急区

を対 照 区と した . 各脅禾 系妖 星 処理区蔓三 つ き ま 奉 , 寡 - l l 反 復 と し た . 同率 6

月 2名 日 - 7 月 2 日を≡不織布を戦野外し , 連発 書 ゎ た客分が隠釣 る 高 さ まで 5 タ

ロ ポ タ 土 と も み が ら を ま: 2 の 容積 比 で混和し恵周ま を見豹 , 新柄基部かち の 発

横を慶 した , 同率 l呈 月 19 - 2 呈 日暮こ台衆を凍野懸 っ た後 ,
∇]レバ カイ ド ウ を切

除 し , 台木 長 , 貴家直径 , 発凍指数を詞蓋した 一 台本義は , 稜衆 を含まなむ蓬新

柄部分 の 長 さ と した , 台東直径揺 , 台木基背か ら 2 O - 2 5 e m の 密 閉 部分 の直径

と した . 発 根指数は寮 ま 囲をこよ り薬草 ∈1き と同様妄こ指数朝資した .

3) 結 果

u き 取 i3 奉賛凌ぎ芸姦 浄 毒素乾麺穫と槻. 昏 チ 労 j 奮轟 の 発根

第 3 義春こ結果 を示 し た 一

一 抹 当た 野 の 脅素番数多芸は両港理 匿 で有意 怒髪暴が

認めら甑怨 か っ た . 黄化 処理 区 の 平均 発哉台車番数は 6 .3 奉 / 株 で , 療塾理 匿

の 4 ･墨 奉/ 株をこ沈 ぺ て 多か っ た が , 鏡新約着こは有意 で な か っ 恵 , 費才転惑 饗 匡 の

発楼台未率ほ 線 審 % で , 無 感理 区 の 7 5 i蕃 % に 捻 ぺ て 有意 に轟か っ 藍 . 発壌指数

別 の割合 に つ むきて 絃 , 黄 偲熱学 区 に おむ議て 発壌 の 多む盲台 寮 の 古鏡 る都合が有意

皐こ高か っ た . 脅 素直径 , 脅喪 義をこ は南桑理区 で 有意な糞が諾路ち甑 なか っ た .

軍 埼発壌指数紘 , 無処理 区が 王.1 で あ っ た の に対 し , 薬子ヒ処 理 区 が 2 書5 で 有意
i

に 高か っ た .

黄才ヒ処理 が翌年 の 取 り 蒸繁殖 に 凝 よぽす影響蔓= つ むきて 薬 種 糞をこ示 した . 黄化

処理 区揺 , 翌 年 の 5 月 重 日暮こ轟 狩 る発芽数が少忽く , 新柄最 も麗もち棟 肉が 諾 繰

ら わ藍 . しか し ぎ そ の 後新柄が運艶 て発生 し , 轟野 敢 り時 の 台乗車数挙 党 楼台

木奉数 , 発横合喪率 , 台東濃 , 平 均発凍指数妄こは , 帝 処撃 匿 で有意恵菱が琵め

られなか っ た .

∈空き 取 り養繋養に お 汁る貴社処理 砕 恵 めの 被覆方法と 臥 昏 サ 労 j 奮寮 の 発壌

董5
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第2 義 3 - 実験 宅3) をこお 狩る黄才巳処理開始時の
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各処理 区 の 台 衆番数亨 発壌脅来車教 学 発 後 台轟率 , 歯 舞 農 凝 よ ぴ車乗直径蔓芸

をま有意な差が認 めら艶なか っ た ( 第 5 塞き. 発 壌指敢劉 帝 都食を見 る と , も 轟添書

ら 区轟 よび 織 豊 区 の 発境指数 4 の 歯舞Q) 都合冶嘗, そ れぞ 甑 3 e .尋 %
,
2 撃 . 3 % で あ

ぢ , 無処理 区着こ放 ぺ て 有意看三高か っ た .

- 方 , 無処理 区 の 発蟻拷数 I Q3 脅 衆 の

割合隠 , 他 の 2 区 に 比 べ て 有意 に 高 か っ た . 宰 均発根指数看こ つ u て 揺 , も み が

ら 区が 2 ･ 5
亨 緒 土 区 が 2 ･ 7 で 学 対 照 区 の l . 6 蔓こ比 べ て 有意蔓三高か i

3 た .

も み が ら を用 い た黄才E 処理 作 業は 手 樽 皇 を潤 い た 場 合を芸比 べ て 軽労働 で あ っ

良 .

く3) 臥 9 台 本 数系鏡と J樹 系 台 寮 の 接ぎ凍盛り皇法 に 轟事チる糞粍処理 砕 開 始時

期と発報

供試 した ど の 台東系続 も黄iヒ処理蔓こ よ る 発棲塵進効晃 が諾鋳ら艶 , 褒理 国籍

時 の 新梢長 が短 い ほ ど発壌が覆わた 潤 ･ 9 ナガ } お よび J 如 7 脅衆 の 発 磯拷敦萎ま,

M ･ 9 F L 5 6
,
P &j 盈r n 2 , M ･ 9 T 3 3 7 お よ ぴ 5 M

.
1 台木をこ比 べ て 争 奪 蔑むさ横 内 で あ っ た

( 第 6 煮き.

朗 ･ 9 ナ ガ } 台東 の 畢均台木農 は , 他 の 台 木 系境妄こ捻 ベ て 短 い 頼鈎が認め ちゎ

た ( 第 6 義) ･ 3 緋
,
3 M 7 脅 凍 は , 黄すピ処理 の 開飴時期が窄む議と琴 喝 車乗義が短

い 傾 向 で 凝 っ た が , 他 の 台 車系鏡をこ患 n て こ の 傾 向は謬 漆 ち甑 急 か ∋ た . 平 均

台 素直径 に つ をミて 見 る と ,
5 財ま 資 本 の 対 照 区 が他 の 歯舞系練磨孟ぴ桑理監事芸捻

ペ て 太 い 横 内で あ っ た ( 第 6 塞き.

黄牝 処理 開始時 の 新柄長 と発境捨象 の 開 蘇 を第 尋 囲碁芸示 した , な 軌 第 確 固

に お い て は , 供 託 した 資 本系統毎春こ , 対 照 区 安藤く 3 処理 区事= つ n て 黄亨紅麹 理

開始時 の 新 柄長と発凍指数 の 関係を散布図 にプ ロ ツ 卜し , 直線 凝 よ ぴ 2 次 曲線

の あ て は め を待 っ た ･ どの 台木系統も黄托処理開放時 の 新柄最盛誓嬉をりまど発額

指数が高 n 頼南が認め ちれたが , 費偲処理 開綾時期蔓こ対す る 反応桂台衆を≡よ っ

て や 牽異な っ た 暮 すな わ ち , M ･撃 F L 5 6
,
野aj 盈n 2 , 如 .撃 T 3 3 7 昏素量こ虫♭きて は ダ

飽 の 台舞系統妄こ比 べ て 国籍直線 の 磯普がホ書 < , 貴稚 整理 開放時 の 新柄長が義

u 場 合で も発凍指数 の 高をき横顔が諾繰られ た 書

- 方 , ㍍ 事撃 チガ } , 3 朗7 脅 凍 結

回醇直線 将 横きが大きく , 発す転塾理 の 開幼時期が遷彰きと 季 発壌指敦 の怠らミ横 内

が琵 め られ た 事 棒をこ , 5 ㍍ 7 曽木 に 凝もさて そ の 横内 が蛮勇盲 つ た .

2 e
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第6 義 額野凍繁殖 (接 ぎ木盛り立法) をこ轟をテる , u ンゴわ u 蛙曹凍M 書学資系統およ

ぴ 湖 ま, J 朗7 台衆の 繁殖性 の違旨さと, 蔑化襲撃の 開始時期が発根蔓≡お よをぎず影響

台素養続 処 鯛 納 期 慧賢
脅

諾声
量

発癌 -
y

” .9 F L 5 6

P aj 弧 2

” .9 T 3 3 7

J M l

湖 7

” .9 ナガノ

早

中

咲

対照

蕃3 .6 a = 5 .ヰ
嵩

!lSjb
w

蕃O .3 童 7 暮 5 鵜

島O .6 j : 4 暮 5 1b c

7暮.4 主 著.e j転

蕃. l 立e .撃r15i n 蓋

7 . 蕃まl .¢ j rlS

7 .5 蓋臥雲 I rlS

7 .2 圭l .2 i 亀

3 .撃皇e .芝 右嶺澄

3 .毒達e , 5 蛋fb c

2 .撃義母.蕃わ侮

i .5 j =e . 甚鼓ゐ

早

車

晩

対照

?2 .春立 7 . 蕃摂Sj a転

7l 手6 立番.4 l壬轟

7 審.暑j = 7 .7 籍c

7 5 .9 i =l ま.1 危

7 .8 士¢一撃 昆Si

6 .学士O . 7

7 3 d :i .i

7 事8 圭1 2 / a

ヰ.e 立e ,2 e!

3 .5 j :e 事轟恕ib e

3 ,l 立e .6 転籍

1 3 蓋O ,轟 aゐ

早

中

晩

対照

7 3 .2 土 9 .2 n sf ab

7ヰ. 峯立 7 ,3 l ab

7轟.2 立 7 .4 !b

7 5 .1 立I l .4 ib

7
.2 j:ま事2 n s1

7 A 達L 8

7 .6 生 乳9

7 .5 盗ま.3 j 象

3 . 9 蓋e 3 転1

3 ,空転e .4 転i e

2 事 7 生ま.豊 島ゐ

隻. 5 立王事3 a 籍

早

中

晩

対照

7 7 .6 立 ほ . 7 afb

7 9 .学生I O .3 ajb

審7 .宅経 書.¢ 盛ic

9 6 ,6 生 7 .5 bf e

7 . 2 立1 3 ai

7 .轟d :I .ま aj

甚.3 立l .3 亀5/

響. 7 幻 3 5f転

3 .轟d :珍.5 転i

3 .6 主¢,呑転籍c

隻.9 まま.7 ai 盛

臥暮童3 書芸 封象転

早

中

晩

対照

7 3 .2 壷1 2 .9 a/ 盛

7轟.2 壷 6 .審歪曲i ab

7 凱5 立 ヰ.撃象あfb e

暴3 ,l 士 7 事3 bj5

7 .ヨ立3 . 澄Sj

7 ,2 恵まB

7 ,惑速ま.芝

審A 蓋l .3 l 逢ゎ

3 .3 蓋8 .寧ぢj

呈≠呑ま量B もi盈

e 3 壷e .きa/義

e 書飴 e ,2 急ぬ

早

中

晩

対照

66 .1 立 4 . 暮B Sj &

64 .7 士 7 .撃 j象

6 6 ,3 ま 7 事7 i &

6 3 ,薯j : 4 3 ! 象

7 . 5 女8 .7 濃S/

7 ,確立壬.2

ヲ,6 盆I A

7 -4 皇e 事客 / a

3 .者達¢
,5 ai

2
.5 立王事蔓 ぢ兵藤

ま奇 数 O .審5f 轟

8 書 3 立替事3 轟鳥

% * * * * *

有意性
闇

処理
額専 *

台東 x 轟埋
番傘 単車

三

舎素基輝か ら2 e - 2 お 偶 の蘇閤啓分の濠径を朝憲した .

y
第豊国の指標妄ニよ りe : 無 - ヰ: 多にて朝露し恵,

寛

平均嶺立療孝標琴偏差
w

異な るア舟 フ ァ ペ ッ ト抜 手 写嘘 野接をニよる多重比較 , また 揺轡董l 印 Ⅹ窃設題鐙和検定事こよ る繰
巧返し沈毅で , ¢ 腰 凍準で有意差あり若者憲凍撃揺苫e 魯魚 鰯 n量式で 補正き 左 : 台索内奥理区
間比較/ 宕 : 処理区内密凍系続開比較 .

¥

ニ 元配置分散分析をこより, r3 S : 有意で ない ,

串
: 昏.e 5

,

感 *
; e .e l 凍琴で有意 .
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ヰ･ 接 ぎ凍盛り立法曹≡義時る壕寮採取掲母樹砕遮光と潜寮母驚壌

1∋ 目 的

取 り木繁藤Q) - 種をこ , 接 ぎ凍盛 り立法 く薄暗 8 兎橋 , 量撃毒歩き が 轟 る i 接 ぎ寮

盛 り土法ほ , 繁殖し たむ盲わむ毒性台栄辱を ∇)レバ 尭イ ド守歯舞琴蔓芸接ぎ蒸し , 接

ぎ棲か ら の 新柄 に盛り土 を行 っ て 繁 り衆 繁 殖 を行 う穿法 で , 通 常 の 取 ぢ素床を

設 吋な u た め , 継 続 的 な母株 の 経拷管理 を要t j- なむゝの が 樽教 で あ る . 接ぎ蒸盛

り土法 に 轟 い て ほ , 種木新柄かち の 発穣を促 す の が普通 習 あ る が , 義 範 の 撞木

を用むさる こ と に よ り 手 軽 本港分か ち の 発 凄 を期待ずる 己 と も可能と考え ら釣 る .

こ の 時 , 遮光処理 を行 っ た母樹 か ら採 怒 した穫轟を利潤す ゎ ぽ , 穂 衆 欝滞分か

ら の 発境が凝 さ釣 る と予 懇 書釣 る . しか し , そ の よ う恵 効 果 を検討 した報告をま

見 あた らな u .

そ こ で , 本葉巌 で 結 テ 穂衆採取用 の 母樹を挽鍍的鑑むき達幾度で 遮光し , 採 取

し た穂素 を用むさて 接 ぎ木 盛 り土法を行 っ て , 壊轟繋審分惑さち の 発壌 夜 蓮効果 を

検討 した .

2∋ 樹 料 お よぴ方法

穫素採怒周母樹として 如 ホ撃 チ ガ } 宅5 琴生) ヰ 樹 を衆窮した , う ち 豊 密事≡つ

むきて は ,
l 卵 6 年蔓こ , 発 芽前か ら落葉期ま で 遮光 シ -

ド ( 孟 ≡ チ 発 毛鋳き
ゝ

教

2 O 3 那 B 監D
, 遮光率 7 5 % ( メ -

カ
-

壕き) で 樹金棒を覆をき, 遮光 し た 書 残 哲 Q3 望

樹 に つ い て は対 照 と し , 遮光 処理 を行わ なか っ た . 翌 l 撃9 7 琴 芝 腰蔓∈穂 寮 を撰擬

し , マ ル バ カイ ドラ台木 に揚をヂ接ぎした . 壕凍 の 農 畜 経 1 5 宕m と し た . 閏年 3

月 に 株同 e ･ 2 m
, 列 間 量 m 蔓こて 定壊した , 寝え柑をチ直後 , 穫蒸 発磯 の 呈 - 2 穿が

地 土番蔓こ出 る よ う に立寄曹 を待 っ た . 新帝が l昏 - 量5 右投 蔓≡帝濃 した 5 月 帯 留多芸

l 好 日 の 盛 り圭 を好むき, Bi 後夏妄こ恵もを予て 2 囲盛 り皇を行 っ た .

王2 月蔓こ台木 を凍り繁り , 脅素養 , 台 東藩径 , 発境敦 , 発壌捨象を爾蓋 し恕 .

脅 衆農 は , 接 ぎ凍輝か ら穫東新桶先端ま 習 の 選 書 と し , 脅素直径 経接ぎ奉帝重吉

ら 2 ¢ - 2 5 c 斑 の 密 閉欝分を調査した . 発 壌数は棲素餐分と新帝部分を≡倉狩 て 夢

境 の 番数を調査した . そ の 時 手 分岐が 経 め ら 豹黄褐色警務質i挺した壌を
"

専 横
ず亨

と し 夢 分 岐がな く十分をこ素質才ヒし て も皇怨むき凄 を
"

故境
”

と して , 分狩 て教えた .

発 壌汚染 に つ い て 揺 , 第 l 園 の 指標蔓こよ り評 康 した .

3き 結果

望尊



遮光処理 区 の 壊衆 は ≠ 対 照 区 の 境 木蔓= 放 ぺ て 牽 争細く 夢 義盛経 線 が か っ た 色

調 で あ っ た ( 第 5 囲) .

取 り 木繁殖を行 っ た結果 を第 7 表峯こ示 した 一 雨 処理 区 の 台寮長轟よび脊索直

径 に は有意蔑塞 が琵繰られ なか っ た . 発 境数蔓≡ つも主て 揺 芦 遮光処理 区が対照 区

に 比 べ て 有意峯こ多か っ た . 達 光処理区妄こおを苦る発根 は , 揺 と ん どが穫素 顔来で

あ っ た . 平 均発横指象 に つ u て は , 遮光轟理 区が無処理区喜≡既 哨 て 有意蔓= 高か

つ た .

5 . 考察

本葉験 で は , 第 -

の 深 蓉 と して , ” . 9 テガ ノ 車乗等を含む数系統 の 細 事撃 脅 衆

の 取 り木 右横伏 せ 簸き をこお 狩 る繁殖性を比較した 書 そ の 結果 , 験試 した車 乗 系

続 の 繁殖性蔓こ差異が認め ら軌 ,
P aj 盈m 2 と M ,撃F i J5番 台舞 は繁殖軽が優れ 夢

P aj 盈r B

i
,
M ` 9 K L ま9

,
” . 9 ナ ガ ノ , な ちび に M , 9 N V 声量5 7 潜水は劣 る 芝 と が 明 か と な っ

た . また ,
” .撃 T 3

1
3 7 台東 は こ 釣 ら の 申 開 で 轟 っ 髭 ,

v a 恐 O o s嘗e n 宅壬粥 郎 経 , 幾 つ か の M . 9 台 衆素読を三 つ らきて 夢 栄養 生長段階 の 差

異 ∈
"

e 細 g 昏迫草書i c 習急ぎi 盈ぬ 迅
”

∈H 盈S転e嘗毛, ま粥 郎き に特有 の 形態的樽巻かち ,
P &j 盈m 2 ,

M ･ 9 F L 5 6 台寮 揺幼君蒋 , P aj 轟n l 脊索をま成熟相 , 如 ,学習3 3 7 脅来 援過 渡 相 の 棒磯

を示すと分類L , てむ3 る , 重 曹 相 が箸 u 経 ど 蔓 辱綬 の発凍壕が優艶 る 若監卓悪書普r 曹

壬9 7 6 ) こ と を考慮す る と , よ 述 し藍車乗療 の 簿晃を乱 写縄 e 夢S 音容n く蓬タ轟6き 招 配

載 した分類と整合す る と考えらゎ た . また , ” .撃 チガ ノ , 弼 ,夢常習ぎ呈5 7 脅 寮蔓≡ つ

い て は , 玉 井 ち( 2 桝 2 急ラ蔓こよ り形態的看≡成熟相 を示す こ とが報告き釣 て ♭篭る 那 ,

本 葉験 の 結果 か ら , 繁殖軽が劣 る とをぅう虚をこ轟 u て も成熟相とし て 将 特性を著

して い る こ と が 明 か とな っ た 事 オ リ ジナ ル の 知 事学 資東 経他 の 如 系 ず 轟 よぴ 別 封

系台凍をこ放 ぺ て 取 り泰繁殖軽が劣る く汚8 W 盈鴫 ま撃7 7) と 萎 艶 て を与る が , 奉素顔

で 供 試 し た M ･撃 ナガ } 声
M .夢 討¥ F 1 5 7 台凍 結 E 関 銭か ち夢 見 し た 削 一9 台療 を ウ

イ)レス フ リ ー

才ヒして 育 成 し た 系統 で あ り , 繁殖性 に閲して オリ ジ テ ル の 特徴 を

受をナ継 u で い る も の と考えらゎた .

- 方 , M 盈S S e F O 盈 ∈ま9 害3 = ま P aj 盈辺 l , P aj 亀斑 2 台 木 を 夢 どち ら も オ リ ジチ)レの

M ･ 9 台木蔓こ比 環 て 繁殖 性 の 凄艶 る系続とし て報告して お り
ぎ
野&j 急設 呈 脅轟書こ つ

い て 絃 , v a n O e 昏毛e 投 ( 蔓撃鮎ラ が幼君相 の 特徴を示すとした 朗 .撃 対2 撃 昏 素 と 同 じ

25



監&.an d)1

A

第 5 国 対 照 区 ( A ) ,

u n.l ge州

B

およ び 遮 光処 理 区 ( a ) よ り 採 取 し

た 榎 木 ( M . 9 ナ ガ ノ) の 外 観

遮 光 処 理 区 に お い て は , 発 芽 前 か ら 落 葉 期 ま で 遮 光

シ
ー

ト ( ユ ニ チ カ ( 樵) 製 2 0 3 0 7 B K D ,
遮 光 率 7 5 %

( メ ー カ ー 値) ) で 採 穂 用 の 母 樹 全 体 を 覆 い , 翌 2

月 に 榎 木 を 採 取 し た . 対 照 区 に つ い て は , 遮 光 処 理

を 行 わ な か っ た .

2 6
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グル ー プをこ分類して ら盲る . し か し , 奉薬験 の緒果 で は P aj 盈m 呈 と 野&j 菖迅 望 曽木

に は , 取 野 乗 に 凝 狩 る 繁殖性蔓≡明確な違 い が 認 め ら豹 ぎ 前 述 し た 蓋 う喜芸 菅 野萄盈孤

王 台索ほ 繁殖性 が劣 っ た . 嘗a B 8 e st e n ( 壬撃喜郎 ほ , 幼若相を示 す蔑 つ か の歯舞系

統 を継続 し て 栽培ず る と , 砕 身着こ成熟相 の 特徴 蓉示す蓋うを≡発音E ず る 乙 と 蓉鶴

察し て お り , P &j a f n ま 歯 舞を= 関す る 弼 a s s e r 8 n ( l 撃害3) の 帝昏 と の 不 - 敦蔓こ つ を竜

て も , そ の 点 を要 因 の 一 つ と して指嫁して u る . 奉実験 で 供託 した P aj 盈m ま 脅

衷 に つ u て も , 栄養生 長段階 の変化 した傭鋳 で あ っ た可 能性 が考 え ち釣 る .

M .9 曽 木 素焼 の 繁殖性や , 品種 を接ぎ来した後 の わら議化効果 凝 よ ぴ墳 墓性 の■

違 い亭こは , 遺 伝 的な要麿貞嘗関 与 し て い る と の 指掻があ る ∈B 盈tl 指 盈迫愚ヲ ま撃毒¢; P 急r 巧㌔

l 粥 8 ; v 盈rl O o st e rl , 1 9 7 7ラ. ま た ,

` `

p a r ad董畠昏J 盈 m 昏 d e 朗 番号z
押

をま遼伝 的蔓こ異奉 る 脅 索

の 集 団 名 で あ り タ
M . 9 台 東捻 そ の 中か ら選 ぼ れ た 昏凍 の -

つ と魔 恕 凄 艶 て も為る

( M a 豊S e r O n , 1 9 蕃9∋ こ と を考慮す る と ,
” - 9 歯舞 系続開妄≡藩伝 約 蔑差異が轟 る と

の 夜 説 は 否定 し 曹 れ なむぅ . し漆蓋 し , 最 近で 絃 ,
封 .撃 昏 索 素読開 の薄特性Q) 差 異

に つむミてをま, 栄養 重義投降 の凄むさが主 た る 要 因 とず る 考 え惑嘗受をチÅ 釣 らわ て 為

り くW e b s 融汀 ･ 讃e 鮎 漁d s , l 撃押; 翫 b st e r
･ W e 地 番i3 笥

,
2 串¢3) , 奉 実験 の 結 果 も そ の 説

と整 合 す る も の で 凝 っ た 書

u ず甑をこ して も ,i;A よ の 結 果 か ら , 国 内で 利 周 可 能 な 弼 .撃テガ ノ , 弼 .挙国習野 l･5 7

台 本 ほ , 取 り 奉繁殖性をこ つ u て オリ ジチ)レの 知 事学 舎 寮毒芸近 い 特性を宥し 事 幾 ∋

か 轟 る 系統 宅
事事

s tl 恵一 8まe 汲e
' 亨

ラ の 申 で は繁殖性 の 劣 るグ ル - プ蔓こ属ず る 芝 と惑誓明惑議

と な っ た .
W e もs 紐r ･ J o n 壱S ら 宅l 弊 2) 揺 , 鍵柁培養を行 っ 盈 朗 .撃 潜寮 将 挿 し喪

繁殖 , 翁 よぴ 取 ぢ木筆殖 に 凝 狩 る発横位 の 繭土 を報告し て H る . ま藍 , 鞄竃多闇 現 u F 盈

e宅 急ま. く2 O e lラ は , び こ ぼ え由来 の挿t , 穫 を周 む3 る こ と蔓≡よ り , カ 率 脅索 野挿♭

木繁殖性が改善書釣 る こ と を明ちか に した . 今後揺 , 怒 り喪床や 駈 こ ぼ え 由来

の 幼君i巨額俸 の 探索 , 経柁培養蔓こよ る幼若者巨億俸 の 狩 出をこ怒 り 組 む こ と蔓こよ 準 ず

繁殖牲 の 改善蓄熱た台索系統 の育成労賃可能と考えら釣 る , ま急 ぎ 乙 の よ う な 台

木轟続 の 繁藤牲 の経絡を≡つ ら盲て は ,
営農n O o s 紐 浸 ( ま弼 郎 が考察して らきる 孟 う蔓ニ ,

取 り 衆繁殖等蔓≡よ っ て 毎年強 i 畷 琴 戻す等 , 不 定芽 の 発 芽 を在ず ご とを= よ 野可

能と考ぇら釣 る 書

次妄こ き 第 ニ の 課孝と し て 封 書撃 テガ } 台木 の 怒 り兼繁殖蔓≡轟をチる費穂超理 砕 発

横尾遮効果 を検討 した . 菅 の 緒晃 ず 額 野舞母疎意篭ち発生ず る新柄 の 農 畜 が 約 3

2蕃



e m とな っ た 頃を芸新柄金棒が揺をぎ隠釣 る軽度蔓芝 ピ - 卜モ ス を寄せ ず 擾蔓≡通常 の 盛

甲立 を行 う こ とをこょ り台東 の 発壌が著しく凝進書約 手 発 卓台東率 ず 発礎 盤 が 増

加ず る こ と が 明 らか と な っ た . 己 の よ う蔓≡し て薄ら釣 た脅舞 の轟き , 直径 , 磨

よ ぴ 取 り禾床単位長当たり の 本数揺 , 費ぞ巳愚理 を樺わ なら3 通 常 の 敢 野寮 狩 場舎

と ほ ぼ 同等 で , 黄すヒ処理 に よ る 昏衆薪梢 の 発生蹄簡凝 よぴ静養帝都ほ認 めら甑

なか っ た . ま た , 黄才ヒ処理 を行 っ た 母株は , 翌 率 の 発芽が華や遷艶た も の 埼 ,

凝り 取 り時 の 台 木数 , 台索 長 , 台素 直径をこ つ n て 揺 , 前年 に 無処理 と した 母 株

と 同等 で あ り , 翌 年 の 取 り 衆 生産蔓こ は寮才巳処理 の 影 響 が 実質鰐をこ経 め ら艶 なをミ

ニ と も 明か と な っ た . 藤 根 ( 1 9 7 まき は , 母 株蔓こ対 す る 発芽前 の 覆土処理 の発横

促進効果 を示 し , そ の 際 , 覆土 が摩 す ぎ る と 新柄 の 発芽が抑制き釣 る と し た が ,

奉実験看こ患 い て 新柄発生蹄朝が 経 と ん ど認 め ちわ 急 か っ た こ と は , 黄ずヒ処 理 を

発 芽 後 と し た た め に母 疎から の 発芽蹄朝が少なか っ た こ と , さ ら に 夢 軽らもピ -

ト モ ス を摺 ら盲て 黄iヒ処 理 を行 っ た た め に 処 理後 の 新棉伸長締翻が軽減 さ 艶 た こ

と に よ る と推 察 さゎ た -

ま た , 費 化 処理 の た め の 資財 に つ い て 検 討 した 結 果 , も み 惑誓ち , 蘇 っ た 報 土

の らミずわ に 患む3 て も発横尾蓬効果惑誓琵強 ち甑 , 新柄発 生 , 新 柄伸長妄言封 ず る 抑

制 も 少怒 く , 葵周時 に 利 周 可能と考えちゎた . 持 薬軽 率 を考慮す る と , 寧蔓≡見

り やすく , 藤 う 等 の 前処理が不周 で , 粟野 の 搾菜も容易怨もみがち を潤 もさた 方

法 が 有 効 と考 えらわた . リ ン ゴ華 ナ シ の 潜凍 の 敬 弔衆繁殖を≡ 恵むきて , 母 疎 か ち

発 生 した新柄が 7 . 6 - 1 2 . 7 e m 妄こ達 し整 頓蔓芝 , 軟ら か な豊 , 凝惑嘗i ず , ま 藍 は 乙

れ ら の 濃 食物 を新柄 の 革労程度蔓こ寄 せ , そ の 後盛 り豊 を行う方法が記載奮わ て

u る ( H a 流 出 盈n 泣 ･ K e 如 r
,
呈9 菩3き が , 繁 殖性 が劣 る 積荷 の M . 9 テ ガ ノ 脊索蔓こ つ ら盲

て も , ほぼ 同様な手法 で 凝 り衆 繁殖 の 発根凝蓬が可能 で あ っ た .

き ら に , 黄ずヒ処理 の 処理適期に つ ら盲て 把握ず る た 軌 放 つ か の 脅 衆轟続を済

むさて 黄才ヒ処理 の 開始時期と発横 の 閑鋳に つ む3 て , 接 ぎ寮盛 甲立鏡 に 凝む竜て 境野

した . ぞ の 結果 , ど の 台東系統をこ凝をちて 亀 , 発音ヒ処理 の 開顛意誓畢らミ揺 ど脅索 の

発壌が優艶 る 横内が認め ら甑た . よ 野詳 しi 見 る と , 発着巳処理 の 開始時期蔓ニ対

す る 反応絃台木系奴 に よ っ て 若草異な 野 , ” .撃 夢L 5 義
手
野aj 盈3 n 望 お よ ぴ M .昏 晋3∋ヲ

台 本蔓こ つ い て 揺 多 発才E 慈理 開簸が蓮i て も 比較的発壌が凄艶 た の蔓こ封 じ 夢 二は .響

テガ } 台木蔓こ つ らゝて は , 費化処理開始が蓮 を急と発壌促進費果 砕慈下意雪顕著 で 轟

29



っ た . 概 して , 取 り衆繁殖蔓こ凝むさて 繁殖 性 が劣 る歯舞系読者こ つ ら議て 揺 学 費才巳処

理 開冶が遅らち場 合を三発 療定量効果が放下i / 撃 すら主席肉が認 めち艶た . 薬周鱒蔓≡

細 .撃 ナガ } 台素 に 為らミて 十分な発積を得 る た 線量= 結 き 脅索新柄が 壬e e 迅 未満 の

時期をこ発す転塾理を開始す る 轟 要 が 轟 る と考えち艶 た .

費花処理 を行 っ た新柄接木繋化 の 遅 れ る 宅温容毒a , l 学芸2) こ と が籍 ちぁて むもる .

M 野 澄盈rd
･ B 盈S S tlk ( 1 9 撃6ラ ほ 学 費化処理 と

”

も& 迅a童n g 宅費亨転処理妄こ続蛋 , 部 分的

な遮光処理)
…

が , シ ヂ の 新柄生育 に お よ ぽ ず影響を組織学的蔓こ研究 し , 新柄 将

生育 ス テ - ジ が 進 む 捜 ど , 内皮 に厚廉緒鹿 毛
i `

s e壬e r eid
専'

) が発達 す る と と もを≡挿

し東 の 発枚が 囲発とな る が , 遮光 に よ っ て 犀 厳 細胞 の 発達 が 解 職 き 甑 発横 が 改

善きれ る こ と を観察し て い る . D o tl か C a rls o n ( 1 9 7 7ラ も ず リ ン ゴ蔓こ凝をきて , 厚

顔細厳 に よ っ て 遮られ た師啓 の 割 合 と 発根蔓= は 免の 相 関 が あ 野 事 貴才ヒ処理ほ そ

の 割合を低下 さ せ発壊 を厳達す る と し て ♭きる . こ れ ち の 海風をあ ま え る と 事 発

境牲 が劣る M .撃 ナ ガ ノ 台 凍蔓こつ むミて 経 , 受 光 条件下 に 置 か れ た新柄蔓こ おをさて ダ

厚顔細魔 の 発 達 に よ る 発報告カ の 底 下 ( ま た は , 発 境 抑 制 の 増 尭き が 放較 的 短

期間 に進 行 しや す い と推 瀦 さ れ る の に 対 し , 発穏 の 凄 艶 る 朗 .撃 F L 5 6
亨
P aj 盈段 2

台本 に つ む迄てをまそ の 逆 で あ る こ と が予 選 さ れ た 一 な 意 , 同時を= 寵 教 を行 ∋ た 5 ㍍

7 台 東 に つ い て は , 費化処理 の 開始 時期が遅釣 る と発雄健 速効果 の 慶 下 しやす

も竜 三 とが 明 らか とな り ,
J M 7 車乗 の 取 り寮繁殖蓉行 う場合を芸様舞化鵜澄脅盛琴

土建琴が遷釣 る と発 壌が劣 る 慮をこ留意ず る 轟要 が 轟 る と考ぇち豹変 群 3 細字 脅寮

に つ むきて は , 錬 砺枝挿し に よ る繁殖が胃酸とき釣 る 宅富 田 ち , ま撃野) 那 , 戦 野

素繁殖 に 轟をチる発境 の 蒙 易 経 , 鎌 取枝挿し に 怠 け る そ れ と鼻ずしも -

資 し なむき

こ と が示 きれ た .

他方 亨 台 東 に 金 柑 る発壌 の発易 の 差異は , よ述 し た摩耗観韓 毛きe壬耶 n 8ねy m 盈ラ

の 発達をこ閑適した夜説 の 飽をこ , 皮層蔓≡義 行 る壌常俸 の 影 威 の 有無惑苦闘係じて らさ

る と の 持凍 が あ る . 菊磯 ･

尾野 宅壬撃審3き は , 壌斎藤 の 分子転の 畢暁 , 労音E の 軽度

をこ 揺 , 品 種間差異 の あ る 己 と を跨播t , て むきる . ま た ,
F 覗転覆ぬ 著書 盈l . ( 壬撃蕃穿き 緩 タ

如 . 7
,
” . 2 ヲ, M Ri .ま粥 , 守 )レj嘗カイ 声ウ台車撃 砕 挿し索前 の 練覗枝蔓こ凝を5 てを豊根

原体 の 形成為雪認 め ら釣 る が , ” .撃
,
朗 . 2 惑 歯 舞喜こ緩 認 め ら甑 恵をき ≡ と を 明 ちか蔓≡

L i , こ の 点 を発車 の難易蔓こ関連する 要 因 の -

つ と して 指播L , て を逢率. 常盤 書 3誓書

厚 田 (呈撃努ま) 那 , 黄孝巳処理蔓こよ る M . 2 7 台 衆 の 挿 し衆発横尾遮 に つ 彰
ノ
ミて 待 っ た

3 e



実験 で考察 し てむきる よ う蔓= , 葉音巳処理が 事 発 境 の 困難な脅来 砕慶層蔓≡凝を亨る境

原体 の 形 成 を覆 して 旨3 る 可 能性 亀考えち釣 る .
” .撃 車乗 系統閤峯芝おら盲て も , 磯

原棒形威 , あ る い は黄ず巳処理蔓≡ よ る模索棒形成促 進効果蔓こ逮♭3 が 認 め ら釣 る 芸

と が考えらわ 予 後轟学的な究明が姦要と考えら釣 る ,

繁 り 素繁殖 の -

種 で あ る接ぎ索盛りj : 悲 ( 猪噂 ･ 丸 壌 事 l 粥 撃き の 作 業事頗 は ,

種 苗業者 に お い て 一 般的 と な っ て ら3 る申 開車乗雷衆 の 育 成 手 簡 と部分的 に 豊 怒

る た め , 種苗 業者が比較的採用 しやず旨ち取 野乗繁殖経で あ る と考え ら釣 る . ま

た , 生産 者が 自家苗生産 を行う場合も , 母 株育 成 や 維 持を≡継続的 に 拳 を掛狩 る

滋要がな い た め き 短 期的をこ台 木 を生産したらミ場 合 な どをこ有効 と考 え ら釣 る . そ

こ で , 穫泰採取周 の 母樹をこ対 す る 生育期間中 の 遮光が , 接 ぎ衆 盛 り土 法 に お 狩

る 穂凍部分か ら の 発横 に 轟 よぽす影響を検討 した 巻 そ の 結 果 , 母樹蔓こ対す る 光

線透過率 2 5 % 程 度 の 遮光 に よ っ て 事 接 ぎ索盛 り土法事こお 狩 る種本部分かち の 発

填 が有意 に 促 進 さ 釣 る こ と が 明 か とな っ た . H o 闇 盈r d ち (隻那 7 - ま学者轟きをま , 資首虹

処理 と
"

b 盈n di n g
”

に よ っ て ,
” . 9 台 木 の 挿 し衆繁殖 に 轟 狩 る 発鏡台索率が 董卓 %

か ら 塞4 % に 増 大 し , 光 線 透 過 率 が 2 e % まで な らば発壌 の低下が有意 とな ち恵

もミニ と を示 し た が , 榛東 を取 り奉繁殖 の - 種 で あ る接曹寮盛粉ま法峯≡おらさぞ 周

n る こ と で , 若干 遮光率 の 鑑レ3 条 件で あ っ て も , 発横尾途が可能 習 あ る 芸 と が

明 か とな っ た . こ の よ う な方鏡で採取 書甑た棲寮は , 遮光 条件下蔓≡馨 勇吉酌 な か

っ た壊素 に 段 ぺ て , 表 皮が や や緑 が か っ て 凝 り , 新柄が綿 棒 で あ ヨ た 書 遮光蔓こ

よ り , 厚 漠 組織 の 発達等 の 発横蹄額要因が排除きゎた か , も しく ほ穏療捧 の 形

成 が 僅 逢 さ れ た 可能 性 が接察蕃艶た .

- 方 , C 盈招P e rl e宅 急l . ( l 野 郎 をま 事 ポ リ エ チ レ ン ト ン ネプレの 申で 育成 し た 関 知 書ま細

密 索 の 母樹から採擬 した榛東 の 挿し蒸繁殖蔓こ轟をチる 発壌性 の 南 よ を萄督し て 蛮

り , 母 樹 を取 り巻< 環 境条件妄こ つ h て 揺 , 光 の み な らず蔑度や温度も発横蔓三対

して 影響をお よぽすと考え られ る 争 奪後 絃 , 母 樹 の 生育 に 影響が少なi , 高らき

発境僅達効果 の 得られ る 母樹 の管理方法蔓≡ つ む盲て 検 討する 乙 と蔓こ よ 甲 声 接 ぎ寅

盛 り土法を周 u 変額 り 奉賛藤 の効率才転が可能と考ぇられ る .

こ れ まで の綾濃 から 夢
M . 撃 テガ j 車 乗 の 取 り索 に お 汁 る繁務性感音義 書甑 , 繁

殖効率 帝 繭よをね ら い と し た費才b 処理 の方法 夢 な ちび蔓こ採種母樹の遮光を≡よ る

接ぎ凍盛り土法 の 発横尾違法が明かとな ∋ た .
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リ ン ゴ の わを3 性合衆 将 多i 娃 鎌取接辞し妄≡ 孟 る繁殖が国衆簸ため 予 欧米習 ほ

取 り木暴こよ る繁殖が主務で あ る ( 翫 醜 e董rn 尊 敬 b s 紐F
,
望e e 3き. 取 り寮繁殖蔓≡凝をテ

る 盛 り土 夢 凍 ぢ取 りとむ逢 っ た 作業に 総督 カ を草す る が , 歓楽で は 己 釣 ら 沿 持薬

の機械音巨の努力がなき甑宅H o w 盈蝿 l学者7き夢 - 般 的 に 取 り来襲潅が定着し てをさる .

一 方 , 国 内 に おむ盲て 揺 , わむ篭鰻 台木 の 取 り喪繁殖揺 経 と ん ど行 わ甑 て 怠 らず ,

主蔓こ ▽ ]レバ カ イ ドラ台東蔓こ接 ぎ木 す る 方法で 脅来襲薙が行わ艶 ても篭る . こ 艶をこ

と もな い , 経 とん ど全 て の わ い 桂台 木 笛 木 ほ , 申開 台 東嘗索 として 育 成 蕃 艶 て

らきる . しか し , わ い 性合衆 を申開台乗法 で 利 用 し た 場 合 , 通 常 の 脅乗法蔓こ放 ペ

て わ H 首ヒ効 果 が 劣 る こ と が 明 ら藩主 と怒 っ て 海 野 ( 玉 井 ち , 2 e O 2 盈) , 品 種妄≡よ っ て

をま十分なわむ3才ヒ効 果 が得 られず , 強 樹勢4巳して 果 実品質底軍 ず 搾 素性 舜 蕃才巳琴

が 開 恵 と な っ て い る . こ の よ う な経験か ち , わむ急性台東 の わら34巳効 果牽十分発

揮さ せ る た め に , 通 常 の 台 木 経 と し て の わら主任台車羽頗が望 ましらさと指摘 さ艶

て い る ( 玉井 ら , 2 榊 2毎) . 台 木 法 の わをき桂台舞嘗衆を育成 しようとずる 場 合 ,

中 間台凍法 と し て 育 成 した嘗衆 の 台 東部分を接蔓こ切除す る 方法 ( ホ野 ら , 2 e 昏8き

も考案さ甑 て い る が , そ の た め の常務 の 育成期閉が感 要となり , 台東頃除擾 の

笛 衆 生膏 の ア ン バ ラ ン ス か ら , 生育 不慮となりやずむ毒突盛 亀渚 療 毎釣 る , した

が っ て , 昏 索 法 の わむミ牲 昏 喪笛木 を育成ず る た めを≡ ほ , 懸 り衆多≡ よ っ 貰 繁殖pし

恵優良 怒台東を用 い る 愚妻が あ る と 考 ぇ ら艶 , 奉研 究蔓= よ っ て 得 ち 甑た 盤農揺 タ

効率 的 な 取 り 索 繁殖をこ取 り組 も うと す る 際をこ役 立 つ も の と 考 え ちれ る ,
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第 望牽 u ンゴわも毒性脅寮を利用 ♭患者泰時育成

1 I 緒嘗

国内をこお い て リ ン ぎ の わら盲才ヒ栽培南をチに 潤 むきら甑 てら為る わら急性台東苗寮 の 経

とん どは 夢
マ 1レバ 労イ.ドゥ曽 蒸 を下部台東蔓こ周 む与た申開脅索雷衆 で あ る . i / か

し , 這 わ ま で蔓こも述 べ た よ う に , わ い 性台衆を申開昏寮経 で 周をきた 場合 , 通 常

の 歯 舞法 で の 利 用妄こ放 ぺ て わら3才巳効 果 が劣 る 芝 と惑誓明 ち惑盲蔓≡さ 艶 て ら与る ( 玉井

ら タ 2 紳 2 b) . ま た , 中間 台乗法 の 嘗衆を定植す る と , 敷革 舜 後 に き ∇)レバ 労イ

ドウ台東 由来 の び こ ぼ え が多発し飴範 , 病夢虫搾 発 生 蔑 と な る な ど管理j : の 閑

蔑 も 生 じ て い る . こ の よ う な 閑塵 を 国連す る た め に 揺 , わむ3 牲 台東 を遠常 の 台

東 法 と して 弼 稽 す る の が 望 ま しく , そ の た め蔓こ取 り 衆 繁殖 に よ る 台衆 生塞が見

直 さ音1 つ つ あ る .

挿 し木 繁 殖 が 困難なリ ン ゴ の わらさ性 脅索 を取 り 衆 繁殖 し た場 合 , 楼 身 な 墳墓 ぎ

サ イ ズ ( 長 さ , 直径ラ の台衆が生産され る . 溝辺 ら 宅i 粥 2き をま, ナ シ , カキ ,

ク リ に つ い て , 接ぎ木 時 の 台木藩径が太 n をま ど学 者奉 の 新柄 伸 長 塞 が多む盲乙 と

を示 して む与る . リ ン ゴ蔓≡凝 u て もわむ主任脅 瀦 の 境盈 , 尭き 撃 砕 影 葉 隠 ,
ま 琴 藍

嘗喪 の 生育 に 影 響 を轟 よを富す こ と が 予尊書釣 る . 取 り凍繁殖し恕脅寮 を有効′蔓三

宿 属 す る た めをこは , 接 ぎ蒸し て 1 年盤笛木 の 育 成喜≡周をさる 芸 と が 胃慈恵車乗 舜

品 質 基準が姦要 で あ る が , リ ン ゴ の 場 脅 , 前述 の よ うをこ申 開 脅索番寮とi , 貰 の

翻 用 が多むも背景 亀 あ っ て , そ の よ う 蔑品 質 基 準 に つも3 て 接 ぎ 国 内 の 童 掌 品種費

用 む3 て 十 分 な検討が恕され て をきならき .

- 般的をニ , 挿 し衆 や実生 で育 て た素性脅寒蔓こ穫 品種 を接ぎ来 して リ ン ぎ 招 ま

年 生首耗を育成す る 場合 , 接 ぎ務 当年蔓三舎来客寿盲ち発 生ずる新柄 宅B} 軍 事 脅穿

とず るラは , 随 時 , 基部 か ち切除する方絵 が指導書わ て きたく孝犠 事 兎 稀 , 蔓撃毒郎 -

こ れ 隠 , 台東部か ら の 貯素養分 の 浪費を習 き る だをチ削減して ぎ 穫品種 舜 新病 の

生育を僅達す る こ と を 目的蔓= した も の と考 え ち釣 る . わむさ健 車乗を周をきた 嘗索

の 育成蔓こおむ隻て 亀 , 穂品種の 新柄蔓芝生長 の 勢む盲を集中 蕃せ る た 絡 に , 密葬 の か

き取り処禦 が推奨蕃軌 て きた くT t3k 母y , l 軸 4) .

国 内を≡凝らきて は , 最近 , 才知 糸車衆や ウイ]レス フ リ - 義 朗 . 撃 脅 素の 育成と骨

の 特性 の解明着こ拝む包夢 前述 し た よ う に , 脅舞妓 習 潤むミた嘗轟 育 成 績惑書経葉書艶
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て きて を竜る 宅蓋昇ら 善 芝紳空転き事 ♭恵与♭ な責苦ち , 襲撃奉書芸よ
i

3 雷 撃藤i j 藍 粥 .撃テ

ガ } 歯舞を涌 を盲た壕舎 , 革も1 時期蔓芸脅夢 帝 惑急き取 野 を行う と遭蔓三番蒸 の 重曹惑嘗

劣 り き 極端 な 場合枯死す る こ と も寵察 蓄熱 学 問尊と な っ 首 ら蓬る . 韓暮≡ き 台寮 の

壌 塞 が歩恕を急場 普峯三を豊亨 こ 砕 よ う な境南が顕著 警 ぁ る .

監壷誹 ら 宅ま粥 郎 は , 品 種 を接嘗蒸したゎをき健歯舞雷 の 脅 茅 を , 運昏 8 m 軽度 の

最 善蔓≡帝展 した凌を芸頃降す る 芸 と蔓≡よ っ て 才
芸 年生雷蒸 の 生育塞 が嘩激 し 草 穫

品 種 の 新韓か ら発塗す る フ ェ ザ - の 義 鎮飽 息高が高< な る 芸 と を泰 し藍 キ ま た 夢

H o 轡 轟F か O 盛重昏y を董撃撃3き は ぎ 芽接 ぎ蔓三 よ る雷凍 の 曹盛蔓こ凝む遠て
一

般 鈎蔓ニ行 わ 甑

てら5 る 芽 接 ぎ 当年 の 密穿 の 闇除塵尊 宅
i &

cま壱急設 重曹蛋
”

き 蔓芸よ 野 手 翌 年 砕 接 嘗穿轟きち

の 新柄 発 生 凝 よぴ静養が蹄磯き釣 る 己 と を明 ら漆ゝ妄≡ し 車 台 穿 の 簡除を芽接ぎ帝

位書こ限 定 す る こ とで接ぎ穿 から の 新 柄発生 , 静養 が慶 進 審 釣 る こ と を萄 昏 し て

む篭る I しか しな が ら , 台 寒 の 墳墓 の 多歩 と 台 穿 砕 境線処理 と の 閑 藤 を鎮静 むた

確昏 娃晃あた ら怨む盲 .

地 方 , 繁 り凍 結 で繁殖したわむき飽 食 素 の 定植 準 5 徳島 凌 を接ぎ蒸 し恵嘗索 の

定 韓をこあ た っ て 娃 , 薪境 の 発生 を慶 す 目 的 で 磯 の せ ふ 澄 考量 範 砕 凄 を 豊5 e 斑 軽

度 の 長 さ に 切 り戻すきが推奨さわ て u る ( 闇盈毛e F n 盈漫 昏竃 盈重.

,
呈撃9 3 ; §農n d 昏F §ぅ ま9 卵き.

以 上妄こ述 べ た よ う に ず 取 り索床 で 発模したわらき軽脅未蔓= 穂 品種 を接ぎ楽 した

雷蒸 の 生育 に 轟 い て 揺 , 歯 舞 の 形 質 ( 壌畳 , 尭 菖 響き 尊 , 脅衆 の 壌 の せ ん 定方

法 , 脅 芽 の 怒 り扱 u 方法 の 凝 よぽす影響は尭 き旨蔑も の と考 ぇ ら釣 る が , 関 連 の

報告ほ少ならミ. そ こ で , 奉研 究 に おむミて は , 磯 野喪妄芸 よ っ で 繁藤した 弼 `学 舎乗

数 系 統 を周むミ, 台 木 の 形質 , 奄 よぴ 壌 の 営 ん定法尊母 品種 密接ぎ蒸 した後 の 昏

芽 の 切除法等 の 管理法が ,

`

あ じ
亨

1 年生酋衆 の 生育 に 烏 よ看ぎす影響を療尉 し 幸

彦 良 な苗木 の 生 産 の た めをこ慈要恵台木 の 品 質基準 , 忽 ちぴをこ利 男方法 を明 らか

をこ しよ う と書式参 た .

2 . 取 8) 奉賛薙ぎニよっ て育成し監 関.9 テガノ台木砕墳墓 , 歯舞直径 が 1 年生

`

晶 じ
'

青木の 生育におよぽす影響

u 目 的

奉調査 紘 , 取 り 木繁殖 を行 っ た 如 .撃 ナ ガ } 脊索 の渡径 夢 鶴 亀等 の 形 質 が 夢 品

種 を接ぎ来した ま年生貰来 の 生育妄こ凝 よぽ ず影響を明 らか着こ し , 嘗東壁 産蔓こ弼
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周可能な台東 の 品質基 準を萌ちかを芝 す る た め妄言行 っ た さ

2∋ 材料およぴ方法

調査 は l 卵客 年 曹
ま9 9 9 年お よぴ 2毛細3 率をこ待 っ た . らさず酌 も 事 前琴妄言戦 野衆繁

殖した M . 9 ナガ } 台奉 を実験樹料とした .
1 卵 裏 年揺 1 4 e 轟 き

l 撃撃9 年 は 重量2 奉 ,

2 e e 3 年 は 6 O 奉 の 台 木 を供 試 し た . 磯蔓こ腐 り よをヂた台索は , 凍 で 壌部を慮< 洗

浄した後ポリ袋 に 密 封 し , 翌 年をこ揚をヂ接ぎを行うまで 学 的 3 - 5 驚 の 冷義摩蔓≡

て 貯蔵 した .

翌 年 , 揚をヂ接ぎ前 に , 台東直径凝よび発壌持教 を調査 し た . 歯 舞 直径 は , 塞

潔 か ら 2 O - 2 5 c 迅 の 新開 を潜定した . 発 境指数は 第 l 図 の 判定指標をこ よ り ぎ
e ;

発 壌 無 し - 4 : 発 根多 の 指数書こて 判定し タ 指 数 の 中 間 は e 事5 と し た . 冬 嗣 査琴着こ

供 試 し た 台凍 の 形 質 に つ らミて 薬 毒 義をこ示 した . 台 素 直径 揺 , 琴 次 別 の 寧均 が 名書毒

- 菩. 9 n r n で
, そ の 差をま有 意 で な か っ た が , 発 銀将数をこは年次蔓こよ る 有意 な養 むミ

が 認 め らわ ,
2 e O 3 年 の 試験 に 用 い た台凍 の 発銀将数は平埼 2 , 5 で 最 も境豊 が多

く , 次 い で l 弊害 率の 平均 2 . e
,
1 9 9 撃 年 の l . 4 の 頗 で あ っ た I

い ずれ の 革 も , 接をヂ接ぎ揺 2 月 に 行 っ た . 台車長を 尋5 - 5 e e m と し ,

`

長 じ
苧

を切 り 接 ぎし た . 接 ぎ来復 の 雷 衆をま, 愛嬢暗 ま で ポリ袋妄こ密封 し 曹 操をヂ接ぎ騎

と同様 に冷蔵庫 に て貯蔵した .

3 月 下 旬 - 4 月 J = 句 に 疎 開斡 0 . 4 m
, 列 間紡 l 投 で 擾え何をチた 事 芸 の 時 事 脅 喪

の 地 上啓 の 長 さ を 2 e - 2 5 窃取 と し た . 愛嬢後 の 常務蔓こは適時 か ん 療 を行 ∋ た 事

台 芽 ほ 毎 月 上旬をこ新柄党濁を播}む く新柄先磯か ら農薬3 授程度まで の 常労を切

除) し ぎ 故 に鋳 で 基解 か ら切除した 事 u ず 艶 の 年 も 呈2 月 よ萄蔓こ雷喪新柄農 を蔑!3

定 した .

3き 結果

育成暮れ た 壬年生
i

長 じ
学

者東 の 平均薪拷長峯こ つ n てをま, ま卵 客年 が 壬王惑 ぢ n ,

l 撃9 学 年が 糾 e m , 2 O O 3 年 が 1 2 2 8 m で あ り , ま撃卯 年 の 宰埼新柄最 は也 の 芝 琴蔓こ

放 ぺ て 有意蔓こ短か っ た ,

各調 査琴着こ凝 狩る , 脅素直径患よぴ発額拷敦と､ 苗木新柄長 の 関 係 を第 轟 囲碁三

示 し た - 1 9 9 老 年 の 調査 に お い てをま, 発 壌指数と嘗東新梢長を≡有意蔑琵 の 蒋閑

( F - e ･3 6
車串
宅
車
: O 事¢5

,

車重
: e ･¢l 凍琴 で そ 艶ぞ艶有意H が 諾 め ら豹 た 若草 轟 図 タ

上 段) . し か し , 鶴 の 項 目 間 の 相 関 は有意 習 な か っ た 書
l撃撃夢 琴 の 爾 査をこ凝旨きて

3 5



第轟義 鎮試 したM .撃ナガノ台東の形質

?

台東形質

年次 台

慧芦
署

発 - 数
y

1 9 9審 乱撃土l . 轟 2
_
, 駄 l . 壬も

1 99 9 凱 蝕l . 塞 l .ヰまe . 9 孟

2 碑3 轟. 駄壬書タ 2 .5 まl . 2 ¢

有意性
翼

冶S
* *

老

台泰基潔か ら2 e - 2 5 c m の昏閤を測定した.

y
第l 図の指壕により ,

e : 発壌無 - 尋 : 発壌多
にて判定し藍 .

x

r15 ; 有意で な い ,

車
: e .e 5 き

車 *
: e .e l 療準で

そ 艶ぞわ有意 .

3 6
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9 e
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3 e
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* ＋ 沖 す ＋ 幸 ヰ 糾 書 手 8

書 棚 ト H 車 ヰ中辛 ヰ 棚 車 中

♯ 手持
i

争 手 車 秒 浄 や ゃ ヰ

曹 榊 書 手 1 奉 働 骨 や

;
手

芸ぎ
ヰ 珊 樹 ヰ ･考車 中 ＋

㌔
- ヰ 琳

_
/
j
ヰ

辛 ヰ

榊葦毒g
＋ 奉 ＋

辛

撞索新帝長

I F 事 ( i 事 I [ 書 ! l l f 蔓 ‡ 1 f ‾r‾事､1 1 書! 1 事‾I ‡書! 事! l 事
7 8 9 1ま 1 3 1 5 8 . 5 ま 2 3 嘩O 2 O 5 e 蕃e l l O

第 6 図 i 9 9 8 年( 土 段) ,

1 9 9 9 年 ( 中段ラ 翁

よ び 2 0 e 3 年 ( 下

投) を三お をチ る , ” . 撃

テ ガ ノ 台 木 の 直 径

お よ び 発 壌 持 敦 と

接 ぎ木 後 の 1 年 生

苗 木 の 新 柄 長 ( 1 2

月 土 萄) の 関 係 .

国 中 の 楕 円 経 9 5 %

藤 撃 楕 円 を 示 す .

1 4 -

1 2

l e

蕃

6

4 .5

3 .5

台木直径

ヰ 辛

キ

＋

葦
幸蔓車

や
や

奉 書 串＋

害
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＋

苛孟
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♯ 手 車 す 手 一冬 奇 や ゃ 阜

せ せ 孝 一手 車 車

＋ 幸 手 ヰ ◆ 阜 や

′
㌔
ヰ せ 者 ＋ 書 牌 ヰ

阜 阜‾

壕来新車長

1 5
_

1 3

”

9 O/

辛 辛

筈密
十 手

キ

■
言
や

‡董
卓 妾

･

譜
if･

.:
手 車_･

暮
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㌧

㌔
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揺 , 前 年 と 同様を芸 , 発境指数と笛奉新柄長峯岩窟意 な 蓬 の 相閑 ( ㌻£ e . 5 5 車 牽き が 謎

め らわ た 宅第 6 図 , 学資) i - 方 , 望紳 3 年 の 調 査妄≡凝む盲てをまず ま野暮 琴凝 よ ぴ l撃卯

年 の 調 査結果 と異なり , 脊索 直径と雷素新柄長峯芸者意な 正 の 相 関 ( T - e . 7 e 車 *)

が 認 め ら甑 , 他 の 項 目 間 の 相 関 ほ有意 で 短か っ た く第 6 図 , 下段) .

次を三 , 1 9 9 毒 年 畠 よ ぴ 1 9 9 9 年の 調 査妄≡ つ らミて , 昏素 直擾と雷衆新柄長 の 関係

杏 , 発 壌指敢をこ よ っ て 8 - e . 5
,
I - i .5

,
2 - 2 . 5 お よぴ 3 - 埼 の 卑 つ の グ)レ

- プ蔓芸

層別 して 確 認 し た . そ の 結 果 ,
1 9 粥 琴 の 調査をこお い て 隠 , 発根捨象 壬.珍 - 隻, 5 の

ダ]レ - プ ( n = 3 6 , r - e . 5 4 車串) で 台東 直 径 と苗寮新柄長峯こ有意な 護 符 相 関が 諾 紡

ちれ た く策 7 図) . 発 境指数 に よ っ て 層別 し監各グル - プの 平均新柄長峯こ つ もきて

揺 , 発壌指数 l . O 未満 の グ)レ -

プが 善9 . 5 e 斑
, 同 l . e - i .5 が I 1 9 . O e r n

夢 岡 芝. e -

2 . 5 が 1 2 2 一ま c m , 同 3 . e - 4 . 0 が 1 2 e .毒 c m で あ っ た 事 また ,
l 撃弊 琴 の 調査蔓三 義む盲

て は , 発 横指染 l . 0 - i , 5 紬 - 3 6
,
T
- e . 5 壬串串) , 2 . 8 - 2 . 5 ( a - 3 e , r - e . 5 6

車 *
) 烏 よ ぴ

3 . e - 4 . 0 ( a - ” ,
r
- e . 7 e

*
) の 各 グル - プ蔓= 轟 u て , 脅 素直 径 と 苗 衆新柄農事こ有

意 な正 の 確固 が 認 繰 ら ゎ た ( 第 善 因き. 発 境指数を≡よ っ て 層 別 した各グル ー プ の

平 均 新柄長妄こ つ い てをま, 発 境指敦 l . O 末弟 の グ) レ - プが 各凱5 e m 多 国 ま. O - ま , 5 が

l 桝 ･ 7 e 研 , 同 2 B - 2 . 5 が 壬e l .ま e rrl , 開 ヨ.e - 尋書e が 9 5 .2 e m で あ っ 恵 . な 盤 , 望軸 3

年 の 調査蔓こつ い て も 同様 に 層 別 し て 確落 し た結果 ,
i . o 東嫡 ( i3 芸 7 , r 霊 8 事7 5 * ) ,

l ･ e - i .5 ( n = 撃ず f - e ･ 6 奮
*
き, 2 , e - 2 . 5 蔓rl - 1 4 , F

- 凱6 3 車ラ歩 3 . 8 - 4 事e ( 23 - 3 串, r - O . 感轟
串車ラ

の 各 グ ル
-

プ に おらさて , 台 木 藩径 と雷 衆新柄農 に有意な窪Q) 相関が 経 め ら艶 た

( 第 9 図) . 発 境指数をこ よ っ て 層別 し た各 グル - プQ3 挙 喝新病長峯≡
i

3 むきて 揺 夢 発

壌指数 l . 8 未 満 の グ ル - プが ㌢‖ . 3 e m
, 岡 l . e - i .5 が 葺2 4 . 3 蛋指

事 同 2 . e - 芝.5 轟音

l呈4 ･撃 e r B
, 同 3 ･¢ - 4 ･ O が 王2 ? ･3 e m で あ っ た . な 軌 2 紳3 年 の 詞 嚢書芸 つ n て 緩 ,

発 境 指数と笛木新柄長 の 関係 に つらきて も台 木 直径を≡ よ っ 号 層罰し て 確 証 し た が 事

ど の グ ル
- プをこも有意な相関結語められ なか っ た ( ヂ - 夕 略ラ.

3 . 取 8) 奉賛建 によっ て育成した 関 .9 資本致系統が 1 - 2 年生
`

長 じ
学

者轟

の生育ぎこ姦よぽす影響

1き 目 的

怒 り木をこよ っ て 繁殖した数系続 の M .9 台 車が / 溢 じ
事

( i - 2 学 童 嘗来き の 生

育に 翁 よぽす影響を検討 した . 棒をこ , 国 内で 利潤 可能な 朗 書撃 テガ } チ 朗 i撃関野野蔓5 ?

3 S
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朗 . 9 ナ ガ } 台 東 持 直 径 と 接 ぎ素 襖 の ま 琴 整

苗 木 の 新 柄 長 の 関 係 図 申 の 楕 円 ほ ,
9 5 % 確 率 楕 円 を 示 し , 敬

感 は 発 銀 将 散 剤 の 区 分 を 蒸 す .
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第 9 図 2 8 e 3 年 に お 汁 る ,
” . 9 ナ ガ ノ 台 東 の 直 径 と 接 ぎ木 擾 の l 年 生

雷 素 の 新 柄 長 の 関 係 図 申 の 楕 円 は タ
9 5 % 確 率 楕 円 を 哀 し , 象

橿 ほ 発 根 指 数 嗣 の 区 分 を 示 ず . a : サ ン プ ル 数 ,
F : 相 関 係 数 .
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昏素をニ つ らi て , 飽 の 幾 つ か の 関 .学 資 寮 轟鍍と既較し , ど の よ う怒雷衆 の 生育を

示すか明 らか に し よ う と試 峯 た .

B 孟t l m 盈n n ( l 撃峯eき ほ , 発 横性 の 劣 る Ai 暮学 資 索 系 続 ほ 夢 育 成 申 に枯死ずる か穿

接ぎが可能 とな る ま で に 至 らなも当台 木 の 多ら竜 三 と を示 し , 雷来 の 呈 寧 日 の 生 育

ぼ台索 の 凍 の 発達 に強< 影 響 さ釣 る と した . 奉研究 で も , 箪 望 牽 - 望を≡怒ら皇て
,

台 木 の 根 塵 が多むき揺 ど概し て接ぎ蒸当年 の壊東新梢 の 生 育 が優 わ る こ とが 義 蓄

ゎ た . さ ら に 事 奉研究 の 寮 1 章 一 2 で 明か とな っ た よ う葺こ M .学 舎 凍 の 系続 開f･こ

お い て 発境性 の 遠 い が 認 め ら釣 る こ と ば , そ れ が 台 東Q) 墳墓 の 多少蔓= 直接影響

し , 苗木 の 生育や品質蔓こ異 な る 影 響 をお よ ぽ す こ と が 考 ぇ ち釣 る . そ 芝 で , 審

美験 で 揺 , 供 試 す る 台木 の 横 慶 が ほ ぼ 丙
-

と な る よ う実験樹料 を選定し , 曽素

系続が苗木 の 生育およぽす影響を検討す る こ と と し た .

2 ) 材 料 およ ぴ方 法

2 0 O 2 年 に , 樹齢 の 同 じ 鞍 り 凍 母 株 よ り 稔 り 衆 繁殖 し た M
F

. 9 ナ ガ ノ ,
” .響

N V F ま5 7
事
M ･撃 F L 5 6 , ” .9 T 3 3 7

タ
P aj a m I , P a3

'

a m 2
, ” . 学監も1 9 台 東 を鎮 試 し た .

各 曽木 素 焼 に つ き I l - 1 5 嘗 を招 い , 2 0 e 3 年 2 月暮こ台木 最終 5 ¢ e m で
`

長 じ
'

を揚をヂ接ぎした . 揚をヂ接ぎ前 に 発壌指数, 歯 舞 直 径 , 脅 衆 長 を調 査 し た . 発壌

指数は第 l 囲 の 基 準 に より 判 定 し , 台素 直 径 は基 部 か ら 2 e - 2 5 e- m Q) 節開 寮分

の 直 径 を瀦 窓 した .

供 試 した 台 東 の 形 質 を第 撃 義 に 示 した . 発 填指数妄≡ つ u て は , 車乗系疑問蔓≡

有 意 な 差 は 認 め ちれ な か っ た . 台 木 直径 , 台 素養 に つ ら3 て は , - 蔀 の 脅衆轟競

闘 に 有意 な差異が認 められたが , 玉 井 ち ( 2 0 e 2 急き が 示 して ら3 る よ う妄言 声 脅 家 系

統 に よ っ て 特有 な 形 態的な差 異と弼新 し , 揺え る 芸 と は行 わず喜こ骨 の ま ま衆賎

した .

揚をヂ接ぎした台衆綻 , 2 帥 3 年 4 月 土 萄 に夢す同約 I m , 疎開 約 e . 3 m で 定 壊 し

た ･ 定植時 の 地 上部台本長ほ約 2 5 e m と し た . 種木 か ら伸 長 し た新梢 は 農薬後

に i 芽 に 整理 し , 合 葬 は 寒 月妄こ全 て基尊か ら切除した . 嘗東 は ぎ 教蔓こ轟 り よをヂ

ず , 国 じ壕所 で も う ま 年育 成 し ぎ 2 年生 首木とした .

翌 2 e 朗 牢 3 月 3 0 日蔓こ穫凍新柄長 ( 前 年 に穂束か ら伸長し恵 l 撃枝轟き を調

査 した . 同 率 4 月 初旬 , 発 芽 直 前 に接ぎ衆帯惑盲 ら 3 e - 遵e e m の 高き で 呈 琴枝 を

切 り戻 し , 展 責 を過 ぎ た頃をこ , 清濁 付近 の 最 亀鑑 盛 急 呈 新柄を残し て 也 を基部

孝2



第9 表 試験に供試した台木の 形質

台寮系統
供試した脊索の形質

z

直径鷲 耶 ) 轟き宅c m ) 轟き / 直径 発壌指数
毘

Ri .9 テガノ

” . 9 常習F 1 5 7

M .撃F L 5 6

M .9 T 3 3 7

P aj a m ま

P aj 亀斑 2

M
.
9 私 1 9

蕃.7 立2 .l 急転
瞥

9 .4 女2 .ま歪曲

7 .4 j =l 一 ぬ

審.1 士2 .
4 毒血

巷.6 立壬.呑亀b

ほ .卑生2 .9 b

塞.3 圭2 . l ab

7e 土1 3 a

7 3 立 柑 蓬

蕃ヰ生ま6 ab

7名士2 e 亀

71 d : ぬ

I e 3 土2 1 b

6藩主1 2 盈

審2立】e 最

7 数 学轟

lま4 a :1 8 G

9 7 皇I eも

蕃4 立I l 象

1 8 駄 9 b

番ヰ土 9 轟

2 ,5 蓋ま一3

2 . 4 蓋ま.望

2 , 萎ままヰ2

2 . 艶ま.2

2 .O d =ま.4

i .学生l , i

2 .2 壷ま. 2

有意性
官 串 串車 * *

澄喜

z

2 e 母3 年2 札 揚好接ぎ時をこ開査 した
ぎ
台東基部か ら2 e - 2 5 e m の節園部分Q 3 台東直径
米

車: 無 - 4 : 多
w

衆意るアル ファ ベ ッ ト 軌 T 嘘野弦蔓こよ る多重姥 艶 ま恵は轡毒王将 芸¢男顔榎和検
定によ る繰り返 し比較で , O .e 5 凍準で有意差あり若者馨療準揺 B B 嘘 r F 否認書式で補

正ラ

マ

n 畠 : 有意で ない ,
*
: e . e 5 ,

榊
: e . 8 王水準で有意

確3



か ち頃除♭た . 残 し た l 新柄惑嘗縮 望5 e m 砕 農す る 患 ぴを芸 夢 新柄発端か ら節 2 5 e m

まで の 常任をこ B 鬼 く5 紳 野P n ) を驚布する処理 を 3 囲 行 っ た .

2 O e4 年 ま2 月 に苗木幹馬 車 主 幹延長校長 事 フ 三 ザ - 義 , フ 三 ザ - 発生 高 を調

査t ., た . 幹周 は接ぎ来賓 の よ 1 5 e m の 位 置 を親愛し , 董 幹延 長枝は き 頃 ぢ 戻 し

て 穿 か き を行 い - 奉 に 整 理 した新柄 の 轟 き を朝憲した . フ ェ ザ - 揺 王 e 招 B} よ の

轟 き の も の を調 査 し , 平 均長 は 5 e m 以 上 の ヲ ェ ザ - 蔓こつ むきて 算 出 し た .

3 ) 結 果

第 I e 表 に 結果 を示 した ,
王年生

i

ふ じ
'

苗木 の 平均新柄長をこ つ ら当て は ,
朗 ,撃 F L 5 毎

食 木苗が最 も短 i ,
” . 9 鞘V F 1 5 7

,
” . 9 K L ま学舎 舞笛は長か っ た .

” . 撃 ナ ガ } ,

” . 9 T 3 3 7
,
P &j a m i , P aj 盈m 2 台木は こ 艶 ち の 申 開 で あ っ た . 供乾 し た台 索 系統

毎 に 声 台 東直径 と l 年生苗木 の 平均新柄轟と の 開蘇 を見 る と , ” . 9 毘L l 学 舎寮 を

除i 他 の 台 木 系統をこつ い て は , い ず れ も雨 着をこ高むさ迂 の 相 関 が 認 め らゎ た ( 第

i O 囲) .

朗 .9 台 木系 統 に よ る 2 年 生首素 の 生 育 の 達もう に つ むきて , 第 I l 表着こ結 果 を示 し

た . ” .9 F L 5 6 台 東雷 の 笛木 濃 , 常 永 直 径 結 夢
M . 9 K L ま学 舎 東 酋 に 捻 ぺ て 有意蔓こ

か き か っ 盈 . 平 均 フ ェ ザ ー 本条 毛玉 c 托 Bi 土き 妄こ つら盲て は 手 鏡 拭 ♭恵 車 乗 系統閑

に 大きな差異 は 認 め られ な か っ た が , ” .撃 テ ガ ノ 台 衆 雷喜三 つ ら3 でを豊 弼 .学 監監･呈学

舎蒸嘗蔓こ放 ぺ て 有 意蔓こ少憩 か っ た .
5 e e m i2ii よ の 長 療 の ヲ 王 ザ - 奉象蔓≡ つ 彰主君

は M . 9 F L 5 6 台 轟 音 が 少 な < ,
- 方 , 3 e c m 以 土 - 5 e ぢ搭 乗帝 の ヲ £ ザ - 奉資蔓≡

つ らちて ほ 岡台木嘗が多む急嬢南で あ っ た 事 また , 朗 . 9 F L 5 番 台兼嘗 の ヲ 芸 ザ -

g) 翠

均長をま, 他 の 車 乗系続雷蔓こ捻 ぺ て 療む3 横 内で あ っ た 書 嫁 フ 芝 ザ - 長を三 つ む議で ぼ ,

” .撃 F L 5 6 台 木 嘗が 糾 4 e m で 最 も蒙 < , ” . 9 K L ま撃 歯舞嘗は 1 8 ま考 G m で 最 塾長 か

つ た ,

ヰ, 脅芽 の切除轟よぴ梼'む愚理が 関 .9 チガノ蓉舞を掲も駕藍 1 年生
`

長 じ
学

者

轟の生育に轟よぽす影響

1∋ 目的

漁り蒸蔓こ よ っ て 繁殖した M 書 穿 ナガ } 台衆 を用む盲て , 歯舞 g) 嶺 の 普 ん定法象 ら

ぴ に穫品種を接ぎ来した後 の台穿 の 切除法が ,
i

長 じ
タ

ま 年生雷禾Q) 生 育蔓ニ義 よ

ぽす影響を調査 し ,
王 年生嘗蒸育成 に 烏をチる , こ 釣 ら の 凄闇 夜管理者綾を明ら

4尋



第1O 喪 散薬耗の M 事学舎衆系鏡が リ

ンゴ
名

品 じ
'

l 年生嘗泰 の 生育妄≡およ
をぎす影響

台東系統 苗喪新柄長( er nラ

鼻息撃ナガノ

M ヰ9 柑V F壬5 7

M . 9 F L 5 6

M 9 T 3 3 7

苧a3 a m ま

P 東急rr1 2

細 事撃K L 3 9

壬2 2 主l学
芸

a b y

壬3 5 土 柑も

i e 5 立2串亀

l蔓養生2 4 a b

ま2 5 土2 5 盈あ

ま2撃盆2 2 毒血

ヨ
.
2撃蓋蔓尋毎

# # @
% * *

之

琴均鐘壷療孝標琴偏差
y
異なる ア)レフ ア ペ ッ ト暖 ,

e .8 5 喪

琴で有意差あり

Ⅹ

73き : 有意差怒 し , * : e .O 5 , * 車 :

e .呑i 凍撃でそれぞれ有意.

45
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第 1 e 図 擬 り 禾 繁 殖 し た 如 . 学

舎 木 散 薬続 の 脊 索 直 径 と 接

ぎ 素 後 の 壕 衆 新 柄 長 宕3 月

調 査) の 関 係 書 穂 品 種 は
i

ふ

じ
'

, 国 中 の 楕 円 揺 9 5 % 確

率 楕 円 , 直線 揺 回 障 直 線 ,

n : 件 数 ,
F : 相 閑 係 数 .
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か に し よう と試 み た 有

望) 樹料 轟 よ ぴ芳 法

u き
`

遥､ じ
'

を接ぎず接ぎ しf= 臥 9 チ ガ メ 脅 寮 の凝の せ ゐ 震およぴ普芽の 切除が

1 年 生首泰 時 生育 に 轟 よぽ す影響

取り喪 に よ っ て 繁殖 し , 第 l 囲碁こ示 す 発壌汚染が 芝.5 i2R よ く軍均 3 . 5き で 夢 基

部 か ら 2 e - 2 5 e n の 位 置 の 昏 素直径が 了. 3 - 1 0 . 2 迅 m く平 均 害.蕃 m m き の M セ昏 チガ

} 台素 を 2 ¢ 奉察試し ,
l 撃卵 率 2 月をこ台素長約 5 e e m で

`

ふ じ
夢

を接をヂ接ぎし

氏 . 接 ぎ蒸した苗木絃ポリ袋に密封して 壊見好をチ暗ま で 2 - 5 驚 の 浄轟摩で 貯

蔵 し , 同率 3 月 2 6 日をこ疎開 0 .尋 m
, 粂 閉 ま m , 粥 閤 4 m の 2 桑 ま 列填 え で , 地

上 帝 の 昏衆愚が 3 0 c m 軽度 とな る よ う に ほ 場 に 定検した . 接 ぎ穂 か ら発 生 し た

新柄は , 農 薬後 ≠ 最 も 旺 盛蔓こ伸 長 して い る l 奉 を残 して 也 を 畷降した .

供託 した擾好接ぎ嘗東 の 半数は , 接 え 緒 打直蔚を= 台 東 の 綬 を基慾か ら l .e -

i .5 c m で 切 野 戻 し て せ ん定番区と し , 残 り の 筆数は , 長 路 の 壌蔓ニ つ ら議て の み 基

溶か ら 1 5 - 2 O e m 程度 の 長 さ に 切 り 戻 し , せ ん窓無 区 と した . さ ら に , 台 芽 の

農薬後 ,
4 月 2蕃 日 ( 定 礎後 3 3 日) に 全 て の 台 芽 を切除す る 切除畢区 , 最 も最

らさ合葬 が 2 O - 2 5 e m を≡伸長 した 6 月 2 日 宅定壊擾 6 毒 日きを= 全 署 砕 脅穿 蓉基部か

ら切除す る 切除晩 区を組 み 合 わせ た . 1 区 l 樹 5 庶 擾 と ♭ , ≡ 莞 配 響分散分析

に よ 野処理効果 を検討 した .

接 ぎ木 した穫品種
さ

ぁ じ
'

の 新柄長 を 事 4 月 芝番 田 , 5 男 2昏 日 , 5 月 芸春 日 , 毎

月 ま7 日 ,
毎 月 3 0 日 , 7 月 ま3 日 , 寒月 7 日な らぴ妄こ ま望月 撃 日暮≡網 蓋 し恕 . 脅琴

の 切除処理時 に , 合算 の 発生奉簸と密葬長を調査 した 書 農 薬 し た後 に帝長 し恕

か っ た昏穿ほ e e m と して 発 生率敦蔓三激 え た 書

宅空き
`

名も じ
'

を揚‡プ接ぎしf = 監 督 チ ガ ノ 奮木 鐸 奮芽の 切除時期およぴ境1む盤 響

が 1 年生首禾 の 生育 に 姦 よぽす影響

怒り喪蔓こ よ っ て 繁殖し , 第 王 国蔓こ示す発壌指数が 2 ,5 規J = く撃 喝 3 .塞き で , 義

巻か ち 2 0 - 芝5 e 現 の 鐙 普 の脅素養昏が 7 事王 - まe .轟 e n ∈寧 均 9 .呈 投 m き の 如 .撃 チガ

} 台木 塁審 奉 を潤むさ手 芸紳 e 率 2 月多芸脅喪長約 5 母 e m で
事

長 じ
'

を擾好接ぎした ,

揚をヂ接ぎ擾 の 嘗凍 の 貯蔵方法は実験 u ∋ と 同様とし , 同 率 4 月 ま峯 日蔓≡疎開 e 事3

班 , 桑開 】､ 現 , 列 間 孝 斑 の 2 粂 豊 窮境鼻で 手 車衆 の 蟻 よ帝を 3 串 看取 硬度 と して

を豊壌蔓こ壌 え緒狩た 書 壊 え好打直前蔓三愛 て の 脅凍 の 銀を≡ つ tJ 3 て 事 基 部か ち 呈♯e -

4 事



隻.
5 e m を残 して 畷 i3 戻 した . 接 ぎ撞から発生した新柄揺 , 展 葉擾 , 最亀 鑑 盛蔓≡

静 養 してらきる ま 芽 を残して 穿かきした .

曽 芽 Q3 切 除時期 の 早 晩 に よ 哲 , 以 軍 の 4 処理 区 を 琵 汚 た . 済 除畢匿 : 展 弟期

の 5 月 呈害 日 宅定埴後 3 8 日き をこ全 て の 台穿をかき戦 っ た , 切 除申区 : 最 塾長 u

脅 芳養 が 王e e m 軽 度蔓こ達 した 6 月 2 日 ( 定植後 舶 日きをこ全 て の 密 葬 を基部か ら

切除した . 切 除晩 区 : 最も 長 u 密 葬 長 が 1 5 c m 軽度 に達した 6 月 壬昏 日 く蜜蜂擾

6 2 日) 妄三愛 て の 台 穿 を嘉帝かち切除 した . 靖 }む区 : 最 も 長むさ台 穿長が ま5 e 況 軽

度 に達した 6 月 1 9 日 ( 定槍後 6 2 日ラ に 台穿 の 発端を 3 - 孝 e m 痛心 した . ま 露 呈

樹 7 反 復と し た 書

穂 品種
`

基 じ
チ

の 新 柄長 を プ 6 月 l 日 , 6 月 吉 日 ,
6 月 3 9 日 ,

毎 月 3 8 日 , 7

月 I 1 日 , 7 月 2 4 日 , 害 月 2毒 日な ちび に 呈2 月 7 日妄こ調 査 した . 農 薬 した後蔓ニ静

養 し な か っ た 台芽 揺 e e m と し て 発 生番数をこ妻ロえ た .

(3き
`

& じ
'

を居 接ぎした 臥 9 ナ ガ ノ 台 木 砕 聴 蓋 お よぴ 台 芽 の 切除時期が 1 年

生 首 禾 の 生育に お よ ぽ す影響

取 り蒸 に よ っ て 繁殖し , 第 王 国を≡示 す発壌指敦が ま. e 鎚土 宅平均 2 . 7ラ で , 義

尊 か ち 2 ¢ - 2 5 e m の 位 置 の 脅 素直径が 審.蔓 - 呈3 書尋 e m 宅軍 均 蔓e 8 e m m き の 弼 書昏 チ

ガ } 曽 木 4 審 奉 を伺 い た .
2 紳 e 年 4 月 l客 日暮三珠 開 e .3 m

, 桑 問 豊 熟 , 列 間 4 訊

の 2 桑 l 弼 壊え で , 埴 え好打直前蔓ニ台東 を約 5 5 e m で 切 り戻 し∴地 よ帯食喪最

盛嘗 3 5 e r n 軽度 と 怒 る よ う棲え樹打た . 同率 5 月 暮 日蔓芸脅寮 の 先磯密約 5 堤n 境 野

戻t / て ,
i

ぁ じ
'

を屠接ぎ し た , 接ぎ穂から発生 した新帝は , 展 寮後 , 癒 も藍 盛

に 伸 長 して もさる l 穿 を残し て穿漆急 馨 した ず

台 木 は第 l 図 に 衰 ず 発 壌指数 で 凝 轟 む ね 2 . 5 蓉境蔓こ墳墓 の参ら盲ダ]レ - プ 蔓平

均発根汚染 3 .2き と少なむミグ)レ - プ ( 岡 2 ,i) 妄言 2 労し , 各 考蔓こ以 下 の 3 つ の 処

理 区 を設 狩 た . 切 除早 区 : 農 薬期 の 轟 月 ま 日 妄髪境複 朝 田∋ 妄≡ 多 食 ぞ の 脅琴牽

か き取 っ 患 & 切 除申区 : 最 も義を盲脅 芳養 が ま昏 e 招 程 度妄芸達 し た 毎 月 壬寧 日 宅愛境

接 6 2 日ラ に , 全 て の 台穿 費基密か ち切除し恵 . 畷 除晩区 : 轟 亀長 をき密葬最が

1 5 e m 程度蔓芸達 し た 6 月 3 8 日 宅定療後 7 3 日き 蔓こ 5 全 て の 脅穿を姦巻か ち切除

した . 1 医 王 樹 審 反復とし , ニ 元配置分散分析喜こよ り処理効果を換謝し浩 .

調査項 目 な ち び蔓≡調 査方法をま寮壊 宅空き と 同様とし藍 . 恕 轟 , 密葬 の闇 静また

は摘心処理時蔓こは昏穿発生率数轟よぴ長審 を調査 した 一

孝撃



(尋)
i

遥､ じ
'

を居接ぎしf= 軌 9 チ 労 j 金 策 癖 密 葬府境1む . 放任 が 守 畢 生音素 の

生育に お よ ぽ ず影響

怒り素 に よ っ て 繁殖 し , 第 王 囲碁≡衰 ず発堰指数が l . e 鎚 よ ( 軍 均 芸潮 で 夢 嘉

輝 か ら 2 e - 2 5 c rri の 位 置 の 潜 喪直径が 5 . 6 - 呈2 . 9 e 招 く寧 均 撃.呈 斑 斑) の 細 事9 チガ

ノ 台東 3 6 奉 を潤むミた .
2 榊 4 年 4 月 望l - 望3 日蔓こ , 株間 e . 3 m

, 列 間 I m の 栽 埴

距離 で , 地上部台木長盛雪 2 5 ¢m 軽 度 と 怒 る よ う橿え付狩た . 植え待暮チ直前蔓≡資

本を約 4 5 e m で 切 野 菜 し た . 同年 4 月 2 9 日 に 台 来 の 先端を約 3 c m 切 り戻 して ,

`

長 じ
'

を居 接ぎし た . 接 ぎ穂か ち発生した新柄揺 , 展 葉擾 , 最 も 旺 盛をこ伸 長

し て い る 呈 芽 を残し て穿かきした .

昏 芽 の 管理方法 に よ り , 殿下 の 3 つ の 処理 区 を設 好た . 頃 除区 : 7 月 2 8 日 宅定

櫨後 巷9 日) をこ全 て の 台 穿 を基懲 か ら切 除 した . 摘 心 区 : 7 月 2 0 日 ( 窪 撞接 客撃

日) に 伸長 申 の 台 芽 の み先渇か ら 5 e m まで を播 }むし た 書 放任 区 : 脅 穿 を塀 際 せ

ず放置 した * 呈 区 ま 樹 1 2 反 復 と した .

穂品種 の 新梢 長 を 6 月 1 5 日 , 6 月 2 3 日 , 7 月 4 日 , 7 月 王6 日 , 書 月 5 日 , 寒

月 2 4 日 , 9 月 3 日お よぴ 1 2 月 3 日 に 調 査 した .
7 月 1 6 日お よぴ ま1 月 5 日を≡台

芳養 を調 査 し た . 農 薬 した後をこ伸長 し な か っ た 台穿 娃 e c r3 3 と し苦 発 生率敦蔓≡顔

え た .

3∋ 結果

( 1∋
`

長 じ
'

を揚fず接 ぎした 臥昏 ナ ガ ノ 資 本 の壌砕 せ ゐ支およぴ密葬の 切 除 が

1 年 生者薬 療 生育 に お よぽす影響

台芽 の 頃除処理時 に 凝をナる密葬 の 発 生 状況 を第 3 2 表多芸義 し た . せ ん 憲宥匿揺 ,

せ ん定無 区 に 比 べ て 密葬 の 発生奉数が有意 に少な i ず 暴 動最む3 脅穿 の 軍埼農 が

有意をこ短 か っ た .

調 査 日毎 の療品種
`

ふ じ
'

の 新柄濃 を第 壬王 国多芸示 した , 横 の せ ん 定 Q3 有無 が

穂品種 の新横長 に お よをぎす影響をま事 5 月 2 害 日 ず 6 月 董7 日 , 轟 月 3 8 日 の 新柄長

蔓ニ患 u て 娃 串,e l 喪琴 で ,
4 月 2 蕃 日 , 5 月 2 ¢ 日 , 7 月 呈3 日 の 薪桶農をこ義 い て 揺

e . e 5 凍 準で 有意となり , u ず 釣 も , 尊 ん 定無 区 の 新柄義が轟か っ た . 潜 夢 の 切

除処理 の 早暁が穂品種 の新柄農 に溢よ蔓富ず影響蔓こ つ をちてをまタ 5 月 2 客 日 , 毎 月 豊7

日 , 6 月 3 8 日 事 7 月 蔓4 日 患 よ ぴ 春 男 ? 白 の 新柄轟をこ為らミて ぼ 昏事容量 凍琴 で , 5

月 2 8 日 の 新柄長に 患 い て 隠 ¢. e 5 蔑 琴で 有 意 と象 り ,
むさず酌 も頃 除晩区 の薪稀

5e
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せん定無 頃除草

＋ せん定無 頃除晩

4j2O 512e 6j1 9 7i1 9 峯/l 害 9/1 7 1 0/1 7 ま‡i1 6 豊2iま6

第 = 園 凹 . 9 ナガ } 曽 木 の 境 の せ ん 建 と定 壌 後 の 脅

穿 の 切 除 が , 長 じ / 別 事9 テ ガ ノ (ま 畢 生番索)

の 生育 に 轟 よ蔓雷す 影 響

圏 申 の
* 凝 よ び ア ル フ ァ 稲 ッ トは , ≡ 蒐 配 澄

分 散 分 析 の 接 果 を 示 す , そ れ ぞ れ よ か ら , 樵

の 切 り 戻 し 有 無 の 効 果 , 密 芽 の 切 除 単 晩 の 効

果 , 交 互 搾 周 .

*
: O . O 5 ,

車 *
: ¢, 8 ま 療 琴 で 有 意 ,

TI S : 有 意 で な n , 図 申 の バ
- 紘 , 単 区 , 晩 区

に おをチる 車 券 の 切 除 日 を 示 ず .

5 芝



義が長 か っ た . 交 互 搾 周 隠 声
5 月 2書 目 亨

6 月 1 7 日 砕 新柄長峯= 凝ら盲て ¢.e 5 療準

で 有意 とな っ た . 1 2 月 9 日の 新柄長者芸おらさでをまむきず艶 の 建理効果も有意となち

なか っ た .

怒轟 , 壌 の せ ん 定 無 区 に 翁もさて 学 舎芽 の 切 除畢区と畷除晩区 の 穂品種 の 新柄

長 を比較す る と ,
6 月 3 e 日 , ヲ 月 1 3 日 の 新頼長妄芝 ¢. O 5 水 準で 有意な塞が認め

られ , どち ち も切 除晩 区 の 新柄長が長か っ た .

(2 )
`

Ŝ ､ じ
事

を壕ぱ接ぎ した 臥 9 テ ガ j 台 寮 の 台 芽 の 切 除時期およ ぴ境1む轟 理

が 】 卑 生苗木 の 生育 に お よ ぽす影響

どの 調 査 日 に 怠らさて も , 脅芽 の 切除時期遼遠 むりまど , 苗木 の 平 均新柄長 が長

い 横南が認 められ ,

- 啓処理 区 間 に は有 意 な善治書誌 絡 ちれ たく第 三2 図) . 恕 轟 ,

擁,む区 と 切 除 晩 区 の 穫 品種 の 宰 均新柄長 に つ い てをま, 務 心 区が わずかなが ら長

盛ミ つ た が , 統 計 的 に有意な差 で はな か っ た . 王2 月 7 日 の 早 区 の 軍埼新柄鼻 緒 7 e . 6

c z73 で あ り , 晩 区 の l¢e .i e rri お よ び揺 }む区 の l ¢蕃.
4 e m に 放 環 て 有意蔓こ短 か っ た 暮

∈3)
I

.s ､ じ
'

を居 接ぎ した 臥 9 ナ ガ } 台 木 の 壌蓋 お よぴ 台 芽 の 切除 時期が 1 年

生首禾 の 生育 に お よ ぽす 影響

昏芽切除時 の 台 茅 の 平 均 発 生率数 , 溢 よ ぴ 平均 長峯こほ , 怒 理 区 間 で 有意恕差

異が認 められな か っ た くデ
-

夕略ラ.

昏 茅 の 切 除処理が穫品種 の 新柄長峯こ烏 よぽす影響書こ つむ§て 隠 卓 7 男 呈壬 日 芦
7

月 2 4 日お よび 菩 月 2 審 日 の 新柄長 に お い て e . e ま 癖準で有意とな野 毛第 ま3 嚢き亨

切 除畢 区 は切 除申区 , 切 除晩区蔓≡汝 ぺ て 平均新柄長 の 恵むき横顔が琵 繰らわた( 第

1 3 図 , 第 1 3 塞き. 窺お , 台 東墳墓 の 影響 , 安曇作周揺ど の 閉塞 日暮這おむぅ苛 も有

意で なく ,
壬2 月 l¢ 日暮こおをナる新*

'

盈 に つ い て 魯迅理区間着こ有 意 恕塞が諾 繰ら

れなか っ た く第 ま3 表) .

(轟き
`

遥､ じ
'

を暴 接ぎし た 乱撃 ナ 労 } 台 本 砕 台芽舜 璃さ缶 , 放任 が 1 年 生首薬 療

生育 に お よぎます影響

害 月 5 日以降 の 新棉最 に おむ蓬て タ 処理 区閤 の 善が有意と怒り , 播心 区 轟 よ び

放任区ほ切除区妄こ放 ぺ て 雷東新横長 が劣 っ た 宅第 壬孝 囲) .

5 . * *

本章で ほ , 最 初蔓≡ 2 の 詞査 に お い て , 驚 り寮繁殖を≡ よ っ て 育成 し た M .撃 チ ガ

53
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第 1 2 園 舎 芽 の 切 除 時 期 , お よ ぴ 台 穿 の 韓 }むが 長 じ

/ ” , 9 ナ ガ ノ = 年 生 嘗 衆) の 生育 に 凝 よ ぽ ず

# @

鰐 申 の ア )レフ ア ペ ッ ト 経 , T tl k e ぎ 綾を= よ る 多 濃

放 校 ,
丑S ; 有 意 で な n ,

*
; O . e 5

,

串車
; O . e ま 凍 準

で そ れ ぞ 軌 有 意 . 国 中 の パ - 揺 , 畢 区 , 申 区 ,

晩 匿 お よ ぴ 境 Jむ 区 に 轟 をナ る 禽 穿 の 切 除 辱 の 処

理 日 を 示 す 事
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第 1 3 園 宙 衆 の 台 穿 の 切 除 時 期 が , 居 蜂 蜜 し た

長 じ / 朗 . 9 ナ ガ } u 年 生酋 衆) の 生 育

妄こお よを富す 影 響

国 中 の ア ]レフ ア ペ ッ ト は ,
T 取返e y 法を芸 よ

る 多 重 捜 瞭 で ,
e . e 5 療 準 で 有 意 . 国 中

の バ -

揺 , 単 区 , 申 区 , 晩 区 に 轟 狩 る

台 芽 の 切 除処 理 日 を 示 す .
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5j23 612 7 客f1 9i5 1 ei1 0 まま/l 尋 1 2/呈撃

第 1 尋 常 台 芽 の 切 除 , 撰 jむ , お よ ぴ 放 任 が , 居 接

ぎ し た ふ じ / 弼 . 9 チ ガ } ( 王 年 生 酋 衆ラ の

生 育 に お よ ぽ す 影 響

図 申 の 異 な る ア ル ヲ ア ペ ッ ト閉 経 ,
T tt転e y

弦をこ よ る 多 産 比 較 ( O , e 5 喪 準) . 折 わ 線 グ

ラ ブ 上 の バ - をま ± 標 本 標 準 偏 差 . 太 ら与 パ

- 紘 , 切 除 , 鴇 }む処 理 の 実 施 日 を 義 ず .
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} 台東 の 梗塞 , 台木 直径が 皇 帝 生
重

義 じ
草

笛凍 将 盤晋蔓こお よをぎ晋影響蔓≡ つ ら蔑て

検討 した . そ の 結果 , 調 査 率凍蔓こよ ∋ て 若草棟南が最幾 っ た 亀 将 砕 夢 壊 しで 脅

衆 の 墳墓が多らき娃 ど歩 また台木濠径が恵むさ縁 ど, 酋舞新帝 の 伸長が優艶 る横舜

が認 めら甑た .

1 9 9 学 年 の 調 査をこおら菖て は , 他 の 調 査 率蔓こ放 ぺ て 苗寮 搾 新柄長 が短漆芸 つ た . ≡

れ は , 1 9 9 9 年 に 凝 狩 る 供鏡台禾 の 寧増発輯拷敢が き 他 の 調 査 率蔓≡放 環 で か 善意与

っ た た 紡 と推 察きれ る . また ,
l 卵 学 年 経 ,

4 - 5 月 の 降 雨が少な i , 気象条件が

嘗凍 の 初期成育 に 影響した こ と も考えち釣 る . 鏡察で は , 実際 に常務 帝 都掲生

育は や や劣 っ た . しか し , こ の よ う な条件蔓こ 轟をきて も , 発横指数が 芝. e 程度B1

土 で タ 台木 直径 が 撃 m 斑 程度以 上 の 台東 を凋むミた 嘗衆 の新柄は , お お むね l串e c 溺

を超 え , 放 較 輯生育が良好 で あ っ た .

- 芳 , 2 昏O 3 年 の 調 査 習 揺 , 健 の 調 査率 に

比 べ て 嘗凍 の 新橋長が長か っ た . こ わ 緩 , 董 に , 周 u た脅凍 の 壌塞 が 他 の 調 査

率蔓こ比 べ て 多か っ た こ と に よ る と堆察さ甑た . 2 紳 3 年 Q) 調 査蔓こおらもて 経 タ 脅 素

直 径 が 太 い 揺 ど嘗 衆新楕長が産れ る 横向が明確蔓こ謬 め られ た . した が っ て , 雷

来 の 哉量 が多らさ条 件蔓こおを皇て は ぎ 台東轟径 の影響が零れ脅すら盲可能性 が 示唆き

れた . しか し , こ の 点をこ関 して , l 野暮 琴 の 調査 で ほ 争 墳墓 の 歩幾ら議場魯を芸亀脅

素直擾と嘗衆新横長 に 有意な正 の 稽開惑誓認 め ち艶 で 凝 り , 奪回 の 試 験 終発惑盲ち

の み で は 明確な結論 を得 る の は困難で あ っ た .

2 由調 査 に おをずる , 3 年間 の 結果 を総脅す る と , 第 ま 図を= 示 ず発横指数が 三

種度322A よ で , か つ 台 木直径が 撃 取 m 程度i2A よ の 車 乗 で あわ ぽ き 切 り接ぎして 磨

凝 む ね 良好な笛木生育が再ら釣 る も の と 考 え られ た 書

欧 米 に おを3 て タ リ ン ゴ の わむ盲性台 東貰衆 の 育成揺 , 董をこ芽接ぎ蔓≡よ っ て 行わ

艶 て をもる .
¥ 盈ZI O o st e 没 書 a 昏 G f O 昏n 安 宅呈撃約き 緩 , 斉 接ぎ蔓三周を護る 如 帝9 脅衆蔓≡ ∋ を議

て
, 台舞 の 直径 に よ っ て 育成 萎 れ る雷衆 の 繋 が轟怒 る 己 と か ち , 基部藩径が 5

- 7 rfl n と 7 - 9 投 m の 2 階級 に分をナて 凋むさる と 最も蔑と し 手 芸 艶 よ り尭むき台東をこ

つ ら3 て 娃境 野接ぎを≡南 < と して む為る . 奉調査 の 結果喜≡凝 狩 る潜 水藩径 の 酢 鞠部

位結 , 鍍 ち の 場合とやや異な る も の の , 切 群棲ぎして 轟好な嘗衆生膏を得 る 恵

め の 奇策 の 品質基準とi , て は , 姪ぽ 同様恕緒論惑誓得 ち 甑 た . 鞄毛母㌻m 盈持 参竜 豊董.

宅王9 9 3 ) 揺 , 芽 接ぎ周をこわ u 桂台衆 を弼属す る壕合 , 轟 - ま¢ 汲 m 程度 の 直径 砕

脅 轟 が適畷 習 あ野 , そ 艶 より 尭を盲も の ほ接ぎ衆得業Q3 際蔓≡尭 きす ぎ る と して を蓬

5S



香 . 芽 接ぎ の 場合ほ 曹 操 ぎ衆 当年 の 新鶴かち接ぎ穂 の 穿 を採取 し , 脅索 ま 年枝 ,

またを豊曽 寮新柄基部に 接ぎ蒸す る た め , 尭 すぎる台東蔓こ つ む急て 措 辞 成 層 を露 出

さ せ た 時 の サ イズが穂凍と合わず蔓こ接ぎ来しをこくむさた めと考え ち約 る . ま恵 ,

脅 寮 を穿 接 ぎ に 周 u る 場 合 に 絃 , 台 衆 の 直径接発 壌盈ほ ど妄≡蔓蓋重 要 習 恕 旨盲

( T tlk e y , 王9 朗) と の 拷播もあ野 , 畷 り接 割 こ周 らきる 場合蔓こ比 ぺ て 錦 漆Q3 車乗 習

あ っ て も 利 周価値 が高もミも の と 予 想 され る . わが 国をこ凝旨毒て , u ン ゴ の 雷寮育

成は切り接ぎ蔓こよ る場合が多く , 穿 接ぎ 絃 経 と ん ど行 わわ てむらな u が , 磯 野接

ぎ書こ適さ な い 台東 で も サ 掘 り土をヂの 翌 シ -

ズ ン の 故 に 行 う 穿接ぎをこ轟 u て は む

し ろ 適 切 な サイ ズ で あ る と考え られ ,
2 の 練発 か ら得られ た切 り接ぎ周 の 条件

に満たな い 台本に つ い て も , 芽接 ぎ 周蔓= 有効利 潤 が 可能と考ぇ ち艶た .

つ ぎ に , 3 の 調 査 で は , 取 り 蒸 に よ っ て 繁殖 した幾 つ か の M 一撃 脅凍系統 を周

らさ, 台東 系鍍 の 違 い が ,
l 年 生凝 よび 2 琴 生

`

あ じ
亨

苗 凍 砕 生 育 に 義 よぽす影

響 を調査 した . そ の 結 果 ,
” . 9 F L 5 6 台 索 嘗は , ” . 9 監L 1 9 台 木 嘗を≡既 嘱 て 豆 年

生酋索 の 平 均新柄長が短く , 2 年 生貰衆 の サイ ズ く平均嘗喪長 , 平 均幹周 , 寧

均 重 量 , 平 均 総 フ ェ ザ -

義) がホ 書むさ席 肉で あ る こ とが 明 か と な っ た .

M .撃 歯 舞 系続 の 逮ら盲が , 品種 を接ぎ木i , た嘗索 の 生育妄≡意 よ妄ぎず影響を芸 ∋ らさ

て は ,
こ れ ま で に も幾 つ か の 確督添書轟 る が 手 練韻事こ つ m て は - 敦 i , でむき蔑をも ;

駒 5 s毛昏r ･ H o重l 急迫由 く1 9 9 9) 揺 , 2 4 素読 の 朗 .9 台 木 を周 u ,

`

c o 笈
守

$ 8 ㌻盈r3 夢昏㌘重野嘉n
'

の 重 曹 , 収 量 , 果 実品 質等蔓こお よぼず影響を検討 して む篭る . ぞ の 率 習 , 封 書撃 曽

木 系統が ま 年 生苗木 の 生育 に 轟 よぽず影響蔓こ つ む3 て 捻 , 複 数将 実験 習 練 果 が -

鼓 せ ず , 貰 素をま壕 の 条件鎚よ に は笛喪 の 生育蔓= 影響 し 恋旨ゝと述 べ て むも香 .

- 藩 学

腎a33 0 o 如 zl 宅l 粥 6き を蓋, 幼君相の 特 徴 を宥 す る 蓉衆素読と成熟将 の 特 徴 を宥ず

る 台 寮 系統で は ,
l 年生常務 の 生育妄こ恕 よぽす影響蔓こ相違があり , 幼警報 舜 特

徴 蓉著す る M .9 鞘2 学 舎奉 ぼ笛木 の 生育を慶蓋 し , フ 三 ザ - を多< 宥す る凄巌な

嘗東 を生産ず る と し てむ与る .

3 の 調査結果 で 絃 , 前述 し た よ うをこ , 封 ,撃 ぎL 5 番 台衆 を周 ら主た
`

あ じ
亨

壬 畢生

雷凍 の 新柄義経 ,
封 ,撃 監
_
L ま争 お よ ぴ 朗 ,撃 N V F ま5 7 車 乗 を周らミた 菅 艶喜≡放 伐 て 有意

に 蜜 i ,
壬 年生藩素 舜 生育揺弱柔毛 つ 恵 . また 夢

三 年 生嘗衆書こおむ毒苛 も 軍 国楼蔓≡

封 .撃 F L 5 轟 台舞嘗 の 生 長 揺尊 母 車 か っ た 事
如 q撃 F L 5 轟 脅索蔓こつ むきて 経 き

¥ 盈n O ¢澄毛細

(ま撃審6き が 幼君相 の 特徴を蒸す こ と を韓督 し て 秦 野 , また , 奉研究妄≡凝を為て 亀

5撃



嘗 1 牽 - 2 の 調 査 で 繁藤性が凄艶 る 芸 と が確認書艶 学 芸 の 慮 で幼君相と し℃ の

特 長 を衰 ず こ と が 明 か と な っ てら与る . 地方 , 朗 .撃 輔Ⅴ野里5 写 歯 舞を三 つ ら議て 揺 声 玉

井 ら く2 納 2 盈き 着こ よ ぢ 成熟相 の 特徴 を示す ≡ と が確昏きれ て 怒 り , ま た , 賓 1

章 一 2 の 調 査をこ怠らちて も ,
” .撃討 ¥ F 1 5 7 お よ ぴ 細 事撃 K L 壬学 資 凍 の 繁殖性 が劣 っ た

こ と か ら ぎ こ の 点 で も成熟相 として の 時鞍 を示す こ と が 明 か とな っ た . し た が

っ て , 3 の 調査結果か ら タ M . 9 鞘2 学 舎衆琴をこ関 す る 腎盈n O o §t e 澄 ( 音響善感き の 観察結

果 と異な巧 , 台奉系統 が幼君相と し て の 特長 を有 し て い て 亀 , 彪 ず し も箇衆 生

育が旺盛とな ちな い 場合 の あ る こ と が示 き ゎ た .

M . 9 F L 5 6 台 木 の 1 年枝 は 手 織 もさ形 態 を宥す る 己 と が戦費きれ て u る ( 野盈n

O o st e rl , l 粥 6; 玉 井 ち , 2 紳 2 盈) . 本章 の 調 査 に 車 u て も 望 の 結 果 に 怠らちて 同 様 な

横 内 が 経 め ら れ た . ま た , 3 の 調査 に 逝 い て 用 い た 同車 寮 の 形態蔓こ つ もさて も ,

同様蔓こ直径 が細 く 台 木 長 が 長むミ傾 向で あ っ た . 2 で 蒸 した よう に , 取 野 衆 繁 殖

した M . 9 ナ ガ ノ 台凍 を用 い た l 年 生
`

長 じ
'

笛 木蔓こ患 い て は , 概 して 台東 の 横

塞が多く 台本 直径が東レ3 揺 ど , 常務 の 新柄 伸 長 の 優 れ る 横 南 が謬 繰 らわ て むきる .

さ ら に , 台本 の 大 き き が 壬 年生 苗蒸 の 生 育蔓こ影響をお よ ぽ す そ腎a 温 0 8 S篭e n , 1 9 7 響き

こ と を考慮して も , ” , 9 F L 5 6 昏 轟 嘗舜 重曹が亀 埼 脅衆系統嘗蔓≡捻 鵡 て 導 か 顎 髭

こ と ほ , 供 試 した 台木 の サイズ く直径 , 脅衆 長) の f3､ 書 か ∋ た ≡ と の 影響が尭

きら5 と推 察 さ れ る さ

台 東 系続をこよ る接ぎ索擾 の 嘗 衆 生曹 の 産む主に つ u て は , 膏 の 車乗轟耗 帝 発苛

性 の 難易蔓≡ 由来する 台 木 の 墳墓 , お よぴ 車乗系鏡 の 昔 年枝蔓三 園宥 の サ イ ズ 宅轟

さ , 直 径 響き をこよ る 影 響が タ そ れぞ艶轟 よぶと推察蕃艶 , 芸 舜 盛が台索系統蔓≡

よ る 嘗 衆 生育 の 差 異 の 評倦 奮発し< し , 幾 つ か あ る 関連確蓉 の 結 果 が
- 様習 怨

む蓬 こ と の 要留 と な っ て 旨3 る 覇 寵牲熟考えち釣る 事

飽芳 , 如 .撃 F L 5 轟 脅薬事≡ つ u て 揺 , 亀 の M ,夕 食喪素読を= 捻 嘱 て ねむ毒す巳効果 の 轟

む急 こ と を示 ず 宅腎番地 尊重鞄 , 呈撃那き 報告が轟り , 奉発教の 結果蔓≡ つ むき苛 も , 歯舞 の

わむき首巳効果をこよ る 亀 の で あ る 萄能色絵否定で 尊 意を毒. 朗 i撃 F L 5 義 歯衆蔓≡義 時 る 夢

緒 農 i 発 横 の 多らき特 徴 が , 品種 を接ぎ奉じ藍壊 の l - 2 年生 者寮 の 重 曹 苧
馨 らを≡

は若衆 の結実ならぴをこ 生育看こ尊え る 影響喜こ つ い て は , 評締蔓こ検討す る 盛宴が轟

る と考えち鈍 る .

旨盲ず艶喜こ して も ぎ 雷 兼 の 経 フ 孟 ザ
-

長盛晋選ら盲揺 藍蜜蜂凄 の 欝期宅畳 の 轟む議

轟e



( 馳 e p h e 鴫 壬撃7 暴き こ と を考慮す る と 亨 嘗喪の 鹿野な生育ほ , 雷来 島 質 を決定づ

狩 る 重要な要因と考 えら艶 , こ 酌 ま で の 実数蔓≡よ っ て 得 ち離 恵結 果 は , 戦 野寮

繁殖した台東 を潤 い た慶良な苗来生産蔓≡凝らミて 役立 つ も の と考えら釣 る .

つ ぎ に , 尋
- 実家 u き - ∈轟き で 絃 , 取 野乗をこ よ っ て 繁殖 した は .撃 チ ガ } 台

木 を層 u て , 車 乗 の 墳墓 ダ 棲 の せ ん意な らぴ喜≡品種 を接ぎ索 した擾 の 脅芳 の 切

除 烏 よ ぴ凍'む処理 等 が ,
ま 年生

`

溢 じ
'

苗寮 の 生育 に お よ ぽ す 影 響をこ つ むさて 検

討 し た .

最 初に , 4 一 案 験 u ) で は , ” . 9 ナ ガ ノ 脅索 の 壌 の 畷 り 戻 し せ ん藍藻理 の有

無 , お よぴ 台 芽 の 切除処理 の 早 晩 が 事 接をヂ接ぎした穂品種
i

ふ じ
亨

Q3 新柄長 に

お よをぎす影響を調査 した . そ の 結果 , 定植時 宅3 月 2 6 日き に穫 の せ ん 定を行む議事

か つ 台穿 を早期 (4 月 2害 日 ( 憲壕擾 3 3 日 H に 切 除 した場 合に , 生育 期間前畢

の 新 柄 伸 長 が 著 しく締翻され る こ と が 明 ちか と な っ た . 壌 の せ ん定蓉行わな い

か , 台 芽 の 切除を遅 らせ る ( 晩 期 : 6 月 2 日 ( 定礎複 轟蕃 日)き 乙 と に よ っ て ,

こ の よ うな 抑制が回避さゎた こ とか ら , 長 め の 壌 , ま た は 6 月 凝句頃 まで の 台

芽 の 存 在 揺 , 合 算 の 早期切除また娃横 の 切 り戻 しせ ん憲 の 影響 を互 むさに相 殺 ず

る 効 果 が あ る もの と考 え ら釣 魚 . ま患 , 蓉穿 舜 切 除 を遜 ち曹 た 場 合看≡は , 穫 の

せ ん定 の 有無 に よ ちず新柄稗長が摩れ , 老来考 え ち艶 て n た 蓋 う 恕
` i

脅 穿 か 普e

曹ず

作業 の 遅 れ に よ る 新 柄帝展 の低下 結露療 ちれ蔑も3 芸 とが 明 か と 怒 っ た 事

- 方 , 横 の せ ん定 を行わず脅穿 の 畷除を遵ちせ た区妄ニ溢 u て ほ , 横 の せ ん窓

を行わず早期 に脅茅 を切除した区 に 比 べ 冒 , 脅穿 を畷降し恵後 の 新柄伸長が優

れ る頼南が認めら豹変 .
監董333 ら ( l 撃糾き は , 品種 を接ぎ凍 したわを3 牲 脅 寒 嘗 の

脅芽 を , 3 e e m 程 度 の 長 さをこ伸長 す る ま で 切 除せず に残す ≡ と蔓こよ っ て , そ の

間 の 穫品種 の 新柄惑ちら の フ ェ ザ -

発 生 が締尚書艶 , 密葬 が 済 曝 書艶 た擾暮≡新柄

充満部分から フ ェ ザ - が 発生す る 乙 と を示 し て旨与る . 今回 の 実験 習 援 軍 嘗 衆 鈴

新柄か ら の フ ェ ザ - 発生結 経 と ん ど謬 療 ちわ なか っ た が , 壌 の せ ん愛を行わず

密葬 の 切 除を遅 ら せ た 区蔓こ翁 u て 脅穿 の 切除擾 の 新柄伸長が凄艶恵 三 とをま亨 密

葬 の 切除後事こ フ 芸 ザ - の 発生が 凝 き れた 監毒m ら 宅呈撃審4) Q3 終発 と舞 駁 した も の

と考えち釣 る .

轟 - 実験 宅2) 習 緩 ,
” .撃 ナガ } 昏 泰の横 の 境 野票し曹 ん窓を行 っ た

さ

姦 じ
苧

の 擾をヂ接ぎ酋蒸 を潤むミて 予 定療 ( 4 月 i芳 田き 擾 の 昏穿 の 頃除時拷 の 影響蔓芸 つ 転盲

呑ま



て 詳 しi 検 討する と と も蔓≡ , 轟iむ処理 が穫喪新柄 の 砕長蔓£お よ蔓雷ず影響を調査

した . そ の 結果 夢 6 月 芝 田 ∈定植後 壕5 日き 鼠帝Q) 脅穿 の 畷除蔓≡孟 野 , 重 曹寄期

の 新柄紳長蹄朝が認め られたが 書 毎 月 呈撃 日 ( 定埴夜 番三 日き 錯 簡除虫よぴ掬}む

処理 で は 同様な綿制が認めち艶 なか っ た . し た が っ て , 輯 の 切 り 震 ♭せ ん憲を

行 っ た
`

長 じ
亨

の 揚をヂ接ぎ嘗衆蔓こお い て ほ , 蜜 蜂後 2 か 月 頃 に 脅穿 を切 除 , ま

た 隠凍}Eih す る こ と に よ っ て , 良好 怒 笛 木 生育が得ら釣 る も の と考ぇち艶 た .

き ら に , 専
一 実験 (3き でをま, 発 根 豊 の 異 怒 る M . 9 テガ } 台凍 を周彰) て

`

長 じ
曹

を居 接ぎした条件 で , 同様 な実験 を行 っ た ♯ そ の 結果 , 壌魔 の 多摩妄言関係怒く ,

6 月 1 日 ( 定 境後 4 4 日) に 台穿 の 切 除 を行 っ た 区は , 6 月 壬撃 日 宅窓埴擾 6 2 日き

以降をこ密 葬 の 切除を行 っ た 区 に 放 ぺ て 生育期間蔚撃 砕穂品種 砕 新柄帝展が劣 る

結 果 で あ っ た . 居 接 ぎ を行 っ た 場 合蔓こおらさて も 学 轟 00 薬寮 u き お よ ぴ (空き の 結

果 と 同様 に , 早期 の 台 芽 の 切除は穫索新柄Q) 初期帝展蔓こ蹄希f3 約怒影響をお よ ぽ

し , 台穿 の 切 除を憲境擾 2 ケ 月 鼠降とす る こ と で , 膏 の 締 朝 が 囲凄 で 普 る こ と

が 示 さ ゎ た .

な 軌 4
一 葉皐 ∈3) に おらきて , 嬢豊 の 多少 が常務新掃長峯こ溢 よぼ す 影 響 揺 明

擾 に 認 め られ な か っ た ≡ と か ち , 奉薬療 習 供試した脅寮 符 墳墓の 逮 n 習 隠 , 穂

東 新柄 の 伸長妄ニ尭 きな差異を生 じ怨 n ≡ とが 示 菖 艶 た .
尋 - 粟購 宅3∋ 蔓こ轟を掌る

境畳 の 少 なむぅ区 の 寧増発 根指数は 2 ,ま 習 あ っ た が , 己 の 極 度 の 壕盈 以 よ 習 轟 艶

ぼ十分な雷寒 の 生育が縛ら釣 る も の と考えち艶た . 芝 の 轟果 揺 , 常 澄 牽 - 歪 帝

調査をこ轟をチる , 発壕指数が 2 軽 度322i よ で 脅 素直径が 9 m m 軽度駁 よ の 沓 寒 習 あ

れぽ 境 野接ぎして 島野 な雷 素 餐膏が得られ る と す る 経論とも , 整 合ず る も 砕 習

凝 っ た .

一 方 , 鍾 - 薬験 宅郎 をニおむ議て ,
? 月 2 0 日 宅定植後 藩学 日) の 脅穿 の 闇 除 , 凍

心 象 ちびに放任麹理 が常務 の 新棉伸長書芸凝 よ夢窓す影響を境野したと 三 番 , 脅芽

の 務}む意 よ び放任処理をこおを当て , 処理 艶降 の嘗衆新帝農が劣 る 己 と が明 か とな

っ た ,
尋 - 薬寮 宅2き をこおをきて ,

重 用 1撃 日 宅麓壊後 轟2 日き 蔓こ脅芽 の療}む処理 費

待 っ た 嘗寮 の 薪璃鱒義経 , 弼時期 に切 除処理 を行 っ た嘗寮と揺看ぎ同等で 轟 野 , 轟

- 実験 宅郎 の 結果揺それ と異怒 っ た . 痩 - 来襲 ∈尋き を薬渡し恕 2 紳尋 琴揺晩期

に降雨 が多< , 生 育期開凌撃 の常務 の 帝轟豊治普選嘗の 琴蔓芸捻 璃 て 多む蔑韓南惑書簡

察 き 艶 , そ の た め 調 査 し た常務をこ つ らミて 揺 , 密接怒 ち び蔓こ屠接暫時期遵誓慣行を芸

轟2



比 べ て 遅 か っ た蔓這も闘わ らず事 最終的な雷喪 の 帝展義経捻瞭鱒長 か っ た s こ 時

点 を考慮す る と 夢
尋 一 案蘇 宕轟き の結果 は , 2 紳尋 琴蔓ニ顕著 習 凝 っ た 重曹期後学 の

新梢伸長が , 檎}むまた は放任 に よ っ て 残喜 甑 た脅穿 の 存 在蔓= よ っ て 梯闇きれた

こ と に よ る も の 習 あ る 可能性が考 えられ る .

ヰ - 実験 (望) と寮駿 ∈郎 で ほ , 気象条件華接ぎ薬方法が異怨野 , 読
- して 比

較は で き なむきも の の ,
4 - 実験 ( 郎 の 結果 に よ 巧 , 脅 穿 を務}むし て 残すか , 放

任 し て 残 す と雷衆 の 新柄伸長が劣 る 場 合 の あ る こ と惑嘗轟 き ゎ た . 結 論 的蔓芸を豊事

適切 な時期 に 切除す る方接が望 ま し い と考 ぇ られ 恵 .

4 - 薬療 宅】き - ( 郎 の 結果 を総合す る と , 資本 の 定礎後 感e - 撃e 日 頃 ( 3 月

末 の 定礎 で あれ ぼ , 翁 凝 む ね 毎 月 率) の 脅 穿 の 切 除を= よ っ て 雷素 の 新柄伸長が

優 れ る こ と が示 さ れ た .

H o 常 a r a ･ O a kl ey ( 1 9 9 3) 揺 , わ u 健 車 乗 に 芳接ぎしたリ ン ゴ 雷 寮蔓こ恵む盲て ,

穿接 ぎ 当年をこ台 東 の 蟻 除 か ち 3 5 c m 慧で の 脅芳 を切除す る (
S`

Gl e 盈n l 8 g
亨亨

き と 翌

年の 接 ぎ穿か ち の 新柄発生溢よぴ新柄帝展 が劣 る 己 と を明 ちか に し , 芽 接 ぎ当

年 の 昏 穿 招 切除を穿接ぎ客分妄こ限 定 ず る と と も書こ ず き ら蔓= 翌 年蔓≡穿 接 ぎ部 分よ

り下 の 脅 夢惑篭 ら発 生す る新帝蔓≡ ∋ ♭3 て も発生後 2 ケ 月 間蔓霊芝放置 し恵筏蔓芸畷降

す る こ と で , 接 ぎ穿 か らの 新柄発生 , 鱒長 が改撃審釣 る 芝 と を示i / た , 畷 野 接

ぎ を待 っ た 苗蒸蔓こ つ を3 て , 接 蜜轟 当琴蔓≡待 っ た 事案験蔓三 つ ら竜て 戦 野 こ 艶 と額駁

し た結果 で あ 野 , 台 穿 の 切除を定礎夜 番¢ - 粥 日 頃 ま で 遷 ち替 る 芸 と 接穂奉新柄

の 生育を覆すためをこ有効で あ る こ と惑嘗明 か と な っ た .

奉 実験 で は , M f撃 ナガ } 脅衆を≡轟種を接ぎ蒸した酋寮を≡轟 狩 る脅穿 の 磯除最

澄等が嘗衆生曹 に 凝 よぽず影響を検討 したが , 芸 甑をまず 接 ぎ寮 の 有 無 を度外視

す甑ぼ , 果 樹類 好 雄既枝挿L , に 凝をチる 発壌 の 生理 と韓慰 し て h る と予想蕃釣 る .

挿 し索 繁殖喜≡お 汁 る挿し穂上 の 芽 の 切除が発壌に お よぽず影響蔓芸つ をゝて は , む蓬

< つ か額告が簸き甑 て を3 る . F 盈dま 書 H 盈ア 触 盈B n ( l 撃6 7ラ 経 , 怒 イ ヨ 苧ナ シ
さ

才
-

ル ド藩
- あ

'

の 韓乾枝挿し の発壌率揺 事 晩夏 か ち歓喜こ溶蔑汗 て 高旨毒が , 骨 の 凌翌

2 月 まで の 閉 経乾式 , 穫舞 の 穿 か き を行うと こ 凱 ち の 期 間 を達 しで 鑑彰ミレ 確)レ

で - 定と な る こ と を示 L , た ∴ さ ら蔓こ , 穂衆よ蔓ニ残さ 甑 た穿 砕数と発壌夢 ま 藍穂

舞上 の 茅 野発芽能力と発横着こ は相関関係が経絡ち釣るとし ず 発 壌が優艶 る期間

中蔓こ為むきて 穂寒 の 芽惑篭 ら の 抽 出物 に高らさ発横凝逢爵色を琵 紡た蓋し 貰旨きる 砂 藍
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た ,
翫 恐喝

･ 腎彦霊書簡 e O 盛 ( 王撃7 5き は , チ シ の 鋳蟹境挿しをこ73 む急て 手 鏡穿楚理 と鋳

取 の 関係を調査 し , 慈 温 積算 の 愚 撃 た様舞を≡怠らきて 採算整理 隠発壌を締朝ず る

と し て ら亙る . S m 抽 ･ 鞄 F ei 迅g く1 9 7 2き は , 発壊 し に i むミリ ン ぎ 封 書2 昏衆を芝 つ むき

て , 底温 状態をこ あ る壕素はオ -

キ シ ン の 濃度を増来し , こ 艶 揺 発壌 沿 革藩を強

く促す が ,
こ の 効果 揺穫衆 の 穿 か き に よ っ て 蹄解さわ る と しで む与る . 菅 の 鶴 ,

ア ラ ビア パブレサ ム の 春期蔓こ烏 狩 る鎌取枝挿し くv 盈n d e F L 怒転, 3 撃3 郎 夢 茶 の 挿 し奉

繁殖 くH a r 盈 ぬ 書 N 盈k a y a r n 盈, 1 9 5 客) に 盤 n て , 穫 舞 の 穿 か き処理を≡よ っ て 発壌 の

抑制され る こ とが報告され てむきる . また , ブ ドウ の 挿 し衆で 砕 不 定横形盛事言お

u て 絃 , 挿 し穂 に 鑑 う 穿申 の 芽があ る と発凍が催 され , 挿 し 稜の梼芽 は発横を

著しく抑制す る こ と ( F tlj董i 書 鞘 盈k a rl O , 壬那 4 ; 河 合 ら 芦 ま弊まラ, ま た最 近 で は 夢

そ の 蹄 動効果 は 凍穿を≡ よ っ て 発横部位 で の 抽出性 の 圭最盛 レ 哨 ]レが 最 下 す る こ

と に よ る ( K 盈闇 a董, 1 9 9 6) と報告 さ れ て ら1 る . こ れ ら の 報告 Q3 多 < は , 挿 し壊 の

穿 か き処 理労苦発 壌 を締翻したとす る事柄 で 轟 り , 特蔓こ春期 の 挿 し 索をこおを鳥て は タ

経 と ん ど の 報告 に 凝 n て 穿 か き処理惑誓発壕を碑翻したとし てをちる .

ヰ 一 乗験 ∈1) - 蔓郎 で 絃 , 脅穿 の 畷除が接ぎ禾当年の穫凍新梢 の 伸長蔓= お よ

ぽす影響 を検討 した 事 穿か 蓉処理 の 挿し蒸発壕をこ封ずる締朝韓怒髪轡を考慮す

る と , 革む議時期 砕 密 葬 の か き繁 り 揺脅奉の 発横を締翻し 夢 練果 , 穂喪新柄 巧 伸

長が窮ま っ た 可能性が考 え ちれ る . 東署 ら (ま9寮郎 揺 ,
ま轟
∈o 2 を頗 をきた ぎ 狩 野

の 鎌取枝挿し喜こ翁 狩る 芽 の 光合成産物 の転洩 の 実験 かち , 挿し索 轟2 摂 接着芸経 国

化 産 物 の 新壌 へ の 転凍が高ま っ て 壌 の 生育蔓三関 尊 ず る と し苛 む急患 . ま浩 ,
監盈腎 盈量

くl 卵轟) が 指 凍 してを写る よ う に , 痛穿鵜理が穿蔓芸由来 ず る 内生植物盤農網 爵物

質等 の 発壕朔激を制限ず る と ず 艶ぽ , 接 ぎ東署寮 の 脅 穿 の 畷除を遅 毎せ る 芸 と

揺 チ 台 木 の 発考敷 きら に稜索新柄 の 帝 展蔓こ促進的恕影響を轟 よをぎし 苦 らきる 可能

性 が考 えち釣 る さ

- 方 , H e 腎 急ぎ8 宅ま撃轟客ラ は , ス モ モ 台木 別y f毛蕗 盈壬象迅 B を≡ つ を3 て ぎ 畳ま 男惑盲ら 翌 3

月蔓こ採擬した擾轟をこ対 す る , 乾燥防疫処琴 を併属 した蹄芽処理 は ぎ どの 時期暮=

凝 u て も挿し種 の発壌を夜ず こ と を示 して も護る 書 た だ し , 2 - 3 月を芝 か 狩て 捜そ

の 効果惑雪劣 琴 ,
はy r o b 盈ま象潟 B 台東 の 挿 し寮時期着こよ る 発横率 の変亨巳パ タ

- ン そ

の も の 経藩芽 の有無書こ より影響書艶窪むきとL , て むきる 書 き ち蔓ニ ぎ 同 じ論文 の 率で 夢

” .2 6 脅 索 砕 鎌取枝挿 しをこ つ u て 手 練眠 状 態 の 逮もきを≡よ i3 発芽 の 多少 が 諾 療 ち酌
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る穫素を用むきて 挿し喪を行 っ て も ず 号 釣 ら の 発穫は揺ぽ国辱 習 あ る 乙 と を持擁

し , 挿し壌土 の 芽 が挿し穂 の 発壌蔓≡影響す る と の 夜説妄言対 して 疑問 を按をヂか狩

てら与る . さ ら蔓こ , H o w a rd ( l 粥 昏) 紘 , リ ン ゴ 声 ス モ モ 琴 の 鋳既枝押し葉車重= お

をチる壊束 の 穿 の 喝 除 が発壌 に お よぽ す影響を境野 し 学 乾燥蹄簡処理 を揮わなら盲

種木 の 穿 か凄ほ挿し寒後 の 発根を掃 簡ず る - 芳 , 穿か き擾 の壌衆 の 環濠処理 隠

そ の 効果を相殺す る とむちう観察かち , 穿か き の 発穂綿弼効果 は主事≡傷審啓か ち

の 稜未申 の 凍 分 の 減 少妄こよ る影 響が 東 き い と緒添づをチて らさる . ま た ,
B 盈澄整現象 書

H o 腎 a rd ( 1 9 塞l) 揺 , ” . 2 6 台 衆 の 挿 し穂 の 発根絃 , 挿し 穂樹液 申 の 発輯補助要

因 (
‥

r o o モーi n a tl ei n g e o f a e 紘汀
”

) と の 閑 蘇 が深 むき亀 の の , 穿 か き処理 の 有無揺発填

補幼妻因 の 活性をこ影響を考えな い こ と を示 して u る .

こ れ ち の 知見を ふ ま え る と ,
4 - 実験 u ∋ - (尋∋ に 盤 狩 る 脅穿 の 畷 除 の 効果

に つ い て 揺 , 芽 由来 の 何 らか の 刺激が台東 の 発根 夢 怒 らぴをこ穂素新柄 の 伸 長妄≡

影 響 し た可 能性が考 えられ る - 方 で , 早 期 の 台芽 の 切 除処理後 の 儀容啓分 か ち

の 乾 燥 が , 接木新柄 の 伸 長 を
- 時斡 に抑翻した可能性も考えら鈍 る .

飽方, 前 述 の 挿 し素 繁殖 に 関す る報告Q3 多く は 3 月 頃 ま で の 芳惑ち き処理 の 影

響 を検 討 した も の で あ り ,
尋 - 寮験 宅り - ∈郎 妄≡凝 狩る 脅琴 の 畷 除 ぼ 違 約 孟 ぢ

も遅 い た 軌 挿 し凍繁殖蔓三関ず る無風が菅 の ま ま当 でをまま らなむ議閣 僚怯 も考 鬼

ち れ , 今後 ほ乾燥防止処理 を併潤 した脅夢 の 切 除轟理 の 影響を境野ず る琴 , 遵

凝 の 実験 を行 う こ と で , 台 穿 の 切除 の影響 が明 らか に で き る と考 え ら釣 る .

い ずれをこ して も , 尋 - 実験 宅り - 宅郎 の 緒 晃 か ら , 穫 品種を接響寮i / た嘗 寮

の 捷 ぎ凍当年 の 密葬蔓こ つむゝて 揺 , 革も鳥時 期妄言切除ずると , 生育期関前準蔓こお 狩

る穂奉新柄 の 伸長が劣野 , そ の 影響は脅芽 の 畷轡時期が革むき猛 ど ダ ま た脅 凍 符

輯 を短 宅 切 り 戻 した 場合蔓こ尭 蓉 u こ とが 明恵盲と な っ た , 練鶴韓蔓≡ , 接ぎ寮当琴

の苗木妄ニ患 狩 る脅穿 の 適切蔑管理芳接蔓こ つ をミて 揺 , 凝采 の - 解約蔑 露藤と最 象

り , 台 木 の 報量脅境 の せ ん定 の有無妄こ よ ちず , 定礎夜 毎e - 弼 日 宅3 月 寮頃 の安

堵 で ぁれ ぽ , 老 翁 むね 毎 月 申) 妄≡切除す る と , 穂寮新柄 の 生育が鹿野とな る ≡

とが明惑盲と 怒 っ た .
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第 3 葦 ヲ ェず - 将発生L , 藍u ンゴわも篭性資本者寮舜育成

1 . 緒 嘗

わ が 国 に 轟 い て ラ リ ン ゴ の わら包有E 栽 培で
-

擬 餌をこ利 潤 萎れ てら与る ま 奉棒壊 の

l 年生苗木は , 腐 枝と して 粥 周ず る接 の 発生 を碇ずた路 s 定 植時を≡地 よ 蕃5 - まe e
垂′∫

e m 程 度 で 切 野 菜 しが行われ る ( 長 野 県 ,
2 紬 lき書 し か し , 品 種 特性 く側枝発生

の 難易) , 苗木 の 良 否 , 定 礎方法等蔓こよ っ て , 定 額擾 の酋素 Q3 生 育 揺轟ずしも鰭

わず , 望 ま し い 高 さをこ磯枝を多敦確保す る の は難しら急 こ とが参ら蓬. こ g) よ う な

場 合 , 苗 木 育成 の 段階 で
-

定 量 の 腐枝を発生さ 督 , 定 植時を三朝枝 の発生凍聾が

良好な笛木 を掃え る こ とが で き艶ぽ , 結 実開始 が安定的をこ前 進 し , 果 樹経営蔓こ

患 い て 葬常 に宥和 と考 え られ る .

磯 枝 を有す る 太雷 の 育 成技祷 に 関 し て は , 国 内 に 潜む忘て ,
こ れ ま で蔓こ も不 織

布 ヨ ン テ ナ を招 い た太箸 の 育 成 法 ( 久 米 ら ヂ l 卵 6 ; 堀込 ･ 太刀 川 , 王撃撃6 ; 石 川

ら , 1 9 9 7) が検討 き れ て u る . 実 際を三 , 来 者 の 自家生産 を行 い , 良好 な 成 果 を

上をヂて u る 事飼 も あ る ( 寮 , 2 0 e e) . ま た , ナ シ 宅富 岡
･ 石 田 , l 粥 2 ; 石 田 ち ぎ

壬9 審7) , カ キ 宅ホ川 ら , l 弊轟き事≡お旨盲て は , 3 琴 盤程度 の 尭雷蓉潤む喜怒 畢期成園

才巳法 に つ u て 奄尊 書 れ て む為る . しか し ,
- 擬餌をニ凍通 し 貰 い る リ ン ぎ の わむ急性

車 乗嘗凍 結 , 経 とん どが ま 本俸状 の l 年 生雷寮 で あ り , 尭 嘗 の 利 潤 ぼ束だ -

磨

約 な も の と は な っ て u なも) .

リ ン ゴ の わらミ性 合 素 を用 u た笛木 の 育成 過 程 で , 豊 野と な る新柄 の 葉軽から

発 生す る フ ェ ザ - 紘 , 愛嬢後 の樹形彰成 よ の 祷期骨 格枝と し て 利 属 しや す宅

くP r 昏S毛o n , ま 粥 郎 , フ ェ ザ -

の 発 生 し た雷素 は l 寒椿 状 に 育 っ た嘗索妄芸妓検し 首

都期収量 の 多 u こ と が 明 ちかをこ蕃 釣 てもさる 宅¥ 盈33 0 o 誓書e 投, ま那 審; ホ絶 島 , 量撃寒3きず

また , リ ン ゴ の 多く の 品種緩自然 の状態 で 揺 フ ェ ザ
- が発 生 しを芸i 宅 宅野㌻辱裏書窃遊学

l 粥 郎 , 品 種喜こ よ っ て フ ェ ザ
- 発生 の 難 易 が異 簸 る く若妻f y 量恐夢ヲ ま夕霧壕; O 切替蔓薫香重電昏

♯

y e 顎n g , ま撃撃5) こ と が知 ちれ て を菖る . 飼 えぽ , 国 内 の 栽培品種 で は
i

っ惑誓る
'

,

i

陸

奥
'

等 隠 フ ェ ザ ー

の 発 生 が少 怨むきタイ プで あ る ( ホ絶 ち , ま粥3き尊 リ ン ゴ雷 涛 の

フ ェ ザ - 発生 を尽すため に , こ れ ま でを芸 , サイ ト尭イ ニ ン の
-

種 で あ る B 慮 琴

の 有効性をこ つ n て 多象萄脅され て レ与る( 腎董王壬i 盈gn S 一 覧毛盈払董ぎ夢壬弼蕃; 監e 濃d 督㌻事 だ盈FP 昏没書蓉ぎき

ま9 7 2; Q 恐妻nま盈11
書 P r e s 毛e n , 重9 7 害; L a r s e 毘 , 呈9 7撃; Q tl蓋ま3ま盈遜, 壬撃予審芸ぎe T 霊ぬ野 亨 量9 蓄望芸 ホ絶 ら 菅
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i 撃喜3; 腎 e 地 e壷汲
･ 監s毛慈恵r o o k s

き
呈撃郷 . 現在 亨 わ が 国蔓= おら盲て ほ 牽 B 鬼 蔓こ農薬登録

が あり , 嘗衆 生産 に 凝 u て 羽 周 可能で あ る ･

と 己 ろ で , 藍 年 , 欧 米 を 中心 をこ 諸 外 国 の リ ン ゴ わ ら主音巳栽培を≡ 姦 し
ミ て 学

･ `

K n主p 態o o 溺
書'

と呼ば れ る , 比 較的長路 の フ ェ ザ
- が多発 した樹冠 を有ず る 2 年

生苗木 の 利 摺 が急速 に普及 し て い る( B 盈r 鈍 重9 9 e; W a重d n e 君, ま卵 5 ; W 董如 意, 2 e e ま) ･

` `

監n i p b o o m
”

は , リ ン ゴ の わ い 花栽培向け に 育成きわ た 2 年 盤雷索 習 あ 野 き ま

本俸携 の 1 年 盤苗木 を地上 5 e - 6 0 e m の 高 き で 切 野 菜 し , 穿 か き を行 っ て 残 し

た新柄か ら フ ェ ザ ー を発 生 き せ て 育 成 す る ( B a r ri 粍 l 弼 ) I
"

K n量p b o o 招
' 苧

揺 オ ラ

ンダ藷 で ,

`i

k nip

亨亨

ほ ｢ 切 る+ /
`

b o o m
=

は ｢ 丸 の 意 味 習 あ り , 英 蓉 で は
i i

c 路 書 棚
亨'

ま た 揺
"

S nip
-t r e e

”

と も呼ば れ る ･

- 泉 国 内 に お 狩 る わ い 性 台 東苗木 の 主務 は , 前 述 の よ う に , ら
盲まだ に ま 奉

棒 状 の 1 年 生首素 で あり , 苗衆 生産技術 の 開発 に 関 して も , 接 ぎ泰 当年 の 笛 木

新棉 に対 す る B Å の 利 周 法 に つ らちて は研究蓄積が豊富で あ る が ,

ii

監 n董p b o o m
' 声

に 代 表 き れ る よ うな , わ い 化栽培肉汁 に 特 性 を改良 した 2 年生鎚 上 の 東 嘗 の 育

成 法 ほ ほ と ん ど検 討 さ れ て い な い .

そ こ で 奉研究 で は , 国 内で 主賓なリ ン ゴ の 栽培品種 を周 u , 雷衆 育成 申 の 切

り 戻 し , 穿 か き , 凍 素意 よぴ B ゑ 散布等 の 諸管理 が雷衆生菅 ( 新 柄砕 鼠 ヲ 3:

ザ -

発 生 劉 蔓こ患 よぼす影響を調査 し , わら3 花栽 培 郎チの 望 ましら
も嘗索育成法

に つ い て 明 らか に し よ う と し た .

2 . 1 年生リンゴわも与牲資本者木の 切り荒 し , 穿 か奮盛理とブ 三 ザ
- 発生

り 目 的

卓

ふ じ
'

等 の 数種 類 の 主要 な 国 内 品 種 を伺 い て , ま 奉棒 境をこ育 っ た 壬 年生笛

木 に対 す る 切 り 戻 し , 穿 か き , 翁 よ ぴ B 鬼 散布 の 各処理 と , ぞ 甑 ら の 組 み 合 わ

せ に よ る飼枝 ( フ ェ ザ - また は新柄き の 発生農遮効果 , な ちびをこ磯枝発生 の 品

種閉塞異等 を検 討し , 密接栽培南をナの 尭嘗 の 育 成方法 に つ む
きて 明 らか蔓ニ t , よ う

と試 み た .

2∋ 樹料 お よ ぴ方法

( り 1 年 生 事1 ン ゴ わ い 性合 本音薬 療 切 り 慕 し , 穿 か き轟 聾 と フ ェ ザ
- 発 生 窃 品

種間差異
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ま 奉棒状を= 生 育 した ま 年生
さ

シ テ } ス イ
-

ト
曹

夢

`

努明
'

亨

`

ち i ちく 溢 じ
亨

,

`

シ

ナ j ゴ
- )レド

プ

,

i

シ テ } レ ッ ド
夢

虫 孟 ぴ
`

象醜
育

苗衆 を察試 した 事 脊 索妄言を塞 ,

マ ル バ カイ ドウ に 弼 . 9 ナ ガ メ を 5 8 e m の 長 さ で 申開台東として 周らきた .
ま哲学7 年

2 月 に 品種 を接をデ接ぎし , 同 年 3 月 に 串間脅索啓の 埴 土雷を 2 ¢ e 既 と し て ず 列

間 e . 7 m
, 樹開 O . 5 辺 で 堪 え帝をチた . 苗衆 は そ の まま 豊 年 開 l 奉棒状 に 育 成 し ,

翌 寧拭験 に 供 試 した . 1 撃9 害 率亭 に 地 よ 5 e - 6 e e 招 の 鐙置 で 磯 野 戻 し , 鎌取芽 の

展 葉後 に湧濁 の l 穿 を残し て 他 の 全 て の 農 薬 し 患 芽 を凍み と る処理 を行 っ た

( 第 1 5 園) 書 解読 者数は , l 品種 に つ き 6 - 若 輩と し た 暮 処理 当 年 の 1 2 月蔓こ ,

主 幹延 長校長 , フ ェ ザ -

発 生 率数, フ ェ ザ -

長 等 を灘蓋 した . フ ェ ザ
-

は長 さ

I e m 以 上 の も の を全 て 測定した .

(2 ) 臥 9 ナ ガ ノ 台本 を用 い た 1 年生
`

& じ
'

苦 寒 の 切 り荒 し
事
穿か き f B 義教 布

と倒壊 宅フ ェ ザ - また 娃新帝) 発 生

量 奉棒 状 に 生育 した 1 年生 の
`

あ じ
夕

霞禾 を供 試 し た . 禽 索暮こをまず M ,撃 ナ ガ

} を約 4 e e 招 の 長さ で 伺 い て 台木 の 地 上部を約 2 e c 抗 と し , 列 間 8 . 7 m
, 樹開

e .5 m で 穫 え付狩た . 苗木はそ の まま 1 年間 l 奉棒状 に育成し ず 翌 ま9 粥 琴蔓こ供

試 し た . 察 試 樹 は , 同 率亭妄こ地 上 5 e - 6 e e 斑 の 位 置 で 切 り 戻 し 事 体聡 琴 の 農薬

後 に 漂 璃 の 1 芽 を残 し て 他 の 全 て の 穿 を凍 み と る 区 と , 骨 艶 ちの 処理蔓≡顔 見 冒

l 穿 か ち砕びた新柄が 3 e e 抜 擢 度を≡伸長 し た 日蔓こ B 鬼 く3 ¢O 野P 劉き を散布 した 区

を設 狩た ( 第 1 5 図き. B 鬼 の 散布時期 , 散 布車慶事まホ絶 ち 宅i撃轟3き の 結 果 を静

考量こ設 定 した 書
B 鼻 はク 重 ア イi巨撃 三 業 若様き 後楽蓉凋むき, 療 で 壬8 8 倍蔓こ常釈

して 所定 の 湊度とした . 対 照蔓こ は , 夜 来 か ち棒状 の 嘗 来 の 磯枝発生法と して慣

行的 に 用む与ら 軌 て u る , 埴 土 粥 - 撃5 e m で 切 り戻 して定穿か ら発生ず る新梢を

畿置す る 区 を 賢 けた . 供 就樹数捻 ,
l 区 l 樹 7 - 審 反 復と し た .

処理 当年 の 1 2 月 に 常務 会 長 , 幹男 , 頗 枝 毛フ ェ ザ - また ほ新柄) 奉数 , 磯 軽

義 , 磯枝発 生角度 , 発 生方位 , 発生方南 の腐り , 潮 境基部直径 亨 腐 桂発 生鐙常

に お 狩 る 主幹直径 を蔑!3愛 し た . 磯枝 の 発 生方位をこ つ む蓬て は , 糞 ( 急き, 南 宅転き,

西 ( c) , 発 毛dき の 4 方位をこ分狩 て 調 査 した . 発生方南 の 腐り蔓≡ つ らきて 揺 , 轟 つ

の 各方位 に位置する磯枝 に つ い て 事 轟 き を藩位轟音こ積算し , 次 式妄こ よ野栄紡た .

発生方向の 儒学 =
若妻a ヰ b - 転キ dき董＋壬b ヰ C -fd ヰ aき重き
鮎ヰb ヰ e ヰ dきx 2き

6碁



P rt n ln g
芸

5 O - 6 e G 現

→

B tld r e n o v al
y

- 与

- 班 -尊
→

実

B 鬼 sp r 野

*
i t

.
′

第 1 5 図 喝 り 戻 し , 穿 か き , B 鬼 散 布 の 方 法

z

1 年 生 苗 木を= 対 し て , 地 よ 5 O - 6 O ぢ m の 高 書 漕 頓 り

戻 し を 行 っ た .

y
発 端 付 近 の 最 も 旺 盛 な l 新 柄 を 残 し

て , 亀 を 穿 か き し た .

荒

残 し た l 新 柄 に 対 し て B 鬼 を

散 布 し た .
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た だし , a : 東朝 の儲按の合計長

b : 南儲 の儲桂の 合計長

c : 西鶴の 儲枝野合計濃

d : ∃ヒ磯の儲枝の合計長

樹枝 の 発 生基部角度は , 儲枝 の 中心 線 と垂線がなす虜枝先璃よ朝 の 角度を鞠

定 して 示 し た ( 第 1 6 図) .

な 敵 対 照 区 は , 切 り 戻 し擾定穿か ち発生ず る 新柄を磯枝 として 調 査 した .

た だ し , 漂鴻 の l 新柄絃 主幹延長枝と み な し , 朗 枝蔓こ廓 え なか っ た . 他 の 2 処

理 区 接 , 切 り 戻 し , 穿 か き擾, l 奉を≡整 理 した新柄 の 薬 鍍 か ら発 生 した ヲ エ ザ

- を樹枝 と し て 調 査 し た .

3 ) 結 果

”) 1 年 生 リ ン ゴわも与性台 本苗木 密 切 り戻 し , 穿 か き処 理 と フ ェ ザ
ー 発 生 の 品

種間差異

結果を第 1 4 表 に 示 した . 奉処理 で は , 苗木上 の 全 て の 側杖揺 i 奉蔓こ整理 し た

新梢か ち フ ェ ザ - と し て 発 生 した . 品種男弓の 平均 フ ェ ザ ー 発生奉費経
i

芳 明
亨

が 暮. ¢ 奉 / 嘗 で 最 も多 く , 次 い で
蔓

ら < ら i 長 じ
'

責苦5 . 6 奉 / 酋 ,
`

シ テ } ス イ

-

ト
'

が 3 ,毎 春 / 苗 ダ
`

シ ナ ノ ぎ
ー

ル ド
亨

が 2 .5 奉 / 酋,
`

執 暁
予

感誓 蔓i3 奉 / 嘗 夢

`

シ ナ } レ ッ ド
'

が O ,3 奉/ 雷で あ っ た .

i

努明
'

,

i

ち i ち宅 長 じ
声

と
`

敏 晩
春

,

`

シ ナ } レ ッ ド
'

にをま有意恕善が認めちわた , 平均 フ 芸 ザ - 長隠 , 発生率敦 希

少な u
i

シ テ } レ ッ ド
'

が他 の 品種蔓こ放較して有意蔓≡長 か っ た 書 総 ヲ 芸 ザ - 義

は
`

芳明
手

が 4 3 9 . 5 e m Te 最 も農i , 次をミで
`

ち < ら i 長 じ
挙

が 2 撃7 . 6 e m
夢

`

シ テ

ノ ス イ
ー ト

'

が 1 害毒 鹿 招 ,
`

執 暁
'

が 審客. e e 斑
,

`

シ テ ノ ゴ
- ル ド

'

が 感4 .毒e m
,

`

シ

ナ } レ ジ 汚
'

が 3 5 . l c m で , 有意森 島種閉塞が経路 ら艶 た .

こ れ ら の 結 果 か ら 事
`

労明
事

と
`

ら < ら i 長 じ
'

結 , l 年生 嘗寮を≡対 して 畷 ぢ

戻 し と穿か き処理 を行 っ た場合 に , 他 の 品種 に 捻較して フ ェ ザ
- の 発 生 しやす

むき特徴が明 らかと怒 っ た .

一 方 ,
`

敏暁
'

,

`

シ ナ } レ ッ ド
'

揺 フ ェ ザ - の 発 生 が

劣 野 ,

i

シ ナ } ス イ
-

ト
'

,

`

シ ナ } ゴ
- ル ド

'

は こ れ ら の 申 開 で あ っ 藍 .

く望) 軌昏 ナ ガ} 資 蒸を用ら蔦た 1 年 盤
`

長 じ
'

音素 の 切 り票 ♭ ず 芽畠奄き 事
歩兵散布

と倒壊 ∈フ ェ ザ - ま 髭 絵新車∋ 発生

各処理 区別 の 朗枝 毛フ ェ ザ
ー ま たは 新柄き の 発 生 状況 を尊 重5 表書芸示 した 書 簡

7¢



垂線

発生基滞角度

発生愚夫角度

接線

第 1 6 図 フ ェ ザ
-

発 生 角 度 の 潤 定 方 法 . J = 段 : 発 生 最 大 角 度 .

'
下

段 : 発 生 基 溶 角 度 . 最 大 角 度 に つ い て は フ ェ ザ
-

の 基 部 か ら 先 端

に か 打 て , 垂 線 と 接 線 の な す 角 度 が 最 大 と な る 位 置 習 朝 憲 し た .

ヲl



第1ヰ義 M 9 / ▽ ル パ カイ ドウを脅衆と して潤む与たリ ンゴ6 品種を≡凝む盲て ,
ま年生笛

木に対する切 り戻し, 穿かき処理が , 残した新柄よの フ ェ ザ
-

発生蔓≡患よを富す影響
孟

品種
主幹延長校長 フ ェ ザ - 奉数 畢均フ £ ザ - 義 経フ 孟 ザ - 義

( 捕 )
y ( 奉/ 嘗き ( e ra) 宅e 摺 / 嘗)

シナノス イ ー ト

芳明
ち ( ら< 申あじ

シナノゴ - ル ド

シナノ レッ 声

執暁

ま5ヰ事由ぁ

ま6 5 .e 態

i 6e ,轟a b

1 3 5 .7 象

3 5 も9 亀b

1 5乏,3 象わ

3 .6 a b

事. め

5 .6も

2 .5 急転

0 .3 急

呈,3 轟

52 .9 a l 審轟†O 5 e

5 5 ,6 亀 轟3 9 事5 d

56 .8 盈 2 9 7 一番ca

3 5 .タ農 畜屯審盛

ま2 3 B 転 3 5 事昔各

7ま. 鶴 孝養,8 盛

# ,@ %
% * * * * * *

之

重奉棒状のl 畢生笛木を地よ5 O - 幽 e m で磯野窮し, 穿か 普して党磯村近 の蔭盛な王穿を残し

た事

y
喝り戻 しを行 っ た主幹の先端紺逝から発生 し, 穿か 普擾蔓こ残L , た新柄の農畜を謝窪 した.

㌔s : 有意で ない ,
*
: e .e 5

,

畿串
; e B l 水準でそ れぞ艶有意

ヲ2
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ぢ戻 し＋穿 か き＋B Å 散布 区 の 腐枝発生敦をま平均 1 5 事ヨ 奉/ 雷で あ 野 曹 畷 り 戻i , ヰ

芽か き区 の 平均 凱e 奉/ 番, 対 照 区 の 寧 埼 撃.撃 奉/ 雷書芸沈 代 て 有意多芸多勇吉 っ た や

こ の 場 合 , 対 照 区で 発 生 し た蘭枝措定寿が発 芽した新柄で あ り 卓 絶 将 処理 区 の

フ ェ ザ -

と ぼ異 な っ た . な逝 き 対 照 匿 で発生した新柄よ蔓= ヲ ま ず -

e) 発 生 ほ 揺

と ん ど認 鋳 ちれ 急 か っ た .

発 生 し た 飼枝 の 総長 は , 畷 り 戻 し幸穿 か き＋B 兵 散布匿 ダ 対 照 区 が そ 艶 ぞ れ

5 3 6 3 c m
,
5 6 3 ･ e c f33 で

, 切 り戻 し幸穿 か き 区 の 2撃2 `名e m 蔓こ臆 柁 て 有 意蔓こ長 か っ 藍 .

鯛 枝 の 発 生方南の 腐 り は , 切 り戻 し＋穿 か き＋B 鬼 散布 匿 お よ び対 照 区が ホさ

か っ た .

飼 枝 の 発 生部蔓己意 け る , 主 幹 直径蔓こ対 す る 鶴 枝 の 基部直径Q) 臆 隠 , 平 均 で 緩

処理 閤 に 有意菱が認められ蔑か っ た , しか し , 対 照 区で 揺 董醇 の 切 り 戻 し滞 付

近 に分岐角度 の 狭む皇太 め の 朝接が集中して 発 生 し , 磯 野戻 しヰ穿 か きヰ B ゑ 散 布

区 で は - 部をこ太 紡 の 磯枝 の 発 生が 諸 め ちわ た も の の , 細 め で 角 度 Q) 盗むき腐 接 が

主幹下部 に多く 発 生 し て , 接 ぽ 円錐 形 の 樹形 と怒 っ た ( 第 1 7 囲) .

3 . 1 年生リンゴわも篭性脅寒帯奉の頓S) 荒 し, 穿かき, B 轟 散布轟孟ぴ擁薫藤

撃とフ ェ ザ ー 発 生

り 目 的

こ 酌 まで の 実験惑護ら , 国内 の リ ン ゴ主要品種妄三 つむ急て , 蔓 奉棒状を≡育 っ た ま

年 生嘗凍をこ対 して 切 り戻 し , 穿か き ,
B 鬼 散布 を観 み食わせた愚理喜≡よ り 曹 長

め の フ ェ ザ - が多発 L , た 2 年生嘗衆 の育成で きる こ と , また ,
こ の よ う蔓こ して

育 成 し た苗 木 の フ ェ ザ - 発生右こ隠 , 品種蔓こ よ っ て 難易 招 あ る 己 と が 明 か と 怒 っ

た 書

リ ン ゴ苗木 に 轟 狩 る フ ェ ザ -

の 発 生 覆違法 とし て B 慮 の 散布効果 の 高ら菖己 と

が既 に 明 か と な っ て もゝる が , 翫 ㌘ぬ e/i m く呈9 7 寒) 揺 ,
若鳥 辱 の 壌幼生長閑静物質

を用をきず に首席 の フ ェ ザ - の 発生 を覆す芳経として , 新帝充満 の凍 1む帝若葉 の

切除が有効 で あ る こ と を発奮して をきる . また ,
P o p 昏n ¢e

書 多義rT重電音 そま撃春寒き ほ 学 者

葉 の 頃除 と B 鬼 散布等をこ より , フ 3: ザ -

の 発生 し書こくらきス パ - タイ プ品種をこ患

n て も フ ェ ザ - 呼 発生 を凝蓬で き る 乙 と を示 した ,
こ 釣 ら の報昏で緩 , 前席を≡

芽 接 ぎ を行 っ た 嘗衆 の 新柄, も し< 経 鎌取枝接ぎを行 っ た接ぎ轟当年 の 雷 凍 の

7ヰ
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第 1 7 国 朗 . 9 ナ ガ ノ 台 木 を 摺彰与 た 2 年 生
`

溢 じ 潤 来 の 雷 姿

鬼 : l 本 俸 状 の l 年 生 菌 糸 を 地 よ 5 O
- 6 O c m で 切 ぢ 戻 し ,

穿 か き を 行 っ て 充 満 柑 近 の l 新 柄 の み を 静 養 き せ た .
さ ･

F

同 様 に 切 野 戻 し と 穿 か き を 行 っ て 残 し た ま 新 柄 が 約 3 8

£ n をこ 伸 長 し た 日 に 新 柄 金棒 に 藩鬼 (望桝 p p m ラ を 王 国 散

布 し た .
C : l 本 俸 状 の l 寧 整 商 来 を 埴 土 粥 - 撃5 8 m で 畷

り 戻 し , 穿 か き を 行 わ な か っ た . ス ケ - ル ポ
-

蔓ま 5 e c m ･
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新柄をこ対 して 処理効果蓉検討 し
i

E お 琴 , ま 奉棒状 の 蔓 畢 生番索 に労しで 切 ij 栄

し 学 者 か き弟理 を行 っ て 残 した新桶蔓こ対 す る処理効果を≡ つ 旨きで は検討審甑 て を嘗

なむき I

そ こ で き 奉試験で は ,
l 奉棒 状 の 壬 年生嘗凍蔓こ対 して 境 野 戻 し 事 穿か 普愚理

を行 っ て
` 毒

K 浪ip b o o m
' 亨

嘗凍 を 育成す る 場 合 の ヲ 孟 ザ
-

発 生 を夜違ず る た 紡蔓こ 事

B 鬼 散布方法と新病先端付近 の 警乗を構築す る処理 の 効果をこ つ ら隻て 検討し 書
芸

れ ち の 処理蔓ニ対 す る 品 種蔓こよ る 反応 の 達 u , また , フ ェ ザ - 発 生 の 困車忽品種

に お 汁 る効果 的急熱理方法 に つ い て 明 ち か蔓こ しよ う と就 み た 一

2) 材料 お よぴ 方 法

(1 ∋ B 真 顔 散布時期と ヲ エ ザ 00 発 生

マ )レバ カイ ド 引こ 如 . 9 ナガ } 脅 索 を申開台東として 周を盲た ま 奉棒 状 の ま 年 生

`

ふ じ
'

雷衆 を 3 撃 本 条 試 した , 栽横転鍵は樹閏約 串. 2 和 事 開 閉斡 ま m と した .

申 開台 木 義 経 5 e e m と し , 申 開台木 の 埴 土 掛 ま3 O e 迅 軽 度 と した ･ 供 銭嘗をま,

1 9 9 9 年 春 , 発 芽 前 に捷ぎ東部 か ら 3 O - 舶 e r n で 切 野 戻 した ･ 同 率 5 月 壬7 日妄こ ,

湧端 緒 近 の 最 も 旺 盛をこ伸長 し て H る 新柄を 呈奉残 して 他 の 新 柄 をず 哨 て 畷 降 し

た 書 残 した l 新柄 に対 し て時期を変えて B 鼻 毛3串e p 野拐) を散 布 し監 事
B 廃 藩慶

は か絶 ち 宅蔓卵 3ラ の 報告を参考蔓≡寵愛した 一 B 鬼 はタ 霊 アイす転学霊 薬 宅株き 故

袈を頗む盲, 癖 で l 紳 常 に蓉釈 し て所定舜 重度とした ,
B 鳥 の 散布時期蔓芸よ 野 琴

発散布区宅残 した新柄が 2串 - 3 e e m とな っ た 5 月 3 呈 日を≡散布) 夢 車用散布区宅新

柄が 3 e - 4 e e r n と 怒 っ た 毎月 9 日蔓芸散布) , 晩期散布区 宅新柄が 4 e - 5 e c m と

な っ た 6 月 2ま 日 に 散布き を琵 軌 ま 区 1 奉 呈3 反復 と し た ,

望郷 0 年 4 那 こ , 主 幹楽 長校長 , フ ェ ザ
ー 番数 , フ ェ ザ

-

長 , フ ェ ザ -

発 生高

を飼愛 し患 , 主 幹 延長枝轟 乱 切 り戻して 穿か普蓉行む急 呈 奉を芝整理t ' 浩薪棉 の

農 畜 を朝憲した . フ ェ ザ - 揺 玉堤偽 i2A よ の も の を調査 した 亭 ヲ 芸 ザ - 発生高をま蓋

幹延長枝 の 基孝義与 ら フ 芝 ザ
- の 発生位 置 まで の 高書 を謝慶し悪 書

宅望) 涛葉する葉 の着生軽蔑と フ･ ヱ ザ - 発 盤

長 じ/ 班 ,撃 チガ } 萎ま 奉棒状 の 3 年鼓笛素き を 呈芝 奉供乾し恵 . 老 境距離絃樹

閏 凱5 腿 , 弼 閤 ¢.7 m と し , 歯舞 長をま凍昏ぢ333 , 車乗 飽よ帝を 豊¢若殿 蓋 し た 8 供拭

貰は ,
ま撃粥 琴寧 夢 発芽帝を= 砲 滋 5窃 - 轟さ 看取 砕 壕蕎 で 切 り窮 し , 発芽し 恵芽儀 農

薬後 に湧端緒近 の 旺 盛 な 書 芳 を残して 穿 か 馨 した . さ 蔓蔓三 芳 ま 穿柔毛ち轟ぴた薪
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柄が 3 e e m 軽度 に伸長した時妄こ B 鬼 ( 3 榔 p 野n き を散布した 一 B 鬼 散布の 直後を三

新桶発端付近 の葉を凍み取 る処理 を行 っ た . 嫁菜ず る葉Q) 着生位置 に よ 野 , 若

葉凍葉区く葉身長 が 3 c m 未満 の 薬を湧靖儲 から 2 - 3 校務秦きと成秦摘葉 区若葉

身長が 3 e m 鎚 土 の 葉 を蔑満潮惑与 ら頗 に 3 授播桑) を設をチ, 董 区 ま 奉 6 反復 と し

氏 .

1 昏粥 年 ま2 月 に フ ェ ザ
- 蒸散 , フ ェ ザ - 農事 嘗 素養 事 幹周 を調 査 し た . 雷喪

長は接ぎ素輝 から主幹延長枝 の 先端まで の 最 善 を謝愛し恵 一 幹 周 絃 , 接 ぎ東部

の 上 ま5 e 招 の 位 置 を瀦定した .

(3き 境葉飽理 の 国数と フ ェ ザ ー

発 生

ふ じ/ ” .撃 ナ ガ } / マ ル パ カイ ドウ ( l 寒椿 携 将 ま 畢 生嘗轟き 5 5 奉 を供試 し

た . 栽軽距 離 は顧問約 e . 2 m , 列 間 約 ま m と した , 申開 脅衆 長をま 5 e e m と し ,

申開 台木 の 地 上部を 3 e e r n 程 度 と した . 供就苗は き 1 9 9 学 年 者 , 発芽前蔓≡地 土 5 8

- 6 O e 放 で 切 り 戻 し た . 同 年 5 月 1 7 日喜= 濠 磯村近 の 最も旺 盛暮≡伸長 し てむきる 新

柄 を l 奉 残 し て 他 の 新柄 をす 伐 て 切 除L , た 事 残 した l 奉 の 新柄惑嘗 3母 - 孝昏 宕 劉 と

な っ た 6 月 撃自着こ B Å 毛∋0 8 p p 斑) を新禅堂棒 に散布L , た .
澄鬼 散布後 の凍菓桑

理 の 回教をこ よ り 事 無 処理 区 右横桑処理 を行わな u ) , 皇 国 匿 宅迅ゑ 散布藩後 に 新

柄 先濁 の 菓身長 3 e m 未満 群 集 を讃璃儲 か ら 2 - 3 校 務 葉き, 2 困 匿 u 困 目 の 務

実弟理 に力持えて 苧 そ の 6 日後 に 再度同様 に播薬き, 並 び喜芸 3 国 匿 宅量, 2 回 目 将

凍葉楚理をこ恕 えて ,
芝 回 目 処理 の 6 日後 に 再度同様妄≡緒薬) を殴 軌 蔓 露 呈 奉

1 3 - 1 4 反 復 と し た .

2 紳 8 年 4 月事こ , 主 幹延長夜長 , フ 芸 ザ - 奉教 , フ 孟 ザ - 桑 を閉塞 した 尊

宅郎 擁養およぴ昏義教者の 建 み 合わせ盤理と フ 芸 ザ -

発 生

長 じ/ は . 9 ナガ } 宅l 本俸携 の ま 年生雷衆ラ ヰ窃 奉 安供試し患 . 老境様式揺列

間 4 投 , 粂 同 量. 5 m
, 密閉 凱3 現 の ≡ 桑 l 弼 培 え と した 事 脅素養隠 5 昏 e 放 と し ず

台 素地 よ港 の 最 善 を ヨO - 3 5 e m と し 患 , 解離樹経 , 2 錦窃 牢番 , 発 芽 前蔓≡接暫寒

帯か ち 3 母 - 3 5 e 現 で 頃 り戻した , 同率 5 月 2撃 日暮芸 , 湧 磯村近 の 最 も旺盛をこ伸展

し てむきる 新柄を l 奉残して 鶴 の新拷をす琴恵与 き した .
B 鬼 散布 と拷素処理 舜 組

み合わせ蔓こよ り ,
B 鬼 区 ∈6 月 ? 日を≡ B 鬼 を新璃金棒蔓こ散布き, 番兵車摘薬匿 宅轟男

7 日 B 鼻 を新積金捧 に散布し , そ Q) 3 時間後蔓≡菓身長 3 ぢm 来演舜 f3㌔葉を漂璃額

かち 望 - 3 校務薬き, 務葉 区 ( 轟 月 7 日蔓こ桑身長 3 e n 発病Q) 13篭素 を漬璃療義盲ち 慧
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- 3 校務葉) ず 並 び妄こ無処理 区 蔓B 鼻 散布 , 凍寒処理 を行わな旨きき を琵をチタ 壬 医 書

奉 壬¢ 反復と した . B 鬼 は 3 e 窃野野233 薮 を新柄堂捧看芸散布した .

2 榔 e 窄 ま2 月 に , 主 幹延 長接長 事 ヲ 芸 ザ - 番数 曹 ヲ ェ 轡 - 義 ,
ヲ 芸 ザ - 発 生

最東角度 , 幹周 を調 査 した . フ ェ ザ - 発 生養女角度捻 , ヲ 芸 ザ - の 率 jむ線 と垂

線がなす フ ェ ザ - 先 端方南よ朝 の角度 で , フ ェ ザ - 基部か ち発端 の 閑 の愚衆角

度を 亨 分度蕃 習 謝定した ( 第 1 6 囲き.

∈5) 鮎 散布に 対 す る摘集塵理 の タ イ 墨 ン ダと フ ェ ザ -

発 生

2 e 桝 琴 お よ ぴ 2 0 O 4 年 に実験 を行 っ た . 2 紳 8 年 の 実験 で は 亨 ふ じ / 如 .撃 サガ

} ( l 本俸状 の l 年生常務き 9 4 樹を供試 した . 列 間 ヰ 投 , 桑 開 呈. 5 招 , 樹 開 凱3

r n の 2 集 ま 邦 軽克 と し , 脅 寮長 5 O e r n 事 地 上 部昏寮 長ほ 3 e - 3 5 e 招 と し た i 供

試苗 索をま, 発 芽 前 に接ぎ東部か ら 3 8 - 3 5 c r B で 境 野 戻 した .
5 月 三撃 日 に , 蔑 端

緒近 の 最 も 旺 盛 に 伸長し て い る 新柄を l 奉残 して 飽 帝新柄 を全 て 切 除 した .
B 鬼

散 布 と凍葉処理 の 組 み 合わ せ蔓こ よ り凍 の 試験 区 を琵をチた 書 L 昆2
- B 鼻 区 : B 鬼 散

布 の 2 日 前 ( 6 月 5 日) 蔓こ痛葉処理 を待 っ た . L 農芸
-

B ゑ 区 : B 鳥 散 布 の 昔 日蔚

( 6 月 6 日) に 撮 菓処理 を待 っ た . L 毘 - B 鼻 区 B 鳥 取寄 の 藩商事こ 宅春 男 7 日 , 1 3 :

3 e - 1 4 : 8 郎 に 播葉処理 を行 っ た . B 慮 - L 挽 区 : B ゑ 散布 将 寮擾妄≡ (毎 月 7 日 5

1 審 : 3 0 - l 審 : 4 5) に 摘薬処理 を行 っ た . B Å
-

L 漫l 区 : B 轟 常務 搾 量 目蔑 宅6 月 / 義

日) 蔓≡播葉処理 を行 っ た . B A - L 汲2 区 : B Å 散布 の 2 日後 ( 6 月 寧 日き を芸凍素

麺理を行 っ た . B 鬼 区 : B 鳥 取 布 の 参 を待 っ た . ま 区 l 樹 I e - u 樹反 復 と し恵 .

全 て の 区喜こ つ もきて , B Å 揺 毎月 7 日 ( 晴ラ の ま5 : 4 O - 呈6 : 3 e 蔓三, 3 e e 芦P n 鍍 を

新柄全体をこ散布した . なお 争
6 月 5 - 客 日 は 晴天 で あ っ 恕 が 事 寧 日 夜を≡降 雨 が あ

っ た . 嫁菜処理 に つ む3 て は , 秦身長 3 c m 乗 帝 の ホ葉 ( 完全蔓芸農薬し て む喜怒むき薬

を含む) 杏 , 生 長 慮 を欠 か なをきよ う蔓こ , 指先 で 2 - 3 攻 つ 参 取 る褒理 を行 っ 藍 t

ま2 月 5 , 6 田 に 嘗轟 を凝野上をヂタ 主幹延長軽蔑 タ 幹 周 竃接ぎ轟部皇 蓬5 窃f nき, フ

ェ ザ -

農 事 フ ェ ザ - 発生 高 宅切 野戻 し度置か ち フ ェ ザ - 発 生俊彦 ま 習iZ) 農 畜き,

フ ェ ザ ー 発生 最尭角度 宕第 l轟 園き, フ 芸 ザ
- 基蕃直径 , フ 芸 ザ

- 発生部 の 豊野

直径 を調査 し恵 . フ 芸 ザ -

は 呈 母指 S;R 滋 帝 展蕃暮三 つ ら5 て 爾 馨 し た 書

2 8 e 4 年揺 , シ テ } ゴ
- ]レド/ 粥 ,撃鞘腎F 1 5 7 宅接ぎ木当年雷喪) を 轟3 奉鏡試し

て薬療を行 っ た , 嘗索は , 2 e 糾 琴 芝 月蔓こ歯舞を構え村 軌 開琴 5 月 3 日を三晶種

を居接ぎして 育成 した . B 鬼 散布と務葉処理 の 盈 轟脅ぬ 菅蔓≡よ 野 , 次 の 試 験 区
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を設打た . L 監重 - B 鼻 区 : B 鬼 散布 の 前 日蔓こ掻薬処理を待 っ た 轟 B 慮
-

L 汲壬 区 : B 鳥

散布 の 翌 日蔓こ務葉処理 を行 っ た さ
B 鬼 - i . 漫4 区 : B 鬼 散布 の 4 日擾をこ務薬処理 を

行 っ た . B 鬼
-

L 盈塞 区 : B 鬼 散布 の 毒 日夜妄≡凍秦処理 を行 っ た . L 艶 区 : 鶴 野 医事こ

お 狩 る B 鬼 散布と同日 に ず 擁垂範理 の 参 を行 っ た .
B 鼻 区 : 迅為 散布Q3 み を行 っ

た .
C o 紙 区 : B 鳥 散布 , 落葉処理ともを≡行 わ なあ っ 藍 ,

L R 区 ,
G e 紙 匿 鎚 外

の 区 に つ を盲て ,
B A 散布揺 , 笛木新柄が約 6 0 e m と な っ た 7 月 2 塞 日 に 行 っ た .

B Å の 散布 車度は 6¢e p p 伐 と し , 新柄 の 先端約 壬O c m ( 薬身長約 3 c 提 鎚 皇 の 辛

が 6 枚 程度) の 部 分 に]＼ン ドス プ レ - 管 , 葉蘭 が十分薄れ る程 度妄笠懸布 し た .

境葉処理 に つ らきて 絃 , 葉身農 3 c m 来演 の 轟 を指で 2 - 3 校 務 み 凝 る処理 を行 っ

た . B Å
, 凍 葉処理をまい ず酌 も墨 頃 に行 っ た , 3 2 月 3 日をこ , 嘗東新桶長 , フ ェ

ザ -

長 , フ ェ ザ
-

発 生 高 ( 接 ぎ木密から の 高さラ を調査 した .

く6ラ 品 種 およ ぴ 鮎 散布濃度と フ ェ ザ -

発 生

1 9 卯 年 に 実験 を行 っ た .
” . 9 ナガ } 脅 衆 を潤しきた ,

`

シ ナ } ス イ
ー ト

学

,

i

シ

ナ ノ レ ッ ド
'

亨

`

セ イ リ ン ス パ
-

チ

,

`

っ が る
'

,

`

あ じ
'

,

`

玉 杯
'

ダ

`

故 暁
'

の ま 奉

棒状 の l 年 生嘗轟 を , 各品 種 呈ま - 2 1 奉鏡 試し た . 疎 開 ¢A 現 車 粂 閤 e 書
7 m 芋 粥

間 4 m の 2 列 l 粂埴と し , 台 褒義経約 5 e 窃 払 , 地よ 欝脅舞選ぼ約 2 e 6 m と し 変 事

壬撃9 9 年 春 事 発 芽 前蔓こ雷奉 を接ぎ寒帯か ち 3 e e 333 軽度 の 高書 轡 野菜 し た . 廃棄

後 , 讃 鴻 の l 穿 を残 し て 穿 か き を行 っ た . 残 した新柄が 2 5 - 3 串 宕撰 軽度 と 蔑 ヨ

た 日 宅6 月 七旬) に B 鬼 を散布 し た . 散布車塵蔓こよ り 各晶種蔓こ ヨ 審 e , 3 紳 ,
轟昏e

p p m の 3 療 準 を設妄チた . な お ,
B 鬼 散布 時 の 平均新梢長を三 つむミて は ,

`

重韓
亨

が

2 3 . O e rrl と 最 も牽 く ,

L

長 じ
声

惑雪 2撃. 4 窃m で 最も濃 か っ たが , 品 種蔓こよ る菱 揺 統

計 的 に有意 で 娃 なか っ た .

(冒ラ フ エ ザ ー 発 生 の 歩 怨も亀品種 に 対する 8泉 社寄轟よぴ横暴轟撃と フ 蓋 ザ -

餐

生

2 e 梯 年蔓こ実験 を行 っ た 一
朗 事撃 テガ } 脅轟 を凋む急患

&

敢暁
ダ

,

i

シ テ } ス イ
-

ト
学

事

i

シ ナ } ゴ
- ル ド

'

,

i

シ ナ } レ ッ ド
穿

き

`

重林
亨

の ま 奉棒状 の ま 年 生嘗東を 曹 各

品種 星亨 - 芝l 奉供試 し た 書 雷索 の 台素養結節 5 窃 ¢m 学 璃よ濠琵車乗農は 3 8 - 3 5 ぢ抜

と した . 栽境様式緩衝閣 串.3 訊
, 条 開 l 事5 訊 , 列 間 壕 m 帝 2 粂 量 粥軽克と した 書

供試 した 壬年 生笛木揺 , 発 芽 蔚着こ接ぎ凍潔かち 3昏 - 3 5 ぢ放 で 畷 野琵 L , 監 . 慧鱒昏

琴 5 月 2撃 日 に , 清濁得近 の 轟 亀旺 盛蔓≡砕農 し てを盲る 新柄蓉 ま奉残♭て 他 の 新柄

ヲ9



を全 て 事 で か き取 っ
-

た . 全 て の 供就酋蔓ニ つ も盲て ず
毎 月 呈5 日をこ B 鬼 ( 6 8 e p p 投) を

新柄全体蔓こ散布した .

品 種毎蔓こ , 鮪 葉処理 の 回数蔓こ よ野 以 下 の 処理 区 を設 狩 た .
e 固 : 掻葉処理 を

行わ急か っ た . 1 固 : B 鳥 取布 の 約 3 時 間後をこ , 新柄先端 の 葉身長 3 e frl 未満 の

ホ葉を 2 - 3 枚 , 生 長点をか き取 ら なむ主よ う蔓芸指先 で つ み 取 る処理 を行 っ た . 2

回 : l 回 目 の 務秦処理蔓こ加 え て 事 そ Q) 5 日後 ( 6 月 芝8 日) 妄こ再 度 同様な処理 を

行 っ た . 1 区 l 樹 5 - 7 反 復 と し た .

1 2 月 5 , 6 日妄こ苗木を凝り皇をヂた . 主 幹延長枝長 , 静岡 く接ぎ寮滞土 1 5 ぢm き,

フ ェ ザ -

長 を調 査 した . フ ェ ザ - は 長 さ I e 招 駄 土 の も のをこ つ い て 調 査 し た さ

3∋ 結 果

( り B 真の 乾布時期と ヲ エ ザ - 発 生

第 1 6 真 に結果 を示 し た . B ゑ の 散布時期が遅 い妄悪ど フ ェ ザ - の 発生位 置 が高

ら主席 肉が認 め らゎ た . フ ェ ザ ー

の 発 生本数書こ つ い て は 夢 中期散布 区が飽 の 区蔓こ

比 べ て 有意をこ多i , 平 均 ま3 . 5 奉 / 嘗で 凝 っ た , フ ェ ザ ー

平 均 長春こ つ 旨もて ぼ ず 晩

期散 布 区が最も短く平均 2 2 . l e m で , 次 い で 中期散布区が寧埼 2尋.呈e m
, 早 期散

布 区 が 撃 均 3 ま一 7 e n で あ り , 早期散布区と晩期散布 区をこ 縁者普恕善感誓琵 療 ち艶 た .

主 幹延 長枝長 に つ ♭ミて は , 処理 区喜こ 蓋 っ て 有意 恕塞が経 めら酌な か っ た . 総 フ

ェ ザ
-

農 法 早期散布区が 3 7蕃 e 現 で あ り , 晩 期散布区 の 2 3 7 e m を≡臆 ぺ 貰 有意蔓≡

長 か っ た .

(空き 蟻葉す る嚢 の着生位置と フ ェ ザ ー 発 生

フ ェ ザ - の 発 生寮監 に つ u て は , 若葉痛葉区が平均 量6 事e 奉 / 嘗 , 威葉凍弟区

が平埼 1 4 .審 奉/ 雷で あり , 有意 な善が謬漆 ちわた ∈第 蔓7 表ラ.

- 芳 タ フ ェ ザ -

平 均長 , 嘗素 養 , 幹周 に は処理区閤蔓こ有 意 な菱結託めち艶なか コ た .

∈3) 涛葉処 理 癖 国数と フ ェ ザ - 発 生

フ ェ ザ -

の 発 生率数蔓= つ ♭もて 処理 区閤蔓こ有意な善が 羅めら甑 , 務葉処理国魚

が多を盲接 どフ ェ ザ - 平 均奉資が多を迄棟内 で あ っ た く第 量孝 義き. 主 幹延 長接農 事

フ ェ ザ -

寧 増長 , 緩 フ 三 ザ -

長蔓こ 緩処理区開妄言有意な差は認め ち甑急か っ 藍 8

宅ヰき 境嚢姦よぴ昏轟散布戯絡 み 合わせ処理と フ ェ ザ - 発 生

第 l撃 真峯こ結 果 を示 し た . フ ェ ザ -

の 発生率数を≡ つ を盲写 経 チ
迅鬼 散布 鍔効果 許

嫁葉処理 の効果 , 変互 搾 周 が有意と怒 っ た . すな わ ち , 凍 素麺援凝 よぴ B 鬼 散

蕃O



第1 6 嚢 B 鬼の散布時期の達むきが , 切り戻し, 穿か普 を行 っ た長

じ/ 弼 .9 ナガノ/ マ ルパ カイ ドウ (2 年童苗木) の フ ェ ザ
-

発生

に轟よぽす影響

試験区
芝 主
監霊
長 フ

墓叢
p

葛窟 琴芝義 窟
(c r n) く奉堰き ( G mき (ぢrrl) ( e mき

早期散布
中期顧布

晩期散布

1 2 2

ま2 考

3 2 撃

まL轟a
y

ま3 , 蝕

まe .5 象

3 l .7 b

2 4 .ま盛

2 2 ,ま亀

3 7喜.2 b

3 3 8 ,2 急転

望3 7 j 盈

ま4 .6 鼓

2 2 .右転

芝9 , 5 e

有意性
嵩

n s
* * 拳 * 嘩率

z

B 慮( 3 紳p p 摂) を5 月3 i 日 宅早期敬寄 釘 , 6 月夕日 ぞ中期畿番区) , 義男

2ま日 ( 晩期教務区) を乙新柄全体をこ散香した .

恥 k 野法事≡よる多重比較(e .O 5 凍準ラ.
冨

分散分析により ,
rl S:有意差無,

車
:8 ,e 5

車

軸
:e 潮 水準習そ 甑ぞ艶有意 .

霞ま



第1 7 義 務桑する葉の 着生位置の 逮 n が , 切哲戻 し, 穿か

普 , B Å散布を行 っ た溢 じ/ 糊.撃テガ ノ (2 年生雷轟ラ の フ 芸

ザ - 発生蔓こおよをぎす影響

試験医
王

笛木長 幹周 フ ェ ザ - 奉敦 フ ェ ザ ー 平均長

( c 現) そc 捲き (奉j 雷) ( e 放き

若菜凍葉 1 轟7 6 .e 呈6 暮e 3審.5

成案稀葉 ま7 1 5 .撃 ま尋.事 3孝,撃

有意優
y

r!S n 霊
夢

rl歪

芸

者薬療葉匿繕新帝党璃の 葉身長3 ぢ搭乗韓の薬を2 - 3 筏 , 慮薬務葉

区捻葉身長3 c rn B} J= の葉を漂濁磯か ち頗に3 枚病み額っ た
y
i -t e st によ り

,
rlS: 有意菱無, 車:e .O 5 癖準で有意

善2



第1 8 表 新帝先濁の繍薬処理の国政が , 切 り戻し, 穿か き, B 鬼散布処理 を

行 っ たあ じ/ M .9 ナガ j / マ ルj号カイ 声り (2 年生苗喪) の フ 三 ザ
-

発生をこ

お よぽず影響

銅 線
主幹
琵
接濃 ヲ

諾謡
敢 フ エ

写諾
均義 経フ

諾
叩 長

無処理 1 2ヰー6 ま3 ,7 盈

1 困 1 2l ,タ ま5 ,昏a b

2 国 号2 l ,5 1 5 . 5 b

3 困 1 2 l .e 重石. 1 b

2 3 -7

2 e .確

2董9

2¢.6

3 2蕃事き

3 e撃.義

3 4 2 . 寡

3 3撃. 尋

有意性
y

n 嘉
* *

郎 B S

i 叫 i i 岳i 岳i 丘 i 止 ▲ ▲

芸

瀦葉処理 につ い て揺, 新帝発端の薬身長3 e r!1来瀦 の薬を2 - 3 枚鋳み取る愚理を春日

間隔でe - 3 回 , 所定の 国数繰 り返 した な 乳 l 回目の 璃轟処理ぼB 慮散布の藩擾
蔓こ行 っ 恵
y
分散分析蔓こより , rl S:有意差無 ,

串
:e .e 5

,

* 串
:e 創 凍準でそ れぞわ有意 書 添字は翫鹿野

法蔓こよ る多重比較毛昏.e 5 凍準ラ

客3



革1 9 表 B Å散布夢 凍糞処理が畷り戻 し, 穿か き処理を行 っ たふ じ/ 弼 .9 テガ } ( 2

年生者禾) の フ ェ ザ
ー

発生蔓こお よぽす影響

試験区
芝

主幹延長接
辞周

フ ェ ザ - 奉 弼 フ エ 畿フ 孟 ザ - フ ェ ザ - 発生

長 象 ザ …

最 長 盛衰角度
y

( c771) 宅珊 ) (奉 / 酋ラ ( e n) く宕i!i) (
O

き

B A ＋境秦 1 S 良S

B Å 1 3 5 9

摘葉 l 線 ま

無処理 1 5 e .2

5 ,i

5 .2

5 .ま

4 i学

l l .9

7 .6

4 ,e

2 .5

3尋.寡

ヰ3 .5

3 2 ,7

4 4 .4

轟3考

3 3 2

1ヰ7

7 9

多◎サ1

7考3

7 O 呑茅

6 % .守

B 鬼 ` 串革 31 S
年 率

冶S
串串 車 *

有意轡 摘集 怒S n S
車 車

n 昏
車 車

B Åx 嬢兼 n s 迅S
串

n 畳 r)S il蓋

l

B Åを散布 した区娃3 O O p p 環 境を新柄金棒に懸布 し, 擦薬処理を行 っ た匿揺薪構発端 の薬身

長3 c r n 来演の乗を2 - 3 校務参取 っ た

y
フ ェ ザ - 基部か ら先端の最夷角度を示す
貰

ニ元配置分散分析により ,
rlS: 有意董無 ,

串
:e B 5

,

* * 魚e壬凍準で 膏艶ぞ甑有意

蕃尋



蒋によ哲 学 各 々 フ ェ ザ
-

Q3 発 生 番数が増激す る と と もをこ 事 南桑理 の 相乗効果 が

認め らゎた . 主幹延 長枝長 に つ む盲て 絃 ,
B 鼻 散布 の効果が有意とな野 手

B 鬼 散布

区 が 無敵 布 区をこ比 代 て 転意ち つ た が , 線素処理 の 効果隠有意 習 な か ヨ た 書 経 フ 孟

ザ
-

義 , フ ェ ザ ー

の 最尭角度をま B 鬼 散布 , 摘 草愚理 の 効果が薬毒芸者意 で 事 B 泉 散

布 を行 っ た 区 な らび に播葉処理 を行 っ た 区 の 総 フ 孟 ザ -

義 , 最尭角度が尭 きらき

横 内で あ っ た . 幹周 , フ ェ ザ
-

平 均長 に は有 意 な 処 理 効 果 ほ 琵 め ら艶 急か っ た .

( 5 ) B 轟散布 に 対 す る境葉趣理 の タ イ ミ ン グと フ 芸 ザ
一

発 生

2 0 0 8 年 の 実験 結 果 を第 2 O 表蔓こ示す . 嘗素養 苧 薗凍韓周 に つ い ぞ は ぎ B 鬼 散布

に 摘素麺理 を組み合わせた ど の楚理 区亀 , B 泉 散布 区 と の 菱が 有意 で なか っ た .

フ ェ ザ ー 発生 に つ い て は 事 B Å 散 布 に揺葉処理 を組 み合わせ たど の 処理 区も ,

B 鬼 処理 の み を行 っ た 区をこ放 ぺ て ,
王 c m j22L よ の フ ェ ザ

- 番数が有意喜= 多か っ た .

こ の う ち B Å - L R 区蔓こ つ むもて 揺 , 平 均 ま1 .撃 奉/ 雷 将 フ ェ ザ - が発 生 し ぎ B 鬼 区

と の 善 が e . O l 凍 準で 有意とな っ た . しか し ,
5 e 斑 鎚 土 の フ ェ ザ - 番数 に つ む竜て

揺 , ど の 処理 区 も B ゑ 区 と有意な菱が謬めちれ急か っ 恵 . 5 ぢm 駁 土 の フ 芸 ザ
-

の 平 増長 に つ い て ほ , L 最 - B Å お よ ぴ B ゑ - L 汲ま 区が ,
B 鬼 区 に 既 ペ て 有意蔓≡短

か っ た . フ ェ ザ -

の 発 生 高 は , ど の 処理 区 も B 鳥 匿 と有意 な善が認め ちれなか

つ た .

2 彬尋 琴 の 実験 線 果 を第 2ま 表 に 示す . 雷衆新柄農をこ つ む盲て は ぎ
B 鬼 散布蔓≡播葉

処理を経み合わ せ た ど の 処理 区 も , B Å 散布 区と の 善が有 意 で 緩か っ た 一
重 蛋m

以 よ の フ £ ザ - 本数 に つ い て は , 番兵
-

L 最l 区が 寧均 7 サ8 奉/ 嘗 で 夕 方鬼 区 宅寧

均 5 .量奉/ 嘗) をこ比 ぺ て 有意をこ多か っ た .

- 芳 , 5 窃m 蹴 皇 の フ 芸 ザ - 番数を三つ

u て 揺 , ど の 処理 区 も 少 急か っ た も の の 事
B 鬼 - L 最4 区 凝 よ ぴ B 鬼 - L 鼠藩 医 が 骨

れぞれ寧埼 ヨ.e 奉 / 嘗で ぎ
B 鳥 区 の 寧均 l . 7 奉/ 嘗蔓≡幾 代 で 有意を≡多か っ た . L 漁

区 , 患 よ ぴ C e 紙 区 揺 u ず れ も フ 芸 ザ
-

発 生 が少憩か っ た 事
壬 m B} 真 の フ 孟 ず

- 宰 喝轟 , 合計長 , 凝 よぴ発生高を£ つ む議て は , B 鬼 散布蔓芸輯素麺理 を線 番 合わ

せ た どの 処理 区 も ぎ
B 為 区 と小有意 な菱は認 めち艶怒か っ た .

く6∋ 品種およぴ B 義 散布濃度と フ ェ ザ -

発 生

第 2 2 表 に 結果 を示 した . 育成さ 凱 た 2 年 盤笛木の 軍 増野馬揺 夢

`

鏡映
'

が 最

も か さく , 次 u で
i

セ イ リ ン ス j写
-

チ

,

`

っ が る
'

挙

手

シ テ ノ レ ッ 汚
'

,

事

ぁ じ
曹

/ シ

ナ } ス イ
-

卜
チ

,

`

蓋 薄
手

の 頗 で あ っ た .
B 鼻 の 散布 濃度芳弓を≡揺有意な善が詰め

峯5
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第2望義 盛鍾患よぴB 鬼教務湊度が , 頃野菜し, 穿かき襲理を汚 ∋ た知事撃チ

ガ j 昏索雷 (芝年生酋轟き の フ 芸 ザ
- 発生着こ凝よぽず影響

観象区
墓

主幹蕉長 ヲ ェず
-

フ ま ず
-

フ 志 ザ
-

品種
鮎

警
連 接長 容赦 軍 報 角度

( 押r n) ( C r n) (奉/ 嘗) 毛c 田) 右度)

フ 孟 ザ -

基部置径
/ 主幹直

径
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セイリ ン ス パ
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6 ◆5 1 6 .
ヰ 6 e

苫

昏3 7 B S

e ↓尋ま

e 3 6 rl S

臥轟l

e .轟3

争わ 那繋S

8 .考5

e .尋3

a .5暮色

e .堵7毒癖

e . 朗色

3 .
e 盈 1 3 .皐fl S 6 6 n $

1 2 .2も 董4 .6 6轟

12
事
2毎 lヰ.5 63

i ■ l専 ㈱ 点l ■

l モ巷亀 ま撃. 知s 5苧環害

者. 曲 芸5 .審 5畢

iI 2 転 26 .2 鱒

e

3 錦

6 鱒

I l e r lS
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u ずれ の 区 も, l 奉棒状の王畢生嘗衆蔓こ対 して切り菜し, 穿か曹処理 を行っ て量奉

書こ整理した新堵蔓こ対して 事 B 鳥を敬希した.

)
t

T 鹿 野 法による多重比較終母5 凍準き,
塞

フ D : 守 -

発生がなを急か書 籍生した嘗乗車数がタ蔑i 反復が縛らゎな旨ゝ た め突務と

した,

野

ニ 元乾養分蚤分析をこよ野, 鮮;有意義無,
尊息e5

,

* 専
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ち郎. 急 か っ た .

フ ェ ザ -

寧均奉敦娃 ,
`

シ ナ } レ ッ ド
'

が 最も少急く 夢 凍も盲習
i

戟 醜
'

亨

さ

重 *
予

ぎ

`

シ ナ } ス イ
-

ト
'

争

`

っ が る
夢

,

i

長 じ
事

,

i

セイ u ン スi写
-

苧

の 頗で あ ∋ た .
B 鼻

の 藩 産別 に は ,
6 e8 p p m 区労

苦最 も多く , 凍ら3 で 3 e e 押 m 医 学 e 押 斑 区 の 贈 で あ

っ た . 品 種 別 の B Å 散布重度 の 効 果 は 娃ぽ同様 で あ っ たが / シ テ } レ ッ ド
曹

を豊

フ ェ ザ ー

発 生 が 少 なく 声 高溌度 の B 鼻 歌布を
.

= よ っ て も 無処理書こ対 し て フ ェ ザ -

平 均 本数 の 増恕 が有意 とな ちなか っ た 書

-

方 争

`

恕イ u ン ス パ
-

'

揺 ヲ ェ ザ -

発

生 が多く ,
3 e e p p m の 鹿渡度乾布で も フ ェ ザ

- 奉敦が 準 均 1 2 . 2 奉 / 首と ぎ 6 ¢8

p p m 区 と 同等 で あ っ た .

平 均 フ ェ ザ
-

長 ほ
`

シ ナ ノ レ ッ ド
'

が最 も短 i , 凍らさで
`

竜イ リ ン ス j写
-

守

,

`

ふ じ
'

,

`

シ ナ ノ ス イ
ー

ト
'

,

`

っ が る
'

,

i

敬 暁
'

,

`

玉 杯
亨

の 席 で あ っ た .

i

シ テ

} レ ッ ド
'

,

`

セ イ リ ン ス パ -

事

と
`

長 じ
亨

,

i

シ ナ } ス イ
-

卜
'

,

`

っ が る
'

,

`

敬

映
'

,

`

玉 杯
'

に 揺有意 怒善が認めちわ た .

フ ェ ザ ー

平 均 角度隠
i

王歩
'

が最 もか 書 か っ た .

(7 ) フ ェ ザ -

発 生 の 少 なむ与品 種に 対する B真 数布轟よぴ壌薬処理と ヲ ェ ザ - 発

i

第 2 3 表iこ結 果 を示 した . 嘗衆 の 豊野延長校長 に , 穂品種間 で 有意 恕菱惑誓経 め

られ ,

i

シ ナ } ゴ
ー ル ド

'

の 主 幹産 義援最盛雪最 も短 く , 凍ら3 習
`

シ テ } レ ッ ド
学

事

孝

三 林
'

事

`

シ ナ } ス イ
- ト

'

の 腰 で あ っ た .

i

故瞭
'

は 最 も長 か っ 恵 ,

フ ェ ザ - の 発 生奉敦 に , 稜品 種 , 摘 葉処理 の 回数蔓こ よ っ て 有意な塞が認め ち

れたが , 交互 搾 周 は有意 で な寿盲 つ た .

`

シ テ ノ レ ッ ド
ず

の 宰 埼 フ ェ ザ - 発 生奉教

は 6 .呈 奉/ 嘗で , 他 の 品種蔓≡比 璃 て 少な か っ た . 務薬愚理 常数妄言 つむ3 冒 は ぎ 8

国 処理 区蔓こ放 ぺ て ,
ま 囲お よ ぴ 2 困 惑理 区 の フ 孟 ザ - 発生率象が 多か っ た . フ

ェ ザ -

発 生 の 少 忽惑盲 つ た
`

シ ナ } レ ッ ド
'

で 緩 着
ま - 三 国 の 檎薬包理 をカEZ 見 る 己

と に よ 琴 7 . 4 - 7 . 蕃 奉/ 首 の フ 三 ザ - が 発生 ♭ 藍 ,

ヲ エ ザ - の 平均長者こ つ を3 て は , 壊品種間を岩窟 意な善が謎め ち酌た 書

`

シ テ } レ

ッ ド
'

,

事

シ テ } ゴ - ル ド
手

盛誓短 く ,

`

敬暁
'

揺最転 義 か っ た / シ テ } ス イ -

卜
チ

,

`

玉梓
チ

絃 芸 れ ら の 申開 で あ っ た 事

総 フ ェ ザ ー

蔑 に つ む当て 接 ぎ 品種 間 に有意な善が謬繰ら甑 / 故醜
予

,

i

蓋 韓
ぎ

は 声

`

シ ナ } ゴ - )レド
'

,

i

シ テ } レ ッ ド
'

蔓≡比 べ て 有意蔓= 長寿盲 つ た .

- 藩 , 掻 秦麹

蕃撃



第2 3 表 フ ェ ザ
-

発生が率蔑も吉敷品種喜こ対する欝鳥取布 , 嶺葉廼理が , 畷 野戻 し事

芽惑ミき処理を行 っ たM . 9 テガj 台東苗 (2 年生首奉) の フ 芸 ザ
-

発生着≡義よを雷す影響
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をさず艶の 区毎ま奉棒状 の壬畢生常務蔓こ対 して 切り戻し, 穿か普処理を行むきま奉を≡整理した舞
鶴を潤もゝ事 2 紳0 年毎月壬5 日暮こB 鬼そ6 鱒p野指) をま韓散布 した後5 新柄発磯の嚢身長3 e m 発病の葉
を2 - 3 枚鋳み凝る処理を所定の国数繰り返し藍 ,

y T 鹿 野接を三よ る多量比較(¢,e 5 凍準) ,
芝
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理 の 回数蔓≡ よ っ て 経 フ 孟 ザ - 長の 遵を盲をま有意とな らな惑盲 つ た .

ヰ. 1 年生リンゴ恕も篭性資本者奉の頓8) 震L , 事 穿か審事 B 糸 将繰tj 蓋 し散布塾

理とフ ェ ザ ー 発 生

1き 目 的 く

こ れ ま で蔓こ , l 年 生笛木 に 対 して 畷 野菜 し , 穿 か き , B 鼻 散布 , 鮪寮処理 を行

う こ と書こ よ り , 長め の フ ェ ザ - 遼嘗多発 し た 2 学生嘗奉が育成可能 で あ る 己 と惑嘗

明か と 怒 っ た . 蓋 た , こ わ ち の 処理 の 効果をま品 種を芝 よ っ て 異 な る こ と も示 さ れ 事

i

シ テ } レ ッ ド
'

等 の フ ェ ザ -

発 生 の 困難な品種 に 対 してをま, B 鬼 の 濃 度 を高

めとし , 王 国 以 上 の 凍 薬処理を併属 す る こ と蔓こよ り フ ェ ザ
- 発 整促 進 が 可能で

あ っ た .

リ ン ゴ笛木 に 対す る B 鼻 の 散布効果蔓こ 関 し て 揺 , 砕最中 の 番東新柄蔓こ対す る

l 回 の 乾布効果 を検討 した報告が多むきが ,
2 回以 上 の 驚布をニ つ を皇て も幾 つ 惑篭報 告

さ わ てら篭る ( C o d y et 盈l ,

,
l 粥 5 ; J 盈r 盈蛋S 盈m 鶴 l 粥 撃ラ, 腎疫盛 者董m

事 藍窮轟恕f 8 盛 s 宅蓬撃卵ラ

揺 , 前 年妄こ穫品 種 を穿 接ぎL , た苗木 の 新柄蔓こ対 して , B ゑ を 靖 国 また は 審 固 練

り 返 し散布ず る こ と に よ り , l 困 の 散 布をこ比 ペ て フ 孟 ザ - 発 生躍進効果が凝ら竜

こ と を明 らか蔓三し て u る . し か し , 国 内 の 童要蔑リ ン ぎ品 種蔓≡封 ず る B 魔 の 繰

り返し散布効果をこ つ u て は検討 さ 甑 て 烏 らず , l 琴 餐笛木蔓こ対 し て 喝 り震 L- チ

穿か き を行 っ て 残 し た新 横 に 対 す る 同棲 な散布効果蔓= つ らゝて も報告例が蔑も竜 .

そ こ で 事 育 苗 申 の 苗 木 に お 狩 る フ 3= ザ
一

発 生 を蕃 ち蔓≡履ず 恵 抵妄こ , 如 ･ 9 脅寒

系競を用むきた 嘗泰 の新柄党磯村近峯こ封ず る 義兵 の 緑 野蓋 し散布が 量畢生
`

晶 琵
'

,

i

執 暁
'

,

i

シ ナ } ゴ
- )レド

'

常務の フ ェ ザ
-

発 生蔓三轟 歳暮雷ず影響 , な ち び蔓≡ ま

年生苗木蔓こ対 し て 切 野 戻 し , 穿 か き を行 っ て 育成した 2 年生
者

長 じ
'

,

亜

観暁
'

学

i

シ ナ } ゴ - ]レド
書

,

&

シ ナ j ス イ
- 巨

チ

雷凍 の フ 芸 ザ - 発受 に 轟 孟蔓雷ず影響を

検討 した .

空き 新興およぴ方法

u き β義 母 韓 i) 達 し敢番と 1 年生
嘉

島 じ
事

嘗素 舜 ヲ ヱ ザ - 発 生

乏e O 3 年 2 那 ニ ラ 野a3 盈斑 三 舎薬事≡台車長約 4 昏 e n で
&

長 じ
ヲ

を壊をヂ接ぎした .

同年 4 月 ま¢ 日暮芸 , 列 間 壬 助 手 樹 開 昏.3 m で 憲壊 し , 5 5 嘗 を素数を三周 ら蔑た 事

新構先璃 の B 鳥 散布潜鐙 の 長 さ と乾布国数蔓≡よ 野次 の 詫教 区を琵をきた 事
ま昏 母m

撃ま



米慧 困 区 ; 新 頼義が約 5窃, 轟番手 7 昏夢 奮昏軍 師 右辺 藍 恕 顎 髭 日の 5 囲 , 新柄党渇か

毎範 量e 蛋m ま で 砕 苦鐙蔓三 畠鬼 を散布 し患 書 空車 患諮 X_芸 囲 匡 ; 新額農が約 6 e 亨 蕃e き

ま紳 監 m とな 顎 髭 日 の 3 囲 ぎ 薪棉蒐濁惑篭ら衆 望車蛋荒 愛習 癖 者盤蔓笠 島鬼 を散布した .

遷昏 e 況 X 3 囲 匿 : 薪頼長 惑誓約 轟車掌 審窃才 量鱒 e - 泡 藍象
-

j 露 賢 帝 茅 窮 事 新柄 党渇 か ち

窮 菩昏 蛋血 ま で の 審鐙蔓芸 B 鬼 を数寄 む藍 ` 豊魯 碍 末書 寓 琵 ; 寮 窮義 勇苦節 5 ¢提訴 と 恕

顎 髭E5 書芸 書 新鞘堂韓を三 方鼻 を 喜 好教務払窪 s 潜寮 監 ; 蚤魔 蓉畿者し曳か っ た 一

B 鬼 経 費 ミ ア イ嘗転学三 業 若経き 襲を頗 を盲た s 敦考 藻霧後車麹ち 考量撃毒3き の 確

告を参考妄言をもず甑 の 鴎教 区 亀 3 細 評 招 と ♭ た す 散布緩 F
-
-
i
-

f ン ㌍晃 プ沙 - 暮芝 よ 野薬

の 表 面 意嘗辛労 ぬ 観 る 笹 度蔓芝野 っ た 一 散寄書ニ欝 む 箸速 戦 を竜顔 3
i篭 - 萱済を急s 欝 接す

る菌泰 JF
h

k 帝 飛驚 を避緒藍 . 散布時蔓こ董 を伝 っ 苛 轟甑 る蔑者善 書養家き蔓豊菅 荷重

ま 帝 境 蓉 と 』 た さ 遷 医 書 蔑 ま重 度擾 と じ た ♯

霊的3 年 量豊 男妾三 昏 商家 の 新機長義よぴ解熱 忽 ち謬蔓芸 ア ニ 轡
- の 莞 皇番数 手

長 登 凝 よ ぴ 発 生轟を調査 じ患 . 苗木 時 弊濁 隠棲ぎ泰番癖 下 董5 蛋 n 荷 台素寮費 を

讃定 払 た 書 プ 芸 ザ - 給養 善 玉蛋m 鎚 よ の も の蔓= つ を毒て 詞 董L , た ず フ 孟 轡 一

癖 発 生

義経擾ぎ喪啓轟盲ち 直立蔓こ静養す る欝J = の フ 芸 ザ
一

発 餐 鐙選 考ヲ ヱ ず
-

将 発 生基

潔) まで の 高 書 と し た . 嘗薬 剤 に l 6 斑 駁 土 の フ 芸 ザ
- 蔓ニ∋ を鳥写 最善 蓉積算し ,

フ ェ ザ ー の 総 長を 褒 め た . こ の 時 , フ ェ ザ - の 発 生が 経 線 ち艶 海惑盲 つ た 嘗寮 は

鑑 長 を e e m と した .

宅2き 歩兵 の 錬 り 逢 し散布と 号 琴 生
事

故醜
声

音 幕 府 ヲ エ ザ - 発 生

2昏e 3 年 3 月 に , マ ]レバ カ イ ドラ蔓芝 弼 .撃 テ ガ j を申開脅索とし苛 摺 ら急患脅素量芝

`

秩 暁
亨

を擾畔接ぎした . 申開 脅奉養揺 尋e - 5 e s 摂 と し た . 同 率 轟 那 ニ 声 調 閑

4 8 e e m , 粂 開 壬O 昏 c 班 , 樹開 3 ¢ 窃rrl の 2 粂 呈 列 棲え 習 定検し ,
慧5 嘗 を実験を三周 彰盲

氏 .

新柄先端 の B 轟 散布部位 の 長書 と散布解散妄≡よ 野次 の就教 区を費拷監 事
蓬e 蛋投

x 5 回 区 : 新柄最 が約 5 e , 6 串, 7 額ず 書e 乎 粥 昏m と怠 っ 定 日 の 5 囲 , 新帝発濁惑篭

ら約 I e e m ま で の 者密事≡ 若鳥 を乾布L , た .
玉串 - 2 昏 c m X 3 回 区 : 新橋轟 が約 轟昏,

客e , l 紳 c m と な っ た 日 の 3 固 , 新 柄先端かち窮 I e - 2 e e 汲 ま習 の 啓鐙蔓こ B 鼻 を

散布した . 5母 6 rn X ま 囲 区 : 新柄長 が約 5 e e m と な っ た 日暮芝 , 新柄金棒蔓こ B 鼻 を

ま 回教布した . 第 墨筆 - 3 の 結果 か ち ず

事

故暁
書

ほ 捜較鞄 フ 豊 ザ - が発 生 し蔓芸i

い こ と が 明 か と な っ て を与る こ と惑i ち タ B 鼻 の 敬布羨度は 亨 を竃ず艶 の 拭教 区 亀薬

琴芝



験 ∈1ラ 搾 2 倍沸産 毛6 網 野P f nき と し監 . 周らもた薬瀦 , 散布方法揺薬凍 u き と

同様とした .
壬 区 l 嘗 善 - 撃 反復 と した .

2 O e 3 年 壬2 月 に 実額 ∈1∋ と同様を= 嘗喪 の 生育 喪 よぴ フ ェ ザ
- 発 生 調査 を待 っ

た .

く3) B 真 の 繰 り返 し散布&
1

1 年 生
`

シテ j ゴ
- み 巨

歩

嘗寮 の ヲ エ ザ - 発生

2 O 糾 年 4 月 に 擾をヂ接 ぎし , 同月 定軽した シ テ } ゴ
-

ル ㌍/ 5 M 7 ( 接 ぎ寮当年

雷奉) を , 2 5 奉供試 し た . 台 衆 愚 4 5 c m と し た , 老境様式隠列間 I n , 樹開 ¢･ 3

e 投 とし た .

B 鼻 の 散布国数お よぴ散布部位 に よ り , 次 の 試験 区 を 茂 狩た .
ま 固 区 : 新横長

が約 卯 e m と な っ た 日 に , 新棉先端かち斡 5 O e r B ま で の 帝位 に B 鬼 を l 国 教考

した . S 回 区 : 新柄長 が約 5 e , 7 e , 粥 ぢ汲 と な っ た 日 砕 3 困 , 新柄党渇 か ら約

1 8 - 2 e 8 汲 ま で の 啓位 に , B 鬼 を散布した . 5 困 匿 : 新柄長 が 約 5串, 轟昏手 7 e 争 峯e 事

弼 er n と な っ た 日 の 5 回 , 新柄発端から約 壬e e 怨 ま で の 部位蔓こ 苧 B 慮 を散布 し た .

無 処理 区 : B A を散布 しな か っ た .
B 鳥 の 散 布湊度はらきずれ も 轟e e p p 斑 と した .

用 い た 薬期 , 散布方法ほ実験 宅1き と 同様とした . 区 l 嘗 審 - 9 反 復 と した .

芝e 糾 率 壬2 月を≡ , 雷東 新棉長 ,
フ ェ ザ

- 発生 率数 , 農 畜 , ヲ 霊 ザ
-

の 発重商

を調査 した . フ ェ ザ ー をま長 さ 壬 e rn 以 上 将 も のを≡ つ 旨ゝ苦 闘 蛮 した . ヲ 孟 ザ - の 発

生高娃接ぎ木背か ら フ ェ ザ - 基潜 ま で の 高 書 とし た .

宅尋) 鮎 帝 繰 り逢 し故布が切り震 し , 穿 か き 審行 っ 苦 育成 しY= 豊 年盤
i

遥ち 監
事

音 素 の フ ェ ザ -

発 生 に 轟よぎます影響

l 寒椿状蔓こ生 育 した あ じ/ は .撃 テガ ノ の 呈 率粂嘗寮 を 轟6 奉供試 し た . 脅療養

経約 5 ¢ e 招 ( 地 よ尊台素養約 3 5 c m き と した . 老境距離ほ列間 重 税 , 桑 開 蔓 斑 ,

樹開 凱4 m の 2 桑 i 窮 境 え と した .

2 e ¢3 年 3 月 望轟 日暮こ , 音 容棒状 の 嘗寮を接ぎ衆部か ちよ方 3 昏 - 考昏 窃m の 鐙普 習

切 り 戻 し た . 同 率 5 月 学 田書こ, 切 り戻 し事 の 発端緒近惑5 ち発生 して 旺盛蔓≡帝展

して を3 る 新柄を 壬奉残して也を基帝寿蔑 ち切除し窪 ,

残し た l 新柄喜こ対す る 欝鳥 帝 散布部鐙 帝展書轟よぴ散布国数蔓こよ 甲 声 凍 砕 就

農 区 を設を亨た , 壬e c 斑 X 5 国 匿 : 新桶長寿誓窮 まe ず 芝e , 3 母, 埠¢誉 5串 c m とな っ た 日

の 5 担凱 新柄先璃か ら約 壬e c 郡 ま で Q3 部鐙をこ B 逢 費散布i ' た . ま5 - 芝e 蛋誹 X 3 師

匠 : 新横長が約 2 e , 3 5 , 5 e e m と な っ た 日 の 3 囲 , 新柄 党頚惑急ち約 呈5 - ≡昏 c n

撃3



ま で の 番鐙をニ B 鬼 を散布した . 2 5 e 斑 X 2 囲 区 : 新柄義が約 望5 夢 5 e e 迅 と な っ た

日 の 2 軌 新柄発端か ち約 2 5 e m ま で の 部 鐙をこ さ鬼 を散布した ･
5 昏 e m X l 囲 区 :

新 柄長 が 約 5 e e m と な っ た 日暮こ 事 新柄 金棒 に B 鬼 を ま 回散布 した ･ 対 照 区 : B 泉

を散布しな か っ た . 那 ミた 薬 剤 事 散布洩度 , 散 布 方法ぼ薬壊∈1きと 同様と した ･

l 区 l 嘗 7 - 1 5 反 復 と した .

2 紳 3 年 1 2 月 に 笛木 の 幹 伺お よぴ 主幹延長技 監 な らぴ蔓こ フ ェ ザ
-

帝 展 き ,

発 生高 , 発 生 最大角度, 基啓直 径 お よぴ フ ェ ザ
- 発 生位置 の 蓋幹直径 を調査 し

た . 幹周 は接ぎ木啓 の 皇 壬5 c m の 位置 を鴻定した f 主幹延 長 枝 ほ , 切 野菜 し て

穿 か き を行 い ,

- 奉残 し た新柄 の 長 さ を朝憲した ･ フ ェ ザ
-

発 生高 は , 切 野 菜

し位置 ほ 幹延長枝 の 基部) か ら フ ェ ザ
- 発生 位置 くフ ェ ザ

-

の 発 生基部き ま

で の 高 さ を鱒 定 し た . フ ェ ザ -

発 生 最大角度は , フ 三 ザ
- の 基背 か ち先端妄こか

打て , 垂 線と の 角度 が 最大とな る箇所を分度蕃 で 朝憲した ( 第 1 6 園) ･ フ ェ ザ

- 娃 I e m 昆 上 の 長 さ の も の を調査 し ,
- 繋 の デ ー

タ 揺 5 e 溺 抜 上 の も のをこ つらゝ

て ま と めた . ま た ,
l O e m X 5 回 区 , 5 e e m X l 固 区 の

一 部処理 で は , 薬液 の 驚 考

量 を記 録 した .

( 5き 散布濃度を変ぇた B真 の 繰り遺 し散布が切り果 し , 穿 か き処 理 を行 っ 嘗 育

成 した 2 年 生
一

遍､ じ
'

苗木 の ヲ エ ザ
-

発 生 に お よ ぽず影響

試験は 2 紳 4 年 に , ふ じ/ P aj a m 2 ( 1 年 盤笛奉ず 台寮 長 約 4 5 e r n) を I O 5 奉供

試 して 行 っ た . 供試 嘗 は , 発 芽 前 に接ぎ木溶か ち 3 e
- 4 e e 和 の 高書 で 畷 野 戻 し

た . 農 薬 を過ぎた頃 , 長 磯村 近 の i 新 柄 を残し て 鶴 を義解か ら取野際ら
盲た 事 残

し た 豊 新桶 に 対 す る B 鬼 散 布 の 方法 に よ野 , 次 の 試験 区 を援 狩 た ･
藩 か 3 ＋2 区 :

残し た新梢が約 1 5 e m 帝展 す る た びをこ , 新柄発端から約 1 5 e 捌 ま で の 部位蔓こ
B Å

を散布す る処理 を 5 回 行 っ た . こ の 時 , i - 3 回目 の 散布湊産経 3 細 評 提 ず 4 苧 5

回 目 の 散布濃度 は 6 粥 押 m と した ･ B か 5 区 : 残 し た新柄が締 ま5 c 熟 樽長する

たび に , 新桶 先端か ち約 1 5 e m まで の 部段をこ B 鼻 毛3 0 8 p p m き を散布ず る処理 を

5 回行 っ た ,
B か 3 区 : 残し た新柄が約 2 5 e m 伸長 ず る た び与こ , 新稲光渇か ち

約 2 5 e m まで の 潜位をこ B 鬼 ( 3 桝 p p m ラ を散布す る処理 を 3 固行 っ た ･
B か 芝 区 :

残し た新柄が約 3 5 e m 伸長す る た び に 事 新柄 党涌か ら約 3 5 e m まで の 帝位書こ
B 鬼

(3 紳 p p 招) を散布 す る整理 を 2 国行 っ た 事
B Å 事 ま 区 : 残 した新柄が約 7 5 c 斑

とな っ た 日暮こ新柄全体 に B 鬼 ( B e e p p m ) を 王 国 散布 し た 書 無 処理 区 :
r

迅鳥 を散

9確



布しなか っ た . 周ら毛た 薬剤事 態布方法結実敏 u き と同様と した .
1 霞 ま 雷 1 5

- l S 反 復 と し た .

2 e 糾 琴 量2 月着こ嘗舞醇周 , 主 幹延長枝濃 , フ ェ ザ - 義 , フ ェ ザ - 発 生 轟を調

査 し た . 幹男 は接ぎ木潜 の 土 ま5 c m の 位 置 を濁 定 した 6 主 幹延長枝は 事 磯 野戻

し て 穿 か き を行 い - 奉に 整理 し た新柄 の長さ を謝意した . フ ェ ザ - 揺 I e 況 以 よ

の 長 き の も の を調査 し , 平 均長 は 5 e m 鼠J = に つ い 冒 欝 逸 し た . また , 長 審 5 e m

以 上 の 全 て の フ ェ ザ
-

の 轟 き と 声
一 首喪主辞よ の フ 三 ザ - 発 生義解か ち番喪 主野

党濁ま で の 長 さ を或 軌 次式蔓こ より
ii

プ ロ ポ - シ ョ ン壊
”

を算出 し た .

プ ｡ ポ - シ ョ ン健 -塁迩望
汚

a : フ ェ ザ - 長

b : 苗木主幹上 の フ ェ ザ - 発生基衡か ら主幹発騰ま で 野 轟き

汚 : フ ェ ザ
-

本数

(6き 品種 , 台 素 に よ る フ ェ ザ ー 発 生 時性 の 逮♭毛

2 紳 4 年 に , 敢 暁, シ ナ } ゴ - ル ド , シ ナ } ス イ
-

ド / 3 如 7 , 細 s撃 テガ } u

年 生笛 木 , 台 衆 愚 約 4 5 c m ) を 夢 脅療と 品種 の 線 番合わせ寝喜芸 まl - 1 4 轟 き 酢 7遵

奉 を供試し て 行 っ た . 供 就苗は , 発芽前 に接ぎ衆解か ら 3 e - 尋e s 鞘 の 轟き､ 習 頃

り戻 し , 農 薬 を過 ぎ た 頃 , 長 端緒怒 将 星 新柄 を残して 他 を基部惑盲ち取 り除♭きた ,

残 した l 新柄 が約 2 5 e r n 砕長す る た びを≡ , 新摘発磯かち釣 諾5 窃撰 ま習 の 常盤蔓芸

B 鬼 ( 5 桝 p p mラ を散布す る 漆 理 を 3 囲行 っ た , 済むさた 薬邦, 懸帝芳鎮は美嚢 若1き

と 同様とした 事

2 紳 4 年 ! 1 月 素に笛木 を凍り上汐 , 雷索韓周 , 蓋 静養義援義 , ヲ 孟 ザ -

長 ,

フ ェ ザ - 発生 高を調査し恕 . 帝滞 揺接ぎ衆部 の よ 壬5 e 現 の 鐙密 を潜定L , , 重 野

延 長枝は , 切 り 戻 し て 穿 か き を行をき - 奉書こ整理 した新柄 の長蕃 を朝露した . フ

ェ ザ - は I e 筏 以 土 の 長さ の も の を調査 し , 軍 均 義経 5 e m B} 皇 の フ ェ ザ - 蔓= つ

むきて 算出 し た ♯

3∋ 結果

( 1) 歩兵 の 繰 り 返 し散布と 1 年生
&

長 じ
'

苗禾 め フ 三 ザ - 発 生

結果 を策 2孝 義 に 示 し た . 嘗衆 の 新柄長 およぴ韓周 , フ 豊 ザ -

の 寧 均長逝よぴ
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発生高峯こぼ就 農 区 間 で有意な差異が諾 めら艶なか ∋ た . 轟き 呈 e m 以 よ の フ 孟 ザ

- 本条 は B 鼻 を新柄先璃恵与 ち 呈O c m ま た 揺 2 e e 琉 まで の 部位蔓ニ , 3 囲 また は 5

回線 り返 し て散布した区 で 宰 均 5 .ヰ - 7 . e 奉 / 雷と な り 事 5 e e 訊 X l 囲 区 凝 よ ぴ 対

照 区をこ臆 ペ て 多か っ た . また , 轟 き 5 e n 322A 土 の フ 孟 ザ - 奉救 援 壬8 8 招 X 5 固 区

で 平埼 3 . 2 奉 / 酋と な ぢ , 5 e c 偽 X l 囲 匿お よび 対 韓 殴を≡ 臆 ぺ て 多意志 つ た . 遺 書

I e m 以 上 の ヲ ェ ザ -

の 総長 は 2 O 蛋fn X 3 困 区 で 挙埼 9 5 e m と 窺 野 , 5 e e 斑 X 豊 国

匿 お よ ぴ対 照 区 に 比 べ て 長 か っ た 卓

(2 ) B 真 の 繰 り遷 し散布と 1 年生
`

枚 醜
'

苗木 の プ ェ ザ - 発 生

B 鬼 の 繰 り 返 し散布が 1 年 生
さ

晩暁
'

雷舞 の 生育およぴ フ ェ ザ -

発 生 に お よ

ぼす 影響 ( 第 2 5 表) を見 る と , 雷衆 の 新柄長 , 酵周蔓こをま試 験 区間 で有意な差異

が認 められなか っ た . 長 さ i e r n Bl 土 な らぴをこ 5 e m 規J = a3 フ 三 ザ - 奉染をま , l e 6 m

X 5 回 区 で 他 の 区 に 比 べ て 多か っ た . 長 さ I c m 鼠 七 の フ ェ ザ -

の 宰 均 長 は l ¢ 蛋m

X 5 回 区 で 1 3 . 2 e m と な り , 飽 の 区 に 比 伐 て 短惑篭 っ た ,

-

方 , 長 さ 壬 e n 以 上 の
S

フ ェ ザ ー

の 総 長 は I O e r n X 5 回 区 で 1 2 9 . l c m と 怒り , 他 の 区をこ放 代 て 長 か っ た 事

(3き 鮎 の 繰 り蓋 し散布と 1 年 生
z `
シ ナ j ゴ ー み ド

'

音素 の フ ェ ザ -

発 生

長 き I e m i;ih 七 の フ ェ ザ - 奉敦蔓こつ むさて は 事 B 慮 を新柄党磯 呈e - 2 e e m 看こ 3 囲 ,

ま たをま新 柄 発端 .
まe e r n 蔓≡ 5 回線 野著し散布した区が ,

王 国散布区 夢 無 愚理 匿蔓こ

比 べ て 有 意妄言多か っ た . ま た , 轟 き 5 窃1n 以 よ の ヲ £ ザ - 奉敦蔓芸
5

3 を蓬貰を豊, B 鬼

を新柄先璃 3 e c 斑 蔓こ 5 困 錬野 還 し散布 した匿が最も多か っ 恵 宅第 2 轟 牽き一

義 さ ま e n 鎚 七 の フ ェ ザ
-

の 畢 均最蔓こ つむ蓬て萎ま, B 泉 を新頼発靖 ま¢ e 挺 暮≡ 5 固

練 り 返 し驚布した 区寿号砲 の 区蔓こ比 璃 て 有意蔓芸轟 か っ た ,

長 老 I e n i2A 丘 の フ 芸 ザ
-

の 線凄最善芸 ∋ u て 揺 ,
B 鼻 を新柄先磯 I e c m 蔓= 5 回

線 巧返し散布 し た 区 が最も長か っ た .

シ ナ } ゴ … ル ド/ J 細7 妄こおむさて は , 接 ぎ衆当撃 の 嘗索薪棉 の先猪狩吏蔓こ対 t ,

て さ
B 為 を 5 固練 り返して散布す る こ と蔓こ よ り , 韓 フ ェ ザ -

長 が 寧均 3 5 5 c m 軽

度と な っ た .

( 郎 昏兵 車 線 り透 し散布が切 り票 し 事 芽畠篭 きを行 っ 号 音成しf= 豊 年生
`

適確 じ
'

苗木 の フ ェ ザ -

発 生 に お よぎます影響

B Å の 繰 り返し散布が 乏 琴生
`

ふ じ
夕

霞寮 の 生育と フ 芸 ザ - 発生をこお まをぎす

影響をそ れ ぞ ね第 2 7 褒 お よ び第 2 孝 義蔓≡示 し た 事 嘗索 の 重野延長夜長 草 堂 農凝
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第2 ア表 B 魚の 繰り返し散布処理が切り戻 し , 穿か き嬢理 を

行 っ た溢 じ/ ” .9 ナガ } (2 年生常務) の 生育蔓こ凝 よ看ぎす影響

試験区
蛸

慧
校長 雷

雲欝
五

警雷
lO c rrl 米5 困

i 5 - 2 e er n x 3 回
2 5 ef73 X 2 困
5 O c m x i 国

対照

壬2塞立 ヂ 2 i 6 d : 塞

1 2 艶 7 2 1 7 主 7

1 2 審査 7 2豊7 主 7

ま3 4 j :i 8 2 2 2d : 柑

1 3 艇王1 2 2 3 圭Il

4 . 触 e ,ヰ

鍾.7 童8 3

4 ,7d :e ,3

4 書 7 立8 .4

も蕃土鳩 .3

有意性
w

flS r!き f! S

王

台東藻 場 5 e e mき を含恕,

ぎ
接ぎ東部のよ釣15 ぢ洞 の幹周.

窯

寧均鐙主塔奉標準偏差.

腎

分散分析蔓こよ り , 投S ; 有意でなもさ争
奪
: 5 %

,

* 車
: l % 凍琴でそ豹ぞ

艶有意 .

量e e
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よぴ韓周 , な らぴ蔓≡ フ 孟 ザ - の 発 生最東角度蔓三は拭教区閤 で有意な差異が諾 繰

ら甑なか っ た . 長 さ ま e rn 駄 上 の ヲ ェ ザ - 番数 は , le c 投 X 5 困 区 で 壬4 ,3 奉 / 嘗 ,

ま5 - 芝e e 投 X 3 固 区 で 蔓l . 6 奉 / 嘗 とな ぢ ,
むぅず酌 も 5 ¢ ぢ辺 ×ま 困 区 お よ ぴ対 照 区

をこ放 ぺ て 多 か っ た .
5 c m 鎚土 3 e e 投 索沸 将 軍均 フ 3 : ザ - 奉数は ぎ

I e e 抱 X 5 固 匿

お よ ぴ 1 5 - 2 e c 現 ×3 回 区セそれぞれ 5 . 4 奉 / 雷 , 5 一撃 奉 / 雷 と な り , 5 e e 認 ×l

囲 区 ,
2 5 e 現 × 2 囲 区 烏 よぴ対 照 区 に 放 ぺ て 多か っ た 一 ま た 亨 3 e e m Bi 皇 5 ¢ e 斑

未満 の 平埼 フ ェ ザ - 奉敦経 ,
豆8 e m X 5 回 区 で 2 . 7 奉 / 苗と 怒 甲 声

5 e e 迅 ×豊 国 匿

に放 ぺ て 多か っ た .

- 方 , 遮 フ 豊 ザ -

義 は まe e m X 5 囲 区 で 軍埼 3 2 7 e ; n と な り 李

5 e c m X ま 囲 お よ ぴ対 照 区 に 比 べ て 轟か っ た , フ ェ ザ
-

の 発 生位 置 の 主幹憂径妄=

対 す る フ ェ ザ - 基部直径 の 沈 は ,
壬8 宕m X 5 回 匿お よ ぴ ま5 - 2 O e r B X 3 回 区 で 誉

れ ぞ れ O .4 4
,
O .孝2 とな り ,

5 e c m X l 困 区 に 比 鴫 て ホ き か っ た ,

薬 液 の 散布量 は , l O e m X 5 回 区 で 5 固 練 り 返 し処理 の 総 量 が 平均 1 4 .乏 m l /

苗 , 5 O c m X l 国 区 で i 回 の 処 理 量 が平 均 l 客,4 m l / 嘗 で あ っ た 事

∈5) 乾布濃度を変えた 珍魚 の 繰 り返 し散布が切り慕 し , 穿か き麹 理 を行 っ て 育

成 し た 2 年 盤
i

遥も じ
'

酋禾 砕 フ ェ ザ ー

発 生 に 轟 よ ぽず影響

結果 を第 2 9 表蔓こ示 し た .

苗木 長春こ つ らさて 絃 , 無 弟撃 区が B 鬼 ･ 3 ヰ2 区 , 歩兵 さ 5 匿を≡姥 嘱 て 有蓋を≡尭 蓉

か っ た . 嘗奉 重 量 ∴若衆酵周蔓こ ぼ , 試 験 区で 有意恕塞が緒漆ち艶蔑か っ た 書

5 e 17i 以 七 , 5 e e 投 兼 鱗 の フ 孟 ザ - 番数蔓三 つ む慧て 揺 事
B 兵 書 3 ヰ2 区 , きゑ

事 5 医療嘗

多か っ た . B 鼻 . 3 キ2 区蔓ま, 鶴 の 区蔓こ捻 哨 て 5 ぢm 昆 虫 ,
3 ¢ 宕投 棄帝の 番数が多 か

っ た 宅第 ま蕃 囲き, ヲ エ ザ - の 寧均鼻緒 ,
B 慮 の 散布国数 舜 多を議匿 で 鴬む盲横 南で

あ っ た . 耗 フ ェ ザ - 長 は B ゑ 書 ヨヰ2 監 事
B 兵 事 5 区 才

B 兵 事 3 区 鷲 鼻惑盲 つ た 事

`i

プ ロ ポ ー シ ョ ン慈
事き

は ,
若鳥 の 散布国教蕗嘗多をゝ匿着こ轟 u で ホ蕃 n 横 繭が 琵

め られ ,
B 鬼 8 3 ヰ豊 区 経最亀凄がホさか っ た 一

(轟∋ 品種 , 台 木に 轟 る ヲ 芸 ザ - 発生時牲 の違転写

2 年生者奉の 直径 , 農畜 揺 , 穣 品種 , 脅来者≡蓋 っ て 異 怒 り 事 3
`

朗 7 台 東 嘗を蓋

は .9 チ ガ } 台舞嘗蔓こ放 ぺ て 苗木の 単 イ ズが尭 普く 事

`

シ テ } ぎ - )レド
'

経亀 の 慧

品種 に 放 ぺ て サイ ズ が 13㌔き旨ゝ腐肉で あ っ た ( 第 3 O 義き書 琴 均 フ 芸 ず - 番数宅ま c 斑

32R 七き に つ む3 て 揺 , 台木蔓こよ る凄も与は有意 で なか っ た 軌 品種
_
蔓こ よ っ て 有意な

凄もきが 認 め ら甑 / 故暁
事

絃韓賎した飽 の 望 品種蔓≡放 環 て フ ェ ザ -

の 発生率敦が

l e≡
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少なをも横肉で あ っ た . 寧均 フ 蓋 ザ - 長峯芸 ヨ むきてを孟, 脅薬 学 晶 磯蔓芸よ っ で 有意な

凄むきが 諾 繰 ら 艶 ,

`

シ テ } ゴ
- )レド

'

揺 他の 2 品種蔓芸放 伐 て 平均 ヲ 孟 ず - 轟が短

く , 5 M 7 脊索苗 に おむ‡て 娃 , ” .撃 テ ガプ 資寮雷蔓≡地 代 て 軍埼 フ ェ ザ -

最 が 長め

で あ る と と も に 品種間差惑誓よ り尭きら盲額南であ っ た 宅第 3 ¢ 褒ラ. 縫 ヲ 芝 ず - 義

峯≡つ い て は 事
J 朗 7 車奉酋揺 M .撃 テガ } 台舞欝蔓芸放 ぺ て 長.畠

さ棟 南で ぎ

i

シ テ } ぎ

-

ル ド
'

は飽 の 2 品 種 に 比 べ て 短も3 傾 向で あ っ た . ヲ ェ ザ ー

の 発生角度着こつ 旨蓬

て は ,
`

シ ナ } ゴ ー ル ド
'

が 他 の 2 品種蔓三 比 べ て 狭 い 額肉習 あ っ た . フ 三 ザ - の

最 大角度 に つ らさて 娃 , 品 種に よ る 逮むきは 発 生 角度と揺をぎ同様 で 轟 っ 急 が , 脅 衆

に よ っ て も異 な ぢ ,
J M 7 台 舞 酋揺 M .9 チ ガ } 脅来酋妄こ捻 環 て 角度が忘 むち横 内で

あ っ た .

5 . 考察

嘗衰蔓こ発生す る フ ェ ザ - は わ い 牲台木樹蔓こ怒 狩 る 初期 砕 骨 格接と して 利 男 し

や す く くP 柁 S 紬 n , l 撃6 郎 , フ ェ ザ
ー の 発 生 し た笛木紘蜜蜂B1 降 の ス ピ ン ド]レプ ッ

シ ュ 樹 形 に 好 奇 合 と考 え られ る . また s 欧 米 に お u てをま, こ こ 2 e 牢軽 度 の 閉妄こ ,

著 しむ盲早 期多畷 を可能とず る
"

監f * b o e 斑
”

と呼ぽ釣 る , 長 轟 の ヲ 芸 ザ - が 多数

発生 し た 2 学 生 嘗衆 の 普及が進 み つ つ あ る 若B 盈ぎぎi悪書, l 卵昏き書

本 章蔓こ轟もゝて 絃 ,

”

監冶i夢b o ¢ m
' '

の 育 成 法 を琴考蔓芸 , 国 内習 蓋 要 蔑 u
r

ン ぎ敦 盛

種 を用 u て , 長 め の フ ェ ザ
-

が多発 し た l - 2 琴 盤 の 藩寮 を育成ず る芳経妄芸 ∋ ら3

て 検討 を行 っ た .

まず , 望 一 案寮 蔓1き でをま, 呈 奉棒状蔓芝生管し藍 u ン ぎ敦盛種 の ま 年生嘗寮を

供試し , 塊j : 5 窃 - 呑e e 斑 の 放め の 畷 り 戻 し と穿 か 馨愚響 を組 み合わ せ た 2 畢生

笛木育成蔓≡凝 狩 る フ ェ ザ -

発 生 の 轟楼閣薫蒸を検討し藍 .

O 笥el壬母 触 ･ Y e 顎 喝 宅呈撃9 5) 揺 , リ ン ゴ属 帝 寮生群を層 を3 て 新補車 フ 芸 ザ
- 帝 発

生時牲 を爾馨し , フ ェ ザ - の 発生妄言 緩藩伝韓恕要因が開稀i , て をきる 芸 と を 泰喫

した . 藍 た , か絶 ち 毛玉撃番3) 揺 , 棲教生長閑欝物質 を周 u て フ ェ ザ -

の 発 生 し

た 豊 年 生者奉を育成す る場合 ,
`

っ が る
亨

は フ 3: 響 - が発生 し に く < タ

i

紅 玉
学

才

者

ス タ - 孝 ン グ
ダ

,

i

ぁ じ
'

,

i

宝 林
亨

,

6

予故
'

等 揺 フ 芸 ず - が 発生 し牽ずを竜三 と

を明 ち治u = t / て 旨もる .

望 一 案寮 u き 蔓こお い て も , 守 )レプ電力イ 声 苧を帯帝歯舞とず る 粥 .撃 テ ガ } 車乗

董e6



田 中閤 台東嘗禾蔓こ凝む3 て フ ェ ザ - 発生を≡品種 間善が経め ち甑 ,

`

シ テ } レ ッ ド
ず

お よ ぴ
`

故暁
亨

は 夢
l 畢 生苗木看こ対 して 切 り 課 し 夢 穿か 普処理 を汚

5

3 た場合喜≡

お♭ミて , フ ェ ザ
- 発 生 の 劣 る 芝 とが 明 ち惑竜と な っ た .

- 芳 事
`

ち く ちi 長 じ
学

事

`

欝明
'

経 タ フ エ ザ - の 発 生率敦が多< , 切 り琵 しと穿か普処理 の 観 み普わ せ

蔓こよ っ て 6 - 善本/ 嘗 の ヲ ェ ザ - を宥す る 芝琴生嘗衆 の 育成が可能 で あ る 芸 と惑誓

明 か と な っ た . ま た ,
`

長 じ
ず

の 着色系枝変わり系続 で あ る
i

ち < ち i 長 じ
事

蔓=

つ ♭盲て は ,

`

あ じ
事

の 接 ぎ木 当牢番舞 の育成遠軽 に お 狩 る フ 三 ザ - 発 垂特性 宅ホ

漁ら , l 粥 3 ) と 同様蔓こ , 2 年 重 商衆 育成 に 畜 u て も フ ェ ザ
-

が 発 生 し 脅すを蓬特

徴 が 謬 繰 ら釣 た .

- 方 ,

`

っ が る
'

の 枝変 わ り系統 で 轟 る
i

芳明
す

をこ つ むさて 経 ,

か漁 ら ( l 卵 3ラ の 結 果 と異 な り , 奉実験 の 結果 で は フ ェ ザ - の 発 生 が 良好 で あ

つ た .

`

芳明
'

に つ い て 揺 , 枝変わ り に よ っ て フ ェ ザ -

Q3 発生時侵が変孝巳し無碍能

性 も考 えちれ る が , 本試 験 で 用むきた 1 年 生嘗衆 ほ , ホ 池 ら ぞ呈撃審3き 労音周らき藍接

ぎ索 当年の 常務 に 比 べ て 雑 報豊 の 多 u こ と が 明 ちか で あ り , 嘗 轟 の 賓等 帝 要 因

が
`

芳 明
'

の フ ェ ザ - 発 生 に影 響 を凝 よ ぽ し た こ と が 考 え られ る 専 横 田 竜王粥 まラ

揺 , わを3 像台 木 を凋もゝた 嘗衆 を育成す る 場合 夢 苛 ル j竃索イ 汚ウ脅薬毒芸わむ急性 歯

舞 を接ぎ蒸した申開台東嘗索蔓≡患 u て フ 三 轡
-

の 発生象が多ら蔑 己 と を示･して む篭

る . 望 - 実験 u ∋ 蔓こ磨らきて 娃 , マ 舟 j写カイ ド ウ脅寮を≡ 財 .9 テガ } 昏喪 を申 開脅

索 として 周をゝた 苗 木 をニ 董卓 東方或で 解試 し て 凝 り 苧

`

欝明
手

蔓ニ翁む菖て ず 歯舞 弼

用方法が フ ェ ザ -

の 発 生 を覆 した 可能性 亀予想暑熱 る ,

つ ぎ蔓こ , 2
- 葵祭 蔓2き で 揺 , ま 奉棒状妄こ生育し恵

i

ぁ じ
ダ

の ま 年生嘗衆蔓≡対

して 切 野 菜 し と穿か尊処理 を行らき, 膏 れ ら蔓こ B 鬼 散布を観み合わせ , ヲ 孟 ザ -

発 生 最 澄効果 を検討した . そ の 終発ず こ 豹 ち の処理 を観 み食わ替 る 己 と蔓芸よ 野

フ 芸 ぎ ー

の 発 生 が夜遺書甑 , 林地 ち 宅隻粥3ラ が報督して を盲る 接蜜奉当琴貰索 の

育成遠軽 で発生ず る フ 三 ザ
- 蔓こ施療して 最もきフ 孟 ザ - を多数宥ず る 豊 畢生者奉

の 育成で 馨 る 己 と が明 ち惑ちと 怒 っ た 事

f3も簸ち 宅呈学者3き は 学 接 暫衆当年 の 苦衷の新璃蔓≡ 欝鼻 歌布 を行う壕普手 取薄暗

期が畢をミと フ 芸 ザ - の 発生鐙濠添書慈ずぎ , 蓬 む盲と発生率敦盛誓歩蔑む急こ と を明ち

か にし て む3 る 事 また , フ 三 ザ -

をス ピ ン ド)レプ ッ シ 註 樹 彰 の 磯穫とL , 貰 望 まt ,

n 位置蔓こ発 生 審 替 る た 療蔓= 隠 , 接 ぎ衆凌 砕新柄義が 孝母 - 5 ¢ ぢ郡 峯≡怒 る 轟 周 頃 の

呈eヲ



亀布が島をきと じ て も篭る . こ 甑着こ対 し て , 豊 - 薬療 宅空き を芸義をする 迅鬼 散布接 ぎ
ま

琴 生嘗索 へ の 闇 り票 ♭と 穿 か き処理蔓≡ よ っ て 董 寒暑≡整理 し 藍新柄蔓≡謝 し で行 っ

て 凝 野 き 発 生ず る ヲ ェ ザ - の 位置 が高すぎ る こ と を避狩 る た め蔓≡ , ホ鞄 ら宅壬撃審3き

の 韓告を参考をニ ラ 新横 長 が 3 e ei33 軽度と 憩 っ た時期蔓≡行 っ 浩 . した が っ て 予
j3㌔

池 ら 毛玉粥 3き添書接 ぎ泰 当年 の 苗木育成蔓こ凝らきで 望 ましもきと し てむ3 る 時期よ り
L

B 鼻

の 散布タイ ミ ン ダ が 早く , 骨 れ蔓こ伴 っ て ヲ 三 ザ -

舜 発 生時期惑雪辱 ま 野 , 購 読苗

舞 の 貯蔵養分も多 u こ と も あ っ て , よ り長 u フ 三 ザ -

の 発生 し た雷寒 が育成 で

き恵 も の と考え ち釣 る .

窒 - 葵壊 宅望) 喜こ滋むミて ,
昔 年生者喪を≡対 し て 高漆 の鐙嘗 で 切 野菜 し 砕 み を狩

っ た 対 照 区 で は , 切 り戻 し処理 を行 っ 怒主幹符近か ち直立気味の強彰3 新柄が 3

番 号度発生 し , そ 釣 ら の 新柄 か ら 経 ヲ 芸 ザ -

の 発生 が謬 め ら艶 恕 か っ た .

-

芳 書

呈 年生嘗蒸 に 対 し て 闇 り戻 しと 穿 か き処理 を行 っ 恵 区を≡凝 旨盲て は き 寧 喝 乳¢ 奉

/ 嘗 の フ ェ ザ ー

が発 生 した 手 した が っ て , 切 野 戻 し , 穿 か 普愚理 を行 っ て 残 し

た新柄上 に フ ェ ザ
ー

が 発生 した要因蔓こ つ む3 て 揺 , 憲壊棲 ま 率 を経過 し た雷 索 を

頗を吉た た 療蔓ニ苗 木 の 生育が旺盛 で あ っ た こ と妄こ凝 え て , 穿 か きに よ っ て 新柄を

l 奉をこ制限 した 効 果 が尭蓉 u と考え ら釣 る , 登 ら多芸 , 畷 り 戻 し と穿 か 曹処理をこ

B 鼻 歌布を組 み合わ せ た処理 区蔓こおむ盲て , 寧 埼 ま5 事3 奉 / 雷 の ヲ 芸 ザ - 発凌 が 経

め ちれ た こ とは , 穿 か き愚 理妄こ , 撰者凄勢打教効果が高ら蓬 B ゑ 散布 の 効果 が劫8

味き 豹 変 結 果 に よ る と考えちれ る .

フ ェ ザ ー

の 発 生 し た嘗衆は早期多畷蔓= つ な が ぢ ( v 急設 e O 整書母袋, 呈撃7審き, 嘗 寮 の

総 フ ェ ザ ー

長 が 長 n 揺 ど初期畷量が多を3 ( 馳 昏P 塾郡 a , 呈那夢) こ とが 兜 ち 甑 て むきる .

望 - 乗壊 宅2∋ で 周 を主た 昔 年生者衆蔓こ対 す る闇 り 窮 し 夢 穿勇も蓉 忽 ちぴ妄≡ 潜鬼 散布

を組 み 合 わ せ た処理法 は , 接 ぎ舞当年 の 笛索をこ処理する方法蔓≡地 代 て 発 受 す る

フ 三 ザ - の 総長 が長i , 寄期畷慶 を高鋳 る 恵 療蔓≡宥和 と考克ち艶た ,

2 - 寮寮 ∈望) をこ凝む盲て ,
ま 年生蕎凍蔓こ対す る 畷 り戻 しと穿 か き 声 ≡ 艶 ち蔓こ 野鳥

散布を凝え変格饗蔓芸 よ っ て 育成 蓄熱 た苗木 の 樹形は ぎ 発重 した ヲ 芸 ザ
- を芸 よ っ

て 自然蔑円錐形蔓≡近を蔑雷姿と象 っ た .

- 方 , 埴 よ 粥 - 撃5 e 投 習 慣 野 戻 し の み を

行 っ て 育成書艶 た嘗喪 の 樹形繕 , 漂璃緒近から 3 車種魔 の新柄藩誓発 生 しで 角度

の 染む蓬喜を盲蔓こ乗合す る按となり , 漂啓 砕 尭普 な雷姿と怒 っ 監 事 後者 帝雷喪 を伺

い て 主幹形 の 整枝を行うため蔓こ 揺 , 讃審 鐸 蔑むき枝をま愛嬢産後 の せ ゐ澄習 呈 奉 を

壬8蕃



残して 切 野取 る 轟要があ哲 学 野菜養分 の有効弼頗 の観盛か ら タ 無 駄が参らミと考

え られ る .

一 方 , 前者 の 酋蒸蔓こ つ む篭てをま, 雷婆が 円錐形妄芸近をきた め蔓≡窓埴蜜凌

の せ ん定で 切 り取 る接がをまと ん ど生 じ な n と予審書れ , 貯蔵章分 の有効粥周や

畢期をこ樹冠 形 成 を図 る 目的か ら , 主幹 常盤枝 に有利と推謝 き艶た . ただ し , 笛

木 育成過程蔓こ義n て , 斜め と な っ た 主幹延長按 の 背面からほ褒め の ヲ エ ザ
- 那

発生 し , フ ェ ザ - の 発 生率敦が 舜 な い 場合蔓こぼ 償 J& の フ ェ ザ -

が 長 束才転す る 乙

と も視察奮わた . した が っ て ,
2 辱 生笛木 の 育 成遠軽 で ほ l 奉蔓≡整 理 した新柄

を垂 直に 捧持す る こ と が 望 ま し い と考えら釣 , 強 く 伸び る フ ェ ザ - 蔓こ封 ずる凍

心処理琴 の 俸長抑制効果 , ま た , フ ェ ザ
-

の 多発 をき ちをこ夜 盗 す る こ と蔓こ よ る

フ ェ ザ - の 最 大化 の 軽減効果等 に つ ♭盲て も検 討ず る 慈費が あ る と考 え ち甑 た ,

抜 上 の 実 験 か ら 事 1 年 生 雷素 に 対 す る 切 り戻 しと穿 か き処理 揺 , 2 畢生 嘗凍 g3

フ ェ ザ -

発 生促 進蔓こ有効 で 轟 野 手 国 内 の 幾 つ か の 主 要 品 種蔓こ関 し て 手 車酋 奉 育

成 法 に お 狩 る フ ェ ザ
-

発 生特性 が 明 か と な っ た . また 亨
M .撃 チガ } 昏 凍 を周 い

た
`

溢 じ
'

に つむ3 て は , こ れ ち の 処理 に 洛鼻 散布を組 み 合 わ せ る こ と で , 主 幹

形 整 枝 に番台 の 良を急長 め の フ ェ ザ ー が 多発 し た 2 年盤雷素 の 育 成 が 可 能 で あ る

こ とが 明 ちか と な っ た .

しか し , 幾 つ か の 品種をニ つ むゝて 捻 手 管歳 暮 豹 変雷衆 の ヲ 芸 ザ -

発 生 が-まだ少

な < , 密韓栽培 で薬用特 に 周を為る た 軽蔓こを孟, ヲ 三 ザ -

の 発 生凝養鰻萎芸 ヨ む盲若 馨

らをこ検 討 す る 感 要 が あ る と考ぇ らゎた . ま た , フ 3= ザ
- 発生 の 多を議

事

遠 じ
'

蔓芸

つ u て も , 前述 した ようをこ , フ 芸 ザ
-

発 生 が少な彰き 芸 とを芸 よ る各席 の フ 孟 ザ -

の 長 大危 を避をナる 恵 め妄ニ , -

層 の フ ェ ザ - 発生 覆塞 が望ま♭を議と考 ぇ 蚤甑 た .

B 盈r… ¢轡 書 H 急設e O C k ( l 夢5 郎 をま, 生長 申 の 新柄党濁 の若む毒薬 を凍み取 る こ と蔓≡ よ

り蘇 芳 の発芽が覆 審釣 る こ と を示 し て彰き る . ま た , 腎転機 窃董投 宅壬那孝∋ ほ ,
B 洩

等 の 種物生長調節物質を周ら与ず蔓= リ ン ゴ常務 砕 フ 孟 ザ - の 発 生 を覆す方法と し

て , 新帝先頚 の凍 iむや若 葉 の 畷除が有効で あ る 芸 と を示 した . か鞄 ら 若里粥 3き

紘 , 数種 の 植物生長網 野物質と凍}む処理が 事 接 曹寮当琴 の嘗凍新柄の ヲ 孟 轡 -

発生蔓こ轟 よ看ぎす影響を検討 し 手 痛}む処裡 の 参 でをま望まし い 横寺 搾 フ 芸 ザ
-

盛雪発

生曹ず , 整枝 を考慮した場合 , 浪漫 の フ ェ ザ - 発 生凝蓬効果惑書優 艶 る 芸 と 蜜述

j琶 て を盲る .

そ こ で , 3
- 薬韓 u き - 看官∋ 習 は ,

ま 寒 椿携 の 漫 琴盤嘗素量≡留 り震 じ 声 夢療盲

まe撃



き処理 を行 っ て 残し た 壬 奉 の 新帝暮≡封ず る , B 鬼 驚布 , 務秦整理 ず 母 親 ち の 組

み 合 わ せ処理 の フ ェ ザ -

発 生 促速効果を換尉した . ま た 夢 園 内 の 重 要 藷敦盛種

をこお 汁 る 争 土述 の フ ェ ザ ー

発 生厳達愚理事ニ封ず る 反 応 の 逮 H 蔓芸 3 むきて も , 再 度

検討 を行 っ た .

ま ず, 3
- 薬暴 ( り に 患 い て 揺 , 長 じ/ ” .撃 テガ } ( l 年 生嘗喪き を周ら議て

B 泉 の 散布適期 に つ u て 検討 した . そ の 緒農 事 フ ェ ザ
- の 寧 均発生率教は 事 切

り 戻 し と穿 か き処理 を行 っ て 残 し藍新柄が 3 0 - 4 e e m とな ∋ た 時期 の顧蒋妄≡轟

い て 最 も多 い こ と が 明 か と な っ た 卓 しか し , 散 布時期が遅ら盲 宅散布時 の 新柄最

が最 u ) 場合 に ほ フ ェ ザ -

の 発 生授産が高i , 平 均 フ ェ ザ -

農 , 鎗 ヲ 芸 ザ -

義

が短 い こ と が 示 き れ た . フ ェ ザ ー

の 発 生率敦 , 最 澄 , 高書お よぴ経 フ ェ ザ - 義

を考慮す る と ,
壬 奉棒 状 の l 畢生笛木 に 対 して 切 り 戻 し , 穿 か き を行 っ て 残 し

た 新 柄 が 2 e - 3 e e m とな っ た 頃 に , 新柄全体 に B 兵 を l 回教布ず る 乙 と蔓こよ 野 ,

樹形構成上望 まし n フ ェ ザ ー を多数得ちれ る こ とが 明 らか と 怠 っ た .

つ ぎ に , 3
- 薬療 宅2き に お い て ず 雷素新柄先璃 の 輯葉処理 が フ ェ ザ -

発 生蔓こ

お よぽ す 影 響蔓≡関 して ,
A4 . 夢 ナガ ノ 台 東 を弼 属 し恵

≠

遠 じ
'

を周 n , 葉酸蔓こ よ

る 凍葉処理効果 の 逮むきを検討 した . 骨 の 結果 , 新柄先濁 将近 の薬身最盛嘗 3 e m 来

演 の 若 葉 を摘 み 取 る処理 揺 , 成 薬 を凍 み取 る愚理をこ放 代 署 フ 孟 ず - 発 生感 進効

果 の 高を蔦乙 と が 明 らか とな っ た . こ の 痛薬処理捻 澄ゑ 散布と観み食わせ た条件

で 行 っ た が , B 盈rl o 腎 事 H 急設e 母娘 (茎.撃5 轟き の 結果 と同様蔓こ, 箸薬 の 寮薬愚饗 時効晃

が高 い こ とが 確 話 さ ゎ た , 野h量l重量p s 宅ま撃7 5) 揺 , 預琴蔓こ去 る 蘇芳 の神長節制を≡患

をチる 主 要 怒壕幼生長ホ]レ驚 ン斡怒対数揺 , 生長 申 の 警乗蔓£ 由来ず る オ - キ シ ン

に よ る こ と を述 べ てむきる , 新柄尭萄 の 若葉を凍み顕 る 芸 と蔓≡ 孟 野 , 矛 -

キ シ ン

の 影響惑警務歩L , , 嫁菜 , 貸 寮慶勢が締和書艶 て , ヲ 芝 ザ - の 発 生 が 慶 喜 釣 る 亀

の と考えられ る .

ま た , 3
- 実験 宅3き でをま, あ じ/ 班 ,学 資ガ ノ / 冒)レタ誓カイ ドウ (ま 畢 生嘗 轟き

を周む盲, 切 琴戻 し , 芳惑蔑普 , B 鬼 散布 を行 っ て 残し た新柄妄≡凝をチる凍葉愚撃 砕

津 野返 し が , フ ェ ザ - 発生蔓こ恵 よ看ぎず影響蔓≡ つら嘗て 検討 し た . そ の 緒鼻 声 漬菜

処援 を 5 - 毎 日接 ぎ の 開稀で 2 - 3 回 線撃蓬ず 芸 と暮≡よ っ て , フ 芸 ザ -

発生轟音書

ち蔓= 最速暮 れ る ≡と が 明 ちか と 怒 っ た 事 こ 砕 緒兼 経 ,
轡壷f電あ容量靭 宅ま撃7書き 療誓拷擁

して む与る よ う蔓こ , 操業処理をこ ま る 讃部凄努 の 貯蔵効果 揺 , ぞ の 凌着こ農薬ず る癖

u e



葉 の 影響蔓こよ っ て 比較的短期間をこ集わ 甑 で し ま う 芸 と を轟好狩て むぅる も 砕 と考

えら艶た .

3 - 薬湊 宅尋∋ で ほ , 長 じ/ 紺 さ撃 テガ } 蔓こ つ ももて ぎ
B ゑ 散布と操車処理 の 経 轟合

わ せ事こよ る フ 芸 ザ -

発 生 厳 達効果 を検討 した . 膏 の 結果 , 爾整理 の 線 番合わせ

に よ る相乗的怒効果 が確認 き
`

れ た . こ わ は , B 兵 散 布を≡併せ て 凍桑轟理 を行う

こ と蔓こよ り , 各 処理 を準簸で行うよりも濁部優勢を打破す る効果が高ま っ た こ

と に 起 因す る と考えらゎた .
W e 招h ei m u 9 7 害) 揺 ≠ 前年蔓≡穿接ぎを行 っ た 監督d

B o s k e o p / 班 . 9 お よ ぴ B m 窃r l董/ 朗 .撃 Q) 新柄蔓= お H て , 十分 に 農薬して むき怒らき桑g3

凍 み怒 り を 呈 週 間 間 隔 で 豊 国繰 り返す こ と に よ り , ヲ 三 ザ -

の 発 生率敦が増寿8

す る こ と を明 らか に し て む与る . また ,
P o p 紺 O e

事 B 盈rF 総毛 毛3 撃害毒き 揺 , フ ェ ザ
- 発

生 の 少 なら蓋 鮎 血油量e f D 昏Ii ei 8 態蕃/ M M 暮 l まl の 接ぎ舞 当琴 の 新帝蔓こ凝 n て , 若む竜秦

の 壊 み 亀 甲 を 2 選 閑続をチる こ と に よ っ て フ ェ ザ - の 発 生 が僅養蕃釣 る こ と を示

し た . こ れ ち の 報 告 で 揺 , l 困 の み の 凍葉処理 の効果 隠 タ 実周 的妄こ捻 不す 労習

轟 る と して らミる . し か し , 3
- 実験 〈那 書こおをきて 揺 , 呈 回 の 務葉処理蔓こよ っ て

も フ ェ ザ
-

発 生最遠効果が認められ , 暮 ら蔓こ B 鳥 散 布 と組 み 合 わ 替 る こ と蔓こ 蓋

っ て 丙処理 の 相 乗的な効果も諾 繰られ恵 書 芸 の 要 因 と し写 経 学 奉嚢顔 で 済♭急た

i

溢 じ
9

捻 放較 的 フ ェ ザ -

の 発 生 が容易で あ る こ と 宅か絶ち 学 l 昏轟3きず 漁 見 て 車

乗簸 で 経 壬 年生嘗東 に 対 して 切 り戻 し , 穿 か 普 を行 ヨ て l 奉蔓≡整 理 し た新橋蔓芸

対 す る 落葉処理 の 効果 を検討 した こ と勇吉ら , よ 逮 の 確昏 の 薬歓喜≡捻 嘱 て ヲ 芸 ザ

-

が発 生 し脅 す い 条件で あ っ た 芸 と惑嘗考 え らわ る .

以 上 に 述 べ た よう蔓こ , 3
- 薬療 ∈空き お よ ぴ ∈3き 妄三瀬 u

5

r ず ま 卑生嘗舞蔓芸憤 り

戻 し , 芳惑盲尊 を行 っ て 残 した新柄対す る , B 義 教寄 と新柄尭堵 の播薬包壌 の ヲ

ェ ザ -

発 生促 進効果が謬 められ , 書 ちを≡選
一 実験 宅轟き 蔓ニ老を急で は , 簡 窺理 沿 線

み合わ せをこよ る 相乗的な効果亀認められ浩 , i , か t , 事 務葉処理量芸 去 る 漂啓優勢

の打破効果が , 菅 の 後事
'

= 農 薬す る幼素 の 影響蔓= 去 っ て 捻較斡蜜掲開を£糞わ 艶て

し まう 宅腎岳虎あ8ifrl , 呈撃予審き 己 と を考慮ずる と ,
藩ゑ 散布藍播葉処琴 g3 効果蔓孟, 爾

処理 の 実施時期 の 設定寿綾蔓芸よ っ て 異な る 芝 と が推瀕審ゎた .

そ 芸 で 乎 3
- 棄寮 宅5き で 揺 , B ゑ 散布と掻薫蒸理 の タイ 豊 ンダ善言 つ 旨主苦 境尉

した . 菅 の 結果 , 長 じ/ 細 事撃 ナガ } 宅2 琴盤嘗泰き 妄£恵む蔦て 経 ,
B 鳥 散布日 の 南

2 日 凝 よ ぴ凍 2 日 の 範 囲蕃≡轟 跨 る 播轟処理量芸 よ 巧 , ヲ 三 ザ -

の 発生奉象が増力日

ま隻ま



する こ と が明 か と な っ た .

- 藩 学 フ 芸 ザ -

の 発 生が 比較的困凝なぁ種 で あ る
`

シ

ナ } ゴ
-

舟 ド
'

をこ つむ盲てをま, 如 ,撃 N V F 呈5 7 脅衆 を周を盲髭 接曹来 室聾の 常務看£磨

い て , B 鳥 取 布翌 日 の 播秦処理ほ フ ェ ザ -

の 発 生率数を増廃 させ る効果 が露め

ちわ る も の の ,
B 鬼 驚布 の 前日お よぴ 4 , 毒 日後の処理蔓こ凝 n てを豊, 開種 な効果

が明確をこ認 め られ な い こ と が 明 か と 怒 っ た . 乙 釣 ら の こ と か ち , B 鬼 散布 と操

車処理 の 併用効果をま, 品 種 また 揺嘗 衆 育成揺峯こよ っ て 異 な 野 , フ 芸 ザ -

発 生 の

少 なむ蓬条 件に 恵むもて ほ , 丙 処理 の 実 施時籍を近づをチる こ と で , フ 芸 ザ -

発 生 程

逢効果が高ま る 可 能 性 が 示唆きれた . ただ し 亨 5 e 校 規 上 の フ 三 ザ -

の 発生率数

に つ むミて 経 , 接 ぎ束 当 年 の シ ナ } ゴ -

ル ド/ 班 .撃 常習F 1 5 7 を周を3 た嚢験蔓こ凝 むき

て
,
4 日後塵 よぴ 蕃 日後 の掻葉処理をこ よ っ て 増劫ヨず る額南惑誓経 め ち釣 た . こ 酌

をま , B 鬼 散布 の 4 - 書 日後 の 凍素麺理 に よ っ て 主幹延長枝先璃 将 帝 長 が 沸 朝 さ釣 手

B Å 散布 に よ っ て 発 芽 が促 さ れ た フ ェ ザ -

の 伸長 が促 進 き 艶 た た め と推察 審釣 ,

B 鼻 毛布 の 後 に 4 - 蕃 日程魔 の 間 隔 を あをチた凍葉処理ほ , フ ェ ザ - 奉数 舜 噂 泡 効

果 はや や劣 る も の の , 発 生 した フ £ ザ 一 首こつ むきて 伸長 を促す効果が期待 で きる

可能 性惑音義噴きれた . こ れ ら の 効果をこつ むミて は , 実験 網 が 牽 なむ毒た め , 鶴 野 品

種 尊者療育威接に 轟 狩 る効果蔓こ つ を3 て 亀併 せ て , 今後 , 評 絹暮こ検 討ずる 患 薯 が

あ る と考 え ら釣 る .

2 - 薬凍 ∈り で は , l 年 生 雷舞をこ畷 り戻 し , 穿か 蓉 を待 っ た時蔓≡ , 国 内の 童

要 な数品種 に 怒ら盲て フ ェ ザ -

発 生 の 多少妄£差異 の あ る 芸 と が明か となり ,
i

シ テ

} レ ッ ド
'

,

`

硫 酸
'

は比 較鱒 フ ェ ザ - が発 生 し書芸i をき≡ と が承 蕃甑 た , 菅 芸 習 ,

3 - 乗暴 宅8き お よぴ 宅冒∋ をこ鳥む与て 揺 苧 こ れ らの 品種費含む国内 の敢品種 を潤む3

て ,
B 鬼 の 散布単産書こ よ る フ ェ ザ -

発 生屠逸勢弟 の逮をき夢 忽 ちぴ蔓≡ 澄慮 散布 と務

葉処理 の 併 周蔓こよ る フ 芸 ザ - 発生農遵効果 を磯野し恵 , 牽 の 結果 ,

i

シ テ } レ ジ

野
事

捻 フ ェ ザ - が 発生 し書こ< を毛 こ とが再度確琵書豹変が ,
B 轟 の 高車鹿毛毒紳 野 辺き

散布 に凍葉処理を観み合わせ る 芸 と 習 , 轟尭で 寧嘩 7 .客 車/ 嘗 招 ヲ 孟 ザ -

を発

生書 せ る こ と惑曹司寵で あ り , フ 芸 ザ -

発 生 が 困難恋品種を≡対 し て 娃 , B 鬼 散布

と l 国 鉄 よ の 境葉処理 の 併用が効果栂と考えら甑た .

B} よ蔓こ述 べ た実験 で 経 ,
l 宵 の B 鬼 散布Q) 効果 に つ を蔑て 検討 費行 っ 号 普た †

リ ン ゴ音素蔓≡対する B ゑ の 散布効果蔓= 閑L , でを蔑, 神長申 の嘗奉新車蔓芸対す る ま

国 の 散布効果 を検討した確告が多 u 寿誓ず 望 固以 よ の 懸有効桑蔓こ73 ら議ぞ 亀幾 つ惑盲

壬呈慧



確告さ甑 て ら篭るく∈¢8 y e竜 a嘗. , l 撃蕃5 ; 5 鼓f 最澄S 盈m 鈍 重弼撃; 翫 感 昏嘉m ･ 藍霊宅急転r 窃¢監s
,
豊野 郎 .

しか し , 国 内 の 主 要 な リ ン ゴ 品種 蓉周旨3 て タ B 泉 の 凄数国教布処理 時効果をま検

討され て 翁 らず , 呈 寧 生嘗素量こ対 して 切 り 賞 し , 穿か き を汚 ∋ て 残 した新柄を芸

封 ず る 同様な処理効果 に つ い て も報告飼が蔑むさ . 菅 こ で ,
鍾 - 薬寮 ( 1き - 宅6き

に おら盲て ほ , 酋衆 の フ ェ ザ -

発 生 を蕃 ち に 覆 す こ と を目 的 と し て ,
関 .学 務統 歯

舞 を用 い た 国内 の 主 要 な数品種蔓三 つ ♭ミて 夢 接ぎ衆 当琴 の 雷東新桶事 な ち び蔓≡ i

年生嘗素 に 対 して 切 り 戻 し 夢 穿 か き を行 っ て 残 した嘗衆新柄蔓こ対 す る B 為 の 複

数国散布効果 を検討した .

専 一 実験 (1∋ - ∈3き 蔓こ凝らさて 揺 ,
P &3 a n 2 台衆 を脅泰経 で 周ら竜た

i

晶 じ
事

夢

” . 9 ナ ガ ノ 台木 を中間脅轟経で 伺 い た
i

放 映
'

, 凝 よ ぴ J M 7 台 木 を台 木 綾 で 層

い た
`

シ ナ ノ ゴ ー )レド
'

を供 乾し , い ずれ も接ぎ木 当年 の 嘗素 に つ もきて 薬 験 を

行 っ た . ふ じ/ P aj a r n 2 で は , 3 固 の 繰 り 返 し散布処理 で も挽瞭的多i の フ ェ ザ

ー が発 生 し た が , 敬 暁 / ” . 9 ナガ ノ / マ ル パ カイ ドウ に 凝 u てをま こ の 処 理 回教

で ほ フ ェ ザ -

の 発 生 が 少 なく , 5 困 の 繰 り 返 し散布処理 で フ ェ ザ - 番数 の 増激

が 有 意 とな っ た . こ の 時 , 5 回顧 布 に おをテる フ ェ ザ -

の 平 均率数をま I e 3 奉 / 苗 ず

総 フ ェ ザ
-

轟 は 呈2 撃 e 放 で あ っ た . シ ナ ノ ゴ
-

]レ汚/ J M 7 習 は , B 慮 の 散布国政

の 機 知 に 伴 っ て フ ェ ザ
-

の 発 生率敦が有意妄こ増 廃 し , 5 困処理 を行 ∋ た 区 で 揺

平 埼 フ ェ ザ - 番数が 2 2 . 7 奉 / 苗 , 総 フ ェ ザ -

長 が 3 5 5 c 鑓 蔓≡達 し 声 ヲ 芸 ザ -

発

生 は 良好で あ っ た 書

`

シ ナ ノ ゴ - ル ド
'

揺 , 捻瞭約 フ ェ ザ - が発 生 し妄≡< むきタイ

プで あ る こ と が ,
窒 - 乗客 宅u で も 明 か と な っ で もゝる が , 嘗寮 生菅が旺盛 とな

り脅す い J M 7 台木 を凋むきた 条件をこおむきて ,
魯魚 を練 り遠t / 畿番す る 芸 と蔓芸 よ ∋

て , 接ぎ衆当年 の嘗衆 で あ っ て も , 比較埼多勢の フ ェ ザ -

を発生 き せ る こ と惑誓

可能 で あ っ た .
尋 一 案廉 ( ” - 宕3) の 結 果 緩 , 調 査 娃場 帝琴凍 , 脅 喪 の 種類お

よび台東利用 法が異怠 る た め - 薄暮こ放校揺 で 蓉なをさが , 新 柄先端をこ対す る B 魔

の 繰 り返し散布娃 , フ ェ ザ -

発 生 の 少なら与粂韓をこ恵もミて 捻 ヲ 3 = ず -

発 生 を安定

さ せ , 多むき条件 に おを急て は笛木 の 育成期閏 を建緒 で 蓉 る 常 盤性 の あ る こ とが 示

唆登れた .

つ ぎ蔓三 , 尋
- 薬療 ∈郎 溢 よび 宅5ラ で は , ” . 撃 チガ } お よ ぴ 野aj 盈鞄 2 脅寮 を凋

む蓬た
事

長 じ
'

壬 年生嘗奉蔓こ切 野 戻 し , 穿 か き蓉行 っ て 残 した新墳蔓こ対す る B 鬼

の 複数回散布効果 を検討した . ぞ の 結果 ず 経 じて B 魔 の 散布国数が多む瓦経 どブ

u 3



ェ ザ - 奉象 が 増恕ず る額肉感誓認 め ち甑 ,
5 囲 の B 鳥 取布を行

i

3 た 区 に 患を主君 ,

ふ じ / ” .撃 テ ガ } ( 2 年 盤嘗轟き で 経寧喝 l堵-3 奉 / 雷 , 長 じ/ 野&3 盈n 2 習を豊琴埼

2ヰ 奉/ 苗 の フ ェ ザ -

が 発生 した , こ 砕 時Q) 畿 フ ェ ザ -

農事≡ つ らきで ぼ , 前 者が ヨ2 7

e 班
, 後者が 7 5 5 c m で あ っ た . どち ち の 昏未嘗暮こ凝む盲で も 筆 鋒り返 し散布蔓≡よ

っ て ,
5 - 5 e e m の 長 書 の フ ェ ザ - 奉資が 増 え る傾向が認め ち酌た .

ま た , 長 じ/ P aj a r n 2 を摺 u た 尋
- 襲験 宅5∋ で は , 緑 野 返 し散布蔓≡凝 狩 る後

半 の 散布重度を高め に す る こ とで , よ り処理 効 果 が 高 ま る こ とが明かとな っ 監 事

か池 ら ( l 粥 3き ほ ,
B Å の 散布適期 に つ らミて ,

7 月 鎚 降をま処 理効果 が劣 る と. し て

い る . 3 - 実験 (1ラ に おむきて も , 散 布時期が謹む) 場合 に は 同様妄こ愚理効果が劣

っ た . しか し , 比 較的 フ ェ ザ
ー

が 発 生 しや す < , も と 亀 と鹿ら包轟度Q) B 尾 鷲 布

に お n て も 効果 が項れ 争ずむ盲品 種 に つ い て ほ , 複数 回散布を≡怠 け る 後 半 若7 月

頃き の 散布濃度を高漆をこ設定す る 己 と で , 処理効果 の 低 下 が軽減 で き , こ の よ

うな 処 理方法は実用場面 で 役 立 つ 亀 の と考 え ちゎ た .

また ,
専 一 薬嬢 宅5き に おらミて 育 成 さ れ た嘗索 の 雷姿蔓≡つ を3 て は ず

B 鬼 の 散布

回数が多 u 経 ど
' '

プ ロ ポ - シ ョ ン億
' '

が 乾く , 細 め の 円療形を≡近 ら盲形 と な る こ

と が 明 か と 怒 っ た . 特をこ , 複数国散布 に 畠をチる軽挙 の 散布車度を高療漁場禽を≡

措 こ の 頼南が強か っ た .
B 魚 の 繰 り返 し散布処理 手 金 よ ぴ緑野還 し散布 の 後半

に 恕をチる 高津慶散布愚理 に よ っ て 多数 の フ ェ ザ -

の 発生 が僅審甑 , 嘗喪蔓≡意 狩

る 新柄患よぴ フ エ ザ∵ の 生育 の勢
む急が 分散し て膚 庵 の フ 芸 ザ -

が 褒 め と 蔑 野 ,

雷姿 が細 め と怒 る も の と推察 審艶た 事 芸 の よ う怒樹冠 の 寄寓をま豊野形整枝を行

うた療 に好ましむ盲と 予想され , 密壌栽培南狩 の 雷寮育成法 とし て 利 潤 庸 凌 が罵

ら議と考 え られ た . ま た , 雷東 の 堵包 脅輪蓬の 壕 薗蔓芸轟をきて 亀有利 と考えちゎ た .

こ わ まで に述 べ た幾つ か の実験蔓こ恵む盲て , 国
-

の 処理 内容 習 あ 野 なが ら 事 フ

ェ ザ - 将 発生 軽度が異な る ケ - ス が幾 つ 惑嘗琵 め ちゎ た .
尋 - 寮壊 宅郎 喜三お 狩 る

対 照 区 宅切 り戻 し , 穿 か き の み 待 っ た 区) の フ 三 ザ -

発 生率数経 , 軍 均 轟.撃 奉

/ 雷 事 経 フ ェ ザ -

長 は l 轟蕃 e m で あ 野 手 2
- 薬療 宅2∋ 着こ凝をチる 同様恕試験 匿 看ヲ

ェ ザ - 発生率敦が寧埼 撃. e 奉 / 嘗 曹 鎗 フ ェ ザ
-

選 が 2 9 3 c 招) を≡放 ペ て 賓 ∋ た 書

こ の 素因 とL , でをま, 前者 の 実験 で 潤むきた 揺壕蔓こおむきて はれ き添書多く , 嘗寒の 生

育蔓≡娃 や や 不適な条件 で あ っ た 己 と が考 え ち釣 る . 憲 ち蔓芸 , 前 者砕 素数蔓芸轟旨蓬

て は ,
マ]レj写カイ ドウ台 東 を使わなも盲台東法 の雷喪を薬敦樹料と して も§る 芝 と

ま昔轟



か ら 事 横田 ∈ま粥まき ち労音苛 ]♭㌔号カイ ドウ を周 ら3 喪 中閑脅来者蔓芸恵もきて ヲ 孟 ザ
-

の 発 生 が多 い こ と を指摘して ら3 る よ う蔓= 学 舎凍 の 弼層 法 砕 遼を与を芝 孟 る 影響も考

えら釣 る .
u ず れをこ し て 亀 , 尋 - 来襲 ( 郎 喜こお彰蓬貰 ほ , 豊 壌免浄野 禽寮 時 制 周

法とも妄ニ フ ェ ザ ー

の 発 生 し に くをミ粂 浄で あ っ た こ とが堆朝 き釣 る , しか し , 普

の よ う 恵条件で あ っ て も , 嘗衆新柄先端柑近に 繰 り 返 し て B 鬼 を散布ず る こ と

に よ 野 ,
豊 年生

`

あ じ
'

首衆を≡おらミて は最多で 寧 埼 1 4 .3 奉 / 雷の フ ェ ザ - を発

生 さ せ る こ と が で き , 奉処 理 法 は , フ 芸 ザ - 発 生 の 劣る 条件 習 の ヲ エ ず -

発 生

を安定き せ る た 療 に有効な処理方法 で あ る と推察きれた .

B Å の 繰 り返し散布 の フ ェ ザ - 発 生農 董効果妄こ つ もミて , 翫 r毛あ昏重出 ･ E 藩毛鼓動F e O k s

( l 卵郎 絃 , 前 年 に 芽接ぎを行 っ た 監e盛 B o s k o o p / 弼 # 9 を周♭主て , 新 柄 発端蔓ニ

対 す る B 泉 の 緑 野 返 し散布 の フ ェ ザ
- 発生雇 逢効果が高む§こ と を示 し 事 王 国 の

散布 に 比 ぺ て B Å の 影 響 を受狩 る鍍芽 の数が増妻日す る こ と を要因 の 呈 つ と し て

推察し てらうる . 彼 ち 隠 , 繰 り返 し散布 に 翁 狩 る l 囲 の B 鬼 の 散布者鐙 を新柄党

渇かち 1 5 c ぬ ま で の 繋榎で 一

律 と し , 散 布回数を変えて 比較 し た . こ の た め ,

B Å の 散 布回 数 が多 い 処理 娃 ど , B 鬼 の 散布部位 の 合 計 農 が長 か っ た こ と妄こ怒 る 事

一

方 , こ れ ま で蔓= 述 べ た 尋
- 薬療 宅1き - ∈5) 蔓≡轟む急て は , 塾轟 の 散布 部位 の 食

酢長を老翁 むね 5 e - 6 O 蛋m で
-

津 と し ず そ の 農 畜蔓芸新柄が紳長ず る 圃喜≡凝 u 苛 ,

新 帝先端柑近蔓≡封ず る B 鬼 の 散布回教を増力国書 せ 恵 . ず 窺わ ち ぎ
登鬼 の 散布国数

が多も蓬区 迂 ど , 繰 り返 し散布蕃釣 る部位をま新摘発濁 の 髪を急啓分とな っ 首む竜る s

こ の こ とか ち , 藩鬼 の 繰 り返し散布 の効果 揺 , B 鼻 の 影響を費をずる 駿穿 の敦盛誓増

加 す る こ と に よ る ぽ か 野 で 蔑i , 新柄 の 発濁蔓芸近をち輝度を芸対t / で の 戟布蓉緑野

返す こ と喜ニ も よ る と 考 え ちわ た , 新柄党湾拷盗看≡対 す る 欝鼻 の 驚布効果重曹高彰き

こ と蔓こつ む3 て 揺 , 深 部凌勢汚濁蔓芸よ 甲屠蘇 の新構基部揺 ヲ 芸 ザ
- の 発 生蹄制費

強 i 愛 好 る の蔓≡労 し , 新柄先濁村滋措そ 砕影響を受狩蔓こ< む盲た 療 と准察書艶 た ♯

接ぎ素当年 の笛木 の 伸長率 の新帝金棒をこ B 鳥 を戟布し恕場合 夢 新 橋基部磯蔓≡は

フ ェ ザ - の 発 生 が率なを3 芸 と が諾 療 ち艶 て をちる 若林絶ち 曹
ま撃審3き が 夢 己酌 絃 乙

の よ う な見解を藁柑をチる さ

一 方 茅 野ゑ を定期的看≡繰 り返 し て散布処理ず る 芝 と

紘 , 神長申Q3 新柄蔓ニ対 し て B 鬼 の 汚濁 を長掲開轟 よぽL , 鏡 好 ℃を毒る 芸 と暮≡ 亀 森

ぢ , こ の こ と看= よ っ て も ,
王 国舜 み の 散布婁≡比 ぺ て 轟理効果が高ま っ 写を護る こ

と が予想審れ る .

蔓ま5



最後蔓こ 事 轟
- 寮費 〈轟き で 隠 ,

l 回 の み の B 鼻 散布薬療蔓こ凝らゝて ヲ 芸 ザ
-

発 生

が 少 な か っ た
`

故 暁
事

夢

`

シ テ } ゴ - ]レド
菅

を奮恕 最恵 の u ン ぎ新品種を≡ つ む3 て 事

l 年生 嘗東 に 切 り 戻 し , 穿か き を行 っ て 残 し た新桶を≡対す る 迅慮 の 繰 り返 し散

布 宅3 国ラ の フ ェ ザ - 発 生最速効果を 車 台 衆別蔓こ沈較した i そ の 結果 夢

`

シ テ }

ゴ - ル ド
'

に おむミて は , 細 .撃 ナ ガ } 台索嘗で 平均 l 撃. 1 奉 / 嘗, 3 M 7 昏轟雷 習 寧

埼 2 6 . 5 奉/ 雷 の フ ェ ザ -

が発生 し ,
`

敢 暁
ぎ

に 凝を3 て 揺 夢 M .撃 テガ } 脅 衆雷 で

平均 2 3 .撃 奉 / 笛 , J M 7 台来雷 で 平 均 2 3 .ヰ 奉 / 苗 の フ 三 ザ -

が発 重 し た - ヲ 孟

ザ -

の 合計最 も 長 く , 奉育苗幾 に よ っ て 育 成 きゎ た富来は ず リ ン ぎ の 密榛栽培

蔓こ おも盲て 粥 周 庸 感 が高しさと 推謝蕃軌た . 育成 きれ た戟暁/ 5 M 7 宅2 撃 墜 常務ラ

に 患 い て は , 総 フ ェ ザ
ー

轟 が 9 7 9 e m に 達 し , 主幹延 長 枝 亀普擁た 壬 穿 か ち の ま

シ -

ズ ン申 の 稔神長 量 に つ u て は ま8 斑 を超 えて お り , リ ンゴ樹妄こ轟をテる 潜 在

的 怒 生 長量 の 多 さ が飼 え た .

奉章蔓こお 汁 る幾 つ か の 実験 で は常務 に発生 した フ ェ ザ - の 角度妄≡ つ む盲て も瀦

定 した . J a r 盈S S 盈辺 ri毛 ( ま粥撃ラ 萎ま, 班 .2 台 素 を凋むきた
i

汲e a D 昏1毒8孟母tl S
'

に おらきて ず

笛木 新柄先端 に 対 し て B 鬼 と G 鬼ヰ. 7 の 混 合 剤 を磨 よそ 壬 週 間 間隔習 尋 回鋳狩 て

散 布 す る こ と に よ り , フ ェ ザ
-

発 生 が 履逸き釣 る 還 と を明 らか蔓≡ し , 同時蔓ニ 夢

董 幹蔓こ対 す る フ ェ ザ - の 発 生基部角度が有意を三城少する 芝 と を示 した , ま た 学

習香 油 昏i 現 ･ E s毛急転r o o 転s ( 壬撃如き は , 毒薬慶 の 蓄鳥 の 繁務蔓芝 よ っ 首 鼠昏a B e 畳転o o 野/

班 .撃 の フ ェ ザ - の 発 生基部角度が減歩す る と して む篭る 事 両 帝督蔓芸轟 狩 る ヲ 芸 ザ

-

の 発生基寮角度と娃 , フ 孟 ザ - の 基部 に 凝 狩 る豊野と の角度蓉朝憲し怒亀 の

で あ る . しか し , こ 砕 発生義解角度がや脅狭i て も , 発生最尭角度が尭蜜を亨艶

ぽ凍平蔓こ誘 引 し易むうた 療 , 鍾
- 実額 宅尋∋ で 経 フ 孟 ザ -

の 発生最尭角度を滞資し

た . 骨 の 緒果 ,
B 鼻 の 繰 り蓬し散布 に よ り フ ェ ザ -

の 発 生最尭角度結髪轡 を愛

好な い こ とが 轟 き れ た .

`

ふ じ
'

緩 比較的長め の フ ェ ザ - が 発生 し 帝ずi , 下 位

の 長 め の フ ェ ザ -

は伸長を≡伴 っ て S 寧型蔓こ湾曲ずる こ と が観察菖甑た 事 績 発 声

フ ェ ザ - の 発生鼻糞角度揺比較的東き< 怒 り , 試験区をこよ る 差異が明確蔓こ怒 ら

な か っ た もQ) と 考え られ る . 類似 した額南は , 鍾 - 実験 宅6ラ を≡凝を皇て も羅 韓 ち

艶 た .
尋 - 薬草 宅轟き で 経 , 曽木 に よ る フ ェ ザ

-

の 発 生鼻糞角度の 凄む盲が有意と

簸り , 旺 盛な生育を示 した ぎは7 脅衆嘗蔓こおを§て ヲ 忘 ず
-

の 発生鼻糞角度が噂義持

し たが , 旺盛 な酋衆生晋蔓こ よ っ て フ 孟 ザ - の 伸長量感誓増 廃 し フ 蓋 ザ - が 湾曲し

ま壬轟



な惑苦ら伸長 したためと推察審艶 た . 逆夢こ 曹 操 嘗轟当年 の シ テ } ぎ
- )レ野/ 5 朗7

を供試した 尋
- 実験 宅3き でをま羊 B 鹿 の 緑 野返し散布を≡ よ っ 若 多数 の フ 孟 ザ

-

が

発 生 した が , 腐 身 の フ ェ ザ - が 比 較的 短 め で 事 フ 芸 ザ -

の 発生 盛衰角度がホき

らi 傾 向が 観 察 さ れ た . 嘗寮 の 定埴後 の 誘引琴 の 作業を蜜尭輯妄≡行 う 浩 強看£ 援 ,

苗東 上 の フ ェ ザ - の 発 生鼻糞角度 の 尭きら蓬 己 とが 望 ま しを急と考 え ち釣 る & 今後

枝 幸 雷衆蔓こ怒 狩 る フ ェ ザ
ー 奉教 , 農畜 夢 最夷角度相互 の 開韓をこ つむもて も検討 を

深 軌 望 ましを3 フ ェ ザ
-

発 生促進処理方法を観 参 立 て る 感要があ る .

ヰ 一 案寮宅郎 で 経線 り返 し散布で 凋むさた薬 液 慶事こつ ♭菖て 開 壷 i , た . そ の 結 果 ,

柄先端付近蔓ニ対 して B ゑ の 繰り返 し散布処理を待 っ た 場普 タ 処理蔓≡要す る薬液

量ほ , 繰 り返 し散布部位 の 轟 き の 合計値と同じ長さ 招 新梢喜こ対 し て l 困 の療布

処理 を行 っ た 場 合 に 比 べ て や華 少憩ら
ミ額 舜 で あ っ た 書 こ 酌 経 き 多数 国 の 緑 野達

し散布 に 凝をナる 王 国 の 散布処理 が局部的 で 轟 る た め に , 懸布潜象322A 殊 鴨 g3 飛 散

に よ る 無駄 が軽減菖艶た こ と に よ る も の と推 察 さ れ , 実際 の 苗木 生産蔓≡おを盲て

ち , 複数回散布は散布英資量 の 密約をこ つ な が る と予審登れた i 繰 野蓋 し敢番蔓=

よ っ て フ ェ ザ
-

の 発 生本数 , 畿 フ ェ ザ - 長は 増加 して む与る こ と か ち , 新 摘 発 濁

に対 す る 練 り蓋し散布処琴線 , 散布 し恵単鐙薬液畳 当怒琴 の処理効果が高む鳥越

理経習 あ る と考 ぇ ら艶 た l また 事
ま 固 形 洛饗蔓≡恵む蔑貰 姦 夢 忽薬液盈惑嘗歩怨ももた

軌 j竜ン ドス プ レ
- の よ う な億圧 ,

73毛髪 の 散布薯 の 朝 周 が 琴態と考 えち艶 ,
≡

の 慮 で も散 布 対 象 鼠 外 へ の 飛散 を軽滅ず る勃発 砕 高む蔑≡ と が期待 習 登 る 事 審 ら

書こ , 実際の 繰 り返 し散布で の 経験書こ よる と , 繰 り返 し散布蓄≡よ っ て 散布作業国

数をま増激す る も の の , 新 病先端緒近蔓こ封ず る 重 囲 の 散布搾尭緩 , 義範 の新帝重

体をこむ ちな< 散布す る 場合蔓こ比 べ て よ 亨 の 動作が少蔑 < , 多数 の 雷来蔓芸対 す る

連続的な得業がし脅すか っ た .

隻ま?



第 確 葦 f] ンゴわも蔦健密轟審判濁し藍 望 琴生首轟の

定礎後の生育特性

1 . 緒言

リ ン ぎ嘗索 の 新柄をこ発 生 す る フ ェ ザ - は 早 期多畷 に つ な が 野 ( v 盈迅 O o s毛eri ,

1 9 7 蛋) , 揺 フ ェ ザ
-

長 が 長 い 接 ど初期収量惑嘗多らミ ( 馳 ep h e r d , 呈9 7 菩き 乙 とが明ら

勇一に さわ て い る . 定植後 の 収 量 の 増 加 が 単らミ ニ とは , 顎期投資 の 困畷 を早 め ,

果 樹 経 営 上 の 利 益 を も た らす . こ の 点 で , 鋼枝 と して 利 用 可能怒 フ ェ ザ
ー

を多

数有 し , 総 フ ェ ザ ー

長 の 長 い 嘗素 は 利 男価 値 が高 い と考 え ちれ る .

リ ン ゴ の わ u 軽 食素樹 の 整枝法 に つ u て は , ス レ ン ダ - ス ピ ン ドル シ ス テ ム ,

パ ー テ ィ カ)レア ク シ ス シ ス テ ム 等多く の 手 法 が 開発さ れ て い る ( 最o b量投S e n ･

H o yi rlg , 2 0 e 3) 一 国 内の わ い 花 栽培 に おむゝて 捻 ,

i

長 じ
'

等 の 樹努 の 強 い 品 種 に

対 して は フ リ
- ス ピ ン ドルプ ッ シ ュ ,

`

っ が る
亨

等 の 樹勢 の 弱らミ品 種着こ対 し て は

ス レ ンダ ー ス ピ ン ドル プ ッ シ ュ の 整 枝接 が 勧 め ちれ て きた ( 長 野 県 ,
2 郎 lき事 そ

して そ の 際 , ス レ ンダ ー ス ピ ン ド)レプ ッ シ ュ に お い て は , 細 め の 樹冠 を経持す

る た め に 太 い 磯接をで きる だ 好配 馨 し な い 己 と が望 ま し い と 審 艶 , 基部轟径 が

主幹直径 の l / 2 以 上 の 儲 枝 は , な る J % i 曹 ん 定時をこ 間 引く 芸 と が 指導書れ て き

た く長 野 県 ,
2 桝壬) . フ ェ ザ - を多数宥す る尭酋を周 u る 場合を芸凝むきて 亀 , 欝衆

の 主幹上 の フ ェ ザ ー

の 影 賓 ( 長さ , 直径 , 角度 等) 揺 , 定植後 の 樹形車重枝蔓こ

影響をおよぼす と考え らわ る .

し か し , 苗木 に 凝 狩 る鱒枝 の こ の よう 象 形繋 が , 窓埴後 招 樹俸生育牽樹形琴

に 翁 よぽ す 影 響 に つ u て , 国 内 の 主要品種を周♭きて 検討 した萄昏隠見 あたらな

u
. わ いすヒ栽培 に 患 u て , 整枝や樹形 を考慮した望 ましむ竜顔枝 の 特恵や嘗衆 の

主幹上 の嶺13 枝 の 構成 が 明 ら かをこ 恕豹 ぼ , 嘗索 を育成す る場合をこ車むぅて も宥 周 な

僚報をもた らすと考えら甑 , 菱に 苗木育成 の段階で , 新 しむき磯枝 の 構成を形搾

る こ と が で きれ ぽ 事 整枝法事三患 い て も新た急展開が開狩 る こ と が 予審き釣 る .

そ こ で 事 奉研究で は ,

`

ふ じ
'

の 2 年生常務を周 旨ゝ て , 雷 衆蔓≡患 狩 る フ ェ ザ -

の 発 生状態琴が 事 そ の 後 の 樹捧 生育 , 墳 墓等 に お よぽす影響を飼塗 し , そ 艶 ち

の 関係 を明 らか に し よ う と試みた .

ま壬審



2 . 細 . 9 ナガj 密奉を用も臆
`

長堤
学

事芸轟も篭ぞ
i轟

托m妻p短e e m
”

よ畷 s) 琵L j 帝 み看£

よっ て育成し藍 2 年生蓄寮将 定植後の嘱量 , 樹蘇生膏帝放校

1ラ 目 的

`

ふ じ
'

蔓こ つ を蓬て 亨
"

K xl重野b e o m
”

と して 育 成 し た 芝 琴重商案 の定埴 4 年目 ま

で の 聴 畳 な ら ぴ蔓こ樹終盤曹 を , 窮 境 習 童涜と怒 っ て を与る 呈奉棒状 の 豊年 生酋索 ,

お よ ぴ 比較的高い 位置 で の 切 り戻 し の み蔓こよ っ て 育成き凱 た 2 年盤苗寮( 以 下 き

2 年 登 楼采嘗舞とす る) と 比較した 書 き ら蔓こ, 定礎時 の 飼 桂 宅ヲ 三 ザ - ま 藍 捻

新柄き の 間 引 き せ ん定 の 有無が , 靭期収 量 , 生育をこ与え る 影響蔓三 つ らきて も併普

て検討 し た .

2) 材料 およ ぴ 方法

l 野 暮 年 4 月 に あ じ/ ” . 9 ナガ ノ ( 1 年 生 お よ び 2 年 生者 禾ラ を 4 X l 書5 宅嗣 閤

× 静間き m の 栽 境距離 で 定植 し 恵 . 薗衆 は マ ル パ カイ ド ウ を予審車乗を≡凋む3 た

中 間車乗嘗寒として 育 成 し , 同 時に申開台東密か ら発輯 き せ , 定植 時 に マ ルj写

カイ ドウ台 木 を切 除 し た 一 台 来長 絃 4 e - 5 0 c m と し , 憲 蜂時蔓こ蟻 上番台喪農を

約 2 O c 斑 に揃 えた 一

2 琴 生者禾をま次 の 2 種類 の 方法で 育 成 し た . 潮 境と し て ヲ 芸 ザ
-

の 発生 を慶

し た嘗凍 ( 鼠 下 ,

``

監丑圭p b o 昏 m
''

= こ つ むきて ほ , 育成 2 寧日 の 発芽騎蔓芸接 嘗衆潜惑篭

ら斡 3 8 e m の 高 さ で 切 り 戻 し , 農 薬 を過 ぎた 頃蔓こ漂磯帝近 帝最も監盛蔓芸伸長し

て い る l 芽 を残し て 穿 か き した . 残 し た ま 穿 か ちの 新柄蔓芸を豊 B 慮 の 散 布緩 行 わ

な か っ た . 磯 枝と し て新柄 の 発 生 を侵 し た嘗凍 くB} 軍 ,
2 準登従霧雷寮 とず るき

揺 , 育成 2 年 目 の 発芽前に接ぎ来賓かち 7 5 e n 程 度 の 高書 で 留 学 戻 した , 穿か

き琴 の 処理 ほ 行わなか っ た .

さ ち に , こ れ ら 2 種 の 2 年生者衆 の各 席着こ つ むきて , 定礎時 の 雷衆 の 樹枝 宅フ

ェ ザ - また は新柄) の 間 引 きせ ん憲 の有無着こよ 野鼠 下 の 窺理 区 を殴 狩 た . せ ん

意 匠 は , 磯枝 と し て 発 生 き せ た フ ェ ザ
-

ま藍 は新柄 の 基啓直径が , 発 生常在 の

主幹直径 の 2 / 3 を超え る 亀 の をす 伐 て 喝除t , た . 無 骨 ん定区揺 , 間 引 蓉せ ん定

を行わな重吉つ た .

ま 医 王 嘗 5 反 寮と し野 望e 嘗 を供試した . な 翁 , 同 時をこ定壊し急 呈 畢 生雷薬毒ご

つ u て は , 雷轟音成 昔年目 の夏峯こ穿接ぎを行むち手 翌 窄 ま 奉棒状をこ帝轟 き せ た も

の を 5 常用らさた .
2 年生者寮 砕 蜜蜂当年の 鼻薬揺ず ぺ て 嬢農 し恵 一

壬蔓撃



定境南をこ嘗衆 呼 野周 夢 嘗寮長 , フ 孟 ザ -

ま 髪 結新棉の 発生率象 , 長 書 を嗣蓋

した 事 幹周 は接ぎ寮帝 の よ 豊5 e 抱 を飼 馨 した . 嘗衆愚 緩接ぎ索尊か ら董酵延長

枝先濁まで の 長 さ を調 査 した . 定壌後 4 牢固 沿 樹飼 の花芽敢 , 畷 穫盈 , 酵断面

積を調査 し花芽密度 , 農 薬生産効率を求め無 事 花芽数緩讃芳を≡ つ い て 計数した .

幹断面積 軌 接ぎ来者 の 土 1 5 e m 〉あ幹周 を調 査 し , 芸れ を 円周 と す る 円 野 面穣

に よ り推定した . 花芽密度患よび果実生産効率捻 , L o m b 盈r盛 e篭 盈l . 宅ま撃審蕃ラ の 報

告を参考 に求めた . すな わ ち , ま 樹 の 花 芽敦を開花期以前 の鎌取期間中 の幹断

面積 で除し て 花 芽密度 宅儲 / e 招
2

ラ とし ,
玉 樹 の 畷盈 宅単琴轟 よぴ累積畷畳ラ を

畷穫凌 ( 累 積収 量 の 場合は最終収穫率 の 畷穫擾) の 鋳乾期間中 の 辞断面積 で 際

し て 歩 果 実生産効率 ( k蛋/ e 拘
2

) と した .

3 ) 結 果

第 3 1 表 に 結果を示した .
2 年 生雷凍 の 種 類 翁 よぴ 定棲時 の せ ん定方絃 に よ っ

て , 定 植後 4 年 間に お け る l 樹 あた ぢ の 単年 畷畳 凝 よ ぴ累積収量をこ有 意 蔑菱 結

語 め ら甑 な惑盲 つ た .

``

K 損ip b o e 琉
' '

く無 せ ん定区) 凝 よ ぴ 豊 年 生徒来者本 宅無 骨 ん

憲 区) と l 奉棒 状 l 年 生 苗木 を放 瞭 す る と , 前 2 者 の 定埴 2 年目 の 収 量 が ず そ

甑 ぞ 釣竿 均 撃. 7 k g / 樹 , 塞. 2 態g / 樹で 凝 っ た の蔓芸対 し , 後者揺撃均 e さま転轟/ 樹習 字

著 し い 塞 が 認 め られ た 事 定壊後 考辱閤蔓≡怒をチる畢琴 の 花芽 密度揺 , 2 縛量 琴蔓≡患

い て
,

* `

K 迅董p b 紳 持
”

区 が 有意蔓こ高か っ た が , 鶴 の 率 ぼ鰐教区間蔓≡有意海産揺経

めらわなか っ た .

"

最n量p b o e 弘
''

区蔓こ轟をテる , 4 串 間の 累積墳墓 密売蔓≡算 出 じ た

果実生産効率経 , 2 年 生 在来 嘗素 区をこ捜 環 て 有意蔓三高惑盲 つ た 書

3 . 朗.9 ナガj 台本を用も育た 2 年生
事

長 じ
'

蓄轟の樹冠墳墓と定棲後の墳塞 ,

* * & %

1 き 目 的

M 事9 ナガ } 台木 を周む主監
i

姦 じ
'

蔓こ つ むもて , 嘗凍よ a3 飼 枝 ( フ ェ ザ - ま た 隠

新柄き の 発生状態が異な る 2 年童常務 を周をぅで , 定積擾 2 琴 開 の 樹体 重菅 野 畷

量 を調 査 し 少 者索 の 樹冠構造 宕頗枝 の 最善芳弓の構成 ,
さ蔓

プ ロ ポ - シ ョ ン 慮
”

響き

が定境後 砕 生育 , 樹形 j 畷 畳琴妄こお よをぎず影響を明 ち惑主事≡する こ と を 目的と し

氏 .

2き 樹料およぴ方法

ま2O
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長 じ/ 細 .撃 チ ガ } 宅2 年 生嘗寮, 脅 寮長約 5 e e 扱き を供試した . 雷喪育成法蔓こ

よ 準磯緩 ( 新柄また蔓まフ 孟 ザ - き 将 発 生状態が異な る次Q) 2 区 を設をナた .
盈 宅長

一

歩き 区 : 長 め の 樹枝 ( 新柄き を歩敦宥ず る 嘗凍グル - プと 』 , l 年 生雷索を芸

対t , て 発 芽前妄芝地 上 粥 e n 程 度 で 切 り戻 し を行 u 手 管成 し た . 転 ( 潅 - 多き 区 :

短 め の 磯 枝 ( フ ェ ザ -

ラ を多敢宥ず る酋素 ダ)レ - プと し ,
l 寧盤 苗木をこ対 し て

切 り戻 し き 穿か き , B ゑ ( 3 8 e 野P fnラ 散布を次 の 要額で 行 むミ曹 育 成 した 事 切 野菜

し は発芽前 に 地 七 3 O - 4 e e m の 高さ で行むミ , 次む3 で 農薬 を過 ぎた 頓着= 漂 璃狩近

の l 芽 を残 し て 他 の 全 て の 蘇芳 を穿 か き し , 残 し た新柄 が 5 e m 程度 伸長 ず る度

に , 新 た に 伸 長 し た新柄発端か ら 5 e rn ま で の 帯分蔓≡ B 鬼 を散 布 す る弟理を 葦昏

回行 っ た . 雨読 教 区 の 雷来 朝枝 ( フ ェ ザ ー ま たをま新柄き の 合計長 は捜ぽ同等 と

した 暮

i 区 l 雷 撃 反 復 と し , 計 l暮 嘗 を供試 し た .
2 縛 3 年 4 月 初旬蔓≡ , 開 聞 ヰ m 苧 樹

間 2 m , 地J = 部台 木 長 約 2 5 e m に て 定植した . 愛嬢時 野 せ ん憲 ( 頗 枝 の 間 引 き ,

切 琴 戻 し等) は行 わず , 立ち 上 が っ た 磯按をま娃ぽ水平を目標蔓こ誘 引 し て 周をちた .

雨 試験 区 と も , 定額当 年妄こ開花 した 花をま全 て 怒 り除き , 結 実 さ せ な か っ た ,

調 査 は , 嘗索をこ つ らミて 朝校長 , 醇周 ( 接 ぎ舞部 の 皇 呈5 ぢr n) を朝 憲 し た . ま

た , 定 礎後 の 幼木 の 生育に つ ♭きて 夢 定 植 当琴轟 よび 豊年日 野 愛 新 柄 農 宅壬 e m ㌫

よラ, 樹療 , 樹高 声 幹男 ( 接 ぎ蒸啓の よ 1 5 e mき を調 査 し 監 . 新柄最 , 樹橿 , 樹

高 は I 0 月 - 壬l 月 に , 幹男をま ま2 月 - 翌 3 月蔓三園 馨 した , 定棲 2 年 目を芸 ∋ むきてを霊夢

漂 茅 花 芽教卓 墳 墓 , 鼻 薬品 質 く -

果 重 , 糖度) を調 査 し た . また , 供拭 した 全

て の 嘗索 に つ n て , 第 3 牽 - 孝 - 薬療 く5き で 凋む急患 式着こ よ 野
"

プ ロ 感 -

シ ョ ン

療
''

を算 出 し , 定 楼後 の 嘗衆生育と の 開蘇 を網 馨 した , 供乾 し た雷衆蔓≡おをチる

鋼接 の 発 生状 態 を第 3 2 衰 に 示 し た ｡

3き 結果

第 3 3 表蔓こ終発 を示 した ,
転宅餐 - 多き 区 の 憲棲当琴 の 樹犠事 幹周 揺 ,

盈 宅義
一

歩き 区 に 比 ぺ て 有意看≡ 13ヽ書 か っ た が , 新柄発生をこは有意な塞が琵軽ち艶恕か i

3

た . 定礎 2 年目 の漂茅花穿数曹 墳 墓 才

-

果塞 , 鮮度 , 樹高着こは 学 帝 試験 区 間看芸

有意な善が羅換られ 恕寿与 っ た .

- 方 , 短 く髪 - 多き 区 の 樹噂翁よび幹周緩 ,
盈 宅慶

一 歩き 区蔓こ比 鵡 て 有意 に ホさ i , 樹冠惑誓コ ン パ タ 卜で あ っ た 事 態毛髪 - 多き 匿 の

定壊 2 年目 の 樹噂をま, 盈 ( 長 一 少) 区 の 約 7 蕃 % で あ っ た ヰ

l謡慧



襲32 泰 供試 した嘗禾蔓こおをチる頗枝の発生状態

御柱の発生
孟

試験区
長さ分容(奉l笛き

5 ≦ 30 ≦ 5¢e m ≦

< 5 < 3 O < 5 e c m

- 長
y

慧苧警若くerrl)

急宅長
一 少ラ区 5 .ヰ 2 一義 l . 7 3 .客 ヰヲ･タ 3 7蕃 5 ･5

5毛恵
一

多き区 l 書書 呈薫,i 4 寺3 O ,7 芸轟,尋 3昏孟 5 .e

有意性
w 車車 車 * * 専 * * * *

B き

一一 ■ 仙

芸

濃喜l 窃取以上 につ u て嗣重 した

ぎ
選書5 e m ㌫よ蔓こつ n て夢出した
笈

接ぎ東部の上1 5 e 助 を謝意した
w

冶S : 有意で 蔑u ,

*
: 昏腰 ,

車重
: e .e 王水琴でそれぞ釣有意

ま2 3
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牛 窓穫擾l 率 ･ 樹!転 × 定植後2 寧 ･ 樹梅
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”
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定壊時Q3 雷索 の
”

プロ ポ -

シ ョ ン 偉
才'

と 登壇後 芝琴閏 の樹療蔓≡ , 有意な 正 の

相 関 が 認 め ら艶 た 若葉 ま撃 囲きさ

4 事 考察

ぁ じ/ ” .撃 テ ガ } をこ患 い て , 鋼枝 を フ 芸 ザ -

ま患 は新柄とし て有ず る 2 年 生

者索と l 奉棒状 の l 年 生苗木 の 定境 4 年間 の 敬 盈 を比較した . そ の 結 果 , 雨 着

に は 著 し u 違 い が 認 め ら わ , 前 者 の 早 期 多壕 健 揺 葬常蔓≡ 凄 艶 た . ま た ,

` i

K n毒p b e o n
' 事

区 と 2 年 生従来番喪区 の 愛嬢擾 確 率 開 の 墳塞 , 農 薬生産効率濠沈

較 し た と こ ろ , 両 区 の 収 量をこ有意な養を蓬は琵 漆 ち甑 急 か っ 急 が ,

i 事

監n董p 転e o 抱
”

区 絃 2 年 生 徒 来 者本 匠をこ比 べ て 果菜生産効率 宅愛嬢後 考 串間 の 累積き の 優 艶 る

積 商が 認 め らゎ た . また ,

"

監rl重野b e o 37l
”

区 の 平均花芽密度隠 2 琴 盤馨来者寮 監

の そ れをこ比 ぺ て 高漆 で ,
2 納ま 年の 調 査 に 轟 u て そ の 菱揺統計的を芸亀有意 習 あ っ

た .

` `

K nip b o o n
' '

捻 , 2 年 垂簾霧笛禾 に 比 鵡 て 笛木 の 幹困惑書か さ < 手 芸 の 己 と

が 果実生産効率 , 花 芽 密度 の 高 さ蔓こ関係し て らきる と考えちれ た .

ii

監nip b o 珊
”

絃 , 2 年 生者 来者本 に 比 べ て 苗木 が 73､ さ め で 凝 っ た . こ の こ と

は 雷素 の 輸送 車 取 り療 u 帝 ず さ と♭3 う慮 習 牽釣 る と考ぇら艶恵 . 腎 昏b s篭e T 密書 盈l 8

( 2宅紹3) 揺 , 磯枝 の 選 書 車高蕃がを蔑ぽ 同等な ま 畢 生 と 2 畢 生 の リ ン ぎ番轟音乙 ∋

むきて , 定槍後 の 生育 , 収 量 の 愛す巳を 開査 し , 2 年 生嘗喪を済むも怒 リ ン ぎ轡揺準

用多収性 が 諦 め られ る も の の 多を 牲 を維持で 蓉ず , 蜜蜂擾 敦琴閤Q) 累積場 裏 で

は む し ろ 1 年盤苗木 を摺 u た リ ン ゴ樹が屠れ る と した . 管 し 冒 , 膏 の 原 因g)
-

つ と して ,
2 畢 生笛木 の 定壊時 の 移植 に 遮 る シ ョ ッ タ の 影響 を指壊し てをさる .

サ イ ズ の 大 き な雷東経 , 移植蔓芸伴う断壌琴 の シ ョ ッ タ が 生 じ奪 すむ篭と考 ぇ ちれ

る が タ こ の 点 を考慮す る と , 嫁 ウ ェ ザ - 長が畳むきと と も蔓芸サ イ ズ の ホ さ 海嘗凍

結 よ り有利 で あ る と が 予 想 き わ 事
2 寧 生 老来薗舞をこ 沈 ぺ て 樹 冠 の か 墾 蔑

ii

監nip b o o m
持

揺優れ てを与る と考えら豹た .

つ ぎに , 番素 の 腐枝 毛フ ェ ザ - また 娃新柄き の 合評長 を同等 と し , 顔枝 砕 農

さ別 の 分布魚雷異な る嘗索 の 定壊後 2 琴間 の 墳 墓 , 樹棒サイ ズ の 逮らきを検討 した .

そ の 結果 , 短 絡帝 磯枝を フ 芸 ザ - と して 多数者ずる嘗素は , 長め の葡枝を少数

者する嘗衆妄ニ比 璃 て , 畷 慶 は 迂をぎ同等 で あ野 な が ち樹煽が狭く ず 樹著轟音J3 蔦畢 で

あ る こ とが 明 か と な っ た . ホ 型 の 樹冠を著す る リ ンゴ樹隠樹冠 内 の 党費寿が慶

ま2轟



れ 書 こ の 特 長 繕高品質果実生産を≡おむ‡て 重要 で あ る宅H 昏蓋投壷c k 昏, ま粥尋; 汲e b壷n s o z3 . e宅

急l .

,
l 哲学l; ホ 海 ,

l哲郎 急き. また , 樹冠 が ホ 垂 の 長 じ/ 弼 .撃 テガ プ は 曹 秦痛み等 の

着色管理が省力ずヒし争ずらゝ 己 とが 示 書 釣 て u る そか 野 ら ,
2 e e 5き草 した が っ て 事

緩飼軽蔑が長 i , 短 め の 樹枝を多数者ず る嘗凍 は 事 リ ン ぎ樹 将 樹冠 を 13 ､ 撃 と し

高品質果菜を省力的蔓こ壷産 で き る期間 を延ばすため蔓≡有益 と 予審き釣 る . た だ

し , 短 す ぎ る フ ェ ザ - 揺 , 中春こは廃校として 鮭乗 せず弼周 で きなむきも の も観察

さ艶 , 鯛枝 と して 利 用 可 能 な フ ェ ザ -

の 轟 き 等 の 基準事≡ つ むもて ほ き き ちを芸評掃

に検討し , 今 後 明 らか妄≡ず る 感要 が 凝 る . また 事 今回 の 調 査鰭果揺 夢 窓埴後 2

年間 の み の も 招 で あ る た め , 骨釣 銭 降 の 経年変才巳蔓こ つ むミ
i

C 書 らに 検 討 を続をずる

感 要 が あ る .

また , 笛木 の
``

プ ロ ポ - シ ョ ン 軽
''

と 定壌後 2 琴 開 の 若 衆 の 樹噂妄言 娃有 意 蔑

正 の 相関 が認 め らゎ た . こ の こ と か ら ,
` `

プ ロ ポ - シ ョ ン 慈
”

は 事 わ をき総 裁塔内

狩 の わむさ性台東苗木 の飼枝発生特性 を評価す る 際 に有益 と予想萎れ ず 奉指標 を

胡 属 し た苗 木 の 品 質 評価 法 季 夏植時 の せ ん定方法 の 目安等をこ つ u て 亀 検討 を深

め る価 値 が あ る も の と考 え らゎ た .

壬慧7



寮 5 葦 縫脅考察

奉研究で は , 国 内で 弼周可能な 弼 .学 舎喪 の ウイ)レス ヲ u -

孝転系統を≡ ヨ むさ貰 夢

近 年 , 軟鋼 を申,むに 多数確告さ甑 て を盲る 細 事撃 台舞系統 (
``

豊ti転 - 毛玉e 投e
' '

) と の 繁殖

性 の凄むきをこ つ らミて 比較する と と も蔓こ , 黄首E 熱学を乙 ま る繁 り寒繁殖 の 効率化 夢 な

ら び に 取 り寮 に よ っ て 繁殖 した台木 の 富来育成蔓こ患をチる有効な朝屑鉄蔓芸 ∋ むちて

検討 した . さ ら に , わ い 花 栽培蔓≡轟むもて 既発を率}むを≡蟹界約毒≡利周 が広 ま っ て

らゝる
轟`

K n量p b o o f n
' '

の 育成 経を参考書こ 夢 主蔓こ種常葉着で の 利 潤 を想定し , 最 め 符

フ ェ ザ
-

が 多発 し た尭嘗 の 育成技韓を三 つ らさて も検討 し た 書

M .9 テガ j , 朗 .撃対V F 1 5 7 台 木妄こ つ ♭竜て , 繁 り寮繁殖着こ感 材 る繁殖牲を鶴 の 童

要 な M ,撃 台 東 系競 と 沈毅したと こ ろ , 南 台 寒 は , 幾 つ か の 朗 ,撃 脅素 養鍍 の 申で

懸 り木葉殖性が劣 る グ)レ - プ蔓こ属す る こ とが 明 か とな っ た .
M 事昏 テガ ノ お よ ぴ

” . 9 討V F 1 5 7 台凍 は , 長 野束 誠 に おら迄て , E M 拭 より挙兵 した オu ジ ナ)レの 別 事 学

舎 東 を ウイ ル ス プ リ
00

才ヒした 素読 で あ る , オ リ ジ サブレの M .撃 台木 繕取 り轟蔓= 恕

をチる繁殖性 が劣 る と書 わ て H る が , ” . 9 テ ガ ノ , 封 一撃 鞘 V F ま5 7 台轟蔓≡つ むきて も ,

オ リ ジ サブレの 菅 の 特 性 を愛 好鍵む迄で むきる も の と推察審艶藍 .

M ･ 9 資本 系続 開蔓こ琵 繰 らわ る緒特性 Q) 差異看≡
,

3 む竜貰 は , 連銭 約 恕要 因惑書関係

し てを為る こ と を指摘 ず る幾 つ か の 蒋尊意嘗為 る - 方 , 接吻将栄養盤轟段階 の薫蒸

く
`‡

o 迅紐多e 丑e音量c v a r毒盈鮎 n
' '

宅H 蓬e k 怒鴨 l撃善5 日 に 由来す る と の 崇 が凝 る 余 寒開 蛮を芸

名 u て 諾 路 ら約 た , 教務鏡 の 如 .学 資寮系疑問の 磯 野来春≡よ る繁殖健 の 差異蔓≡ つ

むきて 紘 , 生 育相 が若むき揺 ど ‡ 琴楼の発車性感雪濠釣 る 宅監著鼻音参宮, l 卵 轟き 芝 と を考慮

す る と ,
Ⅴ盈恐 O o 多毛e n 宕量粥轟) が M .撃 台 木教務統 の 形態輯な特徴 蓉観察し 若菜養

生義鎮野暮こ つ む皇て 労草 し 髪結発 と整合し , 鮎 ,夢 脅寒系統閉塞桑揺董妄≡発車生長

投腎 の 濠む盲蔓こ 由来す る と の 考 え に 沿 う 亀 の で あ っ 恵 , 腎忠恕昏毛昏T 秦 才縄 著書 宅量撃学芸き

揺 , 藤代培養を行 っ た ㍍ ,撃 車乗 の 挿 し木繁殖声 凝 よぴ戦 野奉賛轟 に 凝を亨る発壌

性 砕向丘 を額督し て 凝 り , 瀧毛閑 2 m 柑 著書 盈喜, 宅芝紳重き 揺 , 抄 こ ぼ え 由来 の 挿し療

を用むきる こ と で カキ脅寮の挿し奉賛殖牲が改蓉萎れ る 芝 と を添L , て ら与る 中 華凄

を乳 敢り轟床季 び 乙ぽ え 由来 の 幼君才転常体 の探索き 鍵柁培養蔓≡去 る幼君亨監膚捧

の搾出 に 怒 り線恕 こ と蔓こょ り , 繁殖珪 の凄艶 る曽轟轟鏡帝育成が可能藍考え ち

釣 る 8
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懸り素繁轟 の 効率首巳をね らむさと して , 黄首ヒ処理 の発横促進効果 馨境野 じ恵 と

こ ろ , M ･学 資索弟鏡 の 申で 捻寮養牲が劣る 封 .撃 テガ } 撃 砕車乗蔓こ つ む議て も ぎ 高

い 発 壌 促進効果 が諾換 ら艶 , 実周斡な取野栄繁藤が可能で 凝 る 己 と が轟 き 釣 た .

黄才E 処理 の 具体白雪は方法とし て 娃 , 取 り寮 母株か ら発餐す る新柄 の 農 畜 が 3 -

l e e frl と な っ た 頃 に , 新柄金 棒 が蔓慧ぽ隠れ る軽度 に ピ - 卜モ ス 事 菅 笠 ガ ラ タ ま

た 結 替 っ た凍 土 の む盲ずれ か を寄せ , 擾蔓こ通常 砕 盛 野j : を行 う 己 と妄≡よ っ て , 発

横合 木 率 , な ら び に台東 の 発壌盈 を増裏目さ せ る 芝 と が可能 習 養 っ た . 芸 の よ う

に して 得 られ た台木 の 長 審 , 直径 き 患 よ び母株当たりQ3 番数ほ , 黄托建晋を樺

わな い 通常 の 怒 り索 の 場合と 捜ぽ同等 で s 黄i虹処 理蔓こよ る 密禾新柄 の 発生締飼

お よ ぴ 伸長締朝は詰められず , ま た , 翌年 の 取 り寮母株 か ち の 取 学 務 脅 舞番数

に つ い て も 揺 ぼ 国辱 で乗ずヒ廼理 の 影響が薬質的妄ニ琵 め ちれ なむ3 乙 と が 明惑急と 怒

つ た . 藩壌 ( 1 9 7 1き は , リ ン ゴ わ い 性合衆 の 取 り衆 繁殖をこ凝をさて , 黄4紅麹 理 の

た め の 母 株をこ対 す る 発 芽 前 の 孝j : が 摩 す ぎる と新柄 の 発芽が締萌さ釣 る こ と を

指摘t / てむきる が , 奉 研 究に おむミて 経費才ヒ処理 開始を発芽後とし , 軽をもモ 重 ガ ラ

等 の 資財を周むさて処 理 し た こ と に よ っ て 新柄 の 発芽締樹が 娃 とん ど認 め ち 艶ず ,

効率 的 な 繁 り 衆繁殖 が 可 能 で あ っ 恵 も の と考えち艶 浩 幸 芸 艶蔓こよ 野 , 喫窪 , 国

内 に 轟 u て 利 潤 可能 急 M , 9 ナ ガ } 脅 索等 の 繁殖健 の劣 る わむき牲車乗妄芸 ヨ H 貰 ,

通 常の 台凍法 と して の 和 周 を 可能 とす る た め 砕 , 采周埼恕取野乗繁殖接を承ず

こ と が で きた .

ま た , 本葉数量こお い て 隠 , 穂泰採敢周 の 母樹蔓こ封ず る 生育期開率 の 遮光が ,

東 野木 繁 殖 の 一 種 で あ る接ぎ寒盛り土法 宅猪時 事 兎堵 , ま撃阜響き 妄こ轟を亨る穫東部

分か ら の 発根蔓こ烏 よ ぽす影響看こ つ むきて も境野を待 っ た ♯ 菅 の 結果 事 母 樹蔓芸対 す

る遮光蔓こよ っ て き 接 ぎ木 盛 り 豊接 に 凝 狩 る穂寒帯分惑嘗ら の 発横が有意蔓≡罷塞蕃

れ る こ と が 明漆芸 と な っ た . こ の 場 合 の 遮光強度揺 , 穂 奉 を挿 し来春≡ 頗 む議た

H o 野 盈r d ら 宅ま9 7 7 - 誘発尋∋ の 報告蔓ニ放 環 て 帝をきも の で あ っ た が , 穫衆 を接曹奉盛

甲立法蔓≡翁むきて 潤む為る 乙 と蔓こ よ野 , 比 較的連発強度が弱宅 苛 も有意な発横尾遵

効果が詰め ち艶た 事 接ぎ凍盛 り土鎮 の 作業寧頗揺 ダ 種 畜蒸着碁こおむ蓬て - 般 斡 と

な っ て む篭る 中間台東雷轟 の育成事頗と藩分解峯こ塞 怒 る 恵 め , 沈 毅斡種嘗業者が

採用し脅すも主事 法 で 凝 る と学費蕃れ る . ま た 夢 母擦寄成 季嬢持 の た め の ヨ 累 斡

を鍵続 的蔓こ轟要としなむ盲た 軌 生産者が自家苗生産を行う時琴 歩 短 期餌蔓≡歯舞

ま芸撃



の 啓蒙が 生じた壕普等をこ有効な拳法 と考ぇら艶 , 奉研究蔓芸轟彰蓬て 得 らゎ た 密農

をこ つ むミて 経 , そ の よ う 急場 薗 で の 哲 周 が期待 で 曹る .

つ ぎに , 怒 り 索を三よ っ て 繁殖した台木 の 雷衆生産蔓≡義 狩 る 利 潤接蔓こつ む蓬て 事

切 り 接ぎ 可能な 朗 8撃 ナ ガ } 脅 素 の 品質基準の検討 を行 っ た . 骨 の 練巣 , 基部 か

ら 2 O - 2 5 c m の 台東 直径が 9 n 斑 以 皇 で , か つ 第 呈 衰蔓芸示 す発壌指数が 2 . e 以

上 で あれ ぽ ,
1 年生 首衆 の 育 成 に 利 用 習能 で ぁ る 乙 と が 明か と怒 っ た . 乙 の 基

準 に瀦た怨むさ台 寮 に つ らちて も , 接ぎ乗 せず蔓≡号 砕 ま ま育成す る か , 欧米 で -

港

的 と恋 っ て い る よ う に穿接ぎ周 の 脅衆として の 利 男 が 可 能 と 予想審艶 き 取 野奉

繁藤 を行 っ た M . 9 ナ ガ } 脅 衆 の 有効な鎗周接 が 明 か と な っ た .

ま た , 幾 つ か の M ･ 9 脅凍 素焼が 王 - 2 年 盤
&

長 じ
手

笛木 の 生育蔓ニ凝 よぽす影

響 に つ い て , 台 木 の 横畳 を掃 え て検討した と こ ろ , -

繋 Q3 車 乗 系続 開蔓= 達 を主が

認 め られ , 如 ･撃 F L 5 6 脅衆 を涌 い た ま - 2 年 生 首 衆 の 生育は ,
封 .撃 鼠とま撃台 東 等 に

沈 ぺ て 帝 u 横 内で あ っ た . 轡壷b 蛋t e r くl 弊撃ラ は 2 4 系鏡 の M .学 資 喪 を凋むミて
i

c e 荒
事

s O r a flg e Pi 秤量n
'

の 生 育 を比較 し , 資本 系統 の 凄むさは 雷喪 の 生育 に あ ま 野影 響

しな い と して らさる .

- 方 , v a n O 細 e 泊 ( 1 9 名6き をま, 幼君相 , ま た 揺 成熟相 の 特

徴 を有 ず る 歯 舞 系統で は , ま 畢 生雷凍 の 生育をこ意 よぽず影響蔓≡相違 が 轟 巧 手 幼

君相 の 特 徴 を有 す る M ･撃 N 2 学 資喪 は笛 木 の 生育を雇轟ず る とし てむミる 8

･ 率薬象

の 結 果 で 揺 , 凋むきた 台 東 素読 に よ り 壬 - 2 率登 嘗衆 再 生驚喜≡藩 をき惑雷羅 終 ら艶 恵 も

の の
, 脅 凍 の 栄養生長段階として の 特徴 と商務 盤晋と の開妄芝揺 明確恕関係が経

められず , 放校的 台東直径 の 細 か っ た 鮎 . 9 F L 5 6 脅衆 嘗の 生育は , 澄蔓≡脅素直

径 の 太 か っ た M f 9 監L 蔓学 食喪 雷 撃蔓= 比 べ で 弔を竜緒果 で 轟 ヨ た .
知

事夢野L 5 感 奮 寮 の

1 年枝 は , 形 婁 約蔓こ掬 い こ とが 示き れ て 怒 り宅y 慈母 O o 鼻毛輔 ,
喜郎惑; 玉 井 ち , 芸e 窃2ラ亨

奉研究蔓芸恵もミて も 弼様な席鈎が諾 絶ちわ恵 . 菅 の 恵 め , あ ちか じ め脊索 の 蟻盈

を梯えて 待 っ た 奉研究 の 結果蔓こ烏を鳥て ,
朗 ,撃夢と5 轟 脅喪 蓉周ら蓬た 嘗喪 の 重 曹 が覇導

か っ た こ と 隠 , 童をこ歯舞直径が緒をき 知 事撃 F L 5番 台素 の 形態的恋緒牽蔓こ 由来ず る

と擾潜審艶 , 脅舞系統 の逮を急が 雷凍 の 生育 に お よをぎす影響をこ つ む3 て 揺 ず 直径琴

の 台東形質 の 凄ら蔑戦 費囲 の -

つ と し て影響して をさる 可 能性が考鼻ら豹 変 . た だ

ら , 知 事撃 野L5 6 脊索妄こ つ む護て 経 , 他 の 財 .学 舎 素 養読書≡沈 環 て わ♭与ぞ巳効果添書高旨盲

( 駒 醜 寧量gB , 豊野ヲき とす る帝普労苦あ 野 , 嘗素 の 生育惑嘗帝柔毛 っ た こ と蔓こ ヨ 旨竜号 亀 ,

台東 の わらき亨ヒ効果蔓≡ よ る 可能性類書考 え ち艶 ,

- 壊を≡緒 論静狩 る 芝 と 経 国難 習 轟

ま3 S



つ た , しか し , 昏 来砕 サイ ズ 宅特蔓芸濃径ラダ な らぴ蔓≡境盈をま事 呈 - 2 畢生 嘗衆の

生育をこ大 き恕 影響を轟よをぎし 声 良好な嘗衆生曹を確尿す る う ぇ 習 曹 重 要な 曽木

形質 で 轟 る こ と が轟 き ゎ た .

さ らをこ , 接 ぎ 凍当寧 の 苗素量こおをナる台穿g) 怒野捷 u 方法蔓= つ らさで 検 討 した と

こ ろ , 従来 の
-

密 約 な諾裁と異な野 $
6 月 ( 愛嬢擾 6串 - 壷e 日き 頃書こ密 葬 を儲降

す る こ と に よ っ て 事 害 月 頃 ま で の 嘗衆 の新柄静養が凝達き釣 る横内が諾漆 ち艶 ,

境 の せ ん定 な どに よ っ て 脅蒸 舜 境慶 が 少怨む竜条件下多芸お u てを豊そ 砕 横柄 の 畿旨鳥

こ と が 明か と な っ た . H o 腎 a r a 書 0 急転I ey 宕王撃撃3) を孟, わら3 性 台 車蔓三芳接ぎし'た u

ン ゴ 貰素 に お い て , 穿接 ぎ 当年 の 密葬 の 切除を琴接ぎ部分蔓≡限定ず る 芸 と蔓ニよ

り , 翌年 の 接 ぎ穿 か ら の 新柄発 生 , お よ ぴ帝長が改善き釣 る ≡ と を示 し て ら篭る .

接 ぎ木 当年 の 笛木右こ轟をナる 台 芽 の 処 理 方 法 に つ む盲て も , 育成 き わ た嘗索 の 墳墓 ,

き ら妄こ翌 年 の 苗 木 生育をこ対 して 影響す る こ と が予想さ艶 , 菅 時 点を三 つ ら‡て も今

後明 らか に し , 笛木 の 生 育 を良好 とず る た め の 台 芳 の 適切 な処 理方法蔓ニ つ む3 て

検討 を深 め る あ 要 が あ る .

つ ぎをニ, わ H すヒ栽培向狩 の常務育成法 に つ むミて , 欧米 を申3む暮こ弼周 が広 ま っ

て むも る
` `

監迅豊野b e e i n
'き

の 拳 法 を参考蔓こ , ま 年 生雷素を≡封 ず る 頃 野 栄 し 多 穿惑盲曹 ,

B 鼻 散 布 , 凝 よ び摘薬愚理妄ニ よ る フ 孟 ザ -

発 生促進効果書芸 ヨ ら蔑て , 国 内を芸義 持

る 主要蔑リ ン ゴ数品種 を用 い て 検 討 し た . 膏 の 緒発 声 ≡ 釣 ち の 惑理 を線 番奮わ

替 る 乙 と蔓こよ り ,
i - 2 琴 生者薬事こ凝をゝて 長 め の フ 豊 ず - を多発審 せ る 芸 とが 可

能 で あ っ た .

`

シ テ ノ ゴ - ]レド
'

,

i

敏 暁
'

琴 の フ ェ ザ - 発生 の 少 なを嵩品種蔓≡ つ む盲

て も s 切 り戻 し , 穿 か 蓉 , 凄敦固 の B 鬼 散布 , 忽 ちぴ蔓≡凍薬処理 の 観み奮わ曹

蔓ニよ っ て 長 め 野 フ ェ ザ - を多発書 せ る 芸 と が習能で あ 野 , 菓周的な菅嘗接蔓芸 つ

を3 て
-

憲 の 事 頗 を明 ち か蔓こする 己 とが で 蓉 た サ

国 内の リ ン ぎ わ u 才巳栽 培蔓こ鳥 を盲て は ,
呈 寒椿携 の 呈 琴 盤嘗奉 の事!3 頗 が童 で 轟

る が , 果 樹栽培蔓こ患 狩 る尭嘗 の 利 男蔓ニ関 して , こ れ まで蔓こも多数 の 奄告が な萎

れ て 老 巧 ( 73蔦川 ち ず 壬撃糾 ; 富 岡 書 石 田 , ま撃番2 ; 石 田 ち き l 粥 7 ; 臭覚 ち , 重野轟;

堀 込 事 東男 川 声
量哲学6 ; 石JⅠf ら , 重野 7き夢 実際をこ 2 年生322; よ の 尭雷を自家受渡 し 手

鼻好恕成果 を滋野て む護る 事例 亀諾 療 ちれ る . 原 ∈2 彬 郎 揺 , ま 奉棒状蔓芸育成L /

た 豊 年生首衆 を飽よ 蔓5 8 c 招 程度で 切 り戻 し , 発芽後 , 地 よ 王¢e 妥窃 南後 の 嘗東

主幹帝蔓こu ン ギ ングを行 っ て ま 琴枝よ峯芸妓看ぎまん 代 ん恕 < 新柄 を発生者替 る 事

ま3ま



法で 酋素餐産を汚む芸事 早期多碇 を実現し てを与る 事 ま た き 帯庶 の 豊 奉棒状 砕 量 尊

堂笛木 を判周 し て 事 奉 法域蔓こおをチる愛嬢当琴 夢 また ほ夜壌見育成率蔓芸 , 磯枝 と

し て 利 発 可能な枝を発生書せ る 試 み も簸 き 艶 てむ与る . 界嘩 書 斎蓉 若里撃蕃郎 経 き

リ ン ゴ の 壬 年 生
毛

ふ じ
争

わをき怪車乗嘗湊 の慶堵時事こ凝 狩 る 横 盈 や 畷 り窮し の 高

さが定埴琴 の 幼素 の 生育 に お よぽず影響蔓三 つ む‡て 鎮 静 し 事 埴 土 ま慧e - 呈5 e c m 習

慣 ぢ戻 し , 勝算 に B 鬼 を散布ず る こ と蔓≡よ っ て , 裾 枝 の 発 生 が 増 加ずる こ と を

示 した . こ の よ う な整理 を行えぽ , 現在 市 販 の 豊 年 生苗木 を羽頗 ずる 芝 と喜≡ 蓋

っ て も , 定植後 の 腐枝 の 確 保 を安定i巳し , 早期多碇 を実項可能と考 ぇち釣 る .

し か し , 原 ( 2 e 紳きの 方 法 は 菅雷 の た め の 迂場と時間 を要 し 声 外 時 事 斎藤宅茎弼轟き

の 方法 は , 奉 娃頓 に おをチる定植 ま年目蔓こ B 鼻 の 散布を要ずる た砕 夢 路葉 閑 静 娃

各 考 そ の 労連 わ る . また ,
らゝずれ の 方法 も ぎ l 年生 雷素量こ労 して 挽較鈎高む皇位

置 で 切 り戻 し を行 い , 穿恵も きせ ず に 育 成す る こ と か ち , 2 琴生者寮 招 サ イ ズ が

大 き い . W e b 多t e r 母音 畳ま, ( 2 e e 3) 揺 , 磯 枝 の 発 生程度が同等 で あゎ ぽ ,
ま 琴 盤嘗 寮

の 定壊後 の 畷 量 の維持は ,
2 年 生笛 木 に沈 ぺ て 優れ る と し , そ れ は 董蔓≡嘗 寒 哲

イ ズ の 遠 い妄こよ る移棒 の シ ョ ッ ク の 軽度をこ 由蒸す る と し て ♭さる . サ イ ズ の 大 き

な 雷素 の 移植をこ伴 う シ ョ ッ タ を 軽威 す る た めを芝経 , 凝 野よをヂ惑盲ち密接ま で Q3 周

到 藷配慮が感要と考え ちれ る , 厚 く亀唐) ち , 憲 壌凌 芝琴間接魔 の 緒薬盈 を 事

あ る 軽度朝駁す る こ と で , そ の 後 の 墳 墓 の機番日澄嘗孟も盲と述 璃 若 む去る惑誓, 普 イ ズ

の 尭 き窪 笛 素 の 移壊に よ る シ ョ ッ タ を考 慮 して の 芝 とと推察 凄艶 る . 舞時 事 斎

藤 く1 粥 郎 も , 周ら亙る 嘗凍 の 穫塞 が 姥瞭約少な旨急場督蔓≡患をきて も育成蕃 艶 た 2

年 生者素 の 磯枝 発 生を芸は 解 ら有意な凄も急が 諾 紡 ち艶 窪む毒と し でを為る 亀 の の , 周

到 な管理が感憂 と注意 を喚起 して u る . 穫雷業者が こ の よ う蔑苗木育成法蔓こ取

り扱 む た め蔓こ 揺 , これ ら の 課 蔑をこ対 応 ず る た 線Q3 生産 , 韓蔑j = 符 ヨ ス ト負担 が

尭 きむきと 予想蓄熱 , き らをこ , サイ ズ の 尭き 窺嘗衆は , 移接着≡伴う緒搾策そ の も

の蔓こも 比較的多< の 労力を要す る と考えちわ る .

-

方 , 奉研 究蔓こ意彰盲て 検討 し急 呈 年生嘗轟をこ対する磯 野 戻 し , 穿か き , 凄幾

回 の B 鳥 取布琴 の処理蔓≡よ っ て 育成書甑 た 2 年盤蔓≡ つ む盲て ほ , 従来 の 頃 ぢ 乗 じ

の 峯をこ 去 っ で 育成蕃艶 た嘗素蔓こ姥 ぺ て 車型 で あ り急 が ち フ ェ ザ -

の 食酢農 技宥

意を≡長む議特恵 を有 し , 輸送 , j ㌔ン ドリ ン ダ , 移壕蔓芸伴う シ ョ ッ タ の 軽賊 将 藩 習 華

凄艶 て を3 る と堆灘 審 甑 た - ま た , 各 種処理蔓≡ よ っ て 参政 の フ 3= ザ -

の 発盤 が 覆

壬3 2



さ凱 た苗木揺 , 聴 フ £ ザ -

長盛雪凝ら蓬と と も着こ 夢 5 e e 設 楽滴 鍔 捻瞭韓短め の ヲ ェ

ザ
-

奉数が 増 恕 ず る こ とをこ よ り雷婆が細め の 円錐形をこ近♭吉野 と怒 っ 恵 一 己 の よ

う な嘗姿を孟夏埴擾 の 主幹形整枝をこ寄合が よらきと考 え ち甑 , 密壌栽培肉汁 の 適性

が覆わ る と 予 想 され た . 苗木蔓こお 汁 る , か 撃 で な轟 か つ 揺 フ 孟 ザ -

長 が凝らち特

徴 は き 生 産者に と っ て は もち ろ ん , 種苗葉音蔓こ轟む篭て も ヌ リ ッ トが尭 象らちと擾

察さわ , 奉研究 に よ っ て 得 ちれ た瀬 見 が実際 の種常盤産場面をニ患 n て 生 か 蕃釣

れ ぽ , わ が 国 の リ ンゴ の わらきすヒ栽培 に 患 い て も多売な メ リ ッ トを生 じう る と考

え る .

ま た , 育成 さ ゎ た 尭嘗 く
` `

K l * b o o m
”

) の 定壌棲 の 生育 , 畷 盈 性 琴を三 つ む5 て 検

討 し た結 果 事

…

K 荊i p b o o m
' '

の 初期収 量 は , 雀来 の 豊 年生雷凍 の そ れを≡比 環 て 著

しく多i , 早 期多収性 の優れ る こ と が 明 か とな っ た . き ち蔓≡ , 定植後 3 年 間 の

果実生産効率 に つ い て 比較 した 結果 ,

"

K B重p もo e m
' 事

は , 通常 の 2 年 生雷 素量こ比

べ て 優 れ る 積 商 が 明 か とな っ た .
鮎 転irl 細 見 ( 2 e e 3) 紘 , わ u イヒ栽 培 の 成 魂 の 鍵

の
一

つ と し て , 栄 養 生長と生殖生長 の バ ラ ン ス を適正をこ保 つ こ とが 重 要 と 述 べ

て い る . そ の 点 で , 早 期多壕健 の慶わ る
` i

K 氾i野b o o m
学事

妄言 つ む§て ほ 書 窪 壌後 事 畢

らち時 期 に適正 に着果さ せ る こ と看こよ っ て 声 栄養 生長 と生殖生長 の バ ラ ン ス を速

や か に適正な状態 に 誘 導 ず る こ と が可能と推察審れた . 藍 だし ぎ 乙 の 時
･

g3 適琵

な着果負担 の 程度 に つ むきて は , 品種 特有 の 隔年嫁菜性 の 観 きや , 嘗喪 持 寄ずる

特性 ( サイ ズ , 総 フ ェ ザ - 長 等ラ, 定壌 後 の 貰 衆 野 生膏状態事 豊 壌条件辱 の 環境

要 因 に よ っ て も 異 な る と考 え られ , よ り 詳報 な検討をニ基づ 蓉 /
`

監ni 野転e e 投
書'

蔓≡

飛 表さ れ る 早期多壕性 の 優れ る尭嘗 を凋むちた場 合 の タ 適琵 怒若衆 の 樹相 モヂ)レ

の 作成 が望 まわ る .

また 曹 2 年生 首衆 に おをテる フ 孟 ザ - 琴 の 磯 桂 の 発 生携 巷 ( 嘗泰 の樹冠構造)

那 , 愛嬢擾 の 墳 墓 , 若衆 の 生育 に 轟 よぽす影響を検討 した と こ ろ す 欝薬事こおも盲

て 短 め の フ ェ ザ ー が 多数党生して をきる 場合 , 早期多饗捜 を示ずととも蔓こ若衆 の

樹冠が コ ン パ タ 卜と な 野 やすも盲こ と が 明か とな 野 ず 雷衆 の 樹冠構造揺事 定 植後

の樹形構成蔓こ尭 き< 影 響する と考えちゎた . 奉研究蔓こ烏 u て 有効性 が明恵態 とな

っ た各種遇理 を組 み合わせた育苗法蔓こ よ り多数 の ヲ ェ ザ
-

の 発生 が罷き艶た笛

木 に つ む盲て 絃 , 線 フ ェ ザ -

長 が 義 u と と も に樹冠が ヨ ン パ ク トで 繍 め の 円錐形

に 近らき嘗姿とな っ て お り , 這 の よ う な苗木 を済も) る こ とを= よ っ て , 定礎後 事 緒

ま3 3



め の 豊野形 を線持し脅すむ盲と予想書甑た , 常務育成蔓こ怠ら盲て 隠 , 定 埴擾 の 樹形

華 整枝法 に適合した苗素 の 樹冠構造 の 形 成 が 重要と考えち甑 g 今後 , 芝 の よ う

な観点かち の雷素 の 樹冠形成法をこつ ら盲て も 夢 検討 を深 め る 藤 健 が ぁ る と 考 え ち

れ た .

ま3 尋



涛 夢

奉研究で は , 国 内で 弼 周 可能な M 事学 舎衆 の ウイ)レス フ u -

系統 と , 近年 夢 欧

殉 を率～むに 見 出さ 艶 て u る 主 要 な 関 . 9 脅 乗 務続蔓こつ らさて , 桑 野来春ニ義 狩 る 繁殖

性 を比較ず る と と も蔓ニ , 黄す巳愚理 に よ る薬頗約な取野乗繁殖 の 効率首巳技術 の 開

発 を行 っ た . ま た , こ の よ う蔓こし て 繁殖した 朗 . 9 テ ガ ノ 車 乗 を , 雷 楽 音盛事こ周

ら3 る 際 の 利 潤 法蔓こ つ い て 検討 し , さ ら に 国内事≡凝 狩 る童要な栽培品種 を周 u て ,

l 年生 富来 に 対 す る 切 り戻 し , 穿 か き , 播 葉 お よび B 鼻 歌布処理 の 観 多 食 わ せ

に よ る , フ ェ ザ
-

の 多発 した夷嘗 の 育 成接荷を検討 した . 凝 えて 事 育 成 し 恵 尭

雷 の 早期多聴牲 , 定植後 の 樹捧生育蔓= つ む急て も調 査 を行 っ た .

第 1 章 リンゴわも篭性資本の取i) 奉賛韓

1 , 取り木繋轟に轟ける数系鍍のリンゴわもも性台本 朗.9 の 繁韓性の比較

娩 つ か の M .学 舎 禾 系鍍 に つ い て 取 り木をこ凝 狩る 繁殖性 を比較した結果 ,
” .響

F L 5 6
,
P aj 盈m 2 脅 索をま, 他 の 脊索 系統 に 沈 ぺ て 繁藤 性 が 優 艶 る 棟 内 が 認 め ら酌

た ,

-

方 ず
㍍ .夢 ナ ガ ノ ダ

M .撃対 V F 1 5 7
, P aj 急m 量, ” ,学 監 u 学 資衆 ほ , 繁殖橡 碍 劣

る 横 内 が 明 か とな っ た .
朗 , 9 T 3 3 7 脅 来 援 , 取 り来 繁殖軽量ニ関 し て 手 簡 ダ]♭ - プ

のをまぽ申開と考えらわた .

オ リ ジ ナ 身 の 如 . 9 台 衆 隠飽 の 別 系 , 凝 よび 朗 財 務脅寮蔓= 姥 ぺ て 手 取 り寮を≡

お い て 繁藤牲が 劣 る と 萎 れ て を3 る が , 奉実 験 で 供試 し恵 朗 書撃 テ ガ } ,
M 事9

N V F 1 5 7 台東 は , 長 野 果樹試 に患 い て 事
藍㍍ 拭か ち革 見 し 恵 射 さ学 舎喪 を ライ]レ

ス フ リ
-

子ヒし て 育成 した系統 で あ り , 繁殖性を三関 して 浄リ ジ テ)レの 特恵を受をチ

舞を議で む3 る も の と考 え ちれ た .

2 . 取 8) 奉賛薙ぎ≡おげる発鶴侵違法

資す巳処理 の 発壌在逢効泉 を境野した結果 , 驚 野乗 母株から発 生ず る新鶴 の 長

塞 が約 3 e m と な っ た 頃蔓こ , 新帝金棒がを慧を雷隠釣 る軽度看ニピ - 卜モ ス を零せ , 擾

をこ通常 鐸 盛り圭 を行う こ と妄言 よ っ て 封 .撃テガ } 歯舞 の 発横が著し< 慶逢き艶患 .

こ の 薫育ヒ処理蔓こよ っ て , 懸り 凍母疎か ら の 脅東新梢 の 発生 凝 よぴ伸長蹄制をま認

め ち甑ず , 惑琴 の 翌琴 の 攻 撃衆生慶事≡も実質的な影響が詰 めら艶なか ∋ た I

貴幸ヒ処理 の た め の 資財蔓≡ つ むミて 措 専 も みが ら 5 蘇 っ た織豊 の 雨着と も発 壌在
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違効果が認 めち艶 , 新柄発生 ダ 新柄帝展蔓= 封 ず る蹄帝も 揺 と ん どな く , 薬周斡

に有効と考えち艶た .

貴官巳処理 の 開始時 期が畢むりま ど脅衆 の 発壌が優艶 る横南が認 め ち甑た が 事

M
･ 9 F L 5 轟

,
P aj 盈m 2 お よぴ M ･ 9 T 3 3 7 脅寮蔓≡ つ らきて ほ 歩 処理開始が遅く て も放較

約発境が優艶た のを≡対 し , 由. 9 ナガ j , 才M 7 脅衆蔓三 つ をミて ほ , 黄才巳処理開始が

遅 い と発横堤違効果 の 鑑亨が顔著 で あ っ た . 概 し て , 繁 り 寒繁殖蔓こ怒ら蓬て 繁殖

性が劣る 潜 素系鍍 に つ ら盲て は , 黄化麹理網漁が遅ら盲場 合 に , 発 壌凝 董効果が底

下し奪すむさ横 内で あ っ た ･ Ai ･ 9 テガ } 台 木妄こおら3 て 十分な発穣を得 る た め蔓芝を蓋 ,

台 木 新柄長が I e e m 未 満 の 時期 に賛すヒ処理 を開始ず る 必 要 が あ る と 考 え らゎ た .

3 ･ 接 ぎ木盛8) 立 法f= おぎチる種木採取用母樹の逮発と台車の発壌

接ぎ木盛り土 法 に つ い て , 種 本 採取 周 の 母樹を≡封 ず る 生育期間 中 の 遮 光惑書手

国 繁殖絃蔓こお 狩 る 壊 東部分か ら の 発壌蔓こお よ ぽす影響を検討した緒愚妻 母 樹蔓≡

対 す る 光 線 透 過 率 2 5 % 極度 の 遼 覚 に よ っ て , 発 壌 が 有意事≡凝 塞 き 甑 た .

第 2 牽 リンゴわも増 資轟を粥用 ♭た音素の 育成

1 ･ 取t) 木繁薙ぎ≡よ っ て育成♭た 凹 ,9 チガノ脅奉の鶴盈亨 脅蒸轟擾が 1 年童
`

長じ
'

草本の生育事こおよぽす影響

取り木繁殖した 封 ･撃 ナ ガ ノ 台 衆暮≡ つ むさて は , 概 し て , 接 蜜寮時の 脅奉 砕 壌意

が多く , 台 東直 径 が尭をき蔭 ど , 種品種 の新柄砕長 が彦豹変 辛

党 境指数が 2 駄 土 習 , か つ 台 車基部か ら 2 0 - 乏5 e n の 密閉の渡擾が 撃 m fn 軽

度段 上 の 歯舞 で あ艶 ぽ , 切 り接ぎして お 恵 む ぬ 鹿野な嘗寮生膏が得ち釣 る も招

と考 え られ た 書

2 ･ 取t) 凍繁薙ぎ≡よっ て育成した 細 事学 舎凍資系銑が 1 - 2 年生
`

長じ
'

音素

の生育書こ義よぎぎす影響

如 ･撃F L 5 6 脅凍 を周をきた 王 琴生雷喪 の 平均寮頼長接受 i ,
2 年生者寮 の 菅 イ 諾

蔓寧均常務 鼠 平均幹周 , 平均重量 , 平 均総 フ 孟 ザ - 轟き 隠 13も書む蓬横顔習 あ っ

た ･

- 泉 封 書撃監L 霊夢 台木を潤 む3 た ま 年生 恕 よ ぴ 2 琴 生 嘗寮 の サ イ ズ萎ま尭きか ヨ

た 事 凹 ･撃 チ ガ } , M 書 9 鞘腎野呈5 7
事
㍍ ･撃写3 3 7 , 野8j 盈酌 量, P 癖 斑 望 台車を層を議恵 雷素

量≡ つ をきてをま, 帝 脅 東 の中間的蔑生育を示 した .

M ･撃 野L 5 番 台 奉 の 1 年枝をまず 形態的蔓≡細 く 夢 選ら3 積 商が 認 め ち 艶 た 事

ま∋惑



3 . 沓芽の切除畠よぴ鋳滋轟理が 関.9 チガj 魯寮蜜用も苛恵 一畢生
i

鳥 じ
夢

首

奉野生膏におよぎ著す影響

`

長 じ
'

を接ぎ来 宅接をヂ接ぎ歩 ま た は居接響き し藍定韓後 の 細 .学 祭ガ } 脅 寮

に 翁をチる定境擾 l ･5 ケ 月 曜 度i;R 前 の 台穿 の 切 除は , 生育期開歯学を≡お狩る 療寮

新柄 の 伸長を掃翻した . そ の 効果をま, 密葬 の 切除時期が畢をり悪 ど, ま た脅 寮e3

凍 の 境 野 戻 し を伴う場合をこ東 きら急 こ とが 明 か と な っ た . ま た 夢 密 葬 砕 採 心 y 放

任をこよ っ て 新柄伸長 が劣る僚南も認め ちれ , 接 ぎ寮 当年 の 蜜蜂後 砕 朗 .昏 テ ガ }

台木 に おをチる 脅 穿 は , 定壊擾 6 e - 粥 日頃 く3 月 下 萄 の 定 樟 で あ ゎ ぽ 争 お 義 む ぬ

6 月 申) に 切除す る と , 種 衆新柄 の 生育 が 良好 で あ っ た .

第 3 章 ヲ ェ ザ - の 発生し藍u ンゴわも嘗性蓉寮若木帝育成

1 . 1 年生リンゴわもち牲脅奉首寮の切8) 窮 し , 穿 か馨鰻 理とフ ェ ザ ー 発生

国内の リ ン ゴ の 主 要 品 種 を用旨さて ,
壬 奉棒 状 の l 年 生笛木 に対 し て , 境 野 戻

し , 穿 か き弟理 を行をち, 残 した新柄 から の フ ェ ザ ー

発 生 を検討したと こ ろ 多 品

種 に よ っ て フ ェ ザ
-

発 生 に発 易が 認 め られ ,

`

芳 明
事

,

`

ち i ら < ふ じ
亨

ほ フ ェ ザ

-

発 生 が多 < ,
`

教暁
'

,

`

シ テ } レ ッ ド
事

蔓ま少 な u こ と が明惑篭と な っ た i

事

シ テ

} ス イ
-

ト
き

,

&

シ ナ } ゴ -

)レ声
亨

隠 こ 釣 ら の 申開 で 轟 っ た .

`

ち宅 ち宅 晶
,

じ
夢

虫

よ ぴ
i

努明
'

蔓こ巻 い て は , ま 年生嘗来春こ対 し て 畷 り窮 し , 夢意蔑普愚理 容行 う 芸

と に よ野 , 残 萎 れ た新柄かち 轟 - 客 車/ 嘗 砕 フ ェ ザ -

が発生し恵 .

王 事棒状 に 生育 L , た ふ じ/ M .9 テ ガ } の l 年生雷涛をこ労 し 首 , 畷 野戻 し , 穿

か 奮迅理を行 u , そ れ ち蔓こ B 鬼 散布を線 番食わ曹 , 長め 砕 フ 芝 ザ - を宥ず る 2

年生嘗東 の 育 成 で 馨 る こ とが 明 ち か と な っ た 書

育成 さ れ た常務 の 嘗姿接 , 円鐙形を≡近ら与野 と な り , 主 幹形 整枝妄≡望 ま しをミと

考 え らゎ た .

2 事 1 年 生u ンゴわも増 資轟音凍の切t) 震 し 事 穿惑噌 , B 兵 敷布姦よぴ涛嚢処

理とフェ ザ - 発生

B Å の 散布適期 に つ u て 検 討 した と こ ろ , 品 t= / 弼 ,夢 サ ガ} 宅董 琴生者寮き 蔓芸

対し て , 畷 り戻 し , 穿か 曹 を行 っ て 残 した新棉が 2 e - 3 昏 m とな っ た時期蔓芸 事

新積金俸蔓≡ B 鬼 を l 回 教布ず る こ と蔓こょ り 夢 望 ま ♭らき轟き蔓芸濃 め の ヲ 三 ず -

餐

多く確保で 蓉 る こ と が 明かa: な っ た 事
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新柄充満付近 帝 葉身長が 3 e m 来演 の若葉を痛み繁 る桑理 絵 夢 底葉 を摘み取 る

処理 に 比 べ て フ 孟 ザ -

発 生 凝進効果 の 轟む竜 三 とが 明 らか と 怒 っ た .

B 鬼 散布 と採集処理 を組み合わせ る 己 と蔓こ よ る相乗的な フ ェ ザ
- 発生 在逢効

果 が確認き甑 ,
B Å 散布 日 の 前 2 日烏 よぴ擾 2 日 の 範 囲毒芝遊 行 る嫁菜処理経 き

`

長

じ
'

の フ ェ ザ -

の 発 生率敢を増妻田し た . また / 長 じ
手

蔓こ つ 旨盲苛 , 腐葉処理 を 5 ,

6 日 姪 ど の 間 隔 で 2 - 3 回線 野 返す こ と に よ り , フ 芝 ザ -

の 発 生惑誓躍進 さ 艶 た .

`

シ ナ } ゴ - ル ド
曹

を 周ら3 た実験 の 綾果 , フ ェ ザ - 発生 の 少なむ当条 件で 緩 5
B 鬼

散布と 掻素処理 を近接して 行うと処理効果が高ま る こ と が 示 唆き ゎ た .

比 較的 フ ェ ザ -

発 生 が少な u
`

シ ナ } レ ッ ド
ヲ

をニ対 し て は , 高車度 宅轟紳 押 fnき

の B 鬼 散布 に , 王 国S2it 上 の 務葉処理 を観 多食わせ る 芸 と妄≡よ 野 , 愚 衆 で 平均 7 .塞

秦/ 雷 の フ ェ ザ -

の 発 生 を促 進す る こ とが 常 態 で あ り , フ ェ ザ
-

発 生が 困難な

品種蔓こ対 し て は B 鬼 散布 と複数回 の 嬢薬処理 の餅周 が効果 的で あ る こ とが 明 か

とな っ た .

3 . 1 年 生リンゴわも毒性台車音素の切8) 荒 し , 芳か馨 , B 轟 の操S) 蓋 し散布塾

理 とフ ェ ザ ー 発 生

笛木新柄先端付近着こ封 ず る B 鬼 の 繰 り 返 し散布が ,
ま 寧 盤凝 よぴ 2 畢生雷寮

の フ ェ ザ
- 発 生をこ翁 よぽす影響を検討 したと ≡ ろ , 経 じて ,

B 魔 の 緑 野義 ♭散

布回数が多を議縁 どヲ エ ザ -

の 発生 が 増 廟 ず る 傾 肉感書経 め ち艶 た さ

繰 ぢ返 し散布 の 効 果 は
暮

秋暁
'

,

i

シ テ } ゴ
- ル 汚

事

と旨きヨ 浩 , ヲ £ ザ - の 発

生 が 放較的困寿な 品種 に 対 し て よ 巧者効 習 あ 野 亨 ヲ 霊 ず - 発生 が安定 す る 席 南

が 認 め られ た .

i

ぁ じ
'

をニ対 して 絃 , 繰 り返 し散布蔓≡凝をチる擾畢 の 散布藻慶を高療とす る 芝

と で , より 処理効果惑誓高 ま る 己 と が 明 か とな っ た 事 また ,
こ の ょ う な藻琴蔓≡ よ

り , 緩 フ ェ ザ -

長 が 増寿日す る と
'

とも蔓こ-, 5 - 5 母 e 汲 砕 フ ェ ザ - 奉象貞嘗増 加 じ , 嘗

衆 の 嘗姿惑雪線め と な っ 監 ,

フ 芸 ザ - が 比 較的発生し蔓≡< む菖
轟

シ テ } ゴ - ]レ搾
事

ず

`

鏡映
手

蔓ニ つ むちて ず
ま 畢

生笛木蔓こ切 り 戻 し , 穿か き処理を行 っ て 残し た新帝 に 対 す し て B 鳥 を緑野 還 し

て散布し恵 と こ ろ , フ ェ ザ
ー

の 発 生が最速蕃釣 夢
才M 7 車乗嘗轟蔓こ轟む当て 揺前者

で 平均 2轟.5 奉/ 嘗 , 後者 で琴均 芝3 串遵 奉/ 嘗 の フ ェ ザ - が発 生 した .

繰野 返 し散布蔓= 要 す る 薬液急 に つ ら与て 揺 , 繰 野達 し散布者鐙 砕選書 砕合評健
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と同じ長 さ の新 郷 芸対 し て 豊 国 の 散布慈理 を行 ヨ た磯 部 こ捜 ぺ て 争 奪少ならミ積

商 で あ 野 , 緑 野返 し散布蔓芸 よ i

3 て 愚理薬慶喜≡顛ず る ヲ ェ ザ - 発生覆 達効果が高

ま る横内が認め らわた .

第 4 葦 リンゴわも考性合轟を利用 し恵望畢生若衆砕定礎凌砕生育特性

1 ･ 関･ 9 ナガノ台本を用も竜藍
`

長じ
'

ぎ≡ 掛チる
一`

托R妻p b e 8 m
' '

と儲8) 宗L , 将 みぎ≡

よっ て育成した 2 年生 首凍の定凄連呼聴量 , 樹序盤 菅野比較

ふ じ/ 如 ･ 9 ナ ガ ノ ( l 年 生首 都 に 対 し て 切 り戻 し , 穿 か き ,
蓄ゑ 散布を経 っ

て 育成 き れ た
"

K 恐ip b e e m
' '

と ,
l 本俸携 の 1 年生 嘗凍 の 定境 4 琴 閤 の 戟 豊 を沈

毅 した 結果 ,

"

K n董p b o o m
”

の 早 期多畷性 は凄艶変 事

豆 年 生苗 木 に 対す る 切 り戻 し と穿か き処理量芝 よ っ て 育 成 著ゎ た
"

K 唾 転8 e 現
7 ,

と , 切 り 戻 し の 劉 こよ っ て 育成 した 2 年 生雷東 ( 2 年 生夜 来 雷 郎 の 定植後 4

年 間 の 収 量蔓こ有意 な達 n 結露 療 ち甑 蔑 か っ た が , 前者 は 果実生産効率が優艶 る

こ と が 明 か と な っ た ･

``

K 丑ip b e o 現
' '

は 2 年 生者来 者 割 こ比 べ て 嘗衆 の 酵周 が ホ

さ< , こ の こ とが 果実生産効率 , 花芽密度 の 高 きをこ閑 蘇 して ら3 る と潅潜 きゎ た .

2 一 関事9 テガj 資本を用も蔦恵 2 琴生
者

長 じ
事

苦寒時樹冠額慈と定礎皆野聴畳 字

樹林生育

嘗衆 の 磯枝 宅新柄または フ ェ ザ - き の 合計 長 を同 等 と し , 顧媛舜 農 畜男弓将 分

布が異な る 2 年生雷案 の 定境後 の 墳 墓 さ 樹捧 サイ ズの藩を盲を検討した鍍薬 学 雨

着 の 収 量 はをまぽ 同等 で 為 っ た が , 短 絡 の 飼桂を フ ェ ザ -

と L , て 多数者ず る嘗喪

揺 , 長 め の 磯枝を少数者ず る苗素蔓こ比 璃 て 樹暗負号狭< , 樹冠 が ホ 型 で あ る 己 と

が 明か とな っ た .

笛木 の 樹冠模造 宅董をこ嘗姿き を評席ず る た 捌 こ
"

プ ロ ポ - シ ョ ン 優
ぎ,

を夢出一

した と こ ろ , 苗喪蔓こ轟を亨る奉指標藍愛嬢後 2 年間 の 若衆 の 樹噂蔓芸者意な正 時 報

閑が 霞 め ら艶 , わむ3才転載培肉 那 = 適性 の凄艶 る わむ主牲脅奉苗喪 の雷婆 時 評虜基

準として
` i

プ ロ ポ - シ ョ ン 鐘
き'

隠者効で あ る と推察き釣 た .
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